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1 2a層 除去後の2b～ 4層の遺構検出状況 (西 より
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2 鴻ノ巣遺跡第 7次調査区の基本層序 (調査区東壁の中央付近 )



4 SD14溝 跡の新旧の上層断面 (南 より)

3 2b層 検出SD司 4溝跡 (南 より :中世 )

ニ

2b層の焼土遺構 (東 より :SK3土 坑 )

2b～3a層検出遺構の調査状況 (西 より :中 世から古墳時代終末期 )



7 3b層検出遺構の調査状況 (西 より :古墳時代後期)

8 SX3a遺構 (南 より :古墳時代後期)

9 SR3a清跡 (東 より :古墳時代後期) 10 SR3b清跡 (北 より :古墳時代後期 )



11 3b層土器群 (祭祀遺構)検出状況 (北東より :古墳時代後期 右奥はSR3a溝 跡 )

3b層土器群中央部からの上器出土状況 (南西より)
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３ 5a層除去後の5b層 。6層・ 7層面の遺構検出状況 (西 より)

14 5b層・ 6層・ 7層面で検出された柱穴列や溝跡・堅穴住居跡 (西 より :古墳時代中期 )



15 集落跡を切るSD23溝跡とSA刊 桂穴列 (西 より) (東 よ り)

18 SD45溝跡全景 (北 より)

集落を区画するSD45清跡とSA2桂穴列 19 カマ ドのあるS113住居跡 (南 より ,古墳時代中期)

臨鱗チ
20 S113住 居跡のカマ ド検出状況 (西 より) 21 S113住 居跡のカマ ド全景 と高lTkの 支脚



炉跡と多量の遺物が出上 したS16住居跡 (南 より) 23 炉跡の上に炭化物が集積 したSI刊 刊住居跡 (南 より)

24 S118住 居跡検出状況 (東 より :古墳時代中期) SI司 8住居跡の第 1～ 3床面の焼土 (南 より)



27 S118住居跡の第 5床面検出状況 (南 より :奥の中央 と東壁寄 りに炭化物が集積 している)

28 S118住 居跡の第 5床面 (炭化物集積層の下から炉が検出された 各角付近では柱痕跡も確認できる)
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29 S118住 居跡の上層断面 1(東西ベル ト西半 :第 1床面の焼土から掘り方埋め土・崩落 した西壁が確認できる)
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30 S118住 居跡の上層断面 2(南北ベル ト北半 :第 4床面の貼り床層や第 5床面の炭化物集積層が確認できる)



31 3b層土器群出上の土師器 (古墳時代後期 :6世紀 )

32 古墳時代中期の集落 を切るSD23清跡A・ B期の上器 (5世紀後半頃一右下の 7点が B期 =古期 )
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33  古墳日寺イt中期の集落を囲むSD45溝跡から出上 した土器 (5世紀)

心  ―線
34 カマ ドをもつ住居跡の上師器 (古墳時代中期 :5世紀―左S110。 右S113)

35 炉をもつS111竪穴住居跡の土師器 (古墳時代中期 :5世紀 )
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炉 をもつS118竪穴住居跡の上師器 (古墳時代中期 :5世紀)

,111111111111111,         a

37 炉をもつS16竪穴住居跡の上師器 (古墳時代中期 :5世紀)

39 琥珀玉・ ガラス玉38 各種の石製模造品 (古墳時代中期 :5世紀)



①深鉢 (後北C2-D式 :X―刊2)

40 続縄文土器 (

②深鉢 (後北C2-D式 :X-10)

⑤鉢 (北大I式

:X-8)

④鉢 (北大I式 ?:X-7)    ⑥注口土器 (北大I式 :X-9)

後北C2・ D式～北大 I式期 :5世紀))

41 黒曜石製石器 (5世紀 )

左 3列 は宮城県湯の倉産 :右 1列 は他産地

42 方割石 (5世紀)

<鴻ノ巣遺跡出上の北海道系遺物 >



仙台市は、旧石器時代以来、多 くの遺跡が数分布する地域であり、約800ケ 所

の遺跡が確認されています。遺跡に眠る多 くの埋蔵文化財が、先人が築いた悠久

の歴史を現代に伝えるタイムカプセルとなっています。

鴻ノ巣遺跡の位置する仙台市北部の七北田川流域は、松森城・岩切城など多 く

の城館跡が分布し、中世の歴史を現代に伝える地域として知られております。城

館のうち、留守氏の居城と伝えられる岩切城跡は、中世の面影を現在に伝える貴

重な遺跡として国指定史跡となっています。その麓には中世からの古刹 。東光寺

が作み、境内に残る板碑群や石窟仏は、この地域が当時の信仰の封象であったこ

とを物語っています。東光寺門前は、古くから東街道の陸路と七北川の水路が交

差する交通の要衝として発達し、交易の場として、市が開かれていたと伝えられ

ています。古代には国府多賀城に近 く、その影響を受けていたものと思われます。

さらに、以前の鴻ノ巣遺跡の調査では古墳時代の遺構や遺物も発見されており、

古墳時代以来連綿と歴史の舞台となっていたことがうかがわれます。

今回の調査では、遺跡周辺の歴史環境を反映して、中世から古墳時代までの多

くの遺構や遺物が出土しました。中でも古墳時代中期の遺構から、「続縄文土器」

や「方割石」と呼ばれる北海道を中心とする続縄文文化の遺物が多数発見された

ことは、鴻ノ巣遺跡と東北北部から北海道地方との古 くからの交流を示すものと

して注目されます。

先人が築いた文化と伝統を護 り、未来へ伝えていくことは、将来の更なる発展

の基礎を為すものと考えられます。仙台市教育委員会では、今後とも各方面のご

理解とご協力を頂きながら、文化財の保護と活用を実践 して参 りたいと考えてお

ります。今回の発掘調査及び報告書の刊行にあたり、ご指導とご協力を賜 りまし

た多 くの方々に深 く感謝申し上げるとともに、本書及び本調査で得られた各種資

料が研究者のみならず市民の皆様にも活用して頂けますことを期待致しまして、

刊行のご挨拶とさせていただきます。

平成 16年 12月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉
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1 本書は、仙台市教育委員会が宮城県仙台東土木事務所の委託によって実施した宮城県仙台市宮城野区岩切所在

の鴻ノ巣遺跡第 7次発掘調査の報告書である。

2 本書の執筆・編集は、仙台市教育委員会文化財課調査係の担当調査員の協議をもとに、工藤哲司が行なった。

3 発掘調査及び報告書の作成にあたっては、次の方々から多大な指導と助言をいただいた。記して感謝の意を表

す次第である。

相沢清利 (多賀城市埋蔵文化財センター :続縄文土器について)。 出穂雅実 (札幌市文化財課 :黒曜石製石器

について)。 工藤雅樹 (福島大学 :柱穴列と溝に囲まれた古墳時代の遺跡の類例について)・ 高倉敏明 (多賀

城市埋蔵文化財センター :多賀城市の古墳時代の遺跡について)・ 富岡直人 (岡 山理科大学 :骨角器の素材に

ついて)。 藤沢 教 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター :ガラスについて)。 村田晃― (宮城県文化財保

護課 :古墳時代後期の土師器について)

4 出土した石器・石製品の石材については、蟹沢聰史氏に鑑定をしていただいた。

5 本書に係わる資料については、仙台市教育委員会が保管 している。

口
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1 本書で使用した土色は、「新版標準土色帖」 1/1ヽ 山 。竹原 :1976)に 準拠している。

2 本文 。図版で使用した方位は、全て真北で統一してある。

3 図中の座標値は、平面座標系 Xを基準とし、単位はkmである。

4 断面図・平面図の標高値は、海抜高度を示している。

5 遺構は種別毎に次の略号を使用した。

SA:柱穴列・塀跡      SBI掘 立柱建物跡 SD:溝 跡

SE:井 戸跡

SR II可ナII跡

SI:竪穴住居跡・竪穴遺構     SK:土 坑

P :ピ ット

土師器 (非 ロクロ)   D :土 師器 (ロ クロ)   E :須 恵器     F :丸 瓦

SX:そ の他の遺構

6 遺構検出時と調査実施後において、種別が変更になった遺構については、種別の変更後に新たに遺構番号を付

した。ただし、遺物への出土データの記入は、変更前の遺構略号と番号で行われている。このため、本文 。図版

等には必要に応じて新旧両方の遺構略号と番号を記入してある。

7 報告書の全体図及び遺構平面図においては、境乱及び新 しい重複遺構は、下場を記入しないなど、省略または

簡略化している。

8 遺物の登録は、以下の分類と略号を使用している。

C

G

Kb

N

平瓦

礫石器

金属製品

I

Kc

P

陶器

砥石

土製品

」

Kd

Q

磁器      Ka:剥 片石器

石製模造品   Ke:そ の他石製品

骨角器     X :そ の他の遺物

9 竪穴住居跡等における、焼け面・炭化物分布範囲は、下記により表現した。

騒藝翻:焼け面 踵憂鋤 :炭化物分布範囲

10 柱穴の内部の網 罐藝)は、柱痕跡の位置を示している。

11 土師器実測図における網国垂割 は、黒色処理されていることを示 している。

12 土師器実測図における網睡
=i劉

は、赤色顔料が塗布されていることを示している。

13 礫実測図における網踵麗翻 は、磨 り面の範囲を示している。

14 遺物観察表の法量の単位はcm及びgである。

15 遺物観察表の ( )内 の法量は残存値を示している。

16 本文における土器の出土点数の表現について、「多数」は50点以上ある場合、「多量」は50点以上入ったビニー

ル袋が複数ある場合に使用した。また、遺物量が極端に多い場合は、32リ ットル入 りのコンテナ数で表した。
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第 1章 鴻ノ巣遺跡の概要

第 1節 調査に至 る経緯 と調査要頂

1 調査に至る経緯と経過

鴻ノ巣遺跡は、宮城野区岩切地区を流れる七北田川の右岸の自然堤防で発見された遺跡である。遺跡のすぐ北側

を現在の河道が緩やかに蛇行して流れている。七北田川は、昭和23年 のアイオン台風の際に、流域に大きな洪水被

害をもたらした。この災害を受け、昭和24年から河川の改修工事が進められている。近年では流域の整備が進み、

以前のような洪水による被害を受けることはなくなったが、大雨の際には、岩切 。田子地区ではかなりの水量とな

って堤防に迫ることがある。

河川改修事業は現在も継続されており、鴻ノ巣遺跡内においても事業に伴う掘削工事の実施が計画されたことか

ら、宮城県の担当部署である宮城県仙台東土木事務所より平成10年 12月 3日 付け仙東土第1137号 で、仙台市教育委

員会に埋蔵文化財のかかわりについての協議書が提出された。協議の結果、①遺跡内における河川改修範囲につい

ては平成11年 3月 に確認調査を実施する。②確認調査によって本調査が必要とされた部分については平成13年度か

ら調査を実施すること等の協議が成立した。

協議に基づく確認調査は平成13年 3月 9日 から11日 に仙台市教育委員会により行なわれた。確認調査は、東北新

幹線と東北本線の路線の間に6本のトレンチを設定して実施された。その結果、各 トレンチで遺構・遺物が発見さ

れ、東北新幹線高架下から東北本線の間の工事予定範囲については、本調査が必要であると判断された。

仙台市教育委員会と宮城県仙台東土木事務所との協議と確認調査結果に基づき、平成13年度から本調査を実施す

ることとなった。埋蔵文化財発掘の通知は平成13年 7月 30日 付け仙東土第462号で宮城県仙台東土木事務所長から

仙台市教育長宛てに提出され、これにより同年 9月 より発掘調査を開始した。

平成13年度の調査は、東北新幹線の東側の工事実施予定範囲内で調査が必要と考えられる2,000∬ を姑象として

行なった。実調査面積は約1,000∬ であつたが、①遺構面が重層していること、②遺構密度が高く重複しているこ

と、③年間調査予算制限があること、等の状況から、東北新幹線東側部分の調査だけで平成13年から15年までの 3

年を要した。東北新幹線と東北本線間の遺跡内における工事については計画の見直しが行なわれており、その計画

案に基づき、必要な部分については追加の調査が行なわれる予定である。

2 調査要項

遺跡名     鴻ノ巣遺跡

所在地     仙台市宮城野区岩切字鴻ノ巣・鴻ノ巣北

調査原因    七北田川河川改修事業に伴う土取 り工事

調査対象面積  22,000∬

調査面積    1,050∬

調査期間    1年 次 平成13年 9月 17日 ～12月 14日 (2

2年次 平成14年 9月 2日 ～12月 18日 (3

3年次 平成15年 5月 6日 ～ 9月 5日 (5

調査担当    仙台市教育委員会 文化財課 (調査係)

担当職員    確認調査  (平成12年度)主査 篠原信彦

b層～ 3a層上面検出遺構)

b層～ 5a層 )

b～ 7層上面検出遺構)

文化財教諭 竹田幸司・伊東真文

本調査   (平 成13～15年度)主査 工藤哲司



第 1章 鴻ノ巣遺跡の概要

(平成13年度)文化財教諭

(平成14年度)文化財教諭

(平成15年度)文化財教諭

伊藤 隆 。加藤徳明  臨時職員 福寿規人

大倉秀之

宮内 周  調査補助員 佐藤保公

第 2節 遺跡の立地と環境

1 地理的環境

鴻ノ巣遺跡は、仙台駅の北東約 7km、 岩切駅の南西0.5kmの 仙

台市北東部に位置し、七北田川の右岸に形成された標高 8m前後

の自然堤防に立地する。遺跡の範囲は、岩切大橋から東北新幹線

の路線東部までの東西約 lkm・ 南北0.4kmの 範囲に広がる。

遺跡の北側を流れる七北田川は、仙台市北西部の泉ヶ岳に源を

発し、奥羽山系から派生する富谷丘陵と七北田丘陵を分けて狭い

沖積地を形成しながら東流し、岩切付近で広い仙台平野に進出す

る。ここからさらに南方に折れながら8kmほ ど下って太平洋に

注いでいる。仙台平野に出た七北田川の両岸には、発達した大小

の自然晃防があり、その外側には広大な後背湿地が見られ、沖積

地特有の微地形を形成している。富谷丘陵の東端は、岩切城や東

光寺遺跡の立地する標高100～ 40mの 低丘陵となり遺跡の北西約

0.5kmま でのびる。七北田丘陵の東端は、燕沢遺跡の立地する標

高70～40mの低丘陵となって鴻ノ巣遺跡の南西約1.5kmに 迫って

いる。

鴻ノ巣遺跡の立地する自然堤防と、北側の現七北田川の河床と

の標高差は 3m前後である。河岸付近の自然堤防から南側の後背

湿地にかけては緩やかに傾斜して標高を減じ、遺跡の南端付近の標高は 7～ 6mに なる。

遺跡にかかる自然堤防は、県道仙台 。亘理自転車道路 (現堤防)を境として開発状況が異なっている。自転車道

路の南側は、昭和40年 頃までは僅かな住宅以外は畑地が広がっていたが、昭和50年以降急速に宅地化が進み、多 く

の個人住宅と低層共同住宅としての開発が進み、畑地は年々少なくなっている。これに姑して北側は、河川敷とし

て開発の制約があるため、近年も畑地ないし荒撫地のままで経過している。

2 歴史的環境

鴻ノ巣遺跡周辺は、狭鯰な沖積地から広大な沖積平野への出口にあたり、また近 くに比較的低い丘陵が迫ってい

るという変化に富んだ自然環境の土地にあたることから、多くの遺跡が存在している。ただし、縄文時代は丘陵部

の若宮前遺跡などで若千の遺物が出土しているに過ぎず、沖積地で生活の痕跡が明らかになるのは弥生時代以降に

なってからのことである。

弥生時代 弥生時代は、山王遺跡で中期の遺物包含層と水田跡が発見されている。また新田遺跡においても同期の

溝跡や土器などが発見されているが、集落の実態は明らかになっていない。

古墳時代 古墳時代前期には、鴻ノ巣遺跡の南西約 2kmの七北田丘陵端部にある燕沢遺跡や、沖積地の山王遺跡

で住居跡が発見されている。また、低丘陵に立地する多賀城跡や自然堤防上の山王遺跡では方形周溝墓が発見され

第 1図 仙台平野 と遺跡の位置



第 2節 遺跡の立地と環境

ている。鴻ノ巣遺でも土坑等の遺構から前期の土師器が出土するようになり、この辺 りが歴史の舞台に登場する。

中期には山王遺跡や鴻ノ巣遺跡で竪穴住居跡が発見され、当該地域の沖積地にも集落が広範に形成されるように

なる。鴻ノ巣遺跡第 4次調査区では、土墳を主体部とし、石製模造品 (勾 玉形)と 刀子が副葬された周溝墓も発見

されている。第 6次調査区では水田跡も検出されている。

後期から終末期には山王遺跡で集落が形成され、また新田遺跡では後期の土器が200個 体以上まとまって出土し

ており祭祀に係わる遺構と考えられている。遺跡西方の富谷丘陵末端の麓部には台屋敷横穴墓群・入生沢横穴墓群

が存在しており、古墳時代を通して遺跡が形成されている。

古代 奈良時代になると、遺跡の北東 3kmの所に多賀城が造られる。周辺地域は、陸奥国の中心として栄え、七

北田川左岸の新田遺跡・山王遺跡・市川橋遺跡などから多 くの遺構 。遺物が発見されている。新田・山王・市川橋

遺跡では多賀城の外郭南辺や政庁中軸線の方向に合わせた道路跡や多数の掘立柱建物跡・竪穴住居跡が発見されて

おり、当時すでに多賀城を中心とした計画的な土地割が存在し、都市的な空間が広がっていたことが明らかになっ

，，十
■
４
コ

ｒ
Ｔ

S号 還 跡 名 種 別 立 地 時 代 群
=引

遺 跡 名 種 別 立 地 時 代

1 鴻 ノ果 遺 餌 采語 目然堤 防 11測 ノ ロ遺 跡 戎館 目然 堤 防

貴穴 基 121新 四遠 朋 采落 目然 堤 防

嘘 餌 181出 土演跡

4 泉 光 寺 遺 豚 城 館 甲 地

5 真光 寺板 碑 群 阪碑 丘 陵 中 世 川橋 遺 , 菖衛 関連 他 自然 堤 防他 縄文 ～ 中世

6 新宿 四遺 跡 邑含 地 自然 尭 防 古 代 夕賀 城 跡 百衝 丘 陵 古墳 ・ 古 代

7 寿 冨 前 積 訴 邑含 地 171西沢 遺 跡 果落 丘 陵 百代 ・ 中世 ・ 近 世

8 羽黒 前 道 跡 邑含 地 181餌前 遠 郵 巨衡 関遅 分離 丘 陵

中 191高崎 遠 郷 FT陵

堤 防 百 20十 六百出技跡 含 地 目然 堤 防

第 2図 鴻ノ巣遺跡と周辺の遺跡
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ている。七北田川右岸地域は、今市遺跡などで竪穴住居跡が発見され、新宿囲遺跡・鴻ノ巣遺跡などで当該期の遺

物が出土しているが、遺構 。遺物とも左岸地域と比べると貧弱である。

古代多賀城は、10世紀後半になると律令体制の崩壊とともに創建の地は廃絶される。10世紀後半以降と中世の国

府は沖積地の新田遺弥から洞ノロ遺跡方面に移動したという考え方もあるが、その所在は明らかになっていない。

中世 文治 5年 (m89)、 鎌倉幕府は奥州に侵攻 し、奥州藤原氏を滅ぼした。これにより全国支配を確立した源頼

朝は、陸奥国国行の直接支配のため伊沢家影を陸奥国留守職として派遣した。伊沢氏は後に留守氏と称し、鴻ノ巣

遺跡の北西1.5kmに ある岩切城を居城として陸奥国府周辺の所領を支配した。岩切城の麓にある現東光寺は、中世

に留守氏の菩提寺として創建された寺院で、周辺には磨崖仏や150基を超す板碑群があり、信仰の場として重要な

位置を占めていた。

鎌倉時代の留守家文書には、岩切付近に「冠屋市場」・「河原宿五日市場」という2つの市場が存在 したという

記載がある。東光寺の門前にある今市橋付近は、奥大道 (奥州街道)と 田子大道の交差点にあたる交通の要衝であ

る。しかも七北田川の水逗の使にも恵まれていることから、今市橋を挟んで北岸側が冠屋市場の、南岸側が河原宿

五日市場の有力な候補地となっている。市の所在地は明らかになっていないが、付近では、中世の遺構や遺物が多

数発見されている。また古代多賀城跡から東光寺にかけて位置する新田遺跡や山王遺跡・洞ノロ遺跡では、溝で区

画された大規模な屋敷跡が見つかっており、中世における繁栄が繁栄のようすが明らかになりつつある。鴻ノ巣遺

跡でも、小規模ながら屋敷を囲むような溝跡や井戸跡・掘立柱建物跡が検出されている。

以上のように、鴻ノ巣遺跡及び周辺地域は、弥生時代以来、活発な歴史の舞台となっていたことが窺われる。

第 3節 過去の調査概要

1 東北新幹線建設工事に伴う調査

鴻ノ巣遺跡における初めての発掘調査は、昭和48年 (1973)に官城県教育委員会による、東北新幹線建設工事に

伴う調査であった。 (第 3・ 4図)新幹線の路線内が約1,100�調査され、仙台亘理自転車道の北側では古墳時代前

期から終末期および古代以降に形成された遺物包含層と、古墳時代中期の竪穴住居跡 2軒が、また自転車道の南側

では中世と考えられる井戸跡や土坑などの遺構が発見された。 2軒の竪穴住居跡には北ないし北東側の壁面にカマ

ドが敷設されており、高杯が支脚に転用されている。 (白 鳥良―・加藤道男他 :1974「鴻ノ巣遺跡」『東北新幹線関

係遺跡調査報告書―I― 』宮城県文化財調査報告書第35集 宮城県教育委員会 159～ 274頁 )

この調査においては、本調査の西側に隣接するC地区 (自 転車道北側調査区)の遺物包含層が、4層 に大別され、

第 1層が中世以降の再堆積層、第2層が古墳時代から古代までの各時期の遺物を含む古代の再堆積層、第 3層 も古

墳時代から古代までの各時期の遺物を含む古代の再堆積層とされた。第 4層 は、 4a層 。4b層・4c層の 3層 に

分けられている。 4a。 4b層 は古墳時代の遺物のほか、平安時代の遺物も少量混じっていると報告されている。

また、 4c層 については、 1号竪穴住居跡の床下に分布するほか、 2号竪穴住居跡の検出面となっており、「古墳

時代前半の遺物が出土 している」 と記載されている。なお、黄褐色土の 5層が無遺物の地山層 とされている。

(同 :166～ 168頁 )

調査成果からの上師器に関する考察では、土師器の分類をもとに「住居跡出土の土師器およびそれと特徴を同じ

くする遺物包含層出土の土師器は型式的なまとまりをもつ一群の土器として把握することが可能」 (同 :241頁 )と

され、このことから、「本群の土師器の中から引田式に類似する土器だけを抽出して分離することには、多 くの無

理がある。」 (同 :243頁)と して「本群の土師器は (中略)31田式類似のものも含めて、一括して南小泉式に位置

づけるのが妥当」 (同 :243頁 )と された。この結果、これまでの氏家和典氏による「塩釜式―南小泉式―引田式」
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第 1表 鴻ノ巣遺跡調査一覧表

岩切大橋
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第 3図 鴻ノ巣遺跡発掘調査地点位置図

調査次数 調査年 調査原因 調査面積 主な発見遺橋 主な出上遺物 掲載文献

県 ユ・ 2次
東北新幹線

建設
1,100∬

證穴住居跡 2(古墳中期) 焼土遺構 3 井

ヨ跡 1(中 世) 土坑 6 溝跡12

土師器 (百墳前期～後期 平安) 須恵器

中世陶器 石製模造品 黒曜石石器

1973:富城県文化財調査報告書第30集

19Й :官城県文化財調査報告書第35集

市 1次 を地造成 540m 井戸跡H 土坑 19 焼土遺構 1 溝跡10
土師器 須恵器 中世陶器 青盛 瓦 刀

子・古銭
1981:仙台市文化財 Jll査 報告書第32集

市 2次 1981 住宅建築 試堀調査 寄跡 1

19821仙台市文化財調査報告書第41集

1982:仙台市文化財調査報告書第44集

市 3次 1981 ■宅建築 試堀調査 普跡 2
1982:fl台市文化財調査報告書第4ユ 集

1982:仙台市文化財調査報告書第44集

市 4次 1982 宅地造成 998∬
竪穴住居跡 1 期立柱建物跡 5 井戸跡12

森跡29 土坑12 周溝墓 1

土師器 須恵器  中世阿器 丸 木製品 石

製模造品 刀子
1982:仙 台市文化財調査報告書第44集

市 5次 1988 宅地造成 185nl
竪穴遺構 3基・溝跡 9,小 溝跡 1 上坑 7

焼土遺樽 1

土師器 須恵器 中世陶器 刀子 19891仙 台市文化財調査報告書第123集

市 6次
1989～

1990
宅地造成 245�

溝跡 10 井戸跡 2 土坑 7 水田跡 (中 世

古墳 )

土師器・須恵器 中世陶器 青磁  自磁

瓦 刀子・古銭・木製品
1991:仙 台市文化財調査報告書第149集

市 7次
2001´ ゛

2003
河川改修 1,050∬

竪穴住居跡18掘立建物跡 1 井戸跡 2 群42

土坑127 焼土遺構 よ 祭祀遺構 2 柱穴列 2

土師器 須恵器 中世陶器 続縄文i器 ガラス

王 石製模造品 石製品 黒曜石石器 鉄製品 '004:仙
台市文化財調査報告書第280集
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という県内の古墳時代前期から中期にかけての上師器編年から、「塩釜式 (前期)一 南小泉式 (中期)い。(後期)」

という方向が示されることとなり、本説の是非についてその後いくつかの論が提示されている。このような調査状

況から、これ以降、鴻ノ巣遺跡は、宮城県を初めとする東北地方南半部の古墳時代中期の上師器編年を検討するう

えで重要な遺跡に位置づけられるようになっている。

2 宅地造成等に伴う調査

昭和55年以降は、宅地造成や住宅建築に伴い、仙台市教育委員会による第 1次から第 6次の調査が行なわれてい

る。調査地点はいずれも仙台亘理自転車道の南側である (第 3図 )。 第 1次調査地点では、掘立柱建物跡13棟・溝

跡10条・井戸跡H基・土坑19基 などが検出されている。掘立柱建物跡と井戸跡は、中世のものと考えられており、

これらの遺構を囲むような溝跡も検出され、屋敷ないし集落跡と考えられる。中世以外には平安時代の溝跡 4条 と

土坑 1基がある。

第 2・ 3次調査地点では、試掘調査の際に溝跡が発見されているが、詳細は不明である。

第 4次調査地点では、竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 5棟分・井戸跡12基・溝跡29条 ・土坑12基・周溝墓 1基・

その他の遺構 2基などが検出されている。掘立柱建物跡や井戸跡は中世と考えられ、溝跡には掘立柱建物跡を囲む

ようなものも存在している。竪穴住居跡は平安時代に位置づけられている。周溝墓の墓鍍からは刀子とともに石製

模造品が出上し、古墳時代中期の遺構と考えられている。また、古墳時代前期の遺物も溝跡や浅い落ち込みからま

とまって出土している。

第 5次調査では自転車道近 くの 3地点が調査され竪穴遺構 3基、溝跡10条 。土坑20基・焼土遺構 2基・柱穴列 1

条などが発見されている。竪穴遺構は住居の一部が検出されたものと見られ、時期的には古墳時代中期と考えられ

る。柱穴列は溝状の掘 り方の底面に、さらに 1～ 1.6mの 間隔で円形の掘 り方が並ぶもので、奈良時代に位置付け

られている。

第 6次調査は基本層を11層 に分けて調査が行なわれている。Ⅲa層・Ⅲb層では中世の溝跡 5条、性格不明の遺

構 1基が、Ⅳ層では平安時代の溝跡 5条・土坑 7基 。井戸跡 2基が、Ⅵ層・Ⅶ a層 では古墳時代中期の水田跡が検

出されている。またプラント・オパール分析ではⅧ a層においても高密度のイネのプラント・オパールが検出され

ており水田跡が存在する可能性が高いことが指摘されている。

以上のように鴻ノ巣遺跡ではこれまでの調査で、古墳時代前期については溝跡や遺物を含む落ち込みが検出され

ている。古墳時代中期には竪穴住居跡が現河道に近い地域で発見され、ここから離れた南部では周溝墓が、西部で

は水田閉が検出されている。古墳時代後期から奈良時代にかけては、遺物は出土しているが遺構は分っていない。

平安時代は、遺物は全体的に見られるが、竪穴住居跡の可能性のある遺構や溝跡・土坑等が検出されているものの

集落の実態は良く分っていない。中世になると掘立柱建物跡や井戸跡・溝跡などが広範囲に検出され、各遺構は有

機的に関係して屋敷ないし集落を形成していることが分ってきている。
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第 1節 調査区配置と基本層序

1 調査区配置

本報告書に係わる東北新幹線東側の調査対象区は、鴻ノ巣遺跡の東北部に当り、河川改修事業対象地区ではその

東端に位置する。東西 。南北の方位に対 して約45° 振れたほぼ方形を呈する土地で、広さは、北西から南東方向で

約50m、 南西から北東方向で約40mあ り、面積は約2,000∬ ある。標高は8.lm前後の平坦地で、地日は畑地である。

この土地は、河川改修工事が行われる前は、北東側から東側にかけて、逆「く」字状に堤防が存在していた。調査

区から北東側の現七北田川の河道までは約60mあ る。北東側 。東側の堤防の外側は調査地点よりの一段低 くなって

おり、北東側が標高6.2m、 東側が7.lm前後である。現在、鴻ノ巣遺弥は、東側の堤防よりも北東側に広い範囲が

遺跡に登録されているが、河川改修工事以前の旧地形から推定すると、遺跡の主体となるのはこの旧堤防より西側

の地域と考えられる。東側の堤防は、1可川改修工事によって既に撤去され、周辺部よりさらに一段低 くなってソフ

トボール場として整備されている。 (第 4図 )

調査区は、上記の方形を呈する土地の各辺に、作業通路や土置き場として幅 6m前後の空間を残し、中央に北西

青は第 7次調査区 (5b～ 7層面)
※

※

赤は工事予定範囲 青は第 7次調査区 (5b～ 7層面)

東北新幹線下は、宮城県文化財保護課昭和48年調査区
0                           101

第 4図 工事予定範囲と第 7次調査区
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第 5図 調査区断面図 1 東壁

から南東方向に約34m、 南西から北東方向に約29mの略方形の範囲に設定した。調査終盤になって、北東部におい

て、多量の遺物を含む土層が検出されたため、その性格究明を目的として南東辺の北側で調査区の一部の拡張を行

なった。合計の調査面積は約1,050ど である。

2 基本層序

今回の調査区は大別 7層、細別13層 に分けて調査を行なった。各層の状況は以下のとおりである。

la層  :暗褐色砂質シル ト 近年の畑の耕作土層。遺跡全面に分布する。層厚は約20cm。



上層No 土    色 土 質 備 考 土層No 上    色 土 質 術 考

10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 児耕作土 SXユ  I 10YR4/4 ・IB色 砂質シル ト 黒褐色土粒 を少量含む

10YR4/3 にれ岐協色 シ,レ ト 黒褐色土粒 炭化物粒をわずかに含む。現耕作土下部 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 黄褐色土を斑状に含む (第 8図 )

10YR〃 3 黒褐色 シ,レ ト にぶい黄褐色土をまばらに含む 10YR3/4 暗褐色 シ ル にぶい黄褐色土粒 炭化物粒 をわずかに含む

!b 10YR3/3 暗褐色 り質シルト炭化物粒をわすかに含む 10Y馳/4 褐色 シ ル

10YR5/6 責褐色 砂 曽褐色 シル トを部分的に含む 5 10YR3/3 暗褐色 シ ル 下部ににぶい黄褐色上を縞状に合む

,b 10YR4/3 にぷい☆禍色シルト質η ミ褐色土粒 をわずかに含む 6 10YR4/4 褐色 シ ル にぶい黄褐色土をわずかに含む

10YR4/4 褐色 シルト質砂 7 ЮYR4/4 褐色

10YR5/6 黄褐色 シ,レ ト 褐灰色土及び酸化鉄をまばらに含む 8 10YR4/4 褐色 ン ル にぶい黄褐色土粒 炭化物粒 をわずかに含む

10YR2/3 黒褐色 シ,レ ト 炭化物粒 をわずかに含む。粘性あ り 9 10YR3/4 暗褐色 ン ル 黒褐色上のプロックを含む (第 8図 )

10YR5/3 にパ↓ヽ黄協色 シル ト 駿化鉄を霊状に含む ЮYR5/2 灰黄褐色 質砂 酸化鉄 を斑状に含む (第 8図 )

ЮYR3/3 暗褐色 砂質シルト 灰黄褐色上をまば らに含 t・ 10YR2/3 黒褐色 にぶい黄褐色土をわずかに含む (第 8凶 )

10YM/3 に永,墳褐色 シルト質靱 炭化物をわずかに含む 12 ЮYR2/2 黒褐色 も■質シルト暗褐色上をわすかに含む

10YR2泡  黒褐色 シル ト 枯性あ り )D45 1 10YR4/4 褐色 砂質シルト にぶい黄褐色 シル トをわずかに含む

10YR5/3 にぶヤ頂褐也 砂暫シル ト 場所によっては砂質上壌 となっている 2 10YR5/3 にぶい責協建 ン ル え化物粒 酸化鉄を斑状に合む

7--2 10YR6/3 にパい黄橙色 シルト 褐色砂を部分的に縞状 に含む 10YR5/2 灰責綺t ン ル にぶい黄橙色土粒を斑状に含む、炭化物粒をわずかに含む

7-3 25Y6/2 灰黄色 シル ト 上部 と下都ににぶい黄褐色の砂層を編状に含む 10YR4/1 褐灰色 炭化物粒を多 く含む、にがい黄橙色土をわずかに含む

7-4 5Y6/2 灰オリーブ色 シ,レ ト 層下部に厚 さ3～ 5cmの砂層を含む 10YR5/2 灰賞褐色 砂質シルト 発化物粒 をわずかに含む

7-5 10YRν3 にぷい費協と シルト 層下部に暗灰黄色シル トを含む 10YR5/2 灰黄褐t ンル ト ЮY艇71灰 自色の灰 を部分的に含む

アー6 ЮYR2/2 黒褐色 粘土 10YR4/1 褐灰色 シルト え化物粒をわずかに含む

7-7 10YR5/2 灰黄褐色 も土質シルト 10YR2/1 黒色 シ,レ ト え化物層

10YR5/2 灰黄褐t 少質シルト 上部に同色の粘土層 シル ト層を縞状 に含む

10YRワ 2 灰責褐色 黒褐色土及びにがい黄橙色上のプロックを含む

SR3a l 10YR3/3 暗褐色 シルト質砂 にぶい黄褐色土粒をわずかに含む

10YR3/3 暗褐色 砂 にぶい黄褐色砂 を斑状 に含む基本層3a層 に荘応

10YR5/2 灰貢褐色 シルト 黒褐色土ブロック、にぶい黄褐色土をまばらに含む

,A2 A 10YR5/3 にぶヤヽ黄褐色 砂質シルト にぶい黄橙色土粒を層下部ほど多 く含む

10YR5/3 に本い託lB色 砂質シルト にぶい黄橙色上 黒褐色上のプロックを多 く含む

第 1節 調査区配置と基本層序

第 5図 調査区断面図 1 東壁 注記

(東壁 1)

lb層  :

2a層  :

2b層

3a層

3b層

4 層

4´ 層

5a層

(東壁 2)

暗褐色砂質シル ト 近年の畑耕作土層の下部層で類似色土のブロックを含む。調査区全域に分布する。

ビニールなども出土。層厚は不均―で場所によって異なるが、20～ 50cm。

黒褐色シル ト 畑の耕作土層と考えられる。近 。現代の遺物は確認されていない。遺跡のほぼ全域に分

布するが、 1層の耕作による削平を受けている部分もある。黒褐色を基調としているが、 2b層 に近い

暗褐色に漸移的に変化している部分もある。層厚は20～ 30cm。

・2a層 上面の一部で遺構確認を行い、遺構は検出されなかったが、調査区壁面を精査 した結果、 SD

l・ 2溝跡などの遺構は2a層上面から掘 り込まれていることが明らかになった。

・下層での検出遺構との関係から、中世から近世にかけて形成された土層と考えられる。

暗褐色砂質シルト 層中に遺物を含むが、層の形成過程で順次包含されたものか、または耕作等の営力

によって混合されたものか成因不明の包含層である。ほぼ全域に分布する。層厚は10～20cm。

・上面で中世、平安時代、奈良時代の遺構が検出された。

責褐色砂 遺構や 3b層上面の凹地に沿うように部分的に分布する。河川の氾濫によって逗ばれたと考

えられる自然堆積層 (河川氾濫堆積物)。

。上面で古墳時代終末期から奈良時代前葉にかけての遺構が検出された。

暗褐色シル ト質砂 調査区の南部を中心に分布する。成因は不明である。層厚は10～30cm。

・上面で古墳時代後期の遺構が検出されたほか、層中から同期の遺物がまとまって出土している。

黒褐色シル ト 3a層 。3b層の分布範囲を中心に 5層 の凹地に分布 している。層厚は 5～ 10cm。 自

然堆積層と考えられる。出土遺物は少ない。

・上面では遺構は検出されていない。

にぶい黄褐色シル ト 5層 で形成された凹地の自然堆積層で、 4層残存部のみ分布する。 5b層に類似

しているが、これより粒度が細かい。

暗褐色砂質シル ト 調査区のほぼ全域に分布する。均質な土壌で、層厚は15～ 20cm。 多量の土師器や

石製模造品などが出土した。下面で小溝状遺構が検出されたことから畑の耕作土と考えられる。 5b



第2章 調査の概要

<南壁 >

とこX象黎上/て
~ラ

ニ>

70m

0                            3m

土層No 土    色 上質 備 考

SDl 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 炭化物をわずかに含む

10YR3/3 暗褐色 シル ト にぶい黄橙色土粒及び炭化物 を少量含む

10YR2/2 黒褐色 ンル ト こぶい黄橙色土をわずかに斑状に含む、炭化物を含む

10YR2/3 黒褐色 ンルト にがい黄橙色土を斑状に含む、炭化物を含む

10YR2/3 黒褐色 少質シルト にぶい黄橙色土をわずかに斑状 に含む

10YR2/3 黒褐色 少質シルト 下部に 7層起源のにぶい黄褐色土を含む

ЮYR3/4 暗褐色 少質ンル ト こぶい貢4B色 土を綱状に含む、炭化物を含む

第 6図 調査区断面図 2 南壁

層・ 6層・ 7層 を母材とする。

・上面で遺構は検出されていない。

・層中に含まれる土師器は古墳時代中期のものが大部分を占めるが、古墳時代後期の上師器も少数含ま

れている。前者は小さく割れた破片の割合が高いが、後者については破片が比較的大きなものが多 く含

土層No 土   色 土 質 備 考

イ (ba) 10YR3/2 黒褐色 ンル ト にぶい貢橙色土のプロックを多く含む、5a層の下部か

10YR3/2 黒褐色 炭化物粒 をわずかに含む

10YR3/2 黒褐色 砂質シルト橙色の焼土粒を多 く含む

10YR5/3 にぷ峨 協色 ン,レ 質砂 黒褐色土を斑状に含む

ホ 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土粒をわずかに含む
10YR3/2 黒褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土粒 を含む

ЮYR3/4 暗褐色 砂質ンル ト にぶい黄橙色土粒 を少量含む

2 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト にぶい貢橙色土の小ブロックを多 く含む



第 1節 調査区配置と基本層序

<西壁 >

70m

SD2

＼

や鼻
2

、ヽⅢ  ′/

70m

0                           3m

第 7図 調査区断面図 3 西壁

まれていることから、 3b層 を掘 り込み面とする遺構の掘 り残し部分から出土した可能性がある。

・ 5a層 の形成時期は、古墳時代中期の後半ないし、古墳時代中期後半から後期にかけてと考えられる。

5b層  :黄褐色シルト 5a層 耕作土層の母材の主体となったと考えられる土層である。 6層以下の地層が窪ん

′
/

土層No 土 色 土質 備 考 土層No 土 色 土 質 備 考

10YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト コンクリー ト片を含む 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト にぶい黄掲色地上粒 炭化物粒 を少量含む

10YR4/4 褐色 砂質ンルト 暗褐色上を斑状に含む SR3b l 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土を斑状に含む、黒褐色土を縞状に含む

Sa´ 10YR3/4 暗掲色 シルト質砂 史化物をわずかに含む 10YR4/3 にぶい☆掲色シルト質秒 肇褐色土 を斑状 に含む

10YR3/2 黒褐色 にぶい黄褐色上粒を含む SKA l 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土を斑状に含む、黒褐色土を編状に含む

ト 10YR3/2 黒褐色 にぶい黄褐色土を斑状に少見含む 10YR2/3 黒褐色 ル ト 黄褐色土を斑状 に含む

チ 10YR3/2 黒褐色 シルト質砂 黄褐色土を斑状に含む 10YR3/3 暗褐色 黒褐色 シル トと黄褐色 シル トを含み互層状に堆 IFl

, 10YR4/3 におい貨協色 少質ンルト 下部ににぶい黄橙色土粒 を含む SKB l 10YR4/2 灰貢褐色 にぶい黄褐色土粒 炭化物粒 をわずかに合も

ヌ 10YR3/3 暗褐色 ル ト 炭化物粒 を少量含む (SD7, 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 黄褐色土を斑状に含む

10YR3/3 暗褐色 抄質シルト 灰黄褐色土を霜降状に含む (SD16) ЮYR3/3 暗褐色 砂質ンルト 黄褐色上の小ブロック 炭化物粒 を少量含む

10YR2/2 黒褐色 少質シル ト 下部に炭化物を縞状 に含む SIX  l ЮYR2/3 黒褐色 シルト 黄褐色粗砂 を中央に縞状 に含む

10YR3/2 黒褐色 ンル ト 音褐色土を籍降状に含む、炭化物を部分的に縞状に含む 2 75YR2/1 黒色 ンルト 上部は赤褐色の焼土面となっている (カ マ ドの一部分 ?

10YR3/2 黒褐色 砂質シルト え黄褐色土を霜降状に含む 3 10YR3/3 暗褐色 少資シル ト にぶい黄褐色土を斑状に多 く含む (掘 り万理土 )



第2章 調査の概要

<】ヒ壁 >

70m

70m

70m

70m

と,善 No 土    色 土質 備 考

ЮYR3/3 暗褐色 砂質ンルト にぶい黄褐色土粒 炭化物粒 を少量含む

10YR3/2 黒褐色 シル ト にぶい黄褐色土を斑状に含む

レ 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト

SKC ユ10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄橙色土粒 炭化物粒 をわずかに含む

10YR5/4 にメ1瑣褐色 り質シルトミ掲色土ブロック にぶい黄橙色土ブロックを多く含む

SDX l 10YR4/4 褐色 にぶい黄橙色上 を霜降状 に含む

土層No 土    色 土 質 考

SDX 2 10YR5/4 にぶい☆欄色 シ,レ ト

3 10YR4/4 褐色 砂質シルト にぶい黄褐色上のブロックを多 く含む

4 10YR3/3 暗褐色 シル ト にぶい黄褐色土を斑状に含む

SDY J 10YR4/3 にぶい黄働色 少質シルト にぶい黄橙色上の小ブロック 炭イヒ物をわずかに含む

SXl J 10YR4/4 褐色 炭化物粒をわすかに含む
σ ЮYR3/4 暗褐色 シルト 黄褐色上 を斑状 に含む

第 8図 調査区断面図 4 北壁



第 2節  2a層 の遺構

だ部分など、 5a層の形成に伴う耕作の影響を受けなかったところにだけ残存している。

。自然堆積層であると観察される。 S114竪穴住居跡はこの層を切って掘 られていることから、 5a層

の下面で検出された竪穴住居跡の掘 り込み面は5b層 または、すでに 5a層 になったために現存 しない

地層と考えられる。

6 層  :黒掲色シル ト質粘± 5a層 の耕作深度が浅い部分、または5b層が厚 く堆積 していたと思われる部分

に分布しているが、大部分は5a層の畑耕作の際に削平されている。残 りの良い調査区東部での層厚は

15cm前後である。遺物は含まれず、自然堆積層と考えられる。

・ 5b層はなくなっているが 6層が残存している部分では、この層の上面で古墳時代中期の竪穴住居跡

が検出されている。

7 層  Iに ぶい黄褐色砂質シル ト 今回の調査区において、遺構の確認ができる最下層 (地山)を 7層 とした。

基本的に無遺物の自然堆積層である。多数の層に細分可能である。調査区東壁際では、 7層上面から約

1.5mま で掘下げた。上部から中部は砂質シルトないしシル ト層であるが、下部は粘土質の土壌となり、

グライイとしている。

・ 5b層・ 6層が残存していない部分では、 7層が古墳時代中期の竪穴住居跡の検出面となる。

第 2節  2a層 の遺構

1 2a層 の状況と遺構の認定

本調査においては、遺跡の現表土層 (la層・ lb層 )の除去及び遺構の検出できる地層までの掘削をバックホ

ーによって実施した。掘削は南東隅から行ない、表土下30～ 40cmで黒褐色の地層 (2a層)が検出された。 2a

層上面を部分的に広げて見たが、明確な遺構は検出することができなかった。そこで 2a層 については 1層 ととも

に重機による除去を行ない、 2b層以下の地層で遺構確認を行なった。ところが、遺構検出作業後、調査区壁面の

精査を実施したところ、 2b層で検出したSDl・ SD2滞跡及び堆積土上部が基本層 1層 に類似するので比較的

新 しい時期の遺構と考えられるSXlの掘 り込み面が、 2a上面であることが確認された (第 5～ 8図 )。 2a層

除去後に検出された遺構のなかには、この他にも本来は2a層から掘 り込まれた遺構が存在する可能があるが、調

査区壁面で土層観察ができないので、本節では、掘 り込み面が 2a層であることが確認できた上記 3遺構について

の概要を記述する。

2 遺構の概要

1)溝跡

SDl溝跡 【位置 。重複】調査区の南寄りに位置して東西方向から南北方向にL字状に折れて検出された。何等

かの区画溝の南東角付近と考えられ、その内側にあたる部分に多くの土坑やピットが存在する。SD9。 11・ 14溝

跡、S11・ 4竪穴住居跡を切る。SDlを切る遺構は検出されなかった。【方向・幅】方向は南辺でN-69° 一

E、 東辺でN-18° 一Wである。幅は南辺が上面で2m前後・底面で30～ 60cm、 東辺が上面で3.6～ 3m・ 底面で

lm前後を測る。【深さ。断面形〕検出面では、南辺は中央部で深さ約90cmあ り、断面形は逆台形を呈する。東辺

は中央部で深さ約100cmあ り、逆台形を呈する。調査区南壁にかかる断面では、 2a層 上面から測ると1.6mあ る。

南辺と東辺が接する角にあたる南北辺の南端は、幅約 lmが底面から約40cmの 高さで橋状に掘 り残されている。

底面の傾斜は、南辺側は西より東の角が約10cm低い。東辺は北側が約15cm低い。角部分で南辺と東辺でのレベル

差はない。〔堆積土・出土遺物】堆積土は黒褐色の砂質シル トを基調とする。南北辺の下部には灰褐色及び黄褐色



第 2章 調査の概要

青は3a層検出遺構

緑は2b層 除去後の基本層の分布状況
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第 9図  2a層・ 2b層及び 3a層検出遺構



第 9節  2a層の遺構
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上層 No 上    色 土 蜜 備 考

ユ 10Y路/2 黒褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土粒 を多 く含む

第刊0図  2a層・ 2b層検出清跡断面図

の上壌が堆積する。推積土層上部には炭化物や焼上が含まれている。出土遺物としては、多量の非ロクロ土師器の

ほか、ロクロ土師器 。須恵器・古代の瓦・陶器類・黒曜石製石器とその剥片 。石鏃・礫石器・砥石・石製模造品・

古銭 。鉄製品 。土製品 。硯・続縄文土器など多種多様なものが出土している。出土遺物の多 くはSDl溝跡が切っ

ている遺構か らの流入や堆積土に混入していたものと考えられるものである。遺構に直接関係する可能性のあるも

のとしては陶器類の上師質土器と中世陶器がある。I-10～ 14は土師質土器の小皿と大皿と考えられるものである。

沸
ザ

ゴ

上層 No 土    色 土 質 備 考

I ЮYR3/3 暗欄色 焼土 と反化物粒 を少量含 tr

10YR3/2 黒褐色 占■暫ンルト 黒褐色土 と暗褐色上のプロックを少量含む炭化物と焼土粒を含む、酸化鉄を縞状に含む

10YR5/4 にぷい黄褐色 本層3a層 の流入土と観察される

にぶい黄褐色土のプロック及び暗褐色砂を含む、層下部に酸イと鉄集積

10YR3/3 暗褐色 褐灰色上 を斑状に含む、 自然堆積

ブロック状に少量含む、 自

上層 No 上    色 土 貿 偏 考

1 10YR3/2 黒褐色 秒暫シルト 黒色土と褐色土と、褐灰色上をまばらに合tr、 炭化物を少量合む

SD9

SD2

土層No 土    色 土 質 偏 考

ユ 10YR3/2 黒褐色 炭化物粒と褐色土粒を含む

10YR3/1 黒褐色 帖土 層下部に酸化鉄を斑状に含む

10YR3/2 黒褐色 古■暫シルト 粗砂を含む、明黄褐色土のブロックを斑状に含む

10YR3/3 暗褐色 シルト質粘土 明黄褐色土のプロックを多量に含む、 シマ リ強い

10YR3/2 黒褐色 抄質シルト 礎土 炭化物を含む

上層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 灰黄褐色土と網色■をアロック状に含む、炭化物とマンガンを含む

SD10

上層No 土    色 土 質 偏 考

10YR3/4 暗褐色 砂 にぶい黄褐色砂 と褐色砂 をまばらに含む

SDll

上層No 土   色 土 質 編 考

1 10YR3/3 暗褐色 にぶい貢褐色砂 をまばらに含む

2 10YR3/2 黒褐色 シルト質粘土 上面に1～充mの粘土層が分布、黒色と暗褐色■のアロックを多く含む

10YR3/3 暗褐色 少質シルト粘上を多 く含む、シマリ強い

tOYR4/4 褐色 砂質ンルト 堅崩落土

SD3

シルトをプロック状に含む、鉄分を

土をプロツク状に含む、欽分を

土層No 土    色 土質 備 考

ユ 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 虎化物粒を含む、褐色土粒 をまばらに少量含む

SD15

土層No 土    色 土 質 備 考

ユ 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト 黒褐色上のプロックを少量含 む 目然堆積 ンル ト質砂をプロック状に
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番号 番 号

偶  土  地 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構 避構層 XttNo 種 別 器種 器高 長 口径 .幅 体部径,厚 底径 .重 (調整 素材 産地 時期 分類)

1 X-7 1層 統縄文上器 沐 (35) 体部片、RL縄 文 96-3
2 C-15 ・3層 非ロクロ土師器 郭 外面 :ヘ ラミガキ、ナデ、ヘラケズリ 内面 iヨ コナデ、ヘラミガキ

3 C-34 警面 非ロクロ土師器 中型壷 外面 |ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 !ヨ コナデ、ヘラミガキ、シボリメ、ナデ

G-16 警面 非ロクロ土師器 麗 (117) 外面 :ヨ コナデ、ナデのち一部ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

5 C-17 SD― 蟹面 非ロクロ土師器 露 (244, (244) 56 4血 |ヨ コナデ、ナデ、ヘラケスリ、ヘラミオキ 内山:ヨ コナデ、すア、ヘラ,デ

6 D-6 SD― J層 ロクロ土師器 翼 (76) 外面 :ロ クロ調整 内面 |ロ クロヘラナデ

7 E-12 1層 須恵器 郭 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転ヘラ切りのち手持ちヘラケズリ 97-6
8 E-10 〕層 須恵器 芥 161 内、外面 |ロ クロ調整 内面底面ヘラナデ 底苫I切 り雛しの回転ヘラケズリ 97-4

9 E-11 ,題 須恵器 郭 156 102 内、外面 :ロ クロ調整  底部切 り離 し不明のちヘラケズリ 97-5
E-9 t層 須恵器 葛台付郭 170 104 内、外面 :ロ クロ調整 底部切 り離 し不明のち回転ヘラケズリ

第 1刊 図 SDl溝 跡出土遺物 1
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中

号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 禦 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 還構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 器高 本部径 厚 条径 '重 (調整 素材 産地 時期・分類 )

1 I-13 1層 土師質土器 小 皿 27 (70) 内、外面 :ロ クロ調整 底都回転糸切 り 99-12
I-10 2層 土師質土器 小 皿 (84) 外面 :ロ クロ調整 内面 :ロ クロ調整のちナデ

3 I-14 2層 上師質土器 小 皿 (120) 外面 ロクロ調整のちナデ 内面 :ロ クロ調整 99- 8
4 I-12 1層 土 師 質土 器 邸 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転系切 りのちケズ リ

5 I-11 SD 2層 土師質土器 杯 (13) (■8) 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転糸切 り

I-29 SD 1層 無釉陶器 悟鉢 外面 :ケ ズ リ 内面 :ロ クロ調整、貼 り付け高台 渥美

7 I-18 I'Eヨ 無釉陶器 菱 外面 :格 子叩 き 常滑 100- 7

8 I-19 1層 無釉陶器 霙 外面 :格 子叩 き 常滑 100- 9

9 I― 口Э SD 3層 暖釉陶器 鉢 (365) 内面 :自 然釉 常滑 10ユ ー 3

N-3 SD 1層 映製品 不 明 (09) 角権状、角釘 ?

11 N-4 D 1層 鉄製品 46 14 L字】大、角釘 ? 7

N-5 D― 2層 鉄製品 鉄 全長 (9 1cm) 117- 3

N-6 SD 2層 鉄製品 不 明 10 角棒状、角釘 ?両端欠損

N-7 SD 3層 鉄製品 刀子 ? 14 両端欠損

X-6 2層 2 児 円面硯 脚部片 外面 :ロ クロ調整 脚部沈線 内面 :ロ クロ調整 12ユ ー 4

P-6 2層 上製品 土 錘 昧形 118-10

第12図 SDl溝 跡出土遺物 2
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いずれもロクロによる調整が行なわれ、底部には回転糸切りの痕跡が残る。器形全体の分るものは I-13の小皿の

みで、器形は底部の小さい逆台形を呈する。大皿は、底部から体部にかけて緩やかなく字状に折れて立ちあがる。

ミ当苺  ぐ母
|

最 珍

0                          10cm

中

号

図

香

登録

番号

出 土 地 点 分    類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺橋名 遺禰層 映上No 種房U 器 種 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 (b-1 SD 1層 粟石器 凹 石 (911) 条戻有 り  方割石 ?               安山岩 105- 1

2 【c-34 SD― 1,音 氏石 板 状 面取 り加工 砥面 4面         デイサイ ト質凝灰岩 111-14

3 SD 1層 礫石器 凹 磨石 (86) 方割石 ?                砂名 105- 2

4 (c-36 SD 1層 砥石 柱 状 (40) (28) 面取 り加工 砥面 3面  2面 条痕   デイサイ ト質凝灰名 112-8
5 (c-37 SD 3層 砥石 不 明 125( 砥面 2面            アルコース

6 -35 SD 1層 砥石 不 明 (53) 430( 砥面 1面、は面に条摂有 り       貞拮

7 (c-38 SD 3層 氏石 不明 15 砥 向 3薗             ア ル コー ス

第13図 SDl溝跡出土遺物 3
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0            5cm

土師質土器は、このほかにロクロ痕の認められる破片が 4点出土している。 I-18～ 20は 常滑産陶器の奏と鉢で、

甕の体部外面には格子の叩き目が観察される。 I-291よ渥美産橋鉢の底部付近の破片である。この他に常滑産の破

片が 1層から11点 。2層 から4点 。3層 から1点、渥美産の破片が 1層から2点出土している。在地産の中世陶器

は出上 していない。

SD2溝跡 【位置 。重複〕調査区の北寄りでSDl溝跡と同様に東西方向から南北方向にL宇状に折れて検出さ

れた。SBl掘立柱建物跡、S D13・ 14溝跡、 S K43・ 53土坑、SX3遺構を切る。ピット2基がSD2溝跡を切

っている。【方向・幅】方向は南辺でほぼ真東西方向、東辺がほぼ真南北方向である。幅は南辺が上面で1.6～ 1,8

m。 底面で40～ 70cm、 南北辺が上面で1.2m。 底面で40cm前後を測る。【深さ。断面形】検出面での深さは65～

45cmで、断面形は舟底状ないし逆台形を呈する。調査区西壁にかかる断面では、 2a層上面から測ると1.4mの 深

さがある。底面は、南東角が西端より約15cm、 北端より約10cm低い。【堆積土・出土遺物】堆積土は黒褐色ない

し暗褐色の土壌を基調とする。ブロック状の堆積層を多く含む。南北辺の下部には灰褐色及び黄褐色の上壊が堆積

する。堆積土層上部には炭化物や焼土が含まれている。出土遺物としては、多量の土師器のほか、須恵器・古代の

瓦・陶器類 。砥石・石製模造品。鉄製品。鉄津などが出土している。陶器には灰釉陶器と中世陶器がある。灰釉陶

器は3点あり図化したI-31は皿ないし碗の破片である。他の2点は碗の体部の破片である。中世陶器は、 1層か

らI-1を含む常滑産6点、在地産1点、 2層から常滑産1点の甕の体部破片が出土している。

2)そ の他の遺構

SXl遺構 【位置。重複】調査区の北東角にあたる部分で2a層を切り込む深い溝状の傾斜面として検出された。

SD9溝跡、S13竪穴住居跡を切る (第 9図 )。 【方向・幅】方向は、西壁上端でN-16° 一Wである。幅は検出

部で6m以上ある。底面は検出されていない。〔深さ。断面形】底面は検出されていないが、 2a層上面からの調

録

号

登

番

出土地点 分類 法量 特徴 備考
写真図版

番 号 基本層 遺構名 遺穂層 収上No 種 別 器種 一局 日径 .旺 (調整 素材・産地 時期・分類 )

1 N― ] SD― 2層 古 銭 直径 2 0 冶平元宝 (北宋、1064年 ) 117- ユ

2 Ka-38 [層 打製石器 石鏃 2〔 I I 玉髄 1∝ -42

3 Ka-31 2層 打製石器 微細剥離 11 黒曜石 103-16

4 Ka-13 l層 打製石器 2次加工 黒曜石 103- ]

5 【d-305 2層 石製模造品 原羽 P 7と 5( 疑灰質貢岩 116-5
6 Kd-7 2層 石製模造品 鵞J 21 緑泥石片岩 113- 2

第14図 SDl溝 跡出土遺物 4
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第15図 SD2溝 跡出土遺物

査 した最深都までの深さは約2.3mを 測る。西壁は2a層上面から約 lm下がったところで幅1.5m前後の幅でテラ

ス状の平場となり、そこからさらに下がっている。平場の壁際は、 SXl遺構が 6層 まで埋った時点で溝状に掘 り

込まれその部分が 1・ 2段下がっている。【堆積土 。出土遺物】堆積土は暗褐色ないし褐色のシルトを基調とする

(第 5図 )。 細かなブロック状の土壌を多く含み、人為的に埋められた土層も存在するように観察された。出土遺物

は、多数の土師器片が各層から出土した他、これに混じって須恵器片・古代の瓦・石製模造品などが出土している

が、時期の決定に関係する遺物は出上していない。
~‰

$院
っ い     1

0            5cm

番号

観

号

全

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 赴構名 遺構層 取上No 種 別 器種 【高 長口径 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1
-18 3D-2 1層 非ロクロ土師器 蓋 (33) 米面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

2 と-31 SD-2 1層 灰釉陶器 碗 (90) 勺、外面 :灰釉・高台内無釉  トテ ン痕有 100- 2

3 【-24 SD-2 1層 無釉阿器 外面 :格子叫1き  内面 :ロ クロ調整 常滑 100- 8

4 Kc-39 3D-2 1層 砥 石 柱状 (38) 1400 面裏 り加工 砥面 2面        デイサイ ト質凝灰岩 112

5 N-8 Sつ -2 2層 鉄製品 刀子 両端欠損

6 N-10 SD-2 1層 鉄製品 刀子 両端欠損 117-10

7 N-9 SD-2 1層 鉄製品 不 明 角棒状  角釘 ? 両端欠損

8 Kd-10 3D-2 1層 石製模造品 17 緑泥石片岩

9 Kd-9 SD-2 石裂模造品 Ilイ反 124 緑泥石片拮 ユ15-16

甲

号

凶

立否 番号

出  土   地 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺権名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 幅 本部径 厚 底径 (調整 素材 ,産 地・時期 分類 )

d-4 】X-1 上 層 石製模造品 (20) 03 ユ 緑泥石片岩 113-10

第16図 SXl遺 構出土遺物



第 3節  2b層検出遺構と2b層 の遺物

第 3節 2b層検出遺構と2b層の遺物

1 2b層 と遺構の検出状況

今回の調査で最初の遺構確認面は 2b層 としたが、 2a層 と2b層の境界が明瞭でないことや、下層各層に凹凸

があるために、実際に最初に遺構を検出した面は、 2b層・ 3a層・ 3b層・ 4層及び一部には 5a層 と考えられ

る地層も見られるなど、複雑な地層分布 となった (巻頭写真 1)。 特にSR3aや SX3aと した溝跡や土坑は、

3a層の褐色の砂が盛 りあがるように堆積 した状態で確認された。このような状況であったために、前節のように

調査区壁面で掘 り込み面の確認ができた遺構以外の、表土と2a層の除去を目的とした作業の後に検出された遺構

については、掘 り込み面が 2a層 の可能性があるものや、 3a層以下の地層の分布範囲が検出面となっているもの

を含め、 2b層検出遺構として取扱うこととした。

上記のような遺構検出状況

において、 2b層検出とした遺

構 は、掘立柱建物跡 1棟・溝

跡11条 ・井戸跡 2基 ・竪穴住

居跡 3軒・土坑59基及び多数

のピットがある。

なお、 2b層 自体の層厚は

10～ 30cm、 厚い ところでは

40cmあ り、調査区のほぼ全域

に分布 している。 2a層 との境

界は、調査区の北西部は比較

的明瞭であるが南部や東部は

やや不明瞭である。 また 3b

層や 5a層 と接する場合 も土

層の境界は不明瞭である。

2 2b層 検 出

遺構の概要

1)掘立柱建物跡

SBl掘立柱建物跡  【位

置・重複〕調査区の中央西寄

りに位置して検出された。 2

Y=10828   (SK31)

辞
′
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0                 211a

土 婚No 土    色 土質 備 考

P97  1 10YR2/3 黒褐色 雫色土 と責褐色上のプロックを全休に含む

P96  1 ЮYR2/2 黒褐色 ンルト 黄褐色上のプロックを少量含む

ЮYR3/3 暗褐色 シ,レ ト 柱痕跡、炭化物粒 を少量含 む

SK20 1 10YR3/3 暗褐色 シル ト 灰黄褐色土 と褐色上のプロックを全体に含む

10YR2/3 黒褐色 ンルト

P95  1 10YR2/3 黒禍色 シル ト 炭化物を少量含む

SK25 1 10YR2/3 黒褐色 沙質シルト

2 10YR3/3 暗褐色 l■ 痕跡 褐色上のブロックを少量含む

土層No 土    色 土 質 備 考

SK22 1 10YR2/3 黒褐色 ンル ト 匂色上のブロックを少量含む

SK31 1 10YR2/3 黒掲色 粘土質シルト 褐色土のプロックを少量含む

2 10YR3/3 暗褐色 ル ト l■痕跡、褐色上の小プロックを全体に含む

SK30 1 10YR3/2 暗褐色 砂質シルト にぶい黄褐色のプロックを含む

2 10YR3/3 暗褐色 ル ト 柱痕跡、褐色土の小ブロックと炭化物粒 を微量含む

SK28 1 10YR3/2 黒褐色 シル ト 褐色上のプロックを全体に含む

2 10YR3/3 暗褐色 柱反跡、灰黄褐色上のブロックを全体に含む

第17図 SBl掘 立柱建物跡
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基本層 遺構名 越棺層 取上No 種 別 器 種 浄高 長 ヨ径 幅 1調整 素材 産地 時期 分類 )

1 E-13 SD-5 1層 須恵器 高台付碗 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転ヘ ラ切 りのち回転ナデ 97-11

2 [-30 SD-5 1層 灰釉陶器 葛台4Nl郭 74 外面 :一部灰釉、削 り出し高台 内面 :灰釉 100- ユ

3 Kc-40 SD-5 [層 砥 石 不 明 (74) 砥面 1面                  アルコース

N― ユ3 SD-13 l層 鉄製品 不 明 (27, 角棒状 両端欠損 P

5 Ka-32 SD-5 1層 打製石器 スクレイパー 12 黒曜石 102- 3

6 Ka-46 SD-6 [層 打製石器 2次加工 13 黒曜石 103- 2

第18図  SD5。 6。 13溝跡出土遺物

b層面では各柱穴は不整形なプランで検出されたために、個別の上坑として調査していたが、 5a層上面まで下げ

た段階で整然と並ぶ方形のプランが確認された。SD2。 13溝跡に切られる。〔規模・方向】東西 2間・南北 2間

の総柱建物である。規模は東西総長3.47m・ 柱間寸法167～ 180cm、 南北総長3.54m・ 柱間寸法173～ 183cmである。

方向は南北列中央で、N-1° 一Eである。【柱穴・柱痕跡】柱穴は一辺が55～80cm方形ないし長方形である。N

2El(S K22)の 柱穴だけが他より浅い。柱痕跡は直径16～ 20cmの 円形で、柱痕跡の一部は柱穴底面より数cm凹

んでいる。柱穴の埋め土は掲色及び黄褐色上のブロックを含む黒色ないし暗褐色のシル トを基調 とする土壌である。

【出土遺物】遺物は、NIE l(S K20)から須恵器片2点・ロクロ土師器片2点 。非ロクロ土師器片82点、NlE

2(P96)か ら非ロクロ師器片18点、NlE3(P97)か ら非ロクロ土師器片21点、N2El(S K22)か ら非ロ

クロ土師器片25点、N2E2(S K25)か ら非ロクロ土師器片106点 、N3El(S K28)か ら底部及び体部下端

が回転ヘラケズリ調整された郭の底部片を含む須恵器片 3点・非ロクロ土師器片54点、N3E2(S K30)か ら底

部及び体部下端が回転ヘラケズリ調整された郭の底部片を含む須恵器片 2点 。非ロクロ土師器片36点、N3E3

(S K31)か ら須恵器片 2点 。ロクロ土師器片 1点・非ロクロ土師器片90点等が出土している。

2)清跡

SD3溝跡 【位置 。重複】調査区の南端隅で検出された。SKl土坑を切る。【方向・幅】方向はN-88° 一E

である。幅は検出面で50cm前後、底面で30cm前後である。【深さ。断面形】検出面からの深さは15cm程であるが、

東壁断面及び南壁で2b層上面から測ると45cm前後ある。断面形は舟底状を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土

は黒褐色の砂質シルトで、同色のブロックを少量含む。遺物は、内面黒色処理された杯の破片 1点 を含む土師器片

が多数出土しているが、いずれも小片である。

SD4清跡 【位置 。重複】調査区の南端で検出された。約2mの 間隔をおいてSD3溝跡と並行にのびる。(方
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向・幅】方向はN-89° 一Eである。幅は検出面で60～75cm前後、底面で30cm前後である。I深 さ・断面形・傾

斜】検出面からの深さは30cm前後である。断面形はU字状を呈する。東西底面にほとんどレベル差はない。【堆積

土。出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部が基本層2a層 と類似した暗褐色砂質シルト、下部が黒褐色の粘土

質シルトである。多数の土師器片と、赤焼土器片1点、須恵器片11点が出上している。

SD5清跡  【位置・重複】調査区の南端部で検出された。約2mの間隔でSD3・ 4溝跡と並行にのびる。【方

向・幅】方向はN-85° 一Eである。幅は検出面で80cm前後、底面で30cm前後である。【深さ・断面形・傾斜】

検出面からの深さは35cm程であるが、東壁断面の2b層上面から測ると約60cmあ り、幅も2.2mあ る。断面形は浅

い逆台形を呈する。底面は、東側が6cmほ ど低い。【堆積土・出土遺物】堆積土は3層 に分けられ、上部 2層が暗

褐色のシルト、下部が暗褐色上のプロックを含む黒褐色の粘土質シルト層である。遺物は、ロクロ使用したもの 7

点を含む多量の土師器片・高台付き碗E-13を含む須恵器片44点・古代の瓦片1点・灰釉陶器の碗 1点 (I―

30)。 黒曜石製石器 1点・砥石 1点 などが出上している。E-13以外の須恵器のうち底部破片には、切り離し後回

転ヘラ削り調整3点、回転ヘラ切り後手持ちヘラ削り1点、回転ヘラ切り後ナデ調整されるもの1点がある。

SD6溝跡  【位置 。重複】調査区南部の東壁寄りで検出された。【方向・幅】方向はN-75° 一Wである。幅は

検出面で60cm前後、底面で30cm前後である。【深さ。断面形・傾斜】検出面からの深さは約20cm程 である。断面

形は舟底状を呈する。東西底面にレベル差はない。【堆積土・出土遺物】堆積土は、黒色土・褐色土 。褐灰色土を

斑状に含む黒褐色の砂質シルト1層 である。遺物は、非ロクロ土師器片15点 。ロクロ土師器片1点・須恵器片 1

点・黒曜石製石器 1点 (Ka-46)が 出土している。ロクロ土師器は杯の底部の破片で、外面の体部下端と底部が

手持ちヘラ削りされている。

SD9清跡  【位置・重複】調査区東部の北壁寄りで検出された。SDl溝跡・SK6土坑・SXl遺構に切られ

ている。【方向・幅】方向はN-84° 一Wである。幅は検出面で90～ 100cm、 底面で60cm前後である。【深さ。断

面形・傾斜】検出面からの深さは約15cm程である。断面形は浅い舟底状を呈する。底面の両端にレベル差はない。

【堆積土 。出土遺物】堆積土は、灰黄褐色土を斑状に含む暗褐色の砂質シルト1層である。遺物は、多数の非ロク

ロ土師器片と、赤焼土器の回縁部と考えられる破片が1点出土している。

S D10溝跡  【位置・重複】調査区中央部でSDl溝跡の内側にSDl溝跡の南辺と並行するように検出された。

SDl溝跡】ヒ岸とは1.2～ 1.5mの間隔が開いている。東端はSDl溝跡の東辺から約2.4mの ところで立ちあがる。

S K34土坑に切られ、S Dll溝 跡・S11竪穴住居跡 。S K80土坑を切っている。【方向・幅】方向はN-68° 一

Eである。幅は検出面で45～55cm、 底面で30～ 35cmで ある。【深さ。断面形・傾斜】検出面からの深さは5cm前

後である。断面形は不整形な舟底状を呈する。途切れた部分を通して見ると、東側の底面が、西側より約10cm低

い。【堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂質土壌である。遺物は、多数の非ロクロ土師器片と、ロクロ土師

器片1点 。須恵器片10点が出土している。いずれも小破片である。

S Dll清跡  【位置 。重複】調査区中央東寄りで検出された。SK8。 9。 10土坑 。SDl。 10溝跡に切られて

いる。〔方向・幅】方向はN-12° 一Eである。壁面には凹凸があり、幅は検出面で60～90cm、 底面で30～ 30cmで

ある。【深さ。断面形】底面も起伏があり、検出面からの深さは15～25cm前後である。断面形は舟底状を呈する。

【堆積土・出土遺物】堆積土は、深いところで3層 に分けられる。上部は暗褐色のシルト質砂、下部が砂質シルト

層である。遺物は、多数の非ロクロ土師器片と須恵器片が2点出土している。

S D13溝跡  【位置・重複】調査区中央部で検出された。SD2溝跡に切られ、SBl掘立柱建物跡 。SD7・

14溝跡を切っている。【方向・幅】方向はN-52° 一Eである。幅は検出面で60～ 65cm、 底面で20～40cmである。

【深さ。断面形・傾斜】検出面からの深さは10～ 15cmである。断面形は舟底状を呈する。底面は、北東側から南西

側に向かって下がっており、南西側が約10cm低い。【堆積土・出土遺物】堆積土は、炭化物や褐色土を含む暗褐色
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の砂質シル ト層である。遺物は多量の非ロクロ土師器と須恵器片10点、渥美産の橋鉢の破片と考えられる陶器片 1

点、鉄津 1点が出土している。

S D14溝 跡 【位置。重複】調査区西側で調査区を横断するように検出された。

坑 に切 られ、 SD7・ 16。 20溝跡 。S K43・ 44土坑を切っている。

〔方向】方向はN-50° 一Eである。一度かなりの部分が埋ってか

ら、北西側に寄って掘り直しが行なわれているため、新旧2時期

の溝がある

SDl・ 2・ 13溝跡・ S K56土

逃

/ゞじ

×《S D14新期》 【幅】幅は検出面で200～ 260cm、 底面で35～60cm

である。【深さ・断面形・傾斜】検出面からの深さは80cm前後であ

る。 2b層上面から計測すると、これより40～ 50cm深 くなる。断

面形は逆台形を呈する。底面の両端にレベル差はない 【堆積土】

堆積土は、大別4層 (1-①～④層)、 細別 5層 に分けられた。各

層とも自然堆積層と考えられ、 3層のにぶい黄褐色と暗褐色の砂

質シルト層が堆積土の大部分を占める。

《S D14古期》 〔幅】新期の溝に北西側の壁面上部を削平されて

いるため本来の幅は不明であるが、残存する壁面の傾斜角度から

壁面上部の位置を推定すると、検出面での溝の幅は2.5m前 後に復

元される。底面の幅は70～ 110cmで ある。【深さ・断面形・傾斜】

検出面からの深さは120cm前 後である。新期と同様に、 2b層上面

から計測すると、これより40～50cm深 くなる。断面形は逆台形を

呈する。底面の両端にレベル差はない 〔堆積土】堆積土は、大別

5層 (2-①～⑤層)、 細別10層 に分けられた。堆積土上部 (② a

層)に は炭化物が縞状に分布している。② b～ d層 はブロック状

の堆積土からなり、人為的に埋められた可能性がある。溝底面に

は、 2-⑤層のように底面レベルを合わせるために、一度掘った

ところを部分的に埋め戻している土層がある。この部分の堆積土

を除去すると、他の部分より数cmか ら十数cm低 くなり、底面には

掘削具の痕跡が列点状に残っている (図版13-4)。

特72m
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第19図 SD14溝跡平面図
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土層 No 土    色 土 質 備 考

1-① 10YR3/4 暗褐色 少質シル ト 局色土粒 を含む

ユー② 10YR4/6 褐色 シル ト 旨F3色上をまtFら に含む

ユーr3Da 10YR4/3 にパい貨褐色 砂蜜シル ト 褐色土をまばらに斑状に含と、革本質の炭化物と灰を部分的に含む

ユー③b 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 下部ににぶい黄橙色土を斑】夫に含む

ユー④ 10YR4/4 褐色 粗 砂 下部は、暗褐色上を縞状 に含 む

2-① 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 褐色土粒 をわずかに斑状 に含む

2 ②a 10YR3/2 黒褐色 り質シルト え化物を斑状及び縞状に含む
―②b 10YR4/2 灰黄褐色 砂質ンル ト 露褐色土 と暗褐色上の小ブロックを多 く含む

10YR3/3 暗褐色 シル ト質砂 にぶい黄褐色土と黒褐色上のブロックを多量に含む

10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 黒褐色土の大ブロック及び褐色土粒を含む、炭化物粒を含む

10YM/2 灰黄褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色の砂の薄層を縞状 に含む

10YRク3 にぶい責褐色 ンル ト質砂 暗褐色上 を斑状 に含む

10YR4/6 褐色 lI砂 酸化鉄 を含む

―④ 10YR4/2 灰貢褐色 粘■質ンルト 悟褐色土とにぶい黄褐色土と黒褐色土の大プロックを多量に含む

―⑤ 15Y6/4 にぶい美色 砂、粘土

2-

第20図  SD14溝跡断面図
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基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 ヨ径 砺 1調整・素材・産地・時期 分類 )

1 X-8 SD-14 2-②層 2 続縄文土器 日縁都片 隆帯 十縦位列点 96-2
2 SD-14 2-O♪嬉 非ロクロ土師器 ミエチェア 外面 ナデ 内面 :ヘ ラナデ 76- 6

3 3D-14 2-∪ 眉 非ロクロ土師器 不 外面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

4 -29 SD-14 ―④層 非ロクロ土師器 (51) 145 IM I日 緑ヨコナデのち一部ヘラミガキ、1部ヘラミガキ 内面1口縁ヨコナデ、体部ナア、ヘラミガキ

5 整面 非ロクロ土師器 延 150 電

'卜

面 :ヨ ヨナデ、ハケメ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

6 [-1 SD-14 1-③屠 土師質土器 応 6( 内、外面 :口縁 ヨコナデ、体部ナデ 99- ]

7 [-15 SD-14 1-③居 土師質土器 不 137 yI・面 :日縁 ヨコナデ、体部ナデ 内面 tヨ コナデのちナデ 99- 9

8 【-9 SD-14 1-①
'電

土師質土器 皿 (114, 勾、 外面 :ロ クロ調整のちナデ 99- 7

9 [-5 SD-14 2-鍛尼 土 R昴 質土器 イ (126) 内、 外面 :ロ クロ調整 99- 4

【-2 SD-14 1-①層 土師質土器 小皿 内、外面 :ロ クロ調整 底部静止糸切 り 99-10

I-4 SD-14 ―②層 土FL質 土器 小皿 (08) 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転糸切 り 99-11

I-7 SD-14 土師質土器 郭 (80) 内、外面 :ロ クロ調整のちナデ、底部回転糸切 りのちケスリ 99- 5

I-3 SD-14 土師質土器 郭 (70) 外面 :ロ クロ調整、内面 |ロ クロ調整、下部ナデ 瓜剤
'回

転糸切り、ナデ 99- 2

I-8 SD-14 土師質土器 不 (28, 舛面 :ロ クロ調整のちナデ 内面 :ロ クロ調整 99- 6

I-6 SD 4 1-③培 土師質土器 不 33 外面:ロ クロ副整のち,デ 内面:ロ クロ諷監のちヘラナデ、すデ、底部回転糸切り 99- 3

I-21 SD― 4 1-③層 無釉胸器 葵 内、外面 :ロ クロ調整 常滑 100- 4

I-22 SD 4 1-①層 無釉胸器 鉢 (82) 外面 :ロ クロ調整、下部回転ヘラケズリ 内面 |ロ クロ調整 渥美 100-10

I-23 無釉陶器 甕 外面 :格子叩 き、下部ヘラナデ 内面 :ヘ ラナデ 常滑 100- 6

第21図 SD14溝跡出土遺物 1
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番号

登 録

番号

郎 土 地 占
い

分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版

基本層 遺構名 逮構層 取上No 種別 器種 津高 長 氏径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

よ 」―ユ l①層 青磁 碗 (164) 肉面 :刻線文有 り 101- 5
2 Kb-4 と一①眉 礫石器 凹 磨石 (110)

“

00 砂 岩 105- 4
3 Kc-42 〕D 1-r3D層 祇石 柱 状 2800 商取 り加工 砥面 3面               砂岩

4 Kc-43 l― ③層 frt石 板】夫 30 回収 り加 工  低 向 5面             デ イサ イ ト l-15
5 Kc-44 2-14D層 砥石 柱 状 (53) 2000 面取 り加工 砥面 2面 砥面に条痕有 り       砂岩 2-10
6 P-7 2-r4層 土製 品 上 錘 紡 錘 8- 7
7 P-8 2-①層 上製 品 土錘 紡錘形 8-8
8 N-14 1-①層 鉄製品 不明 08 角棒状 角釘 ? 両端久損

9 N-15 1層 鉄製品 不 明 07 角棒状  上部欠損

N-2 ユー③層 古 銭 02 熙寧元宝 (北宋1068年 ) 117-2
11 Kd-11 ―②層 石製模造品 円板 緑泥石片培

12 【d-12 2-④足 石製模造品 円板 買培

13 Kd-13 2-(υに 石製模造品 円板 03 緑泥石片岩 115-10
Kd-14 ユー③層 石製模造 1名 刊板 02 角閃石片岩

【a-1 1-③層 打製石器 (25, 4 黒曜石 102-2
Ka-2 2-②擢 打製石器 スクレイパー 1 黒曜石 102-4

17 【A-3 2-②尼 打製石器 スクレイバー 8 黒17石 Ю2-10
Ka-29 1-r31'日 打製石器 微細剥離 黒曜石 103-15

第22図 SD14溝跡出土遺物 2



第 3節  2b層検出遺構と2b層の遺物

【出土遺物】土師器は各層から多数出土している。須恵器は1-① o③層。2層各層から多数の破片が出土してい

る。古代の瓦は、1-③層から7点 。2-②層から3点出土した。陶器は、1-①層から土師質土器の皿 (I-9)

と常滑産の養片 (I-23)のほか常滑産の奏片1点 と地元産の奏片2点が出土。1-②層から常滑産の甕片 1点出

土。1-③層から土師質土器3点 (I-1・ 2・ 6・ 15)、 常滑産甕片13点 (I-21他 )、 東海産茶碗系の播鉢 1点、

地元産の甕片2点が出土。2-①層から土師質土器1点 (I-7)、  2-②層から土師質土器4点 (I-3～ 5。

8)が出土している。磁器は1-③層から青磁の破片 (」 -1)が 1点出土した。土器以外には黒曜石製石器及び

剥片 (Ka-1～ 3・ 24)、 礫石器 (Kb-4)、 砥石 (Kc-42・ 43)、 石製模造品 (Kd― H～ 14)、 鉄製品

Y=10839

X=‐説罰3+A

Y=10839

X=‐紛机5+

Y=10829

X=-189305-―
|―

―

SE 2 (SK52)

B
→

SE l(SK 8)

72m

A
71m‐

第23図 井戸跡
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上層No 土    色 土質 備 考

l ЮYR2/3 黒褐色 砂質シルト 螢F争想Bあ森キ路サ,rあれラBサ ク,支 ばらに合む

2 ЮYR2/2 黒褐色 少質シルト

3 ЮYR3/2 黒褐色 少質シルト 炭片をわずかに含む

4 5Y3/2 オリーア灰色 シルト質粘土 両llllに褐色砂の流れこみあ り

5 10YR4/3 にぷV頂樹E 少質ンル ト 唆化鉄粒をわずかに含む

SE2

上層No 土 色 上 質 備考

1 10YR2/2 黒褐色 シルト質粘土 黄褐色土粒を少量斑状に含む

褐色土のブロックを主体 とす るプロック状の堆積土があったが崩語

甲

号

凶

番

登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺穂層 取上No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 幅 (調整・素材・産地 時期 分類 )

ユ I-27 SE-2 2層 無釉陶器 鉢 内、外面 :ロ クロ調整   在地 100- 5

2 I-28 】E-2 2層 無釉陶器 変 1200 勺、外面 :工具によるナデ 常滑 100-11

3 Kc-23 SE-2 砥 石 柱状 (68) (42) 面取 り加工 砥面 1面  Kc-65と 接合   デイサイト質凝灰岩

第24図  SE 2井戸跡出土遺物



第 2章 調査の概要

(N-2。 14。 15)、 土製品 (P-7・ 8)及び鉄滓が1-②・③層・2-②・④層から出土している。なお、SD
14溝跡から出土した土師質土器には、手づくねの製品 (1-③層正-1・ 15)と ロクロの製品 (1-①層 I-9、

1-③層I-2・ 6、 2-①層 I-7、 2-③層13～ 5・ 8)が混在している。

S D15溝跡 【位置・重複】調査区の中央南壁近くで検出された。S14藍穴住居跡に南部を切られている。〔方

向。幅】方向はN-24° 一Eである。幅は検出面で80cm前後、底面で60cmである。【深さ。断面形・傾斜】検出面

からの深さは約10cmである。断面形は不整な舟底状を呈する。底面は、北狽Iよ り南側が7cm下がっている。【堆

積土・出土遺物】堆積土は、黄掲色土のブロックを含む暗褐色の砂質シルト層である。遺物は、非ロクロ土師器片

53点 と須恵器片 1点が出上している。

S D17溝跡 【位置 。重複】調査区の北側の角で検出された。S K62土坑を切っている。【方向・幅】方向はN一

40° ―Wである。幅は検出面で80cm前後、底面で60cmで ある。【深さ。断面形・傾斜】検出面からの深さは約

10cmで ある。断面形は不整な舟底状を呈する。底面の両端にレベル差はない。【堆積土。出土遺物】堆積土は、に

ぶい黄褐色土粒を含む黒褐色の砂質シルト層である。遺物は、多数の非ロクロ土師器とロクロ土師器6点・須恵器

片14点・黒曜石の剥片 1点 (Ka-56)が 出土している。ロクロ土師器と須恵器の破片には回転糸切り無調整の底

部片がそれぞれ1点含まれている。

3)井戸跡

SEl井戸跡 (SK8) 【位置・重複】調査区の中央やや東寄りで検出された。S Dll溝 跡を切る。【平面形・

大きさ。施設】掘り方の平面形は円形を呈し、直径は東西軸1.6m。 南北軸1,7mを測る。〔深さ・断面形】検出面か

ら170cmま で下げたが底面に至らなかった。調査部分の断面形は、円筒形に近い逆円錐台形である。【堆積土・出

土遺物】上部は自然流入土と観察される黒褐色の砂質シルト層である。下部は壁面の崩落土を含むオリーブ灰色の

シルト質粘土やにぶい責褐色の砂質シルト層である。遺物は、各層から多数の非ロクロ土師器片と、ロクロ土師器

片が 1層から2点 と2層から1点、須恵器片が 1層から14点 と2層から8点・4層から3点出土している。

SE2井戸跡 (S K52) 【位置・重複】調査区の中央やや北西寄りで検出された。北側の上部を撹乱穴によって

壊されている。【平面形 。大きさ。施設】掘り方の平面形は略円形を呈し、直径は東西軸21m。 南北軸2.lmを 測る。

【深さ。断面形】検出面から160cmま で下げたが底面に至らなかった。断面形は、逆円錐台形である。〔堆積土・出

土遺物】堆積土は、黄褐色土を斑状に含む黒褐色のシルト質粘土層で、人為的埋め土と観察される。上部にブロッ

ク状に堆積した褐色土層があったが、調査中に崩落している。遺物は、 1・ 2層から多数の非ロクロ土師器片と、

ロクロ土師器片が 1層から2点、須恵器片が 1層から2点 と2層から8点出土している。また2層 から在地産と観

察される鉢の日縁部片 (I-27)と 常滑産の大甕の肩部破片 (1-28)が出土している。 I-28は S D14溝跡出土

の破片と接合している。

4)竪穴住居跡

S11竪穴住居跡 【位置・重複】調査区中央東寄りに位置する。住居の中央を斜めにSDl溝跡に切られる。ま

た北東角と南壁の一部をそれぞれS D10溝 跡とS K81土坑に切られている。【平面形・規模 。方向】平面形は長方

形を呈し、南北軸長4.5m。 東西軸長4mを測る。方向は南辺でN-82° 一Wである。【堆積土】堆積土は、 8層 に

分けられた。確認面から床面までは10～20cmの地積土が残る。 1層 は暗褐色のシルト層で、住居廃絶後の流入土

と考えられる。 2層 は黒褐色の砂質シルト層で、煙道部への流入土とみられる。 3・ 4層はカマド及び煙出し部の

崩落ないし崩壊土と考えられ、焼土や炭化物を含む。 5層 はカマド前部の炭化物集積層、 6層 はカマド前部に施設

された貼床層である。【床面・壁面】床面はほぼ平坦である。壁面は、各辺とも残存部はほぼ直線的にのび、立ち



Y=10840

第 3節  2b層検出遺構と2b層の遺物

Y=10846

+X189315

P4遺物出土状況

Y=118駕

。ttD
X=-189,316

No5

D′

卜 70m

ｍ
　
´

盈2滸

土層No 土    色 土 質 備 考

1 ЮYR3/3 暗褐色 シルト 褐色砂質シル ト 炭化物 をわずかに含む

ЮYR2/3 黒褐色 砂質シルト 炭イヒ物のプロックを多く含む、褐色砂 暗褐色砂買シルトを少ユ含む

10Y尉/4 暗褐色 砂質シルト 土師器片 炭化物 を含む

10YR2/1 黒色 シルト質粘土焼土のプロックを多量に含む、暗褐色上をブロック状に含む

10YR〃 1 黒色 枯土質シルト 史化物を多量に含む、明黄褐色シルト質砂のブロックを含む

10YR3れ 暗禍色 少質シルト 文化物・黄褐色シルト質砂をわずかに含む (貼床)

駒            
′

70m

Pl   P2 P3

2m

土層No 土   色 土 質 備 考

10YR3/3 暗褐色 沙質シル ト 明黄褐色シルト質砂をブロック状に含む (掘 り方埋土)

10YR3/2 黒褐色 灰黄褐色砂質粘土をブロック状に含む (掘 り方埋土)

10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 炭化物を多く含む

10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 炭化物 焼上 を多 く含む

10YR3/2 黒褐色 砂質ンルト え化物を少量含む

10YR3/2 黒褐色 シルト ミ褐色の粘土 褐色土 炭化物を含む

第25図 S11竪穴住居跡

上が りは南壁や東壁は急であるが、北壁は崩落によるものか緩 くなっている。【柱穴・カマ ド・施設】ピットは、

床面の残存範囲では、カマ ド近くの南壁際に 3個並んで検出されたがいずれも浅いもので、柱穴と認められるピッ

トは、掘 り方の埋め土を除去した面でも検出されなかった。カマ ドは東壁にある。南壁にかなり寄った位置にあり、

煙道の中心は南壁から約70cmの ところである。カマ ドの袖は南壁から20cm前後しか離れていなかったものと推定

される。袖部は残存していない。煙道の手前は、東壁面から約40cm内側のところを中心として縦・横とも約40cm

の範囲が焼けていた。この焼土面から60cmほ ど離れたところには、東西約90cm。 南北30cmの 範囲に不整形に炭化

物が集積 していた。煙道は幅20cm前後で、東壁から120cm外にのびる。竪穴との接続部分は床面より5cm程度高

く、そこから先端に向かって徐々に浅く掘られるが、端部はピット状に凹んで低 くなっている。この他の施設とし



第 2章 調査の概要
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0                           10cm

竪穴住居跡出土遺物 1

ては、床面の残存範囲外であるが、住居の北東角の近 くに当たる部分で土器が一括埋納されたピット (P4)が検

出されている。ピット4は、北壁と接するか若千もぐり込んだところに位置するが、他の出土遺物と同時期頃のも

のと判断されたのでこの住居に伴う遺構として取扱うこととした。ピットは直径45cm前後の円形で深さは約25cm

ある。底面から5cm程浮いたとこらからロクロ土師器の郭 4点 と小さな発 1点が重なった状態で出土している。

【掘 り方】掘 り方の深さは 5～20cmで ある。掘 り方の底面には大小の凹凸がある。掘 り方埋め土 (7・ 8層)は、



球

号

０

革奮

出 土 地 原 分 類 法 堂 特  徴  備  考
写真図版

番 ち 基本層 遺樽名 遺構層 取 上 No 紅男」 器 種 ヨ径 ti 底径 豆 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 D-8 SI-1 床 11 ロクロ北師器 イ

外 向 :ロ ク ロ調 整  底 舌卜:回転 糸 r7Jり の う 一■卜十峙 ろヘ フケ

ズリ
内面 :ロ クロ調整のちヘラミガキ 黒色処理

95- 4

2 D-9 SI-1 床 カマド 4 ロクロ土師器 郭
外面 :ロ クロ調整 下端回転ヘ ラクズリ

内lD~:ロ クロ調整のちヘラ ミガキ 黒色処理
95- 5

3 D-18 SI-1 P-2、 2恩 ロクロ土師器 豚
外面 :ロ クロ調整、体部下端手持ヘラケズリ 底部 :ヘ ラケズリ ?

内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

4 D-15 SI― ユ P― コ ロクロ土rT器 郷 49 128
外面 :ロ クロ調整、体部下瑞手持ヘラタスリ 瓜部 :講止χ

切のち端部回転ヘラケズリ

内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理  ※胎土に金雲母多量混入

95- 8

5 D-13 SI-1 2 ロクロ土師器 邦 67
/1・ 画 :ロ クロ謝蟹 体剖

`卜
茄回転ヘフケス リ

内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 口縁の数ヶ所にカーボン付着、
/Lttt IIと |フ てIt用

95- 6

6 D-16 SI一 I 4 ロクロ土師器 郭 外面 :ロ クロ調整 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理

7 D-14 】―] -4 3 ロクロ土師器 邦 7

外面 :ロ クロ調整、体部下端手持ヘラケスリ 瓜訃 :切 り翻

し不明のち手持ちヘラケズリ

内面 !ヘ ラミガキ  黒色処理

95- 7

8 D-12 ロクロ土師器 墾 外面 :ロ クロ調整 内面 :ロ クロ調整 底部 :回転糸切 り 95-10

9 D-11 カマド ロクロ土師器 鶏 外面 Iロ クロ調整、ヘラケズ 内面 :ロ クロ調整、すデ 底舌卜:ナデ 95-11

D-10 カマド ロクロ土師器 甕 (184) 外面 :ロ クロ調整 内面 :ロ クロ訓整

11 -42 カマド 非ロクロ土師器 甕 (115】 19( 205 ・I面 1日 縁ヨヨナデ 体部 :ハ ケメ 内百 1日 縁ヨヨナデ、体者[ヘラナデ

第 3節  2b層検出遺構と2b層の遺物

第26図 観察表

基本層 7層 を起源とする明黄褐色土や灰責褐色上のブロックを多く含む暗褐色ないし黒褐色の砂質シルト層であ

る。【遺物出土状況・出土遺物】遺物はカマド周辺から土師器 。須恵器の破片とともに丸瓦の破片がまとまって出

土している。床面からの出土遺物には、ロクロ土師器の杯 2点 (D-8・ 9)と 、ロクロ土師器の奏 2点 (D―

10。 11)、 非ロクロ土師器の奏 (C-42)、 九瓦 2点 (F-1・ 2)と 須恵器の大奏の体部破片がある。土師器郭は、

切り離し技法不明で底部と体部下端が回転ヘラ削りされるもの (D-8)と 、回転糸切り後に底部が手持ちヘラ削

り調整されるもの (D-9)がある。ロクロ土師器の発は口縁部が強く外傾するもの (D-11)と 、外形した後に

端部が上方に立ち上がって受け回状のもの (D-10)がある。非ロクロ土師器の甕は、円筒状の体部に外反する短

い口縁がつく。九瓦はカマドの補強材として利用された可能性が考えられるもので、ともに粘土紐巻き作りの有段

丸瓦である。凸面は両方ともロクロナデ調整されているが、F-2の一部に縄叩きの痕跡が残っている。

P4か ら出土した土師器の郭のうちD-13は切り離し技法不明のち底部と体部下端回転ヘラ削り、D-14は切り

離し技法不明のち底部と体部下端手持ちヘラ削り、D-15は静止糸切りのち底部縁辺と体部下端回転ヘラ削り調整

されたものである。D-13の回縁部には数力所にタール状の物質が付着しており、灯明皿として使用されたことが

考えられる。土師器甕は、小型で底部から口縁都までロクロ調整され、外反する日縁端部は上方につまみ上げられ

ており、底部は回転糸切り痕を残す。

S13竪穴住居跡  【位置 。重複】調査区北壁際の東寄りに位置する。住居跡の北部は調査区の外にのびる。調査

したのは南西角付近だけである。検出部分は、 S K59土坑とSXl遺構及び 2個のピットに切られている。【平面

形・規模・方向】平面形は方形または長方形を呈するものと考えられる。検出部分で南北2.2m・ 東西2.5mを 測る。

方向は南辺でN-88° ―Wである。【堆積土】堆積土は、 4層 に分けられた。検出面から床面までは約12～ 15cmの

堆積土が残る。北壁断面で観察すると、壁の立ち上がりの確認できる3b層上面から床面までの深さは30cm前後

ある。住居廃絶後の堆積土は3層 に分けられ、褐色の砂質シルトを挟んで上下に暗褐色の砂質シルトが堆積してい

る。いずれも自然堆積土と考えられる。【床面・壁面】床面はほぼ平坦で、壁面は各辺とも直線的にのび、垂直に

近く立ち上がる。【柱穴・カマド・施設】検出部の床面ではピット・カマドその他の施設は検出されなかった。掘

り方の底面で柱痕跡のあるピット (P70)が検出されているが、住居跡に伴うものかどうか不明である。【掘り方〕

掘り方は10～ 15cmの深さがあり、底面は起伏が大きい。埋め土は暗褐色の砂質シルトである。【遺物出土状況・出

土遺物】床面からの出土遺物はなく、堆積土の上部から、完形に近いロクロ土師器の郭が1点出土している以外は、

堆積土中から土師器と須恵器の破片が出土しているだけである。遺物は、堆積± 1層からは、多数の非ロクロ土師

器片とロクロ土師器の完形に近い杯 1点 (D-17)と 破片 3点・須恵器片 8点・砥石片 1点 (Kc-56)、 2層 から

多数の非ロクロ土師器片とロクロ土師器片 3点・須恵器片 5点が出土している。杯D-17は、底径の割に器高が高
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基本層 遺樽名 選穂層 収上No 種別 器 種 語高 '長 日径 。明 壺径・重 (調整・素材 産地 時期 分類 )

F-1 砥 花瓦 凸面 :縄「 Fき のちナデ 凹面 :布 目

F-2 SI 床、カマド 瓦 丸 瓦 (409) 邑面 :縄叩 きのちナデ 凹面 :布 目両端にケズリ 120-5
3 Kb-33 SI 床 面 -1 染石器 磨 石 205 56 2 73kF 受熱変化                  デイサイ ト 106-15

4 N-17 Ы 1層 奏石器 刀子 ? 05 片端欠狼

第27図 S11竪穴住居出土遺物 2
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く、日径の大きなもので、底部は回転糸切りの後体部下端が手持ちヘラ削り調整されている。

S14竪穴住居跡 〔位置。重複】調査区南壁中央付近に位置する。南側は調査区の外にのびている。住居の中央

は斜めにSDl溝跡に切られる。また煙道の一部をS K35・ 66土坑に切られている。【平面形 。規模・方向】平面

形は長方形を呈し、大きさは、東西405cm、 南北は検出部分で415cmを 測る。カマドの位置が検出された東壁の南

端に位置していることから、住居の平面形は南北に長い長方形を呈すると推定される。方向は北辺でN-76° 一W
である。【堆積土】確認面から床面までは10cm前後あり、堆積土は、周溝部分を含め、戊化物を僅かに含む黒褐色

b

土層No 土    色 土質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 少質シルト 炭化物粒 褐色土ブロックを含む

10YR4/4 褐色 少質シルト 褐色上の小 ブロックを多量 に含む

3 10YR3ん 暗褐色 少質ンル ト 炭化物 を含 む

土層No 土   色 土 質 備 考

4 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 庚化物 を含む、酸化鉄を斑状に含む (掘 り方埋土 )

PЙD  l 10YR3/3 暗褐色 t41～ 5mm桂の灰化物を含む

2 10YR3/3 暗掲色 シル ト 径1～ 5mm程の炭化物を含む、灰色の土をプロック状に含む

10cm

中
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出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
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基本層 遺構名 還構層 取上No 種 別 器種 岸高 長 ヨ径 幅 (調 整 素材 産地 時期 分類 )

ユ D-17 悦-3 鰹土 I層 ロクロ土師器 郷 牛面 :ロ クロ詞整 体部下琳手持ヘラケズリ  内向:ヘ ラミガキ   黒色処理 95-9

2 Kc-56 】-3 1層 FA石 晃状 (86) (55) 自然石利用 砥面 1面 条痕有 り          砂岩

第29図 S13竪穴住居跡出土遺物
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と層No 土   色 土 質 備 考

1 ЮYR3/2 黒 IEJ色 砂質シルト 炭化物 をわすかに含む

2 ЮYR3/2 黒褐色 砂質シルト 間色土んのブロックを多く赤くむ、層底面に11凸 あり (掘 り方埋■)

工道 】ЮYR3/2 黒僑色 炭化物 を含む、灰色の上をまばらに含む

カマド イ 5YR4/8 赤褐色 焼 土 硬く焼けしまっている

ギ/ 「
(カ マ ド左袖横断面)

叶ギ
′

十 X=‐統認7

(カ マ ド左袖縦断面)

Y=10830

ギ枠
ゴ

土層No 土    色 上 賀 備 考

75YR3/3 暗褐色 尭土 しまりなし

1 10YR3/3 暗褐色 シルト 焼土粒 炭化ツ 褐色上のブロックを含む、ややしまり強い

10YR2/3 黒褐色 ル ト 暗褐色焼土をわずかに含む

SKI ユ10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 褐色上の小ブロツクを多量に含む

第30図 S14竪穴住居跡

の砂質シルト層 1層 である。【床面・壁面・周溝】床面はほぼ平坦である。壁面は、西辺は直線的であるが、北辺

は中央が僅かに外側に膨 らんでいる。壁面の立ち上が りは急である。周溝は、カマ ド部分を除き、調査 された壁面

の直下で検出されている。幅は20～ 25cmで、深さは15cm前後である。【柱穴・カマド・施設】残存部の床面では

柱穴は検出されなかった。カマドは東壁にある。検出範囲の南端に位置しており、S11竪穴住居跡と同様に南壁

に近いところに構築されている可能性が高い。カマド本体は左袖の基部が残っている。下端で幅が22～ 23c mあ り、

東壁から約40cmの長さがある。煙道の手前の床面は、東壁際から約35cmの部分が、約20cmの幅で焼けている。煙

道は、僅かに北側に曲がりながら、約130cmの長さでのびている。煙道の幅は20cm前後で、底面はほぼ平坦であ

る。カマドの袖は、床面に暗褐色と黒褐色のシルトを積んで構築している。なお、カマド前面の床面直上からは、

凝灰岩が崩壊して粒状になったものが面的に広がって検出されている。その他、住居に伴う施設と考えられる遺構

には土坑が 1基 (SKl)がある。SDl溝跡に切られているために形状は不明であるが、残存部で長軸65cm短

軸50cm、 深さ30cmを測る。堆積土は黒褐色の砂質シルト1層である。【掘り方】掘り方は 5～ 15cmの 深さがあり、

褐色土のブロックを多く含む黒褐色の砂質シルト層により埋め戻されている。【遺物出土状況・出土遺物】遺物は
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第3刊 図 Si 4竪穴住居跡出土遺物

堆積土中から土師器・須恵器の破片が多数出土している。遺物は、非ロクロ土師器は堆積± 1層・周溝・掘 り方の

各層から多量に出土しており、堆積± 1層 中から図化可能な杯が 2点 (C-43・ 44)出土している。ロクロ土師器

は堆積± 1層から奏の回縁部の破片が 2点出土している。堆積土中からは須恵器も多数出土しており、このうち器

形のわかるものは、杯が 4点 (E-26～29)あ る。また、周溝からも須恵器の杯が出土している。土器以外には鉄

製品 2点 (N-18。 19)と 土製紡錘車破片 (P-15)が出土している。非ロクロ土師器のイは、平底化した物で小

型のもの (C-43)と 大型のもの (C-44)がある。須恵器の杯は、 E-261よ底径が広い割に器高の浅い杯で高台

が付 く。E-27～301よ切 り離し後底部及び体部下端が回転ヘラ削 り調整されるものである。
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出 土 地 点 分    類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 岳高 長 日径・嚇

“

径 重 (調整・素材・産地・時期・分類 )

1 C-43 SI-4 1層 非ロクロ土ET器 郎 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

2 C-44 1層 干ロクロ土師器 不 174 1l C 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 81-13
3 E-26 M-4 1,暫 員恵器 葛台付郭 内外面 :ロ クロ調整 底部切 り離 し不明 97-13

E-27 SI-4 1層 負悪器 不 160 琳面 :ロ クロ調整、下端回転ヘラケズリ 内面 :ロ クロ調整 底部不明 97- 9
5 E-28 1層 須恵器 杯 内、外面 :ロ クロ調整 下端、底部回転ヘラケズリ 97-10

E-30 SI-4 1層 須恵器 杯 米闘:ロ クロ調整 下琳回転ヘラケズリ A面 :ロ クロ調整、底部回転ヘラケズリ

E-29 SI-4 1層 須恵器 郭 内、外面 :ロ クロ調整 下端、底部回転ヘラケズリ

P-15 SI-4 1層 土製品 防錘車 (52) 27 118-5
N… 18 SI-4 1層 失製品 不 明 07 コノ字状 留具 ? 117-8

10 N-19 SI-4 1層 決製 品 下明 l16 コノ字状 ? 角棒欠損
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5)土坑

SKl土坑 【位置・重複】調査区南端の角で検出された。SD3溝跡に切られる。【平面形 。大きさ】検出段階

では長方形の上坑と見られたが、掘下げを行なったところ、 2個の略方形の深い土坑とこれを結ぶ浅い溝状の部分

からなる土坑であることが明らかになった。南側は調査区の外にのびている。北側の方形部分は、南北112cm。 東

西106cm。 深さ83cmである。南側は検出部分の南北75cm。 東西117cm・ 深さ80cmを 測る。両方を結ぶ溝状の部分

は、幅80cm前後・深さは31cm程で、間の長さは80cmある。〔深さ。断面形】調査区南壁断面を見ると、掘り込み

面と考えられる2b層上面から、南側の土坑の底面までの深さは110cm前後ある。断面形は、方形の部分は凹形を

呈し、溝状の中間部分は舟底形を呈している。【堆積土・出土遺物】堆積土は、上部が暗褐色のシルトないし砂質

シルトであるが、下部はにぶい責橙色土や浅黄色上のブロック状の堆積土となる。遺物は、非ロクロ土師器が 1層

から多数。2層から28点 。3層から21点 出上したほか、 1層から底部が回転ヘラ削り調整された須恵器片 1点 。球

形の土錘 1点が、 2層からロクロ土師器片 1点が出土している。

SK2土坑 【位置・重複】南壁にかかって調査区の東側で検出された。南側半分は調査区の外にのびている。重

複はない。【平面形 ,大 きさ】検出部分の平面形は半円形であるが、調査区外を含む本来の形態は円形であると推

定される。検出部分で直径165cmを測る。底面は南北長軸38cm、 東西短軸30cmの不整円形を呈する。【深さ。断面

形】調査区南壁断面にかかる掘り込み面の2b層上面から底面までの深さは165cmで ある。断面形は、本来は橋鉢

状であったと推定されるが、下半部が崩落しているために、中央部分が膨らんだ不整な逆円錐形を呈する。底面付

近では水が染み出す。【堆積土。出土遺物】堆積土は、大別 3層・細別10層 に分けられた。上部 1層 は炭化物を縞

状に含み、自然堆積層と観察される。下部は壁面の崩落土を主体とする堆積層と考えられる。堆積土中に壁面の崩

落土が多く見られることは、この遺構が開口状況の期間が長かったと推定され、素掘りの井戸跡の可能性も考えら

れる。遺物は、 1層から非ロクロ土師器片4点 。須恵器片2点が、 2層から非ロクロ土師器片25点 ・ロクロ土師器

1点・須恵器片5点・古代の瓦片 1点が出上している。

SK3土坑 【位置。重複】調査区中央南寄りのSDl溝跡の側で検出された。重複遺構はない。壁面・底面とも

焼けており、「焼土遺構」として分類可能な遺構である。【平面形・大きさ】やや扁平な雫の頂部を切り落としたよ

うな平面形で、いわゆる袋状を呈す。切られた頂部 (袋の日)を北東方向に向ける。北東から南西方向の長軸

126cm。 北西から南東方向の短軸方向で107cmを測る。【深さ・断面形】検出面からの深さは中央部分で20cmあ り、

断面形は舟底形を呈し、全体として皿状に凹み、袋の日の部分がやや浅くなっている。【堆積土・出土遺物】堆積

土は大別3層 に分けられる。 1層 は暗褐色のシルトで、流入土と観察される。 2・ 3層 は焼土を多量に含み、壁面

の崩落土と考えられる。壁面及び底面は全面が強く焼けており、底面中央部分と袋の日に当たる部分が特に強く焼

け、還元されたように灰色になり、硬く焼け締まっている。平面形態。底面の凹みの形状・焼け面の状況から、袋

の日の部分が焚口に相当し、本来は天丼が構築されていた遺構と考えられる。出土遺物は、 1層中から非ロクロ土

師器片30点 と須恵器片3点が出土している。須恵器片のうちE-19は底部に回転糸切り痕を残し、体部下端が手持

ちヘラ削り調整されるもので全体の1/4程度の破片である。

SK4土坑 【位置・重複】調査区中央南東よりのSK3土坑の側で検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】

卵型を呈し、長軸97cm・ 短軸71cmを 測る。【深さ・断面形】検出面からの深さは22cm前後である。断面形は、不

整な舟底形を呈している。【堆積土・出土遺物】堆積土は、褐色土のブロックを含む暗褐色のシルト1層 である。

遺物は、非ロクロ土師器片23点・ロクロ土師器片 1点・須恵器片 1点が出土している。

SK5上坑  【位置・重複】調査区東壁際の中央付近で検出された。重複はない。【平面形・大きさ】長さ

436cm。 幅80cm前後の溝状を呈す。〔深さ・断面形】深さは断面実測位置で26cmを 測り、これより南allは 若千深く

なる。断面形は舟底形を呈している。【堆積土・出土遺物】堆積土は、にぶい黄褐色上のブロックを含む暗褐色の
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第 3節  2b層検出遺構と2b層の遺物

浮 抑

―

―
一

7■m名  ⌒
2a_⌒

 rC

手色噸0((`::〕)ペノゴ
十∵4蜘靭%

しまりなし 赤褐色及び暗赤褐色焼上のプロックを含む

にぶい黄橙色土と黒褐色土のブロックを多量に含む 褐色及びH旨 赤褐色焼上のブロックを多量に含む

ЮYRν3 にバ,瑣橙色 上のブロックを多く含む 75YR3/2 黒褐色

75YR3/3 日旨

硬く焼けている

5Y貶/1 黒褐色 焼けしまり強い (グ ライ化 )

5YR3/2 暗赤褐色 )ているがしまりなし

土層No 土 色 土 質 捕 考

1 ЮYR3/3 暗褐色 ♭質シルト戊黄色シル トをブロック (径 5～20mm)状に含む

土 色 土 質 備

l ЮYR3/3 暗褐色 シルト 層下部に浅黄色土の小粒のプロックを多 く含む

2 10YR3/3 暗褐色 ル ト 浅黄色上の大粒のブロックを多量に含む

3 25Y7/3 浅黄色 ル ト 黄灰色上のプロック含む

SK 2

ブロックをわずかに含む、ほぼ均質10YR3/3 暗

土層No 土 色 土 賀 捕 考

la 10YR2/3 黒褐 色 褐色土のアロックを少量含む、炭化物層を少量縞状に合む

10YR2/1 黒色 シルト 褐色土のブロックを含む、炭化物層を多 く縞状に含む

lc 10YR2/1 黒色 ンルト 褐色土のプロックを含む、炭化物層を多量に縞状に含む

10YR3/3 黒褐色 格土質シルト 褐色上のブロックをわずかに含む、炭化物層をまばらに含む

25Y5/3 黄褐色 ルト質粘土壁崩落土

10YR3/1 黒褐色 シルト質粘土

10YR2/3 黒褐色 整際では砂を縞状に含む

10YR3/2 黒褐 色 掲色上の大型ブロックを含む

10YR6/3 にぷい黄橙色 粘土 黒褐色土をプロック状に少量含む

25Y5/2 暗灰首色 妙 にがい黄色粘上のブロックを含む

10YR3/2 黒褐色 にぶい黄褐色土をブロック状に

土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 ンル ト
にぶい黄褐色の砂と黒褐色の粘土質シル トをブロック

状に含む、酸化鉄を縞状に含む、炭化物を多量に合む

第32図 2b層検出土坑 1(SKl～ 6)



第 2章 調査の概要

シルト1層である。遺物は、下層の3b層土器群から巻き上げられたような、古墳時代後期のものを含む多数の非

ロクロ土師器片が出土している。

SK6土坑 【位置・重複】調査区北壁近くの東壁寄りで検出された。SD9溝跡を切る。【平面形・大きさ】平

面形は、南北方向に長軸をもつ精円形を呈し、長軸86cm・ 短軸62cmを 測る。【深さ。断面形】深さは23cmを 測り、

断面形は舟底形を呈する。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色のシルト1層で、炭化物を多量に含む。遺物は、

非ロクロ土師器片が24点が出土した。

SK7土坑 【位置・重複】調査区中央の東寄りで検出された。重複はない。〔平面形 。大きさ】平面形は東西方

向に長軸をもつ楕円形を呈し、長軸87cm・ 短軸62cmを 測る。【深さ。断面形】深さは65cmで、断面形は逆台形を

呈している。【堆積土・出土遺物】堆積土は、砂質の土壌で4層 に分けられる。遺物は、非ロクロ土師器片が1層か

ら51点 。2層から2点 。3層から1点・4層から16点出土している。

SK9土坑 【位置。重複】調査区中央の東寄りで検出された。S Dll溝 跡を切る。【平面形・大きさ】平面形は

北東から南西方向に長軸をもつ長精円形を呈し、長軸133cm・ 短軸43cmを測る。【深さ。断面形】深さは33cmで、

断面形は不整な舟底形を呈している。【堆積土 。出土遺物】堆積土は、暗褐色のシルト質砂層で2層 に分けられ、

上部には褐色の砂層をまばらに含む。遺物は、 1層から非ロクロ土師器片47点 ・ロクロ土師器片2点 。須恵器片 3

点、 2層から非ロクロ土師器片33点 。ロクロ土師器片2点 。須恵器片3点が出土している。

S K10土坑 【位置・重複】調査区中央の東寄りで検出された。S Dll溝跡。S Kll土坑を切る。【平面形・大き

さ】平面形は不整な隅九三角形を呈し、南北長213cm。 東西幅170cmを 測る。【深さ。断面形】深さは59cmで、断

面形は不整な舟底形を呈している。【堆積土・出土遺物】堆積土は、黒褐色ないし暗褐色のシルト及び底面付近の

粘土質シルト層からなり、 4層 に分けられる。自然堆積層と観察される。遺物は、 1層から非ロクロ土師器片多数

(C-35含む)。 ロクロ土師器片2点・須恵器片30点 (E-20含む)、 2層から非ロクロ土師器片43点 (C-36含

む)。 ロクロ土師器片3点 。須恵器片16点 (E-22含 む)、 3層から非ロクロ土師器片38点・須恵器片6点 (E―

21他 )、 礫石器 1点 (Kb-8)、 鉄製品 1点 (N-20)が出上している。図化した土師器高杯C-35は 国分寺下層

式に相当し、須恵器の杯E-21・ 221よ底部と体部下端が回転ヘラケズリ調整され、 8世紀後半頃代の製品と見られ

るが、 1・ 2層からロクロ土師器の破片が出土しているので、遺構の年代としては9世紀以降と考えられる。

S Kl司 土坑 【位置・重複】調査区中央の東寄りで検出された。S K10土坑に東部を切られる。【平面形・大きさ】

平面形は不整な円形を呈し、南北直径215cm。 東西残存部径205cmを 測る。本来は東西径の方が大きいものとみら

れる。【深さ・断面形】深さは62cmで、断面形は不整な舟底形を呈している。【堆積土・出土遺物】堆積土は、暗

褐色ないし褐色のシルトおよび砂質シルト層からなり、大別3層・細別 6層 に分けられる。遺物は、 1層から非ロ

クロ土師器片多数・須恵器片25点・鉄製品 1点 (N-21)。 鉄滓2点、 2層から非ロクロ土師器片多数・須恵器片

6点 。砥石 1点 (Kc-20)、  3層から非ロクロ土師器片19点が出土している。

SK刊 2土坑 【位置・重複】調査区中央付近で検出された。ピットを切る。【平面形 。大きさ】平面形は不整な長

方形を呈し、東西長軸134cm。 南北短軸83cmを 測る。【深さ。断面形】深さは50cmで、断面形は舟底形を呈してい

る。【堆積土。出土遺物】堆積土は、 4層に分けられ、上部 3層 は暗褐色のシルト質砂ないしシルト層。下部はに

ぶい黄褐色のシルト質粘土層である。遺物は、非ロクロ土師器片46点 ・須恵器片5点が出土している。

S K13土坑 【位置・重複】調査区中央で検出された。S K14土坑を切る。【平面形 。大きさ】平面形は円形を呈

し、東西径72cm・ 南北径71cmを測る。【深さ。断面形】深さは10cm前後で、断面形は浅い舟底形を呈している。

【堆積土・出土遺物】堆積土は、褐色の砂を含む暗褐色の砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片8点・ロクロ土

師器片3点・須恵器片 1点が出土している。

S K14土坑 【位置。重複】調査区中央で検出された。S K13土坑に南部を切られる。r平面形。大きさ】平面形
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土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 少

2 10YR2/1 黒色 抄 暗褐色砂の大ブロックを多 く含む

3 ЮYR4/4 褐色 少 票色砂のプロックを多く含む

4 ЮYR2/2 黒褐色 砂 :が い黄褐色粘土と灰褐色シルト質砂のブロックを多く含も

SK12

土層No 土 色 上 質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 ンルト質砂 黄褐色砂ブロックと炭化物 をまばらに含む

2 10YR3/3 暗褐色 ンルト質砂 炭化物を含む

3 10YR3/3 暗褐色 ンル ト 黄褐色砂 と黒褐色上のブロックをまばらに含む

10YR4/3 にパい黄褐t シルト質瑞と 掲色土 と上師器片、暗褐色上 を含む

SK13SK 9

上層No 土 色 土 質 備 考

10YR3/4 暗褐色 ンルト質砂 土器片 と褐色砂 をまば らにふ くむ

2 ЮYR3/3 暗褐色 ンル ト質砂 段化鉄粒をまばらに含む

SK10 土層No 土 色 土質 備 考

10YR3/3 暗褐色 褐色砂 を縞状に含む

ЮYR2/3 黒褐色 土師器片と炭粒と暗褐色砂質シルトの小プロックをそれぞれ含む

10YR3/4 暗褐色 土師器片と炭とにぶい黄褐色の小ブロックをそれぞれまばらに含む

にぶい黄褐色砂 と黒褐色砂 を含むЮYR3/3 暗褐色 マンガン粒と褐色砂に中ブロックをそれぞれまばらに含

10YR2/2 黒褐色

ЮYR2/2 暴掲色 をわずかに含む土層No 土 色 土質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 土師器片と掟化物をわすかに含む 掲色とと早褐色上をまばらに含む

ЮYR3/3 暗褐色 シル ト 黄褐色砂のブロックと褐色砂質シルトと炭化物をまばらに含む

2c 10YR4/4 褐色 砂質シルト 土師器片と黒褐色土 と黄褐色砂 をわずかに含む

10YR3/4 暗褐色 シルト 黄褐色砂 と褐色砂質 シル トをわずかに含む

10YR3/4 暗褐色 少質ンルト 褐色土 と黒褐色上の小プロツクをまば らに含む

3 10YR4/6 褐色 少質シルト 驚褐色砂の小ブロックと暗褐色上の小ブロックを多く含む

土層No 土 色 土質 捕 考

l 10YR4/6 褐色 り質シルト土師器片と炭化物を少員、にぶい黄褐色上を多く含む

SK18

上層 No 土 色 土 質 樵 考

1 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 褐色土 と黒褐色土 をわずかに含む

2 tOYR2/3 黒褐色 砂質シルト 菅褐色土 と褐色土をまば らに含む

界33図] 2b層 検 出土坑 2 (SK7・ 9～ 刊8)



第 2章 調査の概要

は楕円形を呈し、残存南北長軸87cm。 東西短軸65cmを 測る。【深さ。断面形】深さは10cm前後で、断面形は浅い

舟底形を呈している。【堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片7点・ロ

クロ土師器片 1点・須恵器片1点が出土している。

S K15土坑 【位置・重複】調査区中央で検出された。P65に北部を切られる。【平面形・大きさ】平面形は略円

形を呈し、残存南北長軸87cm・ 東西短軸56cmを測る。【深さ。断面形】深さは32cmで 、断面形はU字状を呈す。

【堆積土。出土遺物】堆積土は、黄褐色と黒褐色の砂を含む暗褐色の砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が24

点出土している。

S K16土坑 【位置。重複】調査区中央で検出された。S K17土坑を切る。【平面形。大きさ】平面形は円形を呈

し、南北径58cm・ 東西径60cmを 測る。【深さ。断面形】深さは16cmで、断面形は舟底形を呈す。【堆積土・出土遺

物】堆積土は、暗褐色の砂を含む黒褐色砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が4点出土している。

S K17上坑 【位置。重複】調査区中央で検出された。S K16土坑に北側の一部を切られる。【平面形。大きさ】

平面形は楕円形を呈し、南北長軸138cm。 東西短軸96cmを 測る。【深さ。断面形】深さは18cmで、断面形は舟底形

を呈す。【堆積土。出土遺物】堆積土は、にぶい黄褐色上を含む褐色の砂質シルト層である。遺物は、多数の非ロ

クロ土師器片と須恵器片1点・鉄津1点が出土している。

S K18土坑 【位置・重複】調査区中央で検出された。P15・ 67に土坑の一部を切られる。【平面形・大きさ】平

面形は円形を呈し、南北径101cm。 東西径103cmを測る。【深さ・断面形】深さは31cmで、断面形は舟底形を呈す。

【堆積土。出土遺物】堆積土は、 2層に分けられ、上部が暗褐色の砂質シルト、下部が黒褐色の砂質シルト層であ

る。遺物は、 1・ 2層合わせて非ロクロ土師器片が37点 出土している。

S K19土坑 【位置・重複】調査区中央で検出された。重複はない。南半部を掘り過ぎ、底面プランを明らかに

できなかった。【平面形。大きさ】平面形は不整形で、南北88cm。 東西96cmを 測る。I深 さ。断面形】深さは21cm

で、断面形は逆台形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 2層に分けられ、上部が黒褐色の砂質シルト、下部

が暗褐色のシルト層である。堆積土中から多数の非ロクロ土師器片が出土している。

S K21土坑 【位置・重複】調査区中央で検出された。重複はない。【平面形・大きさ】平面形は楕円形を呈し、

東西長軸152cm。 南北短軸108cmを測る。【深さ。断面形】深さは21cmで、断面形は浅い舟底形を呈す。【堆積土・

出土遺物】堆積土は、褐色の砂を含む暗褐色の砂層である。多数の非ロクロ土師器片が出土している。

S K23土 坑 【位置。重複】調査区中央で検出された。重複はない。【平面形。大きさ】平面形は略円形を呈し、

南北径77cm。 東西径74cmを 測る。【深さ・断面形】深さは7cmで、断面形は浅い舟底形を呈す。【堆積土・出土遺

物】堆積土は、炭化物粒を含む褐色の砂層である。遺物は、非ロクロ土師器49点 と、ロクロ土師器1点が出土して

いる。

S K24土坑 【位置・重複】調査区中央で検出された。切り合いはないが、SBl掘立柱建物跡の輪郭と重複し

ている。【平面形 。大きさ】平面形は略楕円形を呈し、東西長軸143cm。 南北短軸109cmを測る。【深さ。断面形】

深さは1lcmで、断面形は浅いU字形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は、褐色の砂のブロックを多く含む暗褐

色のシルト質砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が多数出土している。

S K26土坑 【位置・重複】調査区中央で検出された。S K27土坑に南端を切られている。【平面形。大きさ】平

面形は略楕円形を呈し、残存南北長軸108cm。 東西短軸63cmを 測る。【深さ。断面形】深さは15cmで、断面形はU

字形を呈す。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色のシルト質砂層と黒褐色のシルト層に分けられる。遺物は、

非ロクロ土師器片が多数出土している。

S K27土坑 【位置。重複】調査区中央で検出された。S K26土 坑を切る。【平面形・大きさ】平面形は略円形を

呈し、東西径88cm。 南北径101cmを測る。【深さ。断面形】深さは10cmで、断面形は浅い舟底形を呈す。【堆積
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SK19

上層 No 土 色 土質 備 考

l 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト 土師器片 と暗褐色 シル トと含む 炭化物を少量含む

2 10YR3/3 暗褐色 シルト 土師器片 と炭化物 を少量含 む

SK21

炭 炭化物を多量に含む、赤褐色焼土粒を

土層No 土 色 土質 瞬 考

1 10YR3/4 暗褐色 砂 土師器片と炭片と褐色砂をわずかに含む

SK23

上層 No 土 色 土質 備 考

1 10YR4/6 褐色 土:V器 片 と炭粒 をわずかに含 む

SK2J

土層No 土 色 土 質 備 考

10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 土師器片 と褐色砂 と黒色 ンル トをまばらに含む

2 10YR3れ  暗褐色 砂質シルト 土師器片を多 く含み、褐色砂 をまばらに含む

SK33

土層No 土 色 土質 備 考

l 10YR3/3 暗褐色 ンル ト質VJ 土師器片と炭片とわずかに含む、褐色砂の中ブロックを多く含む

SK26

土層No 土 色 土 賀 備 考

1 10YR3/3 暗褐 色 シル ト質砂 土師器片と褐色砂質ンルトと黒褐色シルトをわずかに含む

2 10YR4れ  褐色 砂 土師器片と景褐色シルトと暗禍色砂質シルトのブロックを多く含む

3 10YR3/3 暗褐色 砂質ンルト 土師器片 と褐色の粘土 と炭化物 をまばらに含む

10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 暗褐色土 と褐色砂の小プロックをまばらに含む

SK34

土層 No 土 色 土 貿 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 ルト質砂 土師器 と炭化物 と褐色砂 を少量含む

2 10YR3/2 黒褐色 シルト 暗褐色の シル ト質砂 を含む

SK27

土層No 土 色 土 賀 偏 考

】 10YR3/4 暗褐色 灰褐色土 と炭化物の小プロックをわずかに含む

土層No 土 色 土質 瞬 考

1 10YR3/4 1旨褐色 砂 土師器片と黒褐色砂と褐色砂とにがい黄褐色砂をわずかに含む

第34図  2b層検出土坑 3(SK19・ 21・ 23～ 24・ 26～ 27・ 29。 32～34)
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土層No 土 色 土質 備 考

1 10YR2/2 黒褐色 え化物 を多量 に含む

2 10YR3/3 暗褐色 ンル ト質砂 党土 と炭化物 を含む

SK36

SK40

土層No 土 色 土質 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 ルト質砂 褐色上のプロックを含む

10YR2/3 黒褐色 砂質シルト にぶい黄褐色の粗砂 をマーブル状に多 く含む

10YR3/3 暗褐色 少質シルト 褐灰色の砂を縞状に含む

10YR2/3 黒褐色 ンル ト質ワ 黒褐色及び橘色上をブロック状に含む

10YR3/3 暗褐色 陽色砂質シル トのブロックを多 く含む

ЮYR4/4 褐色 粗砂 壁面崩落土

SK41

土層No 土 色 土 質 備 考

1 ЮYR3/2 黒褐色 ルト質穆 土師器片と炭イヒ物と褐色砂とにぶい黄褐色砂をわずかに合む

SK37

土層No 土 色 土質 備 考

1 10YR4/4 褐色 粗砂 霊褐色 シル トを斑状に含む

SK42土層No 土 色 土 質 備 考

1 ЮYR3/2 黒褐色 砂質シルト

SK39

上層 No 土 色 土質 備 考

I 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト え片をわずかに含む
上層No 土 色 上 質 備 考

] 10YR4/4 1tl色 阻砂 にぶい責褐色シルトのブロックを含む (上部は砂のみ)

2 10YR2/4 灰黄褐色 央化物 を含む

3 10YR3/2 黒褐色 シ,レ ト 壁面崩落土

土層No 土 色 土質 備 考

l 10YR2洛  黒褐色 砂質シルト 炭化物 を班状及び縞状に含む

2 10YR5/3 にパV瑣協色 砂 曽褐色土及び黒褐色上 をブロック状に多 く含む

3 ЮYR2/2 黒褐色 も■質シルト炭化物 を多量に含む

4 10YRワ4 褐色 雫褐色上のブロックをわずかに含む
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第35図  2b層検出土坑 4(SK35～ 43)



第 3節  2b層検出遺構と2b層の遺物

土・出土遺物〕堆積土は、黒褐色・掲色・にぶい黄褐色の砂を含む暗褐色の砂層である。遺物は、非ロクロ土師器

片が23点 出土 している。

S K29土坑 【位置 。重複】調査区中央南東寄りで検出された。重複はない。【平面形。大きさ】平面形は不整な

長精円形を呈し、東西長軸224cm・ 南北短軸96cmを 測る。【深さ。断面形】深さは14cmで、中央部分が浅くなって

いる。断面形は浅い舟底形を呈す。【堆積土 。出土遺物】堆積土は、灰・炭化物・焼土粒を含む極暗赤褐色のシル

ト層が主体となり、両端の壁際に暗褐色のシルト層が分布する。遺物は、多数の非ロクロ土師器片と、須恵器片 3

点。中世陶器片 1点が出土している。中世陶器のI-26は、常滑産の奏の底部片である。

S K32土坑 【位置 。重複】調査区中央南西寄りで検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】平面形は略円形

を呈し、東西径68cm。 南北径62cmを 測る。【深さ。断面形】深さは26cmで、断面形はU字形を呈す。【堆積土・出

土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部が黒褐色の砂質シルト、下部が暗褐色の砂質シルト層からなる。遺物は、

多数の非ロクロ土師器片と須恵器片が2点出土している。

S K33土坑 【位置・重複】調査区中央南東寄りで検出された。S K61土坑を切る。【平面形 。大きさ】平面形は

円形を呈し、東西径103cm。 南北径107cmを 測る。【深さ。断面形】深さは68cmで、断面形は浅い播鉢形を呈す。

【堆積土 。出土遺物l堆積土は、暗褐色シルト質砂・褐色砂・暗褐色砂質シルト・黒褐色砂質シルトの4層 に分け

られる。遺物は、 1層から非ロクロ土師器片多数・須恵器片6点・円面硯片1点・砥石1点 (Kc-21)、 2層か

ら非ロクロ土師器片15点、 3層から非ロクロ土師器片20点・ロクロ土師器片 1点が出土している。

S K34土坑 【位置・重複】調査区中央南寄りで検出された。S D10溝跡を切る。【平面形。大きさ】平面形は不

整な円形を呈し、東西径254cm・ 南北径271cmを 測る。【深さ。断面形】深さは14cmで、断面形は浅いU字形を呈

す。【堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂質シルト1層からなる。遺物は、堆積土中から多数の非ロクロ土

師器片と、ロクロ土師器 1点・須恵器片43点 (E-23含む)・ 砥石 1点 (Kc-22)が 出土している。

S K35土坑  【位置・重複】調査区南壁中央付近の壁際で検出された。SDl溝跡に切られ、S14竪穴住居

跡 。S K66土坑を切る。【平面形 。大きさ】平面形は略長方形を呈し、南北長軸226cm・ 東西短軸170cmを測る。

東辺がやや短い。長軸に沿って底面に落ち込みが 3カ 所ある。【深さ・断面形】深さは19cmで、断面形は浅い逆台

形を呈す。【堆積土・出土遺物】推積土は2層 に分けられ、中央上部が炭化物を多量に含む黒褐色のシルト質砂層、

他の部分は焼土と炭化物を含む暗褐色のシルト質砂層からなる。遺物は、 1層から多数の非ロクロ土師器片と須恵

器片5点、 2層から非ロクロ土師器片多数と、ロクロ土師器片1点・須恵器片7点が出土している。

S K36土坑 【位置 。重複】調査区南壁中央付近で検出された。重複はない。【平面形・大きさ】平面形は円形を

呈し、東西径73cm・ 南北径80cmを 測る。【深さ・断面形】深さは17cmで、断面形はU字ないし舟底形を呈す。【堆

積土。出土遺物】堆積土は黒褐色のシルト質砂層からなる。遺物は、多数の非ロクロ土師器片と、ロクロ土師器 1

点・須恵器片2点が出土している。

S K37土坑 【位置・重複】調査区西壁際の南寄りで検出された。重複はない。【平面形・大きさ】平面形は精円

形を呈し、東西長軸11lcm・ 南北短軸60cmを 測る。【深さ。断面形】深さは15cmで、断面形は不整な舟底形を呈す。

【堆積土 。出土遺物】堆積土は暗褐色の砂質シルト層からなる。遺物は、非ロクロ土師器片が18点出上している。

S K38土坑 【位置・重複】調査区西壁際の南寄りで検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】平面形は円形

を呈し、東西径74cm。 南北径84cmを測る。【深さ。断面形】深さは14cmで、断面形は舟底形を呈す。【堆積土・出

土遺物】堆積土は、褐灰色の土壊を含む黒褐色の砂質シルト層である。遺物は、非ロクロ土師器片が17点出土して

いる。

S K39土坑 【位置・重複】調査区西壁近くの南寄りで検出された。P37に切られている。【平面形・大きさ】平

面形は、北東から南西方向にのびる長楕円形を呈し、長軸235cm・ 短軸90cmを 測る。【深さ・断面形】深さは18cm
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基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 器高 長 日径・幅 体部径 彊 ミ径 (調整・素材 産地 時期 分類)

, E-19 】K-3 l層 須恵器 郭 42 外面 :ロ クロ調整 下端手持ヘラケズリ 内面 iロ クロ調整 底部回転糸切り

2 -35 SK-10 1 2層 非ロクロ土師器 葛郭 内、外面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

3 -36 SK-10 2層 非ロクロ土師器 葛郭 180 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ・

-22 SK-10 2層 察悪 器 137 角、外面 ロクロ調整 下端 底部 回転ヘラケズリ 97- 8
5 SK-10 3層 須恵器 杯 163 ん、外面 :ロ クロ調整 下端、底部回転ヘラケズリ
6 SK-10 1層 須恵器 蓋 197 牛面 :ロ クロ調整一部回転ヘラケズリ 内面 :ロ クロ調整 端部に自然釉有り 98- 2
7 -26 SK-29 1層 無釉陶器 鉢 (55) (158) 外面 :ナ デ、底部ケズリ 内面 :自 然釉 (I-201こ 類似) 常絹 101- 4

8 E-23 SK-34 1層 須恵器 高台付郭 172 内、外面 :ロ クロ調整

9 Kb-8 SK-10 3層 探石器 凹石 6000 安山岩

Kc-20 SK-11 2層 眠石 板 状 382 面取 り加工 紐孔有 り 砥面 4面         粘板岩 110-14

11 Kc-21 SK-33 1層 砥 石 板 状 37 1300 側面敵打力Π工有 り 砥面 1面  1面条痕       砂岩 110- 6

Kc-22 SK-34 1層 砥 石 柱 状 (51) 18 17 亙取 り加工 砥面 4面        デイサイ ト質凝灰岩 112- 6

N-20 SK-10 3層 鉄製品 不明 15 灰状  片端 欠預

14 N-21 SK-11 1層 鉄製品 不 明 (52) 灰状 刀子柄 ?

N-22 SK-30 1層 映製品 鏃 (34) 4117-

N-23 SK-40 2層 吹製品 (77) (04) 刃先先端部のみ

第36図  SKl～40土坑出土遺物



第 3節  2b層検出遺構と2b層の遺物

絆

で4

解7
｀ヽ
,.

一

口
ｎ
＝
＝
１１
旧
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
υ

一
０

建.さ

0                          10Cm

中

号

図

番

録

号

登

番

出  土   地   点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 農径 (調整・素材・産地・時期 '分類 )

1 SK-43 3層 非ロクロ土師器 郭 内、外面 :ヘ ラ ミガキ    黒色処理

2 -37 SK-49 1層 非ロクロ土師器 不 内、外面 :ヘ ラ ミガキ    黒色処理

3 SK-43 1層 台付賓 外面 :ハ ケメのちヘラケズリ  内面 :ナ デ

4 SK-43 1層 須恵器 高台付不 130 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転ヘラケズリ

5 SK-43 1層 買恵器 琢 (17) 内、外面 :ロ クロ調整 下端、底部回転ヘラケズリ

6 E-40 SK-43 1,膏 須恵器 琢 内、外面 :ロ クロ調整 下端、底部回転ヘラケズ リ

7 E-25 SK-43 3層 須恵器 高台付郭 37 168 内、外面 :ロ クロ調整 底部切 り離 しのち回転ヘラケズリ

8 E-42 SK-43 1層 須恵器 蓋 内、外面 :ロ クロ調整

9 -43 SK-43 3層 買恵器 甕 (54) 内、外面 :ロ クロ調整 波状縦有 り

E-24 SK-43 1層 贋恵器 甕 2&7 内、外面 :ロ クロ調整 98-5

11 X-1 SK-43 1層 児 ]面硯 内、外面 :ロ クロ調整 内面全面施釉  員?=称
]ヴ
聘1同一個体出土 121-5

12 SK-49 3,督 土師質土器 豚 外面 :口縁ヨコナデ、体部ナデ  内面 :ヨ コナデ

13 N-24 SK-43 3層 鉄製品 不 明 0〔 角棒状 上部欠損

14 X-5 SK-49 1層 2 院 ¬面硯 即部片 外面 :ロ クロ調整 脚部沈線  内面 :ロ クロ調整 121-2

第37図  SK41～ 50土坑出土遺物



第 2章 調査の概要

で、断面形は舟底形を呈す。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、上部から中部にかけては褐色の粗砂が占め、下部に

灰黄褐色の砂質シルトと黒褐色のシルト層が分布する。遺物は、地積土中から多数の非ロクロ土師器片と鉄鏃が 1

点 (N-22)出上している。

S K40土坑 【位置。重複】調査区西部の南寄りで検出された。P37に切られ、S K41土坑を切る。【平面形・大

きさ】平面形は円形を呈し、東西径197cm。 南北径196cmを 測る。【深さ。断面形】深さは88cmと 深い。検出面か

ら約50cm下がったところで一度狭まり、直径110～ 120cmの 範囲で中央部分がさらに一段下がり、断面形は2段の

舟底形を呈す。【堆積土 。出土遺物】堆積土は大別 4層、細別 6層 に分けられる。 1～ 3層 は、黒褐色ないし暗褐

色のシルト質砂または砂質シルトで、3層 にはブロック状の堆積土を含む。 4層は壁面からの崩落土と考えられる

褐色の粗砂層である。遺物は、 1層から非ロクロ土師器片22点・須恵器片 3点、 2層から非ロクロ土師器片50点・

須恵器片 5点・鉄製品1点 (N-23)、 3層から非ロクロ土師器片29点・須恵器片 1点、 4層から非ロクロ土師器片

2点が出土している。 2層出土の須恵器には、回転糸切りの後手持ちヘラ削りされた底部片が 1点ある。鉄製品は

鎌の刃先の可能性がある。

S K41土坑  【位置 。重複】調査区西壁近くの南寄りで検出された。 S K40土坑に南東部分を切られている。【平

面形 。大きさ】平面形は、北西から南東方向にのびる長精円形を呈し、残存部で長軸213cm・ 短軸81cmを 測る。

【深さ・断面形】深さは1lcmで、断面形は不整な舟底形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は、責褐色シルトを

斑状に含む褐色の粗砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が17点出土している。

S K42土坑  【位置 。重複】調査区西部の南寄りで検出された。【平面形 。大きさ】平面形は略円形を呈し、東西

径176cm。 南北径150cmを 測る。【深さ・断面形】深さは16cmで、断面形は浅いU字形を呈す。【堆積土・出土遺物】

堆積土は、暗褐色の砂質シルトである。遺物は、多数の非ロクロ土師器片と須恵器片が21点 出土している。

S K43土坑  【位置 。重複】調査区西部で検出された。南半の上部をSD2・ 14溝跡に切られている。【平面形・

大きさ】平面形は、輪郭の凹凸の著しい不整円形を呈し、東西径204cm。 南北径230cmを測る。I深 さ 。断面形】

底面にはいくつかの凹凸があるが、平坦部分の深さは80cm前後である。断面形は凹形を呈す。〔堆積土・出土遺物】

堆積土は4層 に分けられ、 1層や 3層 には炭化物が含まれる。遺物は、 1層から多量の非ロクロ土師器片 (C―

37・ 39含む)。 ロクロ土師器片 3点・須恵器片 4点 (E-24含む)・ 円面硯 1点 (X-1)、  2層から非ロクロ土

師器片39点・須恵器片 7点 。鉄製品1点 (N-24)、  3層から多数の非ロクロ土師器片 (C-38含む)・ 須恵器片29

点 (E-25含む)、 4層から非ロクロ土師器片14点・須恵器片 1点が出土している。 1層 出土のロクロ土師器は、

底部が回転ヘラ削り調整された杯の底部片 2点 と奏の口縁部の破片である。非ロクロ土師器C-381よ 平底化した杯

である。円面硯X-1は脚部に長方形の連続する透かしの入った大型のものである。

S K44土坑  【位置・重複】調査区西部の南寄りで検出された。 S D14溝跡に南東部を切られている。【平面形・

大きさ】平面形は、北東から南西方向にのびる長楕円形を呈し、残存部で長軸203cm・ 短軸78cmを測る。【深さ。

断面形】深さは1lcmで、断面形は不整な舟底形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は、黒褐色土や暗褐色土を含

む褐色のシルト質砂である。遺物は、非ロクロ土師器片が55点・須恵器片多数が出上している。須恵器片のうち底

部の破片には回転ヘラ削り調整が認められる。

S K45土坑  【位置 。重複】調査区西部の南寄りで検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】平面形は、略円

形を呈し、東西径73cm・ 南北径72cmを 測る。【深さ・断面形】深さは12cmで、断面形は不整な舟底形を呈す。【堆

積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂質シルト層である。遺物は、非ロクロ土師器片が19点 と須恵器片 3点が出

土している。須恵器片には底部の破片が1点あり、回転ヘラ削り調整が認められる。遺物は、多数の非ロクロ土師

器片が出土している。

S K46土坑 【位置・重複】調査区西部の中央付近で検出された。重複はない。〔平面形。大きさ】平面形は、略
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楕円形を呈し、南北長軸105cm。 東西短軸84cmを測る。【深さ。断面形】深さは30cmで、断面形は逆台形を呈す。

【堆積土。出土遺物】堆積土は、上部が黒褐色のシルト質砂層で、下部が暗褐色砂質シルト層である。堆積土中か

ら多数の非ロクロ土師器片が出上している。

S K47土坑 【位置・重複】調査区西部の中央付近で検出された。S K60土坑を切る。【平面形・大きさ】平面形

は円形を呈し、東西径91cm。 南北径94cmを 測る。【深さ。断面形】深さは30cmで、断面形はU字形を呈す。【堆積

土。出土遺物〕堆積土は、にぶい黄褐色土や褐灰色土を含む黒褐色の砂質シルト層である。遺物は、多数の非ロク

ロ土師器片が出土している。

S K48土坑 【位置・重複】調査区西部の中央付近で検出された。重複はない。【平面形。大きさ】平面形は楕円

形を呈し、東西長軸133cm。 南北短軸66cmを 測る。【深さ・断面形】深さは26cmで、断面形は舟底形を呈す。【堆

積土。出土遺物】堆積土は2層に分けられ、上部は褐色のシルト質砂層、下部は暗褐色の砂質シルト層である。遺

物は、 1層から非ロクロ土師器片39点・須恵器片1点、 2層から非ロクロ土師器片19点が出土している。

S K49土坑 【位置。重複】調査区西部の中央で検出された。重複はない。【平面形。大きさ】平面形は円形で、

東西径128cm・ 南北径127cmを 測る。【深さ。断面形】深さは32cmで、断面形は不整形を呈し、北西側の壁面はオ

バーハングしている。【堆積土・出土遺物】堆積土は3層 に分けられ、黒褐色及び黒色のシルト層で、層中には焼

土や灰・炭が多 く含まれている。遺物は、 1層から非ロクロ土師器片50点・ロクロ土師器片 1点・須恵器片 3点・

円面硯 1点 (X-5)、 2層から非ロクロ土師器片 1点・須恵器片 1点、 3層 から非ロクロ土師器片11点 。土師質

土器の 1点 (I-32)が出土している。円面硯は線刻ある脚部の破片である。 I-32は手づ くねの皿の破片である。

S K50土坑  【位置 。重複】調査区西部の中央で検出された。S K51土坑を切り、SD2溝跡に東部を切られる。

【平面形 。大きさ】残存部の平面形は半円形を呈し、南北長135cm。 東西幅55cmを測る。【深さ・断面形】深さは

30cmで、残存部の断面形は橋鉢状を呈す。〔堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部は暗褐色のシルト

質砂層、下部はにぶい黄褐色のシルト質砂で下部層には災化物と土器片を多く含む。遺物は、 1層から非ロクロ土

師器片が11点、 2層から非ロクロ土師器片8点・ロクロ土師器2点が出土している。

S K51土坑  【位置・重複】調査区西部の中央で検出された。東部をSD2溝跡に、北部をS K50土坑に切られ

る。【平面形・大きさ】残存部の平面形は扇形を呈し、南北長約65cm。 東西幅約40cmを測る。【深さ・断面形】深

さは27cmで、残存部の断面形は橋鉢状を呈す。【堆積土 。出土遺物】堆積土は暗褐色の砂質シルト層であるが、混

入物の違いにより、褐色土を含む上層と灰色土を含む下層の2層に分けられる。遺物は、堆積土中から非ロクロ土

師器片が34点・ロクロ土師器片 1点・須恵器片4点が出土している。

S K53土坑  【位置 。重複】調査区西部の中央やや北よりで検出された。西部をSD2溝跡に切られる。【平面

形 。大きさ】平面形は、長さ187cm。 幅45cm前後の東西に長い溝状を呈す。【深さ。断面形】深さは5cmで、断面

形は浅いU字形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は、褐色土のブロックを含む黒褐色の砂質シルト層である。

遺物は、非ロクロ土師器片が2点出土している。

S K54土坑  【位置。重複】調査区西部の北寄りで検出された。SD 2溝に東端上部を僅かに切られる。【平面形・

大きさ】平面形は楕円形を呈し、南北長軸76cm・ 東西短軸52cmを測る。【深さ・断面形】深さは43cmで、断面形

は播鉢状を呈す。【堆積土 。出土遺物】堆積土は、灰黄褐色土を斑状に含む暗褐色のシルト質砂層である。遺物は、

非ロクロ土師器片が多数と須恵器片が7点出土している。須恵器片のうち1点ある底部の破片には回転ヘラ肖Uり 調

整が認められる。

S K55土坑 【位置・重複】調査区西部の北側で検出された。P19に切られる。〔平面形。大きさ】平面形は隅丸

長方形に近い不整形で、南北長135cm・ 東西幅106cmを 測る。【深さ・断面形】深さは18cmで、断面形は浅いU字

形を呈す。【堆積土。出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂質シルトを主体とするが、含有物により3層 に分けられる。
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土層No 土 色 土 質 備 考

l 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 炭化物 とマ ンガンを少量含む

0                      2m

'幕 駆

のプロックを多 くふくむ黒褐色土をブロック

シルト質砂 炭化物 と土器片を多 く含む

砂質シルト 炭化物と土師器片を含む

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 径 1～ 5mmの炭イヒ物をわずかに含む、褐色土をまばらに

径 lmm程 の炭イヒ物をわずかに含む灰色の上をまばらに含む

10YR3/2 黒褐色 土を籍降状に含む

10YR3/3 暗褐色

土をブロック状に含む、炭化物を少量含む

砂質シルト

を班状に含む

焼土 と炭化物 をわずかに含む

上層No 土 色 土 質 傭 考

イ 10YR3/3 暗褐色 ンルト

l 10YR2/3 黒褐色 シ,レ ト 焼土プロックを多量に含む、炭化物 と灰 を含む

2 ЮYR3/1 黒褐色 シルト 灰 を多量に含む

3 10YR2/1 黒色 シルト 炭と灰 を多量に含む、焼土を含む

第38図  2b層検出土坑 5(SK44～ 51・ 53～ 56)
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土層No 土 色 土 質 捕 考

10YR3/2 黒褐色 シルト質砂 礫 と酸化鉄 とマ ンガンを含む

2 10Y馳/4 褐色 砂 炭片を含む

3 10YR2/3 黒掲色 砂質ンルト 褐色土粒 をわずかに含む

4 10YR4/3 にぷヤヽ貨褐と砂 暗褐色土粒 を斑状にわずかに含む

5 10YR3/2 黒褐色 妙質シルト

SK62

土層No 土 色 土 質 捕 考

10YR3/3 暗褐色 抄質シルト 黒褐色焼土 と褐色土のブロックを含む

2 10YR4/3 にぷい貨褐色 少質シルト 暗褐色上の小ブロックを多 く含む

SK66

土層No 土 色 土 質 備 考

望土  ユ 10Y硝/3 暗掲色 砂質シルト 畳1～ 5mm程 の炭化物を含む、灰色の上をまばらに合も

SK67

土と灰黄褐色上の小ブロックを含む

炭片 と黄褐色土 と灰黄褐色上の小ブロックを含む

シル トをわずかに壁際に含む

と灰)を ブロック状に含む

ンル トと砂が互層状に堆積

砂質シルト 黒色土 (炭化物 と灰)のブロックをわずかに

25Y5/2 暗灰黄色 同色の粘上のブロックを

土層No 土 色 土 /Pl 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 シル ト質砂 土器片 と炭化物を多 く含む

2 10YRν 4 褐色 砂 暗褐色上のブロックを含む

3 10YR4/4 褐色 砂 悟褐色上のプロックを含む

10YR3/3 暗褐色 ン,レ ト質D
土層No 土 色 土 質 備 考

10YR3/2 黒褐色 ンル ト質砂 暗褐色上のブロックを下部に含む

SK61

と層No 土 色 土質 備 考

I 10YR3/3 暗褐色 少質ンルト 黒褐色土 と褐色土をまば らに含む

2 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト 褐色土をわずかに含む

SK80

土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 シルト質砂 黄褐色土 と灰黄褐色土をブロック状に多 く含む

2 10YR3/3 暗褐色 シルト質砂 驚協色土と灰蓑格色土を含む、にぶい黄褐色土のアロックと皮化物を含む

SK81

上層No 土 色 土 質 備 考

ユ ЮYR3/3 暗褐色 シルト質砂 褐色砂のブロックを含む第39図  2b層検出土坑 6(SK57～ 62・ 66～ 67・ 69・ 80・ 31)
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遺物は、 1層から多数の非ロクロ土師器片と2層から非ロクロ土師器片6点が出土している。

S K56土坑  【位置・重複】調査区中央北寄りで検出された。SD14溝跡を切る。【平面形 。大きさ】平面形は楕円

形を呈し、南北長軸85cm・ 東西短軸65cmを 測る。【深さ。断面形】深さは12cmで、断面形は舟底形を呈す。【堆積

土 。出土遺物】堆積土は、黒褐色の砂質シルト層である。遺物は、非ロクロ土師器片2点 。ロクロ土師器片 1点 。

須恵器片1点が出土している。

S K57土坑 【位置・重複】調査区西部北寄りで検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】平面形は直径約

55cmの 円形を呈す。中央が円形に1段下がっている。【深さ。断面形】深さは5cm前後で、中央はこれより14cm

低い。断面形は浅いU字形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土の調査記録はない。遺物は出土していない。

S K58土坑  【位置 。重複】調査区西部の南寄りで検出された。SD 2溝跡に南部を切られる。【平面形 。大きさ】

残存部の平面形は扇形を呈し、東西幅282cm。 南北長123cmを 測る。【深さ・断面形】深さは45cmで、検出部分の

断面形は指鉢状を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は5層に分けられ、黒褐色土と4B色ないしにぶい黄褐色土

が交互に堆積している。堆積土中から非ロクロ土師器片多数と須恵器片8点が出土している。8点の須恵器片の中

には静止糸切り底と回転ヘラ削り調整の底部片が各1点含まれている。

S K59土坑  【位置 。重複】調査区北壁際の東寄りで検出された。S13竪穴住居跡を切る。【平面形・大きさ】

平面形は円形を呈し、東西径58cm。 南北径64cmを測る。南側がピット状に一段凹む。【深さ】深さはピット状の

部分で57cmで ある。【堆積土・出土遺物】堆積土は、黄褐色と灰黄褐色のブロックを含む暗褐色の砂質シルトで、

あるが、ピット部分には炭片を含むことから上下2層 に分けられる。遺物は、 1層から非ロクロ土師器片48点・ロ

クロ土師器片3点・須恵器片2点、 2層から非ロクロ土師器片8点が出土している。

S K60土坑 〔位置・重複】調査区西部の中央付近で検出された。SD2溝跡。S K47土坑に切られる。【平面

形・大きさ】平面形は略円形で、東西径83cm。 南北径93cmを測る。【深さ・断面形】深さは43cmで、断面形はU

字形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は4層 に分けられ、暗褐色と褐色の砂及びの砂質シルトからなる。遺物

は、 1層から多数の非ロクロ土師器片、 2層以下の土層から非ロクロ土師器片9点が出土している。

S K61土坑  【位置・重複】調査区南壁近くの中央西寄りで検出された。S K33土 坑に南部を切られている。【平

面形・大きさ】検出部分の平面形は半円形を呈し、残存部の直径は58cmである。【深さ・断面形】深さは20cmで、

断面形は凹形に近い逆台形を呈している。【堆積土 。出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂質シルトを主体とする。底

面からの立ち上がり部分の壁際には褐色土を含む黒褐色土が分布する。遺物は、非ロクロ土師器片が26点 出土して

いる。

S K62土坑 【位置。重複】調査区の北端で検出された。北側は調査区の外にのびる。S D17溝跡に上部を切ら

れている。【平面形。大きさ】検出部分の平面形は略円形を呈し、東西230cm。 南北195cm以上の規模である。検

出された底面で測ると半径は140cm前後と推定される。【深さ。断面形】深さは55cmで、一度緩やかに下がったさ

らにやや急に落ちている。【堆積土・出土遺物】堆積土は、褐色土のブロックを含む暗褐色の砂質シルトを主体と

し、底面付近に薄くにぶい黄褐色上の砂質シルトが分布する。遺物は、多数の非ロクロ土師器片と、黒曜石製石器

とその剥片合わせて3点 (Ka-34。 35・ 68)。 円板形の石製模造品1点 (Kd-24)が出土している。

S K66土坑 【位置。重複】調査区の南壁際の中央付近で検出された。南側を側溝に、北側をSK35土坑に切られ、

S14竪穴住居跡の煙道を切っている。【平面形。大きさ】検出部分の形状から平面形は円形を呈すると推定され

る。検出部分で直径97cmを 測る。【深さ・断面形】深さは10cmで、断面形は浅いU字形を呈する。【堆積土・出土

遺物】堆積土は、炭化物を含む暗褐色の砂質シルトである。遺物は、非ロクロ土師器片が12点 と、赤焼土器1点・

須恵器片4点が出上している。

S K67土坑 【位置。重複I SK43土坑の南側のS D14溝跡底面で検出された。S D14溝跡の古期に切られてい
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第41図  SK62・ 69。 131土坑出土遺物

る。【平面形 。大きさ】平面形は略円形を呈し、東西径80cm・ 南北径85cmを 測る。【深さ・断面形】深さは40cmで、

断面形は逆台形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は5層 に分けられ、灰と炭化物を含む層が存在する。遺物

は、非ロクロ土師器片が3点出土している。

S K69土坑 【位置。重複,調査区西部中央で検出された。重複はない。南半分は掘り過ぎのために失われた。

〔平面形。大きさ】平面形は円形を呈し、残存部で直径90cmを 測る。【深さ。断面形】深さは20cmで、断面形は舟

底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色上のブロックを含む黒褐色のシルト質砂層である。遺物は、

非ロクロ土師器片が多数と須恵器片1点、円板形の石製模造品1点 (Kd-27)が出土している。

S K80土坑 【位置。重複】調査区中央東寄りで検出された。SD10溝跡に切られる。【平面形。大きさ】平面形は

楕円形を呈し、南北長軸102cm・ 東西短軸75cmを測る。【深さ。断面形】深さは31cmで、断面形は舟底形を呈する。

【堆積土。出土遺物】堆積土は、暗褐色のシルト質砂層で、混入物により2層 に分けられる。

S K81土坑 【位置・重複】調査区東部中央付近で検出された。S11竪穴住居跡を切る。【平面形・大きさ】平

面形は不整な楕円形を呈し、東西長軸75cm。 南北短軸30cmを 測る。【深さ・断面形】深さは18cmで、断面形は2不

一　裁魏Ⅷ
0¶∞

と層No 土    色 土質 備 考 土層No 土    色 土質 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 炭化物粒をわずかに含む 10YR4/2 灰黄褐色 シ,レ ト 悟褐色土 と灰化物紅 を斑状に含む

2 10YR3/3 暗褐色 ル ト 上部に炭化物 とにぶい黄褐色土を縞状に含む 5 10YRl″1 黒色 シルト 炭化物の堆積層 黄褐色上を縞状に含む

3 10YR3/3 暗褐色 砂質ンル ト 雫褐色土 にぶい黄褐色上を含む 6 ЮYR3カ 黒褐色 シル ト にぶい黄橙色上のブロックを多く含む

Ｔ

号

四

番

球

号

堂

立否

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 収上No 種 別 器種 (調整 素材 産地・時期・分類 )

1 E-36 SK-131 3層 須恵器 郭 内、外面 :ロ クロ調整 底部 :回転ヘラ切 りのちナデ

Ka-34 SK-62 1層 打製石器 スクレイパい 34 11 黒曜κ 102-16

3 Ka-35 SK-62 1層 打製石器 微細剥離 2C 黒曜そ 103-19

4 Kd-24 劇(-62 1層 石製模造品 円板 27 緑泥石片差 103-10

Kd-27 SK-69 埋 土 石製模造品 円板 ユ 緑泥石片岩 103-13
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号

凶

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 曼 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No T■別 器種 (調整 素材 産地・時期 分類 )

1 X-9 2b層 統縄文土器 注目鉢 と日都のみ、R醜 文 96- 6

2 E-8 2b層 須恵器 郷 内、タト面 :ロ クロ調整 底部 :回転ヘラ切 リー部ナデ

3 C-12 2b婦 非ロクロ土師器 小型壷 89 外面 1体部ナデ、ヘラケズリ 内面 :体部ナデ

C-13 2b層 非ロクロ土師器 小型壷 84 37 外面 :ナ デ 内面 :ナ デ

2b摺 非ロクロ土師器 弩 187 外面 :日縁ヨヨナデ、体部 Iハ ケメ 内面 :日 縁ヨコナデ 体部 iヘ ラナデ

Kb-45 2b層 牒石器 磨 石 安山培

7 Kc-6 2b層 氏石 板 状 110( 面取 り加工 紐イL有 り、砥面 4面    デイサイ ト質凝灰岩 と10-13

Kc-7 嵐石 塊 状 (■ 5) 40 自然石利用 砥面 3面               砂岩 109-13

Kc-8 2b層 砥石 板状 面取 り加工 砥面 6面  1面 条痕   デイサイ ト質凝灰岩

10 Kc-9 2b層 よ石 柱 状 (40) 面取 り加工 砥面 3面               砂岩

11 P-3 2b層 土製品 円解 径 29 土師器転用 18- 3

12 P-4 2b層 土製品 模造品 ? (24) 17 15 18- 2

13 P-5 2b層 土製品 不 明 (70) 布 目有 り 19-8
14 X-4 2b層 4 見 ヨ向悦 1- 3

X-2 2b)暫 虎 円面硯 (35, 却部すかしの柱部分 外面:ロ クロ調整 脚部沈線 内面:ロ クロ調整 121- 1

第42図  2b層出土遺物 1
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第43図  2b層出土遺物 2

整な舟底形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は、褐色の砂を含む暗褐色のシルト質層である。遺物は、非ロク

ロ土師器片が2点 とロクロ土師器片1点が出土している。ロクロ土師器は杯の破片で、底部と体部下端が回転ヘラ

削り調整されている。

S K131土坑  【位置。重複】調査区北壁中央で検出された。遺構は調査区の外にのびている。2b層から5a層

の調査段階では発見できず、S115竪穴住居跡の調査段階で検出された。SDlに切られる。【平面形・大きさ】側

溝部分の壁際で遺構の一部が検出されただけで全体の平面形は不明である。検出部分は、北西から南東方向で長さ

255cm・ 幅40cmの規模がある。【深さ・断面形】深さは2b層上面からで81cmを 測り、断面形は逆台形に近い形状

である。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 6層 に分けられ下部の5層 には炭化物が厚く堆積している。遺物は、 3

層か ら非ロクロ土師器片が 5点 と須恵器片 1点 (E-36)、 4層から非ロクロ土師器 9点が出上 している。須恵器

E-36は杯で、底部から口縁部までわずかに外傾 して立ち上がり、底部は回転糸切 りの後ナデ調整されている。

3 2b層 からの出土遺物

基本層の 2b層からはコンテナにして約 4箱分の土師器片が出土したほか、須恵器片も多数出土している。土師

器はほとんどが非ロクロ土師器片で、C-12・ 13の ように下層の遺構から何等かの事情によって巻き上げられたも

のや、C-14の ように2b層で検出された遺構から出土するものとほぼ同期の遺物も僅かではあるが混在している。

須恵器も同様にE-8の ようなものが出土している。 2b層上面で検出するべき遺構の掘 り残 しがあり、その遺構

の遺物を2b層の遺物として取上げた可能性がある。

土器以外の遺物としては、黒曜石製石器と剥片各 1点 (Ka-27・ 54)。 礫石器 1点 (Kb-54)。 砥石 4点

(Kc-6～ 9)・ 石製模造品 6点 (Kd-18～ 23)。 土製品 3点 (P-3～ 5)。 円面硯 2点 (X-2・ 4)。

続縄文土器 1点 (X-6)。 鉄津10点などが出土している。

中

号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 収上No 種 別 器 種 器高 長 日径 嘘 本部径 厚 員径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 Ka-27 2b層 打製石器 故細剥離 1 黒曜石 103-13

2 Kd-23 2b層 石製模造品 鴛」 緑泥石片岩

3 Kd-22 2b層 百裂模 造 品 →板 ユ 0 17 緑泥石片岩 115- 1

4 Kd-20 2b層 石製模造品 円板 04 緑泥石片岩

5 Kd-19 2b層 石製模造品 ■板 頁岩 115-18

6 Kd-21 2b層 石製模造品 Il板 54 角閃石片岩

7 Kd-18 2b層 石製模造品 ■板 12 緑泥石片岩
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第 4節  3a層検出遺構と3a層の遺物

1 3a層 の状況と遺構の認定

2b層検出の遺構調査後、 2b層 の残存部の除去を行なった。 2b層 を剥いだ下面では、 3a層のほか 3b層や

4層 も検出されている。 3a層 は、後にSR3aと した溝跡やSX3aと した遺構の周辺に褐色の砂層として明瞭

に分布する。調査区西部でも部分的にではあるがやや分 りやすい状態で分布する。調査区の南部と東部では、 3a

層は存在しないか 3b層へと漸移的に変化している。漸移的に変化している部分では遺構の層位の認定が困難であ

った。このような状態であるため、本節では、 2b層除去後に明確に3a層 を切って検出された遺構と、検出面が

基本層 3a層か 3b層か判断できない遺構についても3a層検出遺構として取扱った。また、遺構内から出土した

遺物を検討した結果、本来 2b層 で検出するべき遺構の掘 り残しの可能性がある遺構も数基含まれていた。この面

での検出遺構としては溝跡 5条 と土坑 9基 。その他の遺構 1基がある。

2 3a層 検 出遺構 の概要

1)溝跡

SD7溝跡 【位置。重複】調査区の北東角から西壁中央にかけて直線的にのびて検出された。3a層面検出遺構

ではS D20溝跡に切られる。【方向・幅】方向はN-60° 一Wである。上面の幅は東部で200cm前後。中央部で

SD 7(東 ) SD 7(西 )

O
72m引 P′ 猛2品

SD19(東 )

S          S′

SD19(西 )

T     T′Q
71m引 Jザ~紀m「

」
~

U
71m引 71m

SD20(東 )

V          V′
引       ト

V
2 0                  2m

上層No 土    色 土 質 備 考

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト褐色土粒 をまば らに含む

2 10YR2/3 黒褐色 沙質シルト暗褐色■と貨褐色上のアロックを含む 3用 堆積後、掘,か たされた圧mに も堆積

3 10YR3/4 暗褐色 少質シルト 下部に灰黄褐色上をまばらに含む

SD18

土層No 土   色 上 質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 え黄楊色■と褐也上をブロック状に含む、文化物と灰白色上をまばらに含む

2 10YR3/3 褐色 砂質シル ト 民黄掲色土と黄褐色土をブロック状に含む、炭化物を合む

と層No 土    色 土 質 備 考

la 10YR3/3 暗褐色 砂
FH/シ ルト 炭化物片を含む

lb 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト 暗褐色土を霜降状に含む

2 10YR2泡 黒褐色 ンルト質砂 上部に暗褐色上を霜降状に含む

10YR2/3 暗褐色 シルト質D 掲色上のブロックを下部に多 く含む

10YR3/4 暗禍色 礫、及び土器片を多く含む

SD16

土層No 土    色 土 質 桔 考

10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 褐色土を少量含む

SD19(西 )

上層 No 土   色 土質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 ンルト質砂 場色土 を粒状にわずかに含む

上層 No 土   色 土 質 備 考

la 10YR3れ 暗褐色 砂萱シルト

10YR4/4 褐色 ,レ ト質砂 黄褐色土粒 とЛ音褐色土紅 を含む

1 10YR4/3 にパい黄協雹 l1/卜 写ミ砂 黄褐色上のブロックを含む

2a 10YR4/3 にポい斑騨 シル ト賃砂

2b 10YR3/4 暗褐 色

2c 10YR4/4 褐色 ンルト質砂 暗褐色上のプロックを含む

土層No 土   色 土 質 備 考

1 ЮYR3/4 暗褐色 ルト質砂 陽色土を斑状に含む

2 10YR3/3 暗褐色 シル ト暫 T17 黒褐色土と褐色上の小プロックを多 く含む

第44図  3a層検出溝跡断面図
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400cm前 後・西部で280cm前後である。【深さ。断面形】検出面からの深さは東部で31cm。 中央部で40cm程である。

断面形は検出部の東端では舟底形を呈す。検出された溝の東部から中央にかけては、溝の中央部分が幅30cm前後

で数cmの深さで凹んでいる。また、西部では溝の北側が同様に一段下がっている。断面形は舟底形を基本とする

が場所により不整形な部分もある。〔堆積土・出土遺物】堆積土は黒褐色ないし暗褐色の砂質シルトを主体とする。

調査区中央に分布する溝跡堆積土の 3b層 中からは多量の土師器片が出土している。出土遺物には、土師器・須恵

器・黒曜石製石器とその剥片が 4点 (Ka-5・ 33・ 55・ 69)。 磨石 1点 (Kb-3)・ 砥石 1点 (Kc-41)・

番号 番号

分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 1遺構名 1遺構層 1取上No 種 別 器種 器高 長 日径 碇 部ヽ後 厚底径 重 (調整・素期・産地・時期 分類 )

SD-7 3層 非ロクロ土師器 ミニチュア (23) 1 外 面 ナ デ 内面 ナデ

2 -27 SD-7 3層 非ロクロ土師器 タト面 ナデ、ヘラナデ 底部ヘラケスリ 困白 :ナ デ

3 SD-7 1層 非ロクロ土師器 郭

'卜

面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ   (関 東系)

4 -46 SD-7 1層 非ロクロ土師器 邸 (27) 米面 :ヨ コナア、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、内外面具色瀕料残存 (間 束系

-23 SD-7 2層 非ロクロ土R市器 郭 外面 :コ コナデ、ヘラケズリ、黒色顔料 (漁 ?)と布 内面 !罰 コナデ (関東系 81-14

-20 SD-7 1層 非ロクロ土師器 郭 11 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

7 SD-7 1層 井ロクロ土師器 杯 4] 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 81-10

8 C-22 SD-7 2層 非ロクロ土師器 郎 外面 :ヨ ヨナデー部ヘラミガキ、ベラケズリ 内面 Iヘ ラミガキ 黒色処理

-21 SD-7 2層 非ロクロ土師器 不 VI・ 面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラケスリ 内面 :ベ ラミガキ 黒色処理

-25 SD-7 3層 非ロクロ土師器 郭 14 舛面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 81-1]

11 C-26 SD-7 3層 rロ クロ土師器 lT (51) 外面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

12 E-17 SD-7 3層 ユ 須恵器 魁 (113) ■径 16 外面 :体部上部2条沈線、下部回転ヘラケズリ 内面 :ロ クロ調整 98- 6

E-15 SD-7 2層 須恵器 郭 タト面|ロ クロ調整、回転ヘラケズリ(1段 ) 内五:ロ タロ調整 底部回転ヘラケズリ 97- 7

E-38 SD-7 1層 須恵器 琢 1] 内、外面 :ロ クロ調整 下端、ナデ 底部回転ヘラケズリ

15 E-14 SD-7 須恵器 葛台付郭 内、外面 :ロ クロ調整

第45図 SD7溝跡出土遺物 1
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出 土 地 点 少 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺穂名 遺構層 取上No 種別 器種 器高 長 口径 旺 本部径 厚 底径 (調整 す素材・産地 時期 ,分類 )

1 E-37 賓恵器 12E 内、外面 :ロ クロ調整 体部下半回転ヘラケズリ

2 E-16 SD-7 1 2層 察恵器 露 (135) 外面 :ロ クロ調整 波状紋 内面 :ロ クロ調整 98- 4
3 Kb-3 SD-7 1層 礫石器 春石 方葡1病 ?                      17j岩 105- 3

4 Kc-41 SD-7 2層 砥 石 に羽ヽ (67) 230C 面取 り加工 砥面 4面 折れた後、磨石に転用 ?   砂岩 111-17

5 N-12 SD-7 1層 鉄製品 不 明 (79) 角棒状

6 N一 H SD-7 2層 鉄製品 歌鋤先 102 U字状、基部に木質残存 117-6
7 Ka-5 SD-7 3層 打製石器 スクレイ 黒 1遼石 102-17

8 Ka-33 SD-7 打製石器 敦細剥離 23 黒曜石 103-18

9 Kd-306 SD-7 3層 石製模造品 原材 ? 12 480( 凝灰石片岩 ユ16- 4

Kd-17 SD-7 3層 石製模造品 円板 17 1 緑泥石片岩

Kd-15 SD-7 1層 石製模造品 円板 緑泥石片岩 115-13

Kd-8 SD-7 3層 石製模造品 鵞! 94 緑泥石片岩 113- 4

【d-102 SD-7 3層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

第46図 SD7溝跡出土遺物 2



第4節  3a層検出遺構と3a層 の遺物
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写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 ヨ径 幅 1体部径 厚 ミ径 董 (調整 素材 産地 時期 分類 )

-641 SD-16 1層 非ロクロ土師li・ 味 (43) 172 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ (ハケメ?)のちナデ 内面ヘラミガキ 早色処理

2 -643 SD-16 1層 非ロクロ土師器 啄 外面 1日縁ヨコナデ、ナデ ? 内面 :日縁ヘラミガキ 黒色処理

3 -642 SD-16 1層 非ロクロ土師器 琢 外面 :日縁ヨコナデ、すデ P 内面 :日縁ヘラミガキ 黒色処理

4 -644 SD-16 1層 非ロクロ土師器 鉢 (27) 外面 :日 縁 ヨコナデ 内面 :回縁 ヨヨナデ

5 -646 SD-16 1,暫 非ロクロ土師器 艶 外面 :体部ハケメ 内面 :体部ヘラナデ

6 SD-16 1層 非ロクロ上1下 器 箋 71面 :日縁ハケメのちヨコナデ 内面 1日縁ヘラナデのちハケメ

-33 SD-16 l層 非ロクロ土師器 顕 173 外面 :日縁ヨコナデ、体部ハケメのちヘラミガキ 内面 :ヘラミガキ

8 P-9 SD-16 と雇 土製品 土 錘 (37) (37) 球 形 118-11

9 Ka― 夕5 SD-16 I層
「

製石器 跛細剥離 34 黒曜石 103-11

第47図 SD16清跡出土遺物

石製模造品 5点 (Kd-8。 15。 17・ 102・ 306)。 鉄製品 2点 (N-11・ 12)。 鉄津 4点が出土している。土師器

は 1層からは、扁平な半球形の九底杯で外面に段のあるもの (C-19)、 平底で底部から口縁部まで内弯気味に立

ち上がるものが、2層からは扁平な半球形の九底杯で外面に段のあるものが 2点 (C-21'22)、  3層 からは扁平な

半球形の九底杯で外面に段のあるもの 1点 (C-25)と 丸底で底部から口縁部まで内弯気味に立ち上がるもの

(C-26)・ 粗雑な小型鉢 (C-27)な どが出土している。また、 1層 と2層からは関東系土器と呼ばれている土

師器の郭が出土している。 1層 のものは日縁が短 く上方に立つもの (C-45。 46)で ある。 2層 のものは口縁がや

や幅広 く内傾 して立つもの (C-23)である。須恵器は、 1層から3段の波状沈線のある甕 (E-16)。 大型の壷

の体部 (E-37)。 高台付 き杯 (E-14)・ 回転ヘラ削 り調整の杯 1点 (E-38)、 2層 から底部と体部下端が回

転ヘラ削り調整された杯 (E-15)、 3層 からは頚部と胴部に 2重の沈線が巡る延 (E-17)が 出土している。黒

曜石石器と礫石器・石製模造品は、下層の遺物が混入したと考えられる。鉄製品のN-11は鍬または鋤の刃先と考

えられ、U宇状を呈し先端に刃部が形成され基部の上端には木材の痕跡が付着しているが、基部の内面には鋤また

は鍬の本体を装着するための溝は作られていない。どのようにして装着したのか不明である。N-2は 錆化が著し

いが、鉄鏃と考えられる。鉄津は小塊状のもので、 1層から 1点、2層 から2点、3層 から1点 出土している。

S D16清跡 【位置・重複】調査区の北側で検出された。S D20溝跡を切る。【方向・幅】方向はN-73° 一Wで
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写真図版

基本層 退構名 遺構層 吸上No 種 別 器 極 コ径・疵 卜部径 厚 底径 (調整・素材・産地・ 時期 分類 )

1 E-18 SD-18 2層 贋恵器 高台付郭 166 内外面 :ロ クロ調整 底部切 り離 し不明のち回転ヘラケズリ 97-12
I-25 SD-18 1層 無 /11H陶 器 重 外面 :自 然釉 内面 :ナデ 常滑 lllC-3

3 N-16 SD-18 1層 鉄製品 刀子 ? 両端欠損

Kb-5 SD-18 1層 礫石器 凹石 93 640( デイサイト 105- 5

5 P-10 SD-18 1層 土製品 土鈴 (22)

6 Kd-141 石製模造品 臼玉 l15 0: 緑泥石片岩 116- 8

7 Kd-1狂 石製棋造品 臼玉 04 緑泥石片岩

8 C-648 1層 非ロクロ上師器 ETN (44) 外面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

9 C-649 1,善 芽ロクロ土師器 啄 (28) 外 面 ヨコナデ ヘラケズリ 内面 :ヘ ラ ミガキ 黒色処理

C-647 SD-20 1層 2 非ロクロ土師器 啄 (33) 外面 :ヨ コナデのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

Kc-45 SD-20 1層 砥 石 不 明 駄面 ユ面                    粘板岩

第48図  SD13。 19・ 20溝跡出土遺物

ある。幅は190cm前 後である。【深さ・断面形】溝の底面は2段になっており、南側は5cm前後と浅く、北側は25

～30cmと 深くなっている。北側の深い部分の断面形はU字形を呈す。【堆積土。出土遺物】堆積土は浅い部分が古

く深い部分が新しい。浅い部分・深い部分とも3層 に細分される。遺物は、 1層から多量の土師器と黒曜石の剥片

1点 (Ka-25)・ 土錘1点 (P-9)が出土している。2b層検出遺構や、SD7溝跡と比較すると、土師器が

多量に出土しているのに対して須恵器は出土していない。出土した土師器には、幅が広くて内湾する日縁部の杯

(C-641～ 643)。 日縁部と体部の境に段のある奏 (C-644・ 645)。 長胴で外面が密にハケメ調整される奏

(C-646)・ 回縁部と体部の境に段があり、体部外面がハケメ調整される砲弾形の甑 (C-33)な どがある。

S D18溝跡 〔位置・重複】調査区の南部で検出された。東側は調査区の中で立ちあがる。重複はない。〔方向・

幅】方向はN-89° 一Eである。幅は検出部の中央付近の上面で約140cmあ り、底面で90cm前後である。遺構の

輪郭には凹凸が認められる。〔深さ・断面形】検出面からの深さは22cm程 である。断面形は舟底状を呈する。【堆

積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部は暗褐色砂質シルト、下部は褐色の砂質シルトで、灰責褐色を基
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上層 No 土    色 土 質 備 考

1 10YR3//4 暗褐色 シルト質砂 ほぼ均質な堆積層

2 10YR3/2 黒褐色 シルト質つ 曽褐色土をわずかに含む

土層No 土   色 土 質 備 考

10YR2/3 黒褐色 砂質ンルト 明黄褐色土粒 を霜降状 に含む

2 10YR3/3 暗褐色 シルト質砂 黒褐色土粒 をわずかに含む

第49図  3a層検出土坑 (SK68・ 70。 72・ 74～ 79)

調としたブロック状の土壌を含んでいる。遺物は、 1層から多数の非ロクロ土師器片・須恵器片17点・陶器片 1点

(I-25)。 礫石器 1点 (Kb-25)。 鉄製品 1点 (N-16)。 土鈴 1点 (P-10)・ 鉄津 1点、 2層から非ロク

ロ土師器多数・高台付き郭 (E-18)を含む須恵器片 3点が出土している。非ロクロ土師器片には、内面が黒色処
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10YR3れ  暗褐色 掲色土 と灰黄褐色上をまだらに含む

炭化物 を含む、灰黄褐色上を多 く含む

SK76

■層 No 土    色 土質 備 考

10YR3/2 黒褐色 シルト質つ 褐色土のブロックを少量含む

2 10YR3/3 暗褐色 シルト質秘 黒褐色土 と褐色上のブロックを多量に含む

と褐色上をブロック状に含

黄褐色土をブロック状に多く含む、炭化物と鉄分を含む

土層No 土   色 土 質

1 10YR2/2 黒褐色 暗褐色土 をブロック状 に含む、炭化物を含む

2 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 黒褐色上 をブロック状 に多 く含む

3 10Y贈 /3 暗褐色 砂質ンルト灰黄褐色上 をプロック状に含む

シル ト 灰黄褐色土 をまだらに含む、 しまりなし (柱穴 )

SK78

上層No 上    色 土 質 備 考

1 10YR73 にぶヤヽ費協色 シルト質砂 黄褐色土と褐色上をブロック状に含む、炭化物を少是含む

2 10YR3/3 暗褐色 ひ質シルト里招色こと褐色をアロッタ状になむ、掟イと物と箕分とマンガンを斑状に含む

SK7齋

黒褐色土をブロック状に含む

を斑状に含む
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理された郭の破片も数点含まれている。陶器片 I-25は 、常滑産の水瓶頚部の破片で12～13世紀代のものと考えら

れる。この水瓶は、 S D18溝跡からの他の多 くの出土遺物と比較して、また遺構の検出層位、 2b層で検出されて

同遺構より新 しい遺構、同層から検出された他の遺構などからの出土遺物 と比較すると、突出して新 しい時期のも

のであることから、 S D18溝跡に伴うものではなく、上層から混入した可能性が高い。礫石器は、凹石であるが、

側面の 4点に袂 りがつけられている。

SD刊 9溝跡 【位置 。重複】S D18溝跡の直ぐ北側にこれと並行して検出された。重複はない。【方向・幅】方向

はN-90° 一EWである。溝の西寄りの部分には北側に約2m飛び出している部分があり、全体の形状は「卜」字

状のプランとなっている。幅は上面で35cm前後あり、底面で約20cmで ある。【深さ・断面形】検出面からの深さ

は15cm程である。断面形は舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、褐色土を含む暗褐色の砂質シルトで

ある。遺物は、非ロクロ土師器片多数、ロクロ土師器片2点・須恵器片5点・臼玉2点 (Kd-141。 142)が出土

している。ロクロ土師器は、上層からの混入品かS D19溝跡が上層の遺構の掘り残しである可能性を示している。

S D20溝跡 【位置。重複】調査区の北西部で検出された。S D16溝跡に切られ、SD7溝跡を切る。【方向・幅】

平面形はT字状を呈し、方向は南北方向の部分でN-17° 一E。 東西方向の部分でN-66° 一Wである。溝の幅は、

南北部分で80cm前後 。東西部分で70cm前後ある。底面は約30cmで ある。【深さ・断面形】検出面からの深さは

20cm程である。断面形は舟底状を呈する。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂質シルトである①遺物は、

1層から多数の非ロクロ土師器片と須恵器片9点、 2層から非ロクロ土師器片2点が出上している。非ロクロ土師

器の中にはC-647～ 649の ような、体部から口縁部にかけて内弯しながら立ち上がり、内面が黒色処理された郭も

数点存在している。C-647は、SD7溝跡 1層出土のC-20に 近い器形をやや大きくしたものと考えられる。

2)土坑

S K68土坑  【位置 。重複】調査区西部の北寄りで検出された。SD3溝跡に切られる。【平面形 。大きさ】平面

形は、北西から南東方向に長軸をもつ楕円形を呈し、長軸89cm・ 短軸54cmを測る。【深さ。断面形】深さは42cm

で、北西から南東に階段状に下がる。横断面形は逆台形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、

上部が暗褐色のシルト質砂層、下部が暗褐色の砂質シルト層である。遺物は、堆積土中から多数の非ロクロ土師器

片と須恵器片が1点出土している。須恵器は郭の底部片で、底部と体部下端は回転ヘラ削り調整されている。

S K70土坑 〔位置・重複】調査区西部の北寄りで検出された。S D20溝 跡を切る。【平面形 。大きさ】平面形は、

北東から南西方向に長軸をもつ不整な精円形を呈し、長軸79cm・ 短軸58cmを測る。【深さ。断面形】深さは25cm

で、断面形は逆台形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂質シルト層で、黒褐色土のプロックを含

む上層と灰黄褐色のブロックを含む下層に分けることができる。遺物は、 1層から非ロクロ土師器片52点 とロクロ

土師器片 1点が出土している。ロクロ土師器は郭の破片で、底部には回転糸切り痕が認められる。ロクロ土師器が

出土していることから、この遺構については2b層で検出するべき遺構の掘り残しの可能性が強い。

S K72土坑  【位置。重複】調査区西部の中央付近で検出された。重複はない。〔平面形 。大きさ】平面形は、北

東から南西方向に長軸をもつ隅丸長方形を呈し、長軸163cm・ 短軸123cmを 測る。【深さ。断面形】深さは15cmで 、

横断面形は浅い逆台形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられる。上部はにぶい黄褐色のシルト質

砂層、下部が暗褐色の砂質シルト層である。遺物は、 1層から多数の非ロクロ土師器片が、 2層から47点の非ロク

ロ土師器片が出土している。

S K74土坑 【位置。重複】調査区西部の南寄りで検出された。2a・ 2b層の遺構に切られる。【平面形。大き

さ】平面形は、不整形で東西88cm。 南北113cmの 大きさを測る。【深さ・断面形】穴の中央部が一段深く凹んでお

り、深さは28cmを 測る。【堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部が暗褐色の砂質シルト層、下部が黒
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第 4節  3a層 検出遺構と3a層 の遺物

褐色の砂質シル トである。遺物は、 1層から非ロクロ土師器片30点 と須恵器片 4点が、 2層から非ロクロ土師器片

37点が出上している。

S K75土坑  〔位置・重複】調査区西部の南寄りで検出された。重複はない。【平面形・大きさ】平面形は、北西

から南東方向に長軸をもつ楕円形を呈し、長軸54cm・ 短軸37cmを測る。【深さ。断面形】深さは20cmで、横断面

形は舟底形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部が暗褐色のシルト質砂層、下部が黒褐色

のシルト質砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が6点出上している。

S K76土坑  【位置・重複】調査区西部の南寄りで検出された。重複はない。【平面形。大きさ】平面形は、北西

から南東方向に長軸をもつ楕円形を呈し、長軸96cm・ 短軸73cmを 測る。【深さ・断面形】深さは40cmで、横断面

形は逆台形を呈す。〔堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部が黒褐色のシルト質砂層、下部が暗褐色

のシルト質砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が18点出土している。

S K77土坑  〔位置。重複】調査区東部の南寄りで検出された。重複はない。【平面形・大きさ〕平面形は円形を

呈し、東西径63cm・ 南北径66cmを測る。柱穴と考えられ、柱痕跡が認められた。【深さ。断面形】深さは65mで、

断面形はU字形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は柱痕跡を含め4層 に分けられた。埋め土はブロック状の堆

積土となっている。遺物は、非ロクロ土師器片が多数出土している。

S K78土坑  【位置 。重複】調査区西部の南寄りで検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】平面形は、方形

を呈し、東西軸長66cm。 南北軸長60cmを 測る。【深さ・断面形】深さは32cmで、底面に段差がある。断面形は変

Y=10315 土層No 土    色 土質 備 考

ユ 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト
粗砂を多く含む、炭化物を焼土をわずかに

含む

2 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト
褐色土の小プロックを多量に含む、焼土地

を含む

判
＋

73m引

o                 2m

第50図  3a層検出SX 3遺構
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出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 '備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺穂層 取上No 種 別 器種 岳高 長 日径 li (調整 素材 産地 時期 分類 )

ユ Ka-36 SX-3 1層 打製石器 二次加工 32 黒曜た 103- 6

2 Ka-37 SX-3 1層 打製石器 整形石器 13 144 黒色頁岩 104-39

第51図 SX3遺 構出土遺物
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形のU字形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色の砂質シルトであるが、含有物の違いにより2層 にわけ

られる。遺物は堆積土中から非ロクロ土師器片26点・須恵器片1点 。鉄津2点が出土している。須恵器は底部の破

片で、底部と体部下端が回転ヘラ削り調整されている。

S K79土坑 【位置 。重複】調査区東部の中央付近で検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】平面形は略円

形を呈し、東西径61cm。 南北径69cmを測る。【深さ。断面形】底面には凹凸がある。深さは35mで、断面形は変形

のU字形を呈す。【堆積土 。出土遺物】堆積土は2層に分けられ、上部が黒褐色の砂質シルト層、下部が暗褐色の

シルト質砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が21点 出土している。

3)その他の遺構

SX3遺構  【位置・重複】調査区西部の南側で検出された。2a層 のSD2溝跡に南半部を削平されている。

【平面形 。大きさ】残存部分の平面形は略半円形を呈し、残存範囲は東西445cm。 南北180cmを 測る。【深さ。断面

形】深さは50cmで、断面形は逆台形を呈す。底面では、壁際に寄って多数のピットが検出されている。〔堆積土・

出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部が暗褐色の砂質シルト層、下部が灰黄褐色の砂質シルト層からなる。ピ

ットの堆積土は、遺構下部堆積層の灰黄褐色の砂質シル ト層に類似し、褐色土のブロックを含む。遺物は 1層から

非ロクロ土師器片多数 。ロクロ土師器片 8点・須恵器片22点・黒曜石製の石器 1点 (Ka-36)・ 頁岩のピエス・

エスキューユ 1点 (Ka-37)。 鉄津 7点が出土 している。この遺構からは、ロクロ土師器片 8点が出土 している

ことから、 2b層 よりも上層から掘 り込まれた遺構の掘 り残しの可能性が強いと考えられる。

3 3a層 からの出土遺物

3a層の成因と堆積状況については、基本層序や本節の1項で述べたとおり、決水によってSR3a溝跡に沿っ

て自然堆積した砂層であり、溝の周辺部では3b層ないし4層へと漸移的に変化している。このような状況のため、

3a層そのものからの出土遺物は、 SR3a溝 跡の 1層から出土

の 5個体の上師器 (C-49。 54・ 56～58:第57・ 58図)や鉄製品

(N-29)・ 石製模造品 (Kd-40)な どがあるだけである。ほか

には 3a層・ 3b層・ 4層の区別をつけられずに削った土壌中か

ら多 くの土師器片が出土している。 0       5cm

―

0屯●
匈 EE1 0      2

0            5cm

中

号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 還構層 咲上No 種 別 器種 器高 長 日径・嘘 本部径 厚 ∝径 重 (調整・素材・産地・時期・分類)

1 N-29 3a層 映製品 不明 (63) 07 角棒状 両端欠損

2 Kd-40 3a層 衝製模造品 円板 2 緑泥石片岩

第52図  3a層 出土遺物

第 5節  3b層検出遺構と3b層の遺物

1 3b層 と遺構の検出状況

3b層面は、調査区の西部とSR3a・ SX3aと した遺構を中心に分布 している基本層 3a層 を除去すること

によって検出されるが、調査区の南部などでは3b層が検出されずに 4層 となった部分もある。 3b層では、 SR
3a'SX3aの ほかに溝跡 2条 と土坑 8基が検出された。

調査区東部中央付近では、 3b層 に埋った状態で多数の上器が出土 (3b層土器群)している。また、 3b層上

面では検出できなかったが、 3b層 を除去した段階で、溝状にのびる3b層の溝状の落ち込み (SR3b)が 検出

された。
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第53図  3b層検出遺構と3b層除去後検出遺構



第 2章 調査の概要

2 3b層 検 出遺構の概要

1)溝跡

S D21清跡 【位置。重複】調査区東部の南端で検出された。SR3a溝跡に北部を切られる。【方向。幅】方向

はN-16° 一Eである。幅は検出面で40～80cm、 底面で15～ 50cmで ある。〔深さ・断面形】底面には緩やかな起

伏があり、深いところで17cm程ある。断面形は不整な舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は暗褐色のシ

ルト質砂層で、掲色土を斑状に含む。非ロクロ土師器片が32点 出土している。

S D22溝跡  【位置 。重複】調査区東部の南端で検出された。【方向。幅】方向はN-16° 一Eである。幅は検出

面で80～ 130cm、 底面で50～90cmで ある。【深さ。断面形】深さは1lcm程 ある。断面形は浅い舟底状を呈する。

【堆積土 。出土遺物】堆積土は、褐色土やにぶい黄褐色土のブロックを含む暗褐色の砂質シルト層である。遺物は、

多数の非ロクロ土師器片が出土している。

盈2中本三ご戸
ゴ
′ B  SD22          B

町mギ    ~
2m

土層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR3/3 H旨褐色 少質シルト 弼色土及びにぶい黄褐色土のプロックを斑状に含む

第54図  3b層検出SD2Ⅲ 22断面図

2)土坑

S K82土坑 【位置・重複】調査区中央付近のSX3a遺構の東側で検出された。S K84土坑を切り、 SX3a
遺構に切られる。また、 2b層 のS Dll溝 跡に西部を削平されている。【平面形・大きさ】平面形は不整形で、北

西から南東方向の長軸が180cm、 短軸103cmを 測る。【深さ。断面形】深さは21cmで、断面形は舟底形を呈してい

る。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色のシルト質砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が20点出土してい

る。

S K83土坑 【位置。重複】調査区中央付近で検出された。2b層のS Dll溝 跡に上部の東側を削平されている。

【平面形。大きさ】平面形は、精円形に近い形態である。南北長軸72cm。 短軸58mを測る。【深さ。断面形】深さ

は30cmで、断面形は、舟底形を呈している。北側に浅いピット状の落ち込みがある。〔堆積土・出土遺物】堆積土

は、暗褐色のシルト質砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が20点 出土している。

S K84土坑 【位置・重複】調査区中央付近で検出された。S K82土坑と2b層のS Dll溝跡に上部を切られる。

〔平面形。大きさ】平面形は南辺中央が凹むが略長方形を呈し、東西長軸118m。 南北短軸55cmを 測る。【深さ・断

面形】深さは21cmで、断面形は、凹形を呈している。【堆積土。出土遺物】堆積土は暗褐色の砂質シルト層である。

遺物は、非ロクロ土師器片が10点出土している。

S K85土坑  【位置・重複】調査区中央付近で検出された。西半部を2b層のS Dll溝跡に切られる。【平面形 。

大きさ】検出部は半円形を呈し、南北長軸121cm。 東西短軸51cmを 測る。〔深さ・断面形】深さは21cmで、残存部

の断面形は、悟鉢形を呈している。【堆積土・出土遺物】堆積土は、にぶい黄褐色の砂のブロックを含む暗褐色の

シルト質砂層である。遺物は、非ロクロ土師器片が3点出土している。

S K86土坑 【位置 。重複】調査区中央の南西寄りで検出された。S K89土坑を切る①【平面形・大きさ】検出部

は略円形を呈し、南北径105cm。 東西径92cmを 測る。【深さ・断面形】深さは27cmで、断面形は舟底形を呈してい

る。【堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部は砂質シルト層、下部は黒褐色のシルト層である。堆積

土中から、多数の非ロクロ土師器片と須恵器片が3点出土している。

SD21

土層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 ルト暫砂 協色土を斑】夫に合む 3b層 に類似

SD22
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上層No 上    色 土質 備 考

10YR3/4 暗褐色 妙質シルト 褐色上のブロックを全体に含む

土層No 土    色 土質 備 考

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト ほ 1ま均一な堆積土

2 10YR3/2 黒褐色 シルト 暗褐色土 と褐色上のブロックを多 く含む

第55図  3b層検出土坑 (SK82～ 89)

S K87土坑 【位置 。重複】調査区中央の南寄りで検出された。重複はない。柱痕跡が検出されたことから、柱

穴と考えられる。【平面形・大きさ】長円形を呈し、南北長軸100cm。 東西短軸48cmを測る。【深さ。断面形】深

さは47cmで、断面形はU字形を呈している。【堆積土・出土遺物】堆積土は3層 に分けられ、柱痕跡は暗褐色の砂

質シルト層、埋め土は上部が暗褐色上のブロックを含む黒褐色の砂質シルト・下部がにぶい黄褐色と褐色土のブロ

ックを含む暗褐色の砂質シルト層である。遺物は、非ロクロ土師器片が26点 出土している。

S K88土坑 【位置 。重複】調査区中央の南寄りで検出された。SR3bを切る。【平面形 。大きさ〕平面形は略

円形を呈し、東西形89cm。 南北径75cmを 測る。【深さ・断面形】深さは37cmで、断面形は凹形を呈している。【堆

積土・出土遺物】堆積土は、 2層に分けられ、南恨Iは黒褐色土と褐色土を含む砂質シルト層、北壁付近は褐色上の

ブロックを含む暗褐色の砂質シルト層である。遺物は、堆積土中から非ロクロ土師器片29点 と須恵器片1点が出土

SK82

土層No 土    色 土 質 備 考

ユ ЮYR3/3 暗褐色 シルト質砂 褐色シルトとにぶい黄褐色シルトのブロックを斑状に含む

SK87

土 層No 土    色 土 賀 備 考

1 10YR3/3 暗掲色 砂質ンルト 主痕跡

2 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト 営褐色上のプロックを含む

3 10YR3/3 暗tB色 妙質ンルト にがい黄褐色 と褐色土のブロックを多量に含む

SK88

土層 No 土    色 土 貿 備 考

1 10YR3/3 コ音褐色 シルト質砂 にぶい黄褐色シルトのブロックを含む、75YR3/3暗褐色砂を含屯

SK84

土層No 上   色 上 質 備 考

10YR3/3 R音 褐色 妙質シルト 黒褐色 とにぶい黄褐色上のブロックを多量に含む

SK85

を霜降状 に含む

褐色上の大 きなブロックをまばらに含む
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している。

S K89土坑 【位置・重複】調査区中央の南寄りで検出された。S K86土坑に南部を切られる。【平面形。大きさ】

平面形は略長方形を呈し、南北長軸73cm。 東西短軸56cmを 測る。【深さ・断面形】深さは1lcmで、断面形は不整

形である。〔堆積土。出土遺物】堆積土は、褐色土のブロックを含む暗褐色の砂質シルト層である。遺物は、非ロ

クロ土師器片が13点出土している。

3)SR3a溝 跡

SR3a溝跡 SR3a遺 構は、調査の初期の段階では褐色の砂層の堆積した、不整形に蛇行する帯状の輪郭とし

て検出され、調査区の中央部分ではSX3a遺 構とも結合していた。このため、自然流路と考えてSR(河川跡)

として遺構登録したが、堆積土を掘下げた結果、人工の溝跡であることが判明した。

〔位置 。重複】調査区東部を南北にのびて検出された。S D21溝跡を切り、検出部の中央と北端部をSDl溝跡

に切られる。 3b層から掘り込まれている。【方向 。幅】方向はN-2° 一Wを中心とし、僅かに蛇行している。

幅は検出面で南側が280cm・ 北側で240cmあ り、底面で南側が180cm。 北側で140cmあ る。【深さ。断面形】深さは、

断面実測位置で80cm前後ある。断面形は逆台形を呈する。底面と壁面の境付近はやや角張り、壁面とともに溝の

軸方向に直線的にのびている。底面の傾きはほとんどなく、北側が 2cm低いだけである。【堆積土・遺物出土状況】

堆積土は大別2層 ・細別8層 に分けられる。上部 (la～ lc層)は、褐色ないし暗褐色の砂層で、溝がやや埋っ

た段階で、溝に沿って急激に流入したと考えられる砂層で、溝から溢れた砂はSX3a遺構や周辺に広がって堆積

している。下部 (2a～ 2b層)は、粘土及びシルトを主体とする堆積土で、緩やかな自然堆積層と判断される。

1層からはほとんど遺物は出土していない。 2a層上面からは第57～59図 に示したように完形品を含む多数の土師

器が出土している。器種としては郭が多いが、奏や甑も存在し、生活具を廃棄したような状況である。【出土遺物】

遺物は、図化した郭10点 (C-47～ 51・ 53～ 56・ 72)。 高杯 1点 (C-52)・ 鉢 1点 (C-57)。 甕 5点 (C58～

61・ 65)・ 甑 2点 (C-62・ 63)・ 壷 1点 (C-64)・ 月ヽ型壷 (C-70。 71)・ ミニチュア土器 4点 (C-66～ 69)

のほか、 1。 2層 とも多量の非ロクロ土師器片が出上した。これらの上師器片中には、SR3a溝跡と同期の遺物

以外に、下層遺構からの流入品 (C-55・ 70～ 71・ 72等)と 考えられるものも含まれている。土師器以外には、 1

層から須恵器片11点 。礫石器 1点 (Kb-46)。 鉄製品 1点 (N-27)が、 2層から甦 (E-31)を含む須恵器

が 3点・黒曜石製石器 2点 (Ka-6・ 8)・ 石製模造品 (Kd-26)・ 溝状の擦痕のある土師器片 (P-21)。

続縄文土器 1点 (X-10)。 鉄津 1点がある。

4)SX3a遺 構

SX3a遺 構  【位置 。重複】調査区中央部で検出された。S K82土坑を切る。【平面形・大きさ】最初の検出段

階では、SR3a溝跡と結合して不整形のプランを呈していたが、基本層 3a層の砂層を除去すると楕円形の輪郭

を有する大形の遺構が検出された。大きさは、南北長軸5.2m。 東西短軸4.2mを 測る。【深さ。断面形】深さは、約

50cmあ り、遺構中央の上部20cmに基本層の3a層 が堆積している。断面形は舟底形を呈し、中央部が深く、壁面

に向かって徐々に浅くなり、壁面の立ち上がりも比較的緩やかである。【堆積土・遺物出土状況】堆積土は大別 3

層・細別5層 に分けられる。上部 (1層)は、褐色の砂層で、遺構が半分ほど埋った段階で、SR3a溝跡から溢

れて流入したと考えられる砂層が堆積している。下部 (2～ 3b層)は、粘土またはシルトを主体とする堆積土で、

自然堆積層と判断される。3層から土師器を主とする多数の遺物が出土している。土器は、完形のものはないが、

その場で潰れたような状態の破片がまとまって出土している。【出土遺物】遺物は、2層 。3層から多くの非ロクロ

土師器が出土している。図化した土師器は、杯 2点 (C-83～85)。 鉢 1点 (C-86)。 奏 8点 (C-87～ 94)が
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土層No 土   色 土質 備 考

la 10YR4//4 褐色 砂

lb 10YR3/4 暗褐色 砂

lc 10YRν4 褐色 砂 中程に粗砂を多く含む

2a 10YR5/4 におい篭招色 貼土質ンルI 圏上面か ら土師器が多数出土

上層No 土   色 土質 備 考

10YR4/2 灰質密色 褐色 シル トを薄い縞状に含む

10YR/2 黒褐色 ンルト質粘士 褐色上のブロックを少量含む、 6層起源の堆積土

10YR4/1 褐灰色 砂質シルト 褐色土を霜降状に含む

,5Y6/3 にぶい費色 ンヽ 黒色上を斑状に含 む

第56図 SR3a溝跡南部実測図
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番 号 番 号

出 土 地 分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版

基本層 遺梅名 遺構層 取上No 種 別 器種 コ径 幅 体部径 底径 (調整・素材 産地 時期 分類 ,

〕 X-10 SR-3a 2層 続縄文土器 渠鉢 口縁部片、炭化物付着 96-7

2 SR-3a 2層 非ロクロ土師器 ミニチュア 45～ 48 舛面 :ナ デ  内面 :ナ デ

3 SR-3a 2層 非ロクロ土師器 42 外面 :ナ デ  内面 :ナ デ 76-3

4 -67 SR-3a 2層上 非ロクロ土師器 外面 :ナ デ  内面 :ナデ 76-4

5 -66 SR-3a 2層上 非ロクロ土師器 ミニチュア 25 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリのちナデ ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ナデ 76-2

6 -72 SR-3a 2層 非ロクロ土師器 琢 外 面 ヨヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ナデ
-49 SR-3a 1層 下 非ロクロ土師器 郭 舛面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 80-6

8 -54 SR-3a 1層 非ロクロ土師器 耳 外面 |ヨ コナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

9 -47 SR-3a 2層上 非ロクロ土師器 lT 外面 :ヨ コ,デ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 80-5
-56 SR-3a 1層 非ロクロ土師器 lT 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

11 -48 SR-3a 2層上 12  14 非ロクロ土師器 杯 15〔 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 80-4

SR-3a 2層上 非ロクロ土師器 琢 15〔 外 面 ヨコナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

SR-3a 2層上 非ロクロ土師器 郭 14( 外 面 ヨコナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

14 -53 SR-3a 2層 中 非ロクロ土師器 耳 16( 外面iヨ コナアのちヘラミガキ、ヘラケズリ 底部にヘラ記,十 円血|ヘラミガキ 黒色処理
-55 SR-3a 2層 非ロクロ土師器 写 舛面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ハ ケメ、ヘラミガキ 黒色処理

SR-3a 2層上 非ロクロ土師器 高郭 13「 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

第57図  SR3a溝跡出土遺物 1
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番号

登録

番号

出  土  地 分 象 法 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 逮構層 取上No 種 別 器 種 器高 長 日径 嘘 本部径 (調整 素材・産地 時期 分類 )

ユ C-57 SR-3a 1層 非ロクロ土師器 鉢 外面 :ハ ケメのちナデ  内面 :ナ デ

2 C-58 SR-3a 1屑 非ロクロ土師器 巽 (55) (1■8) 外面 :ナ デ、底部木莱痕 内型 :ヘ ラナデのちナデ

C-65 SR-3a 2層 非ロクロ土師器 疑 (3)3) 外両 :ハ ケメのちヨヨナデ 内面 :ヨ ヨナデのち線刻、ナテ

4 C-59 SR-3a 2層 非ロクロ土師器 登 (130) (262) 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 ヨヨナデ、ナデ

5 C-60 SR-3a 2層上 中 10、  17 非ロクロ土師器 (182) 琳面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデのちナデ

C-61 SR-3a 2層上 2 非ロクロ土師器 鎖 (138)

7 C-62 SR-3a 518 非ロクロ土師器 藪 204
'卜

前|ヨ コナデ、ヘラミガキ 内函|ヨ コナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ  無底 94-1
C-63 SR-3っ 2層上 非ロクロ土FT器 lR 2■6 201 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヘラミガキ  無底 94-2

第58図 SR3a遺構出土遺物 2



第 2章 調査の概要

Oq餞

第59図 SR3a遺構出土遺物 3

ある。このうちC-85。 91については、下層の遺構に伴う遺物の混入品と考えられる。土師器以外には、 2層から

須恵器片 2点、 3層から剥片石器 2点 (Ka-7・ 48)。 礫石器1点 (Kb-48)な どが出土している。

5)SR3b
先に記したように基本層3b層 を除去し、ほとんどの範囲で下層 (4層・ 5a層等)を露出した段階で、 3b層の

溝状の落ち込みが検出された。これをSR3bと呼称した。SR3bは、大きく3箇所に分かれて存在する。①は、

調査区西壁北寄りから東壁中央にかけて溝跡などに切られながら直線的にのび、東壁際で南方向に折れる部分であ

る。②は、調査区中央でSDl溝跡を挟んで卜宇状に展開する部分である。③は、調査区西端で西壁とS D14溝跡
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出 土 地 点 分 類 法 見 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺格名 遺構層 取上No 種別 器種 器高 日経 晰 ふ部径 厚底径 重 (調 整 素材・産地・時期 分類 )

ユ -71 SR-3a 非ロクロ土師器 1ヽ型重 内面 ユビオサエ

2 SR-3a 2層 ,Fロ クロ土師器 小型壷 (60) 外面 :ヘ ラ ミガキ、ナデ、ヘラケズリ  内面 :ナ デ

3 SR-3a 1 非ロクロ土師器 一電 (85) (333) 舛向 :ヘ ラ ミガキ、底部ヘラケスリ

E-31 SR-3a 卜 2層 須恵器 魁 (141) C,LI11 98- 7

5 Kb-46 SR-3a 1屑 礫石器 凹 磨石 (55) (67) 260C 砂 岩 107-12

P-21 SR-3a 2層 土製品 土師器 (82) 溝状の擦痕有 り ユ19- 6

7 N-27 SR-3a 1層 炊製品 不 明 (46) 16

8 Ka-3 SR-3a 2層 打製石器 スタレイバー 37 26 11 黒曜石 103-13

Ka-6 SR-3a 2,旨 打製 石器 25 黒曜石 102-19

Kd-26 SR-3a 2層 石製模造品 ■9 緑泥石片花 103-12
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に挟まれて検出された部分である。

SR3b①  【重複】3b層の遺構としてはSR3a溝跡に切られる。またSDl。 2溝跡など2a。 2b層の多

くの遺構に切られて途切れ途切れに残存する。【方向・幅】方向はN-40° 一W前後で、壁面は凹凸が著しい。幅

は、調査区の西側で幅1.8m・ 深さ約20cm、 東狽Iで幅4.6mを 測る。【深さ・断面形】深さ約20cmで、断面形は舟底

形を呈する。〔堆積土 。出土遺物】堆積土は基本層3b層 と同様の暗褐色のシルト質砂層である。遺物は、土師器

片が多数出土しているがまとまった遺物はない。ただし、 3b層土器群の下層から出土した4個体の土器 (取上げ

番号No58～ 61)は他の土器を取上げた面より下層から出上しているので、SR3b①に含むべき遺物の可能性が

ある。【成因】この部分は、下層の5b-7層 上面で検出されたS D23溝跡の位置とほぼ一致していることから、

この溝の埋没後に、溝に沿って生じた凹地に3b層が堆積した可能性が高いと考えられる。

SR3b②  【重複】3b層の遺構で重複するものはない。SDl溝跡に検出部中央を切られている。【方向・幅】

方向は北西から南東方向にのびる部分でN-60° 一W前後である。幅は、北東から南西にのびる部分の南端で幅約

2m。 北西から南東方向にのびる部分で幅1.5mを 測る。【深さ・断面形】深さは、北東から南西方向の部分の南端

で25cm、 北西から南東方向の部分で約40cmを測る。【堆積土 。出土遺物】北西から南東方向の南側で3b層の下

部に褐色シルトと黒褐色シルトの2層の堆積土がある。SDl溝跡の北側の底面付近からは、潰れた状態の土師器

が点々と出土している。また、SDl溝跡の南側からは破片の状態の上師器が多数出土している。〔成因】成因は

浄却略十
Y‐ 10834

蜘働鎚十
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土層 No 土   色 土質 考備

10YR4/4 褐色 砂 基本層3a冦

2 10YR5/4 にぷt墳協色 省土質シルト

10YR3/2 黒褐色 もと質シルト土師器片を含む

土層No 土   色 土 質 備 考

10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト

10YR3/4 暗褐色 シル ト 也山プロックを全体に含む、炭化物 を少量含む

男60図  SX3a遺 1毒
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図 中

番 号 番号

H  土  地  点 分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版

基本将 越構名 選補層 取上No 種 別 器種 キ高 長 ヨ径 幅 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 SX-3a 3b層 中 1lA(l, 非ロクロ土師器 邸 11 外面 :ヨ ヨナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ナデ

2 SX-3a 2層 非ロクロ土師器 郭 界面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

3 -84 SX-3a 3用 非ロクロ土師器 郎 15〔 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラ ミガキ 黒色処理

C-87 SX-3a 3a屈 _ヒ 9 非ロクロ土師器 誕 (108) 夕1面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリのちナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

5 C-86 SX-3a 3a層 中 13 非ロクロ土ln器 鉢 244 227 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 93-6
6 C-88 SX-3a 3b層 中 12 非ロクロ土師器 墾 (172) 外面|ヨ コナデ、ノヽケメ 内面|バケメのちヨコナデ、ハケメのちヘラナデ、ヘラケズリ

C-89 SX-3a 3b層 中 10 非ロクロ土師器 型 (120) 16( 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ 内面 :ヨ コナデのちヘラミガキ、ナデ

8 C-90 SX-3a 3b層中 非ロクロ土師器 筵 (116) 71・面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナ デ

9 C-93 SX-3a 3b層中 非ロクロ土師器 艶 (204) 18′ 琳薗 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラナデ

10 C-94 SX-3a 3b層 中 非ロクロ土師器 斐 (28) (128) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ハ ケメ

第61図 SX3a遺構出土遺物 1
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番号

登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 量 轄  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 津高 長 (調整 素材 産地 時期 分類 )

ユ C-91 SX-3a 〕b層 中 1lA② 非ロクロ土師器 菱 (148) 外面 :ヨ コナデ、ハケメのちナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

2 C-92 SX-3a 〕b層 中 1lA⑥ 非ロクロ土師器 霊 (203) 258 ホ面 :ヨ ヨナデ、すデ、ヘラケズリ 内面 :ヘラナデのちヨコナデ、ナデ

3 Ka-7 SX-3a 3層 打製石器 スクレイバー 23 1 4 黒曜石 102-1麹

Ka-48 SX-3a 3b層 打製石器 牧細剥離 21 0 0 貢岩 [04-41

5 Kb-48 SX-3a 3b層 際石器 J 敲石 9И 67 条痕有 り、受熱変化               安山着 107-14

第62図 SX3a遺構出土遺物 2
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明らかでないが、基本層 4層 ・ 5a層 の上面で、 SR3bと 同期の遺構が検出されなかったことを考慮すると、

4・ 5a層上面から掘 り込まれた遺構の可能性は低いと考えられるので、 3b層から掘 られた遺構または3b層に

生 じた溝状の微地形に、 3b層

が再堆積 した もの と判断 され

る。

SR3b③  【重複】 3b層の

遺構で重複するものはない。S

D2・ 14溝跡に南東側を切られ

ている。方向的には、南東側を

廷長するとSR3b② に続く。

【方向 。幅】方向は北側の壁面

で測るとN-56° 一Wである。

幅は南側の壁面の凹凸が著しい

ために一定せず、 lmか ら2.8

mである。〔深さ。断面形】深

さは10cm前後で、断面形は舟

底形である。底面は、西側が東

側より10cm程下がっている。

【堆積土・出土遺物】堆積土は、

調査区の西壁断面では上部が基

本層 3b層 に類似した暗褐色の

砂質シル トで、下部はにぶい黄

褐色 のシル ト質砂層である。

【成因】SR3b②同様に、 3

b層から掘られた遺構または3

b層 に生 じた溝状の微地形に、

3b層が再堆積 したものと判断

される。

第63図 SR3b②北半部

第64図 観察表

＼

土層No 土    色 土 質 備 考

2 ЮYR4れ 褐色 シ,レ ト 渇色砂 をまばらに含む

二層No 土    色 土 質 備 考

3 10YR〃3 黒褐色 ンル ト え化物片 と土器片を多 く含む

※ 1層 は10Y勲/3にぶい黄褐色の砂層 (3b層 上部 )

甲

旦
々

凶

番 番号

H土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺捨層 収上No 種 別 器種 ヨ径 旺 ホ部径 厚底径 重 (調整・素材・ 産地・時期・分類 )

I -82 SR-3b 底 面 3 非ロクロ土師器 外面 :ナ デ 内面 :ナ デ 76-5
2 -74 )R-3b 底 面 非ロクロ±1市器 杯 134 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズ リ 内面 :ヘ ラ ミガキ

3 -73 SR-3b 3層 非ロクロ土師器 杯 71向 :ヨ コナデ、ヘラケズリのちナデ 間面 :ヘ ラミガキ  黒色処理

4 -75 SR-3b 真両 非ロクロ土師器 鉢 69～ 80 15( 外面 :ヨ コナデ、ヘラタズリのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナアのちヘラミガキ 93-3
5 -77 SR-3b 底 面 非ロクロ土師器 鶏 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラナデ

6 -76 SR-3b 員向 非ロクロ土師器 疑 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

-79 SR-3b 底 面 JFロ クロ土師器 奨 104 外面 :ヨ コナデ、ヘ ラ ミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

8 -78 SR-3b 底 面 井ロクロ土師器 弧 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデのちナデ 94-3
9 SR-3b 主面 非ロクロ土師器 孤 202 201 イし行 79 舛面 !ヨ ヨナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 94-5

-80 SR-3b 蔓面 非ロクロ土lT器 HiA 268 27〔 孔径 78 外面 :ハ ケメのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ 94-4
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録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 す 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種房J 器種 日径 1部径 厚 底径 重 (調整・素材・産地 時期 分類 )

1 Kb-47 SR-3b 3層 礫 凹 磨石 290C 安山岩 107-13
2 Kc-31 SR-3b 3層 砥 石 塊状 (175) 自然石利用、砥面 2面、 1面条痕  焼痕      砂岩 110- 1
3 Kc-32 SR-3b 3層 砥 石 阪】犬 画取 り加工 紐孔有 り、砥面 3面          貢岩

4 Kc-33 SR-3b 3層 lR石 l■状 (79) (25) 65( 面取 り加工 砥面 3面        デイサイ ト質凝灰岩 112- 7
5 Ka-26 SR-3b 1層 打製石器 敷細剥離 23 黒曜石 103-12

第65図 SR3b出土遺物 2

【出土遺物】SR3bの堆積土中からは各層とも多くの非ロクロ土師器片が出上している。図化した土師器は主

にSR3b②の底面から出土したもので、邦2点 (C-73・ 74)。 鉢 1点 (C-75)・ 奏3点 (C-76・ 77・ 79)

甑 3点 (C-78・ 80。 81)・ ミニュチュア土器 1点 (C-82)がある。土師器以外には、 1層から黒曜石製石器1

点 (Ka-26)、 3層から凹石 1点 (Kb-47)・ 砥石 3点 (Kc-31～33)な どが出土している。

6)3b層 土器群

3b層土器群は、調査区南東部の東壁付近で検出された遺構で、 3b層 に埋もれた状態で多数の土師器がまとまっ

て出土した。【位置・重複】土器群の出土地点は、 6-7層で検出のS D23溝 跡の上に形成された凹地 (SR3b
①)の南東端の上にあたる。同一層での重複の確認された遺構はないが、S11竪穴住居跡に切られている部分で
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第66図 3b層土器群出土状況実測図

SR3a遺構と重複していた可能性はある。【遺構の範囲】土器群の範囲は、北西側は検出範囲より広がっていた

と考えられるが、SDl溝跡 。S11竪穴住居跡 。SR3aに よる削平を受けているため遺構の範囲は不明である。



第 2章 調査の概要

0                        10cm

番号 番号

出 土 地 点 分 類 法 特 徴 備
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 (調整・素材 産地 時期 分類 )

1 C-110 3b層 b層上器辞 3 非ロクロ土師器 郭 97 5( 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ 76-12
2 C-109 3b層 b層土器群 非ロクロ土師器 啄 外由 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラケスリのちナデ 内画 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

3 C-108 3b層 b層土器辞 非ロクロ土lT器 啄 (52) 112 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヨ ヨナデ、ナデ

4 C-267 3b層 Ъ層土器 51② 非ロクロ土師器 郭 (28) 外面 :ヘ ラ ミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ

5 C-107 3b層 b層土器 48-① 非ロクロ土師器 不 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ ヨナデ、ナデ

6 C-111 3b層 b層土器群 48-9 非ロクロ土師器 不 (57) 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ

7 C-104 3b層 b層土器群 鬱 非ロクロ土:市 器 郭 外面 :ヘ ラミガキ、すデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 80-7
8 C-100 3b層 b層土器群 非ロクロ土師器 イ タト面:ヨ コチデ、ヘラミガキ、ナデ、ヘラケズリ 内面iヘラミガキ  黒色処理 80- 9
9 C-97 3b層 b層上器群 14 非ロクロ土師器 琢 外面 :ヘ ラミガキ、すデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  Fa色処理

C-96 3b層 b層土器群 非ロクロ± 1市 器 斥 外面 !ヨ コナデ、ヘラクズリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 8ユ ー 1

ll C-105 3も層 b層土器 非ロクロ土師器 郭 48 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 80-10
12 C-103 3b層 b層土器 非ロクロ土師器 郭 47 外面 !ヨ コナデ、ヘラタズリ 内面 !ヘ ラミガキ  黒色処理 80-12
13 C-106 3b層 Ъ層土器群 非ロクロ土師器 啄 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 80-11
14 C-98 3b層 b層土器群 48-① 非ロクロ土師器 郷 157 外面 コナデ、ヘラケズリ、底部ヘラ柿き|十」字 内面!ヘ ラミガキ  具色処理 80-14
15 C-102 3b層 b用上器群 43 非ロクロ土 t市 器 杯 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 81- 3

C-101 3b層 19-① 非ロクロ土師器 斥 外向 :ヨ コナデ、ヘラケスリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 81- 4
17 C-99 3b層 b層土器 非ロクロ土師器 郭 外面 !ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 8ユ ー 2

C-95 3b層 b層と器群 17 十ロクロ土師器 郭 48 外面:ヨ コナデ、ヘラケズリ、底部ヘラ竹きの3分報 内面:ヘ ラミガキ  景也処理 80-13

第67図  3b層土器群出土遺物 1



第 5節  3b層 と遺構の検出状況

番 号 番号

出   土   地 分 頻 法 量 特 徴 備 考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 口径 幅 体部径 厚 底径 重 (調整・素材 産地 時期 分類 )

1 -153 3b層 b層土器辞 2 非ロクロ土師器 ミエチュア 57 界面 :ナデ 内面 :ナ デ

2 -152 3b層 48-③ 非ロクロ土師器 ミニチュア 74 外面 :ナデ 内向 :ナ デ

3 -154 3b屠 非ロクロ土師器 小型壷 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズ リ 内面 :ナ デ

3b層 非ロクロ土師器 高郭 (54) 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヘ ラ ミガキ  黒色処理

5 -268 3b層 非ロクロ土師器 片 日 (95) 外而 !ヨ コナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

6 -151 3b層 21-① 非ロクロ土師器 体 95 117 外面 :ヨ コナデ、ナデ 底部木葉痕 内面 :ナ デ 93-2

7 -150 3b層 b層土器洋 〕6 非ロクロ土師器 鉢 153 外雨 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラケスリ、ヘラナデ 93-4

8 3b層 343561 非ロクロ土師器 鉢 6 7 外面 :ヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ 93-5

9 3b屑 59  13 非ロクロ土師器 一更 150 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 86-7

3b層 b層土澪辞 Ю 非ロクロ土師器 一亜 112 タト而!ヨコナデ、ハケメ、すア、ヘラケズリ、ヘラナデ 内面:ヨ コナデ、ナデ、ヘラナテ 86-8

-129 3b層 非 ロクロ上師器 士望 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラ ミガキ

第68図  3b層土器群出土遺物 2
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握

番 号 番 号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 収 上 No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 幅 lI部径 厚 底径 重 (調整 素材・ 産地・時期・分類 )

1 3b層 〕b層上器辞 非ロクロ土師器 誕 214 外面:ヨ コチア、ハケメ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ハケメのちナデ、ヘラナデ 88-1
2 3b層 3b層土器群 22・ 44 非ロクロ土師器 誕 335 18〔 236 外面:ヨ コナデ、ハケメ、すデのちヘラミガキ、すデ 内面tヨ コナデ、すデ、ハケメ、ヘラナデ

3b層 3b層土器辞 33 井ロクロ土師器 発 17〔 外間 :ヨ コナデ、ヘ ラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

4 C-144 3b層 〕b層土器群 非ロクロ土師器 整 (320) 174 外面 :ヨ ヨナデ、ヘ ラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘ ラナデ

第69図  3b層土器群出土遺物 3
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番号

登録

番号

出 土 地 百
〔

分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構 名 遺構 層 択上 No 種 別 器 種 津高 長 ヨ径 晰 嵐径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 C-128 3b層 非ロクロ土師器 菱 (233) 201 外面 :ヨ コナデ、ヘ ラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

2 C-139 3b層 lb層土峠辞 非ロクロ土師器 甕 256 172 20C 外面!ヨ コナデ、ヘラケズリ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ヘラナデ、すデ

3 C-122 3b層 非ロクロ土師器 霊 325 24C 外面 :ヨ コナデ、ヘ ラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ 88-2

C-127 3b層 非ロクロ土師器 襲 324 外面 :ヨ コナデ、ナデのちヘラミガキ 底部木葉痕 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラ

'デ

88-3

第70図  3b層土器群出土遺物 4
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ざヾヽ|#

図中

番号

録

号

登

番

出 土 地 占
¨

分 類 法 ユ 特 徴 考
写真図版

基本層 遺構名 遺格層 鳳疋上No 種 別 器 種 (調整 素材・産地 時期 分類 )

1 3b層 b層土許祥 非ロクロ土師器 甕 (252) 184 214 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

2 3b層 b層 土器辞 12・  13 非ロクロ土師器 饗 300 外面 iヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ 88-4

3 9 3b層 b層土峠群 非ロクロ土師器 鶏 (223) 外面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ナ デ

4 3b層 b層土器群 非ロクロ土師器 霊 (128) (266) 外面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ヘ ラナデ

5 3b層 b層土器辞 非ロクロ土師器 霊 (127) (275) 外面 :ヨ コナデ、ヘラケスリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ

第71図  3b層土器群出土遺物 5
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0                           10cm

Ｔ

号

凶

番
番号

出 土 地 点 分     類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 岸高 ヨ径 tiII体部径 厚 (調整 素材 産地 時期・分類 )

ユ C-113 3b層 3b層 土器辞 ど3 非ロクロ土師器 菱 (270) 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメ、ハケメのちヘラミガキ 内面 |ヨ コナデ、ヘラナデ

2 C-141 3b層 b層 土器論 非ロクロ土師器 誕 329 29p 89-3
3 C-130 3b層 ,9 lFロ クロ土師器 甕 271 琳面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘ ラナデ 88-5

第72図  3b層土器群出土遺物 6
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0               孔Ocm

番 号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 破上No 種 別 器種 日径 旺 (調整・素材 産地・時期・分類

l 136 3b層 )b層 土器群 11-∪ 非ロクロ土師器 麗 303 88-6

2 3b層 3b層土器群 21-② 非ロクロ土師器 聖 373 外面:ヨ コナデ、ヘラサデ、すデ、ヘラミガキ 内面 iヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 89-1
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出 土 地 点 分    類 法 量
写真図版

基本層 遣構名 遺権層 取上No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 幅 底径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 C-145 3b層 b層土器辞 非ロクロ土師器 甕 241 外面 :ヨ コナデ、 ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ

2 C-140 3b層 非ロクロ土師器 甕 外面 :ヘ ラミガキ 内面 |ヘ ラミガキ  体部ナデ
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湖
鞘

)                          10cm

番号

登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺格名 遣構層 取上No 種 別 器種 器高 長 口径 ,幅 ミ径 重 (調整 素材・産地・時期 分類 )

1 3b層 非ロクロ土師器 墾 20E 外面 :ヨ コナデ、 ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ナデ 89-5

2 3b層 4 6 非ロクロ土師器 菱 (262) 198 外面 :ヨ コナデ、ヘラ ミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ナデ
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第 5節  3b層 と遺構の検出状況
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0                          10cm

中

号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 収上No 種別 器 種 体部径 (調整 素材・ 産地 時期 分類 )

1 C-149 3b層 lb層土器群 19-② 非ロクロ土師器 甕 228 37ユ 琳面 :ヨ コナデ、 ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラナデ

2 C-120 3b層 lb層土器辞 1 非ロクロ土師器 養 (226) 外面 :ナ デ、ナデのちヘラ ミガキ 内面 :ヘ ラナデ
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)              10cm

凶甲

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺穏名 遺構層 猥上No 種 別 許 種 器高 長 (調整・素材・産地・時期 ,分類)

1 C-147 3b層 ,b層 と器帯 非ロクロ土師器 麗 (308) 320 75 琳面 :ヘ ラミガキ  内面 :ナデ、ヘラナデ

2 C-124 3b層 )b層 土拳辞 11-① 非ロクロ土師器 奏 (333) 346 外面 :ヘ ラミガキ
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第 5節  3b層 と遺構の検出状況

0                          10Cm

凶 中

番 号

登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 還 特 徴 備 考
写真図版

基本層 還穂名 遺構層 取上No 種 別 器 種 1部笹 菟径 重 (調整 素材 産地・時期 分類 )

1 C 3b層 〕b層土器群 5ユ 非ロクロ土師器 塞 (126; ホ面 :ヘ ラミガキ  内面 :ナ デ、ヘラ ミガキ

2 C 3b層 〕b層土静群 非ロクロ土師器 露 (154) 7 卜面 :ヘ ラ ミガキ、ナデ  内面 :ヘ ラナデ、ナデ

3 43 3b層 b層土器群 非ロクロ土師器 甕 (127) 7 Ⅲ面 ヘラ ミガキ  内面 :ナ デ、ヘ ラミガキ、ヘ ラナデ

4 C 3b層 b層土器樹 非ロクロ土師器 菱 (163) (321) 7 本面 :ナ デ  内面 :ナ デ

5 126 3b層 b層土器辞 8'10 非ロクロ土師器 奏 (131) 6ユ
外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ  内面 :ハ ケメ、ヘラナデ

ロ縁部を折って口縁の再生 を行った可能性 あ り

第78図  3b層土器群出土遺物12
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0                         10cm

番号

録

号

登

番

出 土 地 占
一 分 類 法 量 特 徴 備 考

写真図版
基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 器高 長 日径 li (調整 素材 産地 時期・分類 )

1 3b層 〕b層土器群 非ロクロ土師器 甕 (248) 牛聞 :ヨ コナデ、ハケメのちヘラナデ n間 Iヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ

2 125 3b層 b層 土器群 非ロクロ土師器 奨 (251) 253 外面 :ヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面 iヘ ラミガキ

3 E-33 3b層 b層 土器洋 須恵器 蓋 外面 内面 :ロ クロ調整   ※上層か らの混入 ? 98-3
4 E-32 3b層 b層 土澪辞 15 負悪器 楚 外面 :平行叩 き目 内面 :オ サエ痕 (青海波支 )

第79図  3b層土器群出土遺物13



第 5節  3b層 と遺構の検出状況

0                        10cm

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

番号 基本層 遺構 7j 逮構層 収上No lL別 器 種 緑高 長 日径・岬 本部径 厚 底径 豆 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 Kb-49 3b層 )b層 土器軒 礫石器 凹 磨石 7 9800 条痕有 り                      砂岩 107-15

2 Kc-30 3b′曽 〕b層土器群 砥 石 柱 状 2 515 面取 り加工 紐孔有 り 砥面 4面    デイサイ ト質凝灰岩 Hl-16

3 N-28 3b層 b層土器群 鉄製品 不 明 (41) 2C 0( 板 状

第80図  3b層土器群出土遺物14

ただしSR3a溝弥より北西側のSR3bま では広がっていない。南東側は、遺物の密度はやや薄くなるが、調査

区の壁際まで土器が出土しているので調査区の外にものびるようである。〔遺構の形状】3b層土器群の位置する

部分のSR3bの 凹地は、下層のS D23溝 跡を反映し、幅3.5～ 4.4mで北西から南東にのび、さらに緩やかに弧を

描いて折れながら南東向に続いている。土器は、SR3bの窪みの中軸に沿い、幅約 2m。 長さ約 5mわたって分

布している。X=-189,321km・ Y=-10.847km付近を中心に半径1.5mの 範囲からは、特に土師器が集中して出土

している。土器の出土面は、凹地の中軸上ではほぼ水平であるが、凹地の横断面方向では、緩やかな舟底形の断面

の傾斜に対応する傾きで出土している。【埋没土層】調査区東壁断面で観察すると、 3b層土器群にかかる部分の

3b層は、上面は周辺部より若千盛り上がり、下部は凹んで3b'層が形成されている。土器群とその出土状況か

ら、 3b層の凹地に土器が据えられ、土器が放置されたところに、周辺の3b層が再堆積することによって埋没し

たものと推定される。【土器の出土状況13b層土器群から出土した土器は土師器が60個体以上と須恵器片がある。

土師器の器種は、体部が球形を呈する甕が多く、これに長胴の奏や鉢・杯が混ざっている。土器の大部分は潰れた

状態で出土しているものが多い。立ち位置で見ると、正立のものと転倒したものの両者がある。転倒しているもの

は、転倒方向や傾斜角度は様々である⑤土器群の中央付近では、 2種類の発と鉢が不規則ではあるが、間隔を置か

ず密に立て並べられたような状態で出土している。中心から離れた部分では各個体の間隔がややあいている。土師

器C-146と C-131。 135。 141の 間は他の部分と比べて、土器のまとまりがなく、奏の被片 (C-147)が散乱し

たような状態で出土している。遺構として検出できなかったが、後世の何等かの影響を受けていた可能性も考えら

れる。郭 (C-95・ 99'102'103・ 104。 105・ 109な ど)は、土器集中部分の南西側の縁辺部分から出土している

ものが多い。高杯は郭部片が1点出土している。甑は出土していない。須恵器は、奏の底部片と蓋の細片が出土し

ている。【出土遺物】出土土師器のうち、個体を識別し図化したものは62個体ある。器種の内訳は、杯18点 (C―

95～ 111・ 267)。 高杯 1点 (C-112)・ 奏34点(C-113～ 117・ 119～ 128。 130～ 131・ 133～ 149)・ 壷 3点(C―

118。 129。 132)・ 鉢 2点(C-150。 151)・ ミニチュア土器 2点(C-152・ 153)・ 片日 1点 (C-268)・ 小型壷(C-154)

である。小型壷のC-154については下層遺構からの混入品と考えられる。土師器以外には須恵器片 2点 (E―

固
判
□

□



第 2章 調査の概要

32・ 33)。 条痕のある礫石器 1点 (Kb-49)。 砥石1点 (Kc-30)。 鉄製品1点 (N-28)が 出土している。

須恵器のうち、E-33の蓋の破片については、散乱した状態で出上した土師器奏C-147の付近から出土したもの

で、しかも土師器の所属年代より新しいと考えられるものであることから、上層からの混入品と判断される。
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0                         10cm

的

尊号

登録

番号

出 土 地 点 分    類 法 量 特  徴  備  考
写真図版基本層 遺構名 遊構層 取上No 種 別 器種 底径 (調整 素材・産地 時期・分類 )

l Kb-50 3b層 礫石器 不 明 98 61 1711( 条痕有 り                     砂岩 108- 1
2 Ka-9 3b層 拓製石器 スクレイアヽ― 38 黒曜猛 102- 8
3 Ka-45 3b層 拓製石器 スクレイ′ヽ― 34 11 流紋拮 104-38

Kd-302 3b層 石製模造品 票材 (28) 買増

5 Kd-37 3b層 石製模造品 刊板 23 1 緑泥石片岩
6 Kd-36 3b層 衝裂模造品 ヨ板 26 04 緑泥石片岩 115-15
7 3b層 石製模造品 Il板 3( 緑泥石片岩
8 3b層 石製模造品 ¬板 緑泥石片堵

第31図  3b層出土遺物

番号

跡

二
●

０

番

出 土 地 点 分    類 法 量 特  徴 。 備  考
写真図版基本層 遺構名 還構層 取上No 種屠」 静 種 器高 長ヽ ヨ径 幅 (調整・素材 産地 時期・分類 )

l C-223 4層 1 十ロクロ土師器 ミエチュア 米面 :ナ デ 内面 !ナ デ

2 C-218 4層 6 非ロクロ土師器 IFN II・血 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理
3 C-221 4層 5 非ロクロ土師器 啄 ホIH:ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミガキ
4 C-222 2 非ロクロ土師器 邸 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ  内外面赤彩
5 C-219 4層 非ロクロ土師器 郭 50 外面 !ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラナデのちヘラミガキ
6 C-220 4層 3 非ロクロ土師器 郭 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 約 -2

第82図  4層出土遺物



第 6節  4層 と5a層

3 3b層 からの出土遺物

基本層 3b層 中からは、多量の土師器片と須恵器片33点 ・黒曜石と流紋岩の石器 2点 (Kb-9。 45)。 礫石器

(Kb-50)・ 石製模造品 4点 (Kd-36～ 39)な どが出上している。土師器片の中にはロクロ土師器片 1点が、

須恵器の中には回転糸切 り底の杯片 1点 と平底で回転ヘラ削 り調整された郭の底部片 2点が含まれているが、これ

らの遺物については3b層上面で検出された主要な遺構から出土した遺物との関係から、上層からの混入品 (上層

から掘 り込まれた遺構の掘 り残しに含まれていた遺物)と考えられる。

なお、 3b層 中に多量の非ロクロ土師器が含まれていた理由としては、 3b層が畑等の耕作土層の可能性を含む

二次堆積の土層であるため、下層の堆積土中の上器なども巻き込んで再堆積 した結果であると考えられる。

第 6節  4層と5a層

1 4層 の状況

4層 は、自然堆積層と考えられる黒褐色のシル ト層で、調査区南部と、5b。 6・ 7層検出の S D23溝跡に姓積

した土砂の沈下の影響により形成された凹地に沿って分布する。調査区東部では、自然地形が東側に緩やかに傾斜

して下がっており、この傾斜の先には5b層から掘 り込まれた S D23・ S D45溝跡の深い落ち込みがある。この S

D45溝跡を反映した低地部分の 4層下には、調査区東壁断面図に見られるように、 5b層 に類似 していることから

5b層 が再堆積 したと考えられる地層である4'層 が分布している。 4'層 は10～25cmの厚さがあり、深い凹地

ほど厚 く堆積 している。

4層 の分布を確認できた部分で、遺構の確認作業を行なったが、遺構は検出されなかった。 4層中からは多数の

非ロクロ土師器片と須恵器片が 5点出土している。図化した土師器には郭 5点 (C-218～ 222)と ミニチュア土器

1点 (C-223)がある。

2 5a層 と下面の状況

4層 除去後、 5a層 とした地層を検出した。 5a層 は、均質な暗褐色の砂質シル ト層である。層厚は、 4層 に覆

われて上層からの撹乱が及んでいない部分は、浅いところで10cm程度であるが、深いところでは40cm以 上ある。

平均では30cm前後の厚さである。 SDl。 2溝跡などの遺構壁面で 5a層 を観察したところ、層中に多 くの遺物

を含み、層の底面には遺構と考えられる凹凸がみられた。このことから、 5a層から掘 り込まれた遺構が存在する

と考えて 5a層上面の精査を行なったが、遺構は検出されなかった。 5a層の除去に際しても再三精査を行なった

が遺構は検出されず、広い部分で基本層の 6層・ 7層が露出した。また一部には 6層 の上に来る責褐色の自然堆積

層である 5b層が検出された。この 5a層を除去 した 5b層・ 6層 ・ 7層の面で遺構が検出された。検出された遺

構の中には、 5a層に類似する土層が堆積 し、並行 して連続する細い溝状の遺構が存在した。この遺構は「小溝状

遺構」 と呼ばれているもので、竪穴住居跡や溝跡などの主な重複遺構を切って掘 られていた。

以上のように、 5a層は、人為的な攪拌を受けたことによると考えられる均―な土壌であること、下層遺構の遺

物を巻 き上げて多量の遺物が混入していること、層下面に5a層に類似する堆積土からなる小溝状遺構群が検出さ

れていること、小溝状遺構群が下層面で検出された遺構のほとんど全てを切っていること、小溝状遺構群は畑の耕

作に関係する遺構と考えられていること、などを考慮すると、 5a層は畑の耕作土層であると考えられる。

1)小溝状遺構

小溝状遺構は、調査区西部で6条 (KDl～ 6)、 中央部で8条 (KD7～ 14)、 東部で9条 (K D15～ 23)が検
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出 土 地 占
〔

分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器極 器高 ヨ径 幅 体部径 (調整・素材・産地・時期 分類 )

1 X-13 5a層 続縄文土器 鉢 ? (19) 体部片  RL縄 文

2 -172 5a層 干ロクロ土師器 ミユチュア 外面 :ナ デ 内面 :ナデ 76- 7
3 -173 5a層 非ロクロ土師器 ミニチュア 3 外面 :ナ デ 内面 :ナ デ  高耳

4 -165 5a層 非ロクロ土師器 郭 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ

5 C-161 5a層 非ロクロ土師器 イ 47 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 78- 1
6 C-160 5a層 非ロクロ土 :市器 床 62 外顧 :ヨ コナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

C-163 5a層 非ロクロ土RIj器 郭 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

8 C-162 5a層 非ロクロ土師器 不 小苗:ヨ ヨナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ヘラミガキ
9 C-164 5a層 不 外面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ヨ ヨナデのちヘラミガキ

C-157 5a層 非ロクロ土師器 不 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラ ガキ  黒色処理

11 C-155 5a層 非ロクロ土師器 不 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラ ガキ  黒色処理 81- 6
12 C-156 5a層 非ロクロ土師器 然 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 81- 5
13 C― よ58 5a層 非ロクロ土師器 琢 外面 |ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  (SI-51こ類似)

14 C-159 5a層 非ロクロ土師器 郭 外面 :ヨ コナデ、ケズリのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

15 C-167 5a層 非ロクロ土師器 高郭 (44) 外洵 :ヨ ヨナデ、ヘラ ミガキ 内面 :ヨ コナデ

16 -166 5a層 非ロクロ土師器 高郭 (69) 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面 :ハケメのちヘラミガキ

5a層 非ロクロ土師器 小型壼 外面 :ナ デ 内面 :ナ デ
-636 5a層 非ロクロ土師器 小型壷 外面 :ナ デ、ヘラケズ リ 内面 :ヘ ラナデ   (SI-14上 面 )

-635 5a層 3 非ロクロ土師器 小型壷 タト面:ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 内面|ヨ コナデ、ナデ、ヘラナデ  (Ы -14上而) 85-10

第83図  5a層出土遺物 1
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o                                      20cm

第84図  5a層出土遺物 2

出された。他の部分でも確認されているが、住居跡等の遺構の輪郭を明確にするための作業過程で消滅したものも

ある。各小溝は、残存状況によって差があるが、幅は15～30cmあ り、平均的には20cm程である。深さは 3～15cm

くらいである。堆積土は暗褐色のシル トないし砂質シルト層で、基本層 6層 を母材とする黒褐色のブロックや、基

本層 7層 を母材とするにぶい責褐色土のブロックを含んでいる。重複するほとんどの遺構を切っているが、調査区

東部で S Kl19・ 120土坑に切られている。

西部の 6条は、KDl・ 2は N-73° ―Wの方向で5.2mの 間隔で平行して並ぶ。それぞれS17・ 6竪穴住居

図中

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 (調 整 素材 産地 時期 分類 )

1 -634 5a層 非ロクロ土師器 一笠 69E 外面 |ヨ コナデ、ヘラミガキ  内閲:ヘ ラナデのちヘラミガキ、ヘラナデ、ナデ
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番号
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番号

出 土 地 占
小

分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 口径 嘘 Ⅲ部径.厚 彙径・重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 C-169 5a層 非ロクロ土師器 竪 (146) 14 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデ、ヘラナア

2 C-168 5a層 非ロクロ土師器 監 外面:ヨ コナ,、 ハケメ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヨ コナデ、ヘラナデのちナデ 90- 1
3 C-640 5a層 非ロクロ土師器 箋 (225) 72 外面 :ヘ ラミガキ

4 C-170 5a層 非ロクロ土師器 騒 琳劇 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラケズリのちヘラミガキ  多]し15ケ 所

5 P-25 5a層 土製品 羽 ロ 5ィ 13 高不脚部を転用 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラケズリ、ナデ 119- 7

N-30 5a層 鉄製品 不 明 (35) 0( 0( 角棒状

P-13 5a層 土製品 土錘 27 球形 118-13

P-14 5a'善 土製品 上錘 118-15

第35図  5a層出土遺物 3
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号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 長 特  徴  備  考
写真図版

争号 基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 旺 1部径 厚 底径 '重 (訓整・素材・産地 時期 分類 )

1 Kb-51 5a層 方割石 砂 培 108- 8

2 Kb-35 5 aA雪 果石器 磨 蔽石 (71) 1300 紛 岩 107- 2

3 Kb-55 5a層 槃石器 暦 石 (97) 78 6700 砂質頁堪 108- 4

4 Kb-52 5a層 礫石器 磨 敲石 (25) 安山岩 108- 2

5 Kb-37 5a層 礫石器 凹石 48 200C 安山岩 107- 4

6 Kb-53 5a層 礫石器 磨・敲石 82 640( 安山差 108- 3

7 Kc-78 5a層 砥 石 板 状 241 面取 り加工  紐7L有 り  砥面 3面     凝灰質頁岩 110-12

8 Kc-14 5a層 抵石 仮状 (75) 面取 り加工  砥面 4面              頁堪 111-10

9 Kc-13 5a層 駄石 仮状 14 351 面取 り加工  砥面 4面              頁岩 9

第86図  5a層 出土遺物 4
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第87図  5a層 出土遺物 5

跡を切る。KD4～ 6は 15cmの 間隔をおいてN-35° 一Eの方向で平行に並ぶ。KD3は N-27° 一Wの方向を示

し単独で存在する。

中央部は、KD7～ 11が僅かに蛇行 しながらN-53° 一W前後で、60～ 80cmの 間隔をおいて並ぶ。 5条の幅は

3.5mで、長さは7.7mの範囲である。D12は、K Dllか ら約3.6mの 間隔があくが、方向的にはKD7～ 11と ほぼ一

致する。K D13・ 14は、N-13° 一Wの方向で縦に並ぶ。各小溝は、 S112・ 13竪穴住居跡、 S D29溝 跡、SX7

遺構などを切る。

東部は、K D15～ 20の 6条が35～ 60cmの 間隔をおいて、N-49° 一Wの方向で並ぶ。方向と遺構の延びは中央
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番 号 番 号

出 土 地 原 分 類 法 迂
写真図版

基本層 遺構名 遣構層 取上No 種別 器種 器高 長 本部経 .厚 底径 (調整 素材・産地 時期 分類 )

1 Kc-10 5a層 砥石 板 状 (74) 面取 り加工  砥面 4面           アルコース 1-7
2 Kc-12 5a層 砥石 板】夫 側面敲打加工有 り、砥面 2面            貢岩 10-3

3 Kc-16 5a層 眠石 仮】夫 102( 面取 り加工、砥面 3面             アルコース 2-3
Kc-87 5a層 氏石 仮状 則面敲打加工有 り、砥面 3面            貞名 10-5

5 (c-11 5a層 氏石 仮】大 71〔 面取 り加工、砥面 2面                買岩 1-8
6 【c-15 5a層 砥石 不 明 砥面 1面、 1面条痕             アルコース

7 Kc-17 5a層 砥石 柱 状 面取 り加工、砥面 3面  Kc-69と 接合       砂岩

8 Kc-18 5a層 砥 石 不 明 (44) 1面祇面                  アルコース

9 Kc-19 5a層 砥 石 不 明 2面砥面              デイサ イ ト質凝灰岩

Ke-3 5a層 石製品 円盤 120-4
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第88図  5a層 出土遺物 6

部のKD7～ 11と ほぼ一致していることから、本来は一連の遺構 と考えられる。 6条の幅は3.7mで、長さは約 9

mの範囲である。中央部と東部を合わせると小溝の延長は20.5mに及ぶ。K D21・ 22は約1.lmの 間隔を置いて平行

し、N-53° 一Eの方向にのびる。K D15～20群に切 られ、これとほぼ直交する。K D23は N-52° 一Eの方向を

示 し、単独で存在するが、西部のKDl・ 2と 直交する方位にあたる。K D15～20群 に切 られている。 S118竪穴

住居跡や S X12遺構などを切る。

小溝状遺構からの出土遺物は、 5a層が下層の遺構から巻き上げた非ロクロ土師器等の破片を含み、KDlか ら

11点・KD2か ら29点・KD3か ら33点・KD4か ら多数 。KD5か ら45点・KD6か ら11点 。KD7か ら41点 ・

KD8か ら35点 。K D10か ら多数・K Dllか ら44点・K D12か ら1点・K D13か ら5点・K D14か ら1点・K D16

から15点・ K D17か ら22点・K D18か ら23点 。K D19か ら25点・ K D20か ら26点・K D21か ら3点出土 している。

これらの非ロクロ土師器のなかには、C-225の鉢のような完形に近いものもある (第93図 )。 なお、小溝状遺構の

堆積土から出土 した土師器片の中には、内面が黒色処理された杯の破片など、明確に古墳時代後期に位置付けられ

る遺物は確認されなかった。土師器以外にはKD2か ら須恵器の発の破片が 1点、K D18か ら黒曜石の剥片が 1点

(Ka-60)出土している。

甲

号

凶

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴   備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 浄高 長 ヨ径 旺 1部径 厚 霊径 重 (調整・素材 産地 時期 分類 )

1 Ka-10 5a層 打製石器 黒曜石 102- 1

2 Ka-11 5a層 打製石器 スクレイパー 1【 1] 黒曜石 102- 9

3 Ka-12 5a層 Pl製石器 スクレイバー 24 14 黒曜石 Ю2-11
4 Ka-15 5a層 T製石器 スクレイバー lZ 黒曜石 102-12

5 Ka-17 5a層 打製石器 スクレイバ… 31 l 刃部片                     黒曜石 102-21

6 Ka-19 5a層 打製石器 スクレイパー

"部
片                     黒曜石 102-22

7 Ka-16 5a層 打製石器 2次加工 12 2次加工のある剥片               黒曜石 103- 3

8 Ka-20 5a層 打製石器 微細剥離 ■7 14 黒曜石 103-7
9 Ka-28 5a層 打製石器 微細剥離 〕 2〔 2C 黒曜石 103-14

【a-30 5a層 打製石器 跛細剥離 〔И 24] 黒曜石 103-20
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番号

出 土 地 点 分     類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本脳 遺格名 遺梅層 取上No 種 別 器種 器高 長 日経 市長 罠径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 Kd-50 5a癌 石製模造品 ミJ 7 緑 泥 石 片 岩 113-1

2 Kd-53 5a層 石裂模造品 劇 1 6 緑泥石片岩 113-8

3 Kd-46 5a層 石製模造品 博J 緑泥石片岩 113-6

4 Kd-43 5a層 石製模造品 2, 緑泥石片培

5 Kd-80 5a層 石製模造品 欝1 2E 8; 緑泥石片岩 114-5

第89図  5a層出土遺物 7



番 号

球

号

２
香

‖ 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遣構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 に部窪 厚 (調整 素材 産地 時期 分類 )

6 【d-51 5a層 石製模造品 緑泥石片岩 114- 2

7 Kd-49 5a層 石製模造品 緑泥石片岩 113-12

8 【d-47 5a層 石製模造品 27 2( 緑泥石片岩

9 Kd-86 5a層 石製模造品 21 緑泥石片た 114- 6

10 【d-55 5a層 石 製模 造 品 43 41 緑泥石片岩 114-9
11 Kd-42 5a層 石製模造品 37 2i 滑 石 113-11

12 Kd-57 5a層 石製模造品 緑泥石片岩

13 Kd-76 5a層 石製 ll_造品 (22) 1 緑泥石片岩

Kd-56 5a層 石製模造品 57 滑石 114-12

【d-75 5a層 石製模造品 44 24 4 頁堵

Kd-16 5a層 石製模造品 円 板 緑泥石片拮 115- 4

17 【d-48 5a層 石 製模 造 品 円板 1 滑 石 115- 5

Kd-54 5a'国 石製模造品 円板 23 緑泥石片岩 ユ15- 6

【d-44 5a層 石製模造品 円板 24 3 緑泥石片岩

Kd-85 5a層 石製模造品 円板 ユ 緑泥石片岩

21 Kd-41 5a層 石製模造品 円板 (22) 1 緑泥石片岩

Kd-64 5a層 石製模造品 円板 2 緑泥石片岩

Kd-99 5a層 石製模造品 日 玉 緑ツと石片モ

24 Kd-10] 5a層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-138 5a層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

【d-15】 5a層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-29 5a層 石製模造品 臼玉 緑泥石片を

第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

第89図 観察表

2)5a層 か らの 出土 遺 物

基本層 5a層からはヨンテナ約22箱分の上師器片が出土している。実測した土器は23個体 (C-155～ 173・ 634

～636・ 640)あ る。土師器の破片及び実測個体は古墳時代中期のものが大多数を占めるが、C-155～ 159の 5点の

郭のように明らかに古墳時代後期のものも少量であるが含まれている。

土師器以外の遺物としては、須恵器片22点・黒曜石製の石器及び剥片20点 (Ka-10～ 12・ 15～ 20。 28・ 30。

57・ 70～ 77:57。 70～ 77は剥片)・ 礫石器 5点 (Kb-35・ 51～ 53・ 55)・ 砥石11点 (Kc-10～ 19。 87)。 石製

模造品22点 ・鉄製品 1点・土製品 1点・続縄文土器 1点 (X-13)がある。遺物の中では黒曜石と砥石が比較的多

い。礫石器は全て割れた状態で出土し、Kb-51は「方割石」と呼ばれる続縄文文化に伴う遺物と考えられる。土

製品は球形の土錘 (P-13・ 14)と 古墳時代中期の高杯の脚部を転用した羽口 (P-25)がある。

第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

1 5b・ 6・ 7層 と遺構の検出状況

5a層は畑の耕作土層であり、その耕作土層の母材 として 5b層・ 6層 ・ 7層が起耕の際に掘削を受けている。

このため 5a層 の下面は、下層面の凹凸や起耕深度の深浅の差によって場所により5b層・ 6層 。7層が検出され

る。 5b層は、南壁際と東壁際に僅かに残っているだけで、ほとんど5a層の耕作土層に変化している。 6層 は、

S118竪穴住居跡周辺からS117竪穴住居跡とAS2柱穴列の東南部にかけてのPHl査区東部に比較的良好に残って

いる。調査区の中央部から西部にかけては、 5b層 。6層がほとんど残っておらず、 7層が 5a層下の遺構確認面

となっている。ただし7層 もいくつかの層に細別できるので、 7層 の全域が同一の土壌ではなく場所による差異が

ある。

5a層下面では、前述の小溝状遺構群のほか、柱穴列 2列・溝跡19条・竪穴住居跡15軒 。土坑43基 。その他の遺

構12基・祭祀遺構 1基などの遺構が検出された。
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KD-15 16 17・ 18 19 20

土層No 土   色 土質 備 考

10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土 と黒掲色土のプロックを少是含む

16-1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色土 と黒褐色上のプロックを少量含む

10YR3/3 暗褐色 ンルト 褐色土 と黒褐色上のブロックをわずかに含む

10YR3/3 暗褐色 ン,レ ト 局色土 と黒褐色上のブロックをわすかに含む

10YR3/3 暗 褐色 シル ト 陽色土 と黒褐色上のブロックをわずかに含む

20 10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト 褐色土 と黒褐色上のブロックをわずかに含む

22

土層No 土    色 土 質 備 考

21-1 10YR3/3 暗褐色 シルト 褐色上のブロックをわずかに含む

22-1 10YR3/3 暗褐色 ンルト 暁土粒を少量含む

KD-23
ittNo 土    色 上 賀 備 考

ユ 10YR3泡  黒褐色 シ,レ ト 褐色土のブロックを少量含む

第92図 小溝状遺構群断面図
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KD-1
土層No 土   色 土 質 備 考

10YR3/3 暗褐色 シルト質砂

KD-2
土層No 土   色 土 質 備 考

1 10YR3洛 暗褐色 曽半ばに、にぶい貢褐色上を 5mm程度の編】大に含む

KD-3
と層No 土    色 土 質 備 考

1 ЮYR3/3 暗褐色 砂質ンルト にぶい黄褐色上を含 L・、炭化物をわずかに合む

KD-4・ 5'6
土層No 土   色 土 質 備 考

1 ЮYR3/3 H旨褐色 砂質シルト 炭化物粒、焼土をわずかに含む

KD-7 8 9 10'11
上層No 上   色 土 質 捕 考

7-1 ЮYR2/3 黒褐色 シル ト 炭化物 を少量含む

8-1 10YR2/3 黒掲色 ンル ト 戊化物 を少量含む

9-1 ЮYR2/2 黒褐色 砂質シル ト 炭化物 を少量含む

10-1 10YR2/2 黒褐色 砂質シル ト 炭化物を少量含む

H― ユ ЮYR2/3 黒褐色 え化物を微量含む

KD-12
上層 No 土    色 土 質 幅 考

1 ЮYR2/3 黒褐色 シル ト 炭化物 を少量含む

KD-13
土層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 シル ト 褐色上のプロックを少量含む

KD-14
上層No 土    色 偏 考

1 10YR3/4 暗褐色 ンルト暫砂 上部に黒褐色土を含む

番捐

録

号

登

番

出 土 地 点 分    類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺縛名 遺構層 取上No 種 別 器種 日径 娠 体部径 厚 (調整・素材 産地 時期 分類 )

l -225 【D-11 1層 非ロクロ土師器 鉢 外而 :日縁ヨコナデ、体郡ナデ、底部ヘラケズリ 内而1日縁ヘラナデ、体部ナデ

第93図 小清状遺構群出土遺物

各遺構の状況

1)柱穴列 と関連溝跡

①SAl柱穴列とS D23溝跡

SAl(S D27)桂穴列 【位置。重複】調査区の北西から南東方向にのび、調査区の東壁際で南西方向に折れ

る。両端とも調査区の外にのびている。 SA2柱穴列 。S18。 11。 12竪穴住居跡・ S D32。 34'36溝 跡 。S X12
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第95図  SAl(SD27)オ主列断面
土層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR2/3 黒褐色 粘 土 焼土粒 をごくわずかに含む、炭化物を含む

2 10YR3/3 暗褐色 も土宵シルトえ化物を含む、にぶい黄褐色シルトの小プロックを含む

遺構など多 くの遺構と重複し、これら全ての遺構を切っている。〔方向 。長さ】方向は、北西から南東方向の部分

でN-36° ―W、 北東から南西方向の部分でN-42° 一Eである。交点の内角は102° の鈍角となっている。検出

部の全長は、北西から南東方向で34.6m、 北東から南西方向で6.9mで ある。【掘り方・柱穴】柱穴列の掘り方は、

幅30cm前後・検出面からの深さ50cm前後で溝状に布掘りし、そこからさらに柱を立てる部分は、溝と同じ幅で円

形または布掘 りの方向にやや長い楕円形の柱穴を掘っている。柱穴の深さは30～ 40cmある。掘 り方全体の深さは、

保存状態の良いもので70～ 90cmである。柱穴は北西から南東方向で31個検出されている。 S D14溝跡にかかる部

分で 1個が失われているので本来は32個存在したと考えられる。北東から南西方向では 6個検出されている。【柱

痕跡と間隔】SDl溝跡に切られているために保存状態の悪いlo番の柱穴を除き、全ての柱穴で柱痕跡を確認する

ことができた。多くの場合、布掘りの底面まで下げて柱痕跡の検出作業を行なったが、16番の柱穴では柱痕跡が布

掘り部分の上まで立ちあがることが確認されている。柱痕跡は円形で、直径は12～ 14cm程度である。柱穴の間隔

は、柱痕跡の心々で計測すると、北西から南東方向列が92～ 130cmま であり、108～ 112cm位の間隔が多い。平均

は約112cmである。北東から南西方向では90～ 129cmあ り、平均では115cmに なる。【堆積土】柱痕跡は、暗褐色な

いし黒褐色土であるが、東部でははにぶい責褐色土である。掘り方の埋め土は暗褐色ないし黒褐色土を主体とし、

7層起源のにぶい黄褐色上のブロックを含んでいる。【出土遺物】遺物は、布掘りの堆積土中から土師器甕 (C―

208)な ど多 くの非ロクロ土師器片が出土したほか、各柱穴からも数点から数十点の破片が出土している。これら

の破片の中には、内面が黒色処理された杯のような古墳時代後期の特徴を有する破片は含まれていない。土師器片

以外の遺物としては、布掘り中から砥石片 1点 (Kc-53)・ 石製模造品 2点 (Kd-252・ 323)が、P26か ら石

D

にぶい黄橙色上のブロック 10YR3/2 黒褐色 にぶい黄橙色と、暗褐色上のブロック

10YR4/3 にパ戦 褐色 10YR3/3 暗褐色

にぶい黄褐色土のブロックを多 く含む

にぶい黄褐色土粒 を少量含む

10YR4/3 にぶヤヽ責褐色 黒褐色上のブロックをわずかに含む にぶい責橙色シル トのプロックを含む

黒褐色土、にぶい黄rtA色 上のブロックを含む

10YR5/3 にぷヤ下黄褐色 褐色土を霜降状 に含む

10YR4/2 にバ,ヽ 黄協色 黄褐色土を斑状に多 く含む

砂、シル ト (

土層No 土    色 土質 備 考

ユ 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 炭化物をわずかに含む

2 10YR3/3 暗褐色 にぶい黄褐色上のブロックを少量合む

土層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト にぶい黄褐色上のブロックを少量含む

2 10YR4/3 にパい責禍荏 少質シルト

土層 No 土    色 土質 備 考

ユ 10YR2/2 黒褐色 え化物粒 を少量含む、極暗赤褐色のプロックを含む

2 10YR2/3 黒褐色 シルト 炭化物粒 をわずかに含む

3 10YR2/ユ  黒色 砂質シルト 砦褐色上のブロックを少量含む

土層No 上    色 土質 備 考

1 10YR2/2 黒褐色 少質シルト にぶい黄褐色上のブロックを少量含む

2 10YR3れ  暗褐色 少質シルト にぶい黄褐色上のプロックを全体 に含む
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出 地   点 分 頚 法 量 特  徴   備  考
写真図版

基本層 遺構名 逮構層 双上No 極房U 器種 静高 長 ヨ径 幅 体部径 厚 ミ径 重 (調整・素材・産地・時期 分類)

1 -208 SA 1層 2 非ロクロ土師器 葵 74 外面 iヨ ヨナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナテ

2 Kc-53 A― 1層 砥石 不 明 (33) (35) 砥面 2面              デイサイ ト質凝灰培

3 Kd-323 A l層 石製模造品 円板 (29) (27) 雲母片名

4 Kd-252 A 1層 石製模造品 ヨ玉 05 緑泥石片名

5 Kd-292 SA (P26) 石製槙造品 臼 玉 04 緑泥石片岩

第96図 SAl柱穴列出土遺物

X
70m引

土層No 土   色 土質 備 考

A-1 10YR3/3 暗褐色 シル ト え化物粒と酸化鉄斑を全体に含む

A-2a 10YRワ3 にぷV墳褐t シルト質砂
南衛 りに灰イヒ物ブロツクを含む、にぶい貢褐色土
のシル ト質土を北寄 りに縞状に含む

A-2b 10YR4カ  灰責褐色 シルト質砂 黒褐色土が縞状 に混入する

B-1 10YR2/2 黒褐色 シルト
ブロック (径 lcm位 )を 全体 に含む

B-2 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト
灰 4ヒタ を グ 重

~H‐
コ  御 色 上 の フ ロ ツ ク を 雀 4芥 に

~L

B-3a 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト

B-3b 10YR4/2 灰貢褐色 り質ンルト黒褐色上が全体に混入する

SD23清跡断面図

製模造品 1点 (Kd-292)が出上している。

ASl柱 穴列の北側では、柱列から約 3mの間隔をあけて並行してのびる溝跡 (S D23)が検出された。この溝

跡は新旧 2時期あり、古い溝が埋った後に、その直 ぐ北側に新しい溝が掘 り直されている。

S D23A(新 )溝跡 新期の溝は古期の堆積上を掘りながら若千位置を北にずらしている。ASl柱穴列からの

間隔は、調査区中央部で約3.5mで ある。【位置・重複】A S2柱穴列同様に調査区の北西から南東方向にのび、調

査区東壁際で南西方向に緩やかに折れている。SA2柱穴列、S D36・ 45溝跡、S18。 10。 11・ 12。 17竪穴住居

跡 。SX5。 15遺構などを切っている。【方向。幅】方向は、北西から南東方向の部分でN-40° 一Wである。幅

は断面実測の位置で325cmである。【深さ・断面形】検出面からの深さは70cm前後である。東端部は西側に広がっ

ており、この部分は他の底面より20～30cm程度低くなっている。断面形は浅い不整な逆台形である。【堆積土・出

土遺物】新期の堆積土は大別 2層、細別3層に分けられる。 1層 は暗褐色のシルト層である。 2層 は上下に分けら

れ、上がにぶい黄褐色のシルト質砂層、下が灰黄褐色のシルト質砂層である。2層の上面からは、完形または潰れ

た状態で、土師器の一括土器が点々と出土し、特に西部ではまとまって出土している。出土遺物は、図化した33点
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番号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版

基本層 遺構名 遺穂層 収上No 種 別 器種 岸高 日径 lE 員径 重 (調整 素材 産地 時期 ,分類 )

1
-184 ,D-23A 1層 非ロクロ土師器 郭 57 84 タト面 :日縁ヨコナデ、休部ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

2 177 SD-23A 2層 非ロクロ土師器 不 09 31 ll面 :ヨ コナア、ハケメ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 77-10
3 175 SD-23A 1層 lη0 非ロクロ土師器 郭 40 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 |ヨ コサデ、ナデ、ヘラミオキ 79-9
4

'D-23A
2層 非ロクロ土師器 邦 3( 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 78-5

5 -489 ,D-23A 1層 非ロクロ土師器 郭 47 外面 iヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 78-10
6 SD-23A 1層 2 lFロ クロ土師器 郵 外面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 76-14

SD-23A 1層 lFロ クロ土師器 rT 外面 :日縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ

8 -490 ,D-23A 1層 非ロクロ土師器 郭 57 28 外面 :口縁 ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 :ヘ ラ ミガキ

9 -178 ,D-23A 2層上面 非ロクロ土師器 杯 25 タト向|ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ヘラミガキ、すデ 78-7
,D-23A 1層 10-の 非ロクロ土帥器 郭

'卜

薗 i日縁ヨコナア、体Hlヘ ラ ガキ、底部ヘラケズリ ヘ ラ 79-10
-183 ,D-23A 2層上面 21-② 非ロクロ土師器 ネ 63 外面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

-224 ,D-23A 1層 非ロクロ土師器 郭 48
'卜

面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラ 内面 :体部ヘラミガキ 内外面赤色

,D-23A 2層上面 5 キロクロ土師器 ITN 67 7 外面 :回縁 ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 !ヘ ラミガキ 77- 1
-180 ,D-23A 2層 上面 lFロ クロ土師器 イ 外面 1日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラケズリ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ナデ

の-23A 1層 10-lB 十ロクロ土師器 イ 24 外面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 :ヨ コナデのちヘラミガキ

0              10cm

第98図 SD23A溝跡出土遺物 1

の土師器 (C-174～201'224・ 489～492)のほか、 1。 2層 とも多量の土師器片が出土している。土師器では杯

類が14点 と多 く高杯 も7点ある。土師器以外では 1層 から黒曜石製石器 (Ka-14・ 21・ 22)。 玉髄製石器1点
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0                          10cm

(Ka-43)。 礫石器8点 (Kb-16～ 22・ 24)。 砥石 6点 (Kc-46～ 51)・ 石製模造品12点 (Kd-28・ 29・

94・ 139。 140・ 143～ 149)。 鉄製品 2点 (N-31・ 32)。 土製品 1点 (P-11)が、 2層から須恵器片 1点・礫石

器 1点 (Kb-23)が出土している。古墳時代の遺構としては、礫石器の出土数が比較的多 く、礫石器の中には、

扁平な石が 3点 (Kb-21・ 24)接合した方割石も含まれている。

S D23B(古)溝跡 【位置。重複】新期よりも50cm前後南西に寄って位置する。重複は新期と同様である。南

東の端は東壁までのびず、S117竪穴住居跡を切ったところで立ちあがる。S D23A期 の溝の南東端は、その輪郭

が西側に広がって一段下がっているが、この部分が S D23B期 の延長にあたるので、B期段階の溝の残存部にあた

る可能性が強い。この推定が正しいとすれば、古期の S D23は 、柱列の南東角近 くで、約6.5mの幅で土橋風に掘

り残されていたとことになる。【方向・幅】方向はN-40° 一Wである。幅は、北東側の壁面上部を新期の溝によ

番号

郵

号

黛

番

‖  土  地 分 類 法 量 特   徴   傭   考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 帳 本部径 厚 ミ径 重 (調整 素材 産地 時期 分類)

ユ C-185 ,D-23A 1層 15 非ロクロ土師器 高郭 (121) 17 外面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ヘ ラ ミガキ、 ヨコナデ 82-1

2 C-186 1層 12 非ロクロ土師器 高郭 125 167 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ、ヨコナデ 82-2

3 C-188 2層上面 非ロクロ土師器 高 14~ (53) 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

4 C-189 ,D-23A 1層 非ロクロ土師器 高不 (40) 17 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

5 2層 上白 21-① 十ロクロ上師器 高郭 (113) 145 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデ、 ヨヨナデ 82-3

6 C-190 ,D-23A 1層 非ロクロ土師器 高杯 (71) 外面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面 :ナデツケ、ナデ、ヨヨナデ

C-191 SD-23A 1層 非ロクロ土師器 高lTN (71) 外面 :ヘ ラミガキ、ヨヨナデ 肉面 :ナデツケ、すデ、ヨコナデ

8 C-492 2層 非ロクロ土師器 小型菌 (67) 85 外面 :ハ ケメのちヘラミガキ、ヘラミガキ 内面 :ナ デのちヘラミガキ、ナデ 85-3

9 C-193 SD-23A I層 非ロクロ土師器 小型壷 外面 :体部 ヨヨナデ、ナデ 内面 ナデ

10 C-192 SD-23A 1唐 Ю
―

③ 非ロクロ上師器 小型重 外面 :体部ナデ、ヘラケズリ 内面 :体部ナデ

第99図 SD23A清跡出土遺物 2



第7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

／杉

10cm

番弓

球

号

堂

霊否

出 土 地 点 分     類 法 量

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径・幅 (調整・素材・産地・時期・分類 )

-201 SD-23A 1層 22 非ロクロ土師器 整 490 25〔 447 71・ 向:日縁ヨコナデ、体部チデ、ヘラミガキP A顧 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 90-3
2 -196 SD-23A 1層 非ロクロ土師器 葵 (120) 164 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

3 -195 SD-23A 1層
',ロ

クロ土師器 甕 (78) (176) 外面 :剥離 内面 :ヘ ラナデ

第100図  SD23A溝跡出土遺物 3



第 2章 調査の概要
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0              10cm

番号

登 録

番号

出 土 地 占
”

分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 日経・聴 良径 重 (調 整 素材 産地 時期 分類 )

1 SD-23A 1層 非ロクロ土師器 鶏 外面 |ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

2 -197 SD-23A 1層 非ロクロ上師器 霊 外面 1日縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ 内面 :日縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ 90-5

3 -194 SD-23A 1,音 非ロクロ土師器 費 70
'卜

面|ヨ コナデ、ナ,一部ヘラケズリ、ヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ヘラナ
'一

部ナデ 90-2

第101図  SD23A溝跡出土遺物 4



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 頬 法 量
写真図版

基本層 遺穂名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 幅 1体部径.団 底径 重 (調整 素材・産地 時期 分類 )

I
-200 SD― ?3A 1層 炸ロクロ土師器 褻 (251) 外面 :日 縁ヨコナデ、体都ヘラナデ 内面 :日 縁ヨコナデ、体都ヘラナテ

2 -198 SD-23A 1層 十ロクロ土師器 菱 琳面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

3 〔b-2127 SD-23A 1層 方割石 123 50C 受熟変化                      砂君 108-7

4 b-22 SD-23A 1層 礫石器 凹 磨石 78 条反 有 り                       良 名 106-6

5 b-24 SD-23A 1層 渫石器 磨 石 (69) デイサイト 106-7

6 b-19 SD-23A 1層 腱石器 磨石 50C |IF岩 106-4

第司02図 SD23A溝跡出土遺物 5



第 2章 調査の概要

0                          10cm

中

号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 1部径 厚 条径 重 (調整・素材・ 産地 時期 分類 )

1 【b-16 SD-23A 1層 礫石器 台石 ? 7 2■5kg 条痕有 り                    安山拮

2 Kb-18 SD-23A 1層 築石器 磨 石 条痕有 り                      買岩 106-3
3 Kb-20 SD-23A 1層 葉石器 凹 磨 駁石 124 107 2 55kg 条痕有 り                     安山七 106-5
4 Kb-17 SD-23A 1層 礫石器 凹 暦 蔽石 1 27kF デイサイト 106-2

第103図 SD23A溝跡出土遺物 6
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って削られているので不明であるが、残存する壁面の立ちあがりから推定すると約3.5mと 推定される。【深さ・断

面形】深さは102cmで A期 より深い。【堆積土 。出土遺物】堆積土は大別3層、細別 4層 に分けられる。 1層 は黒

褐色のシルト層である。 2層 は暗褐色砂質シルト層である。3層 は上下に分けられ、上が黒褐色の砂質シルト層、

下が灰黄褐色の砂質シルト層である。 1。 2層 は粒径の小さいブロック状の土壌を多く含む。B期からも多量の非

ロクロ土師器片が出土しているが、一括の遺物は少なく、図化したのは6点 (C-202～ 207)だけで、器種も様々

レ

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  術  考
写真図版

番号 基本層 遺構名 遺格層 収上No 種別 器種 争高 長 日径 幅 I部径 厚 氏径 痘 (調整 素材・産地 時期・分類 )

I Kb-23 lD-23A 2層 ユ 礫石器 板 状 4И 165k, 安山岩 106-8

2 Kc-46 ,D― 囲A 1層 砥 石 板 状 398 面取 り加工  紐孔有 り 砥面 3面        粘板岩 110-8

3 Kc-51 ,D-23A 1層 砥 石 板】夫 (&6) (57) (29) 2000 面取 り加工  砥面 2面             粘板岩 2

4 Kc-50 )D-23A 1層 砥 石 阪状 (39, (42) ηD 5 面取 り加工  砥面 3面              頁岩 1

5 Kc-47 ,D-23A 1層 氏石 板状 76 0 42( 自然石利用  砥面 2面            結晶片岩

6 Kc-48 D-23A 1層 氏石 不 明 (44) (35) 砥面 2面                   アルコース

7 Kc-49 ,D-23A 1層 Ц石 板 状 (38) 1 8〔 自然石利用  砥面 2面       デイサイ ト質凝灰岩

8 N-31 ,D-23A 1層 鉄製品 不明 17 03 板状   刀子 ?

9 N-32 ,D-23A 1層 鉄製品 刀子 ? 03 両端欠損

,D-23ハ 1層 土型品 土錘 48 味形 118-9
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第105図  SD23A清跡出土遺物 8

である。土師器以外では 1層 から須恵器片 1点 (E-34)・ 礫石器 4点 (Kb-25～ 28)・ 砥石 1点 (Kc一

52)。 石製模造品 2点 (Kd-31・ 331)が、 2層から・礫石器 2点 (Kb-29。 31・ 32)・ 砥石 1点 (Kc―

83)。 石製模造品 1点 (Kd-32)が 出土している。

以上のようにSAl柱列とS D23溝跡は、等間隔でほぼ同一方向で並行して存在し、同一地点で同一方向に曲る

ことから、「柵」または「塀」としての柱穴列と、その外側を巡る「堀」としての溝という相互に関係 し、セット

となる遺構と考えられる。この二つの遺構の時期は、 5b-7層 で検出された竪穴住居跡群と異なる方向で計画さ

れ、住居と重複する場合は、これを切って掘られていることから、5b-7層 で検出された集落の廃絶後の時期で、

かつA期の溝から出土した土師器の段階頃までの時期となり、後述のとおり古墳時代中期の範囲で考えられるもの

である。
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番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 双上No 種 別 器種 卜部径 厚 底径 重|     (調 整 素材・産地 時期 分類 )

1 Ka-14 SD― 閉A [層 打製石器 スクレイ 2〔 黒曜石 102-18
2 Ka-22 ,D― 閉A l層 打製石器 微細剥離 黒曜石 103- 5
3 Ka-21 SD-23A 1層 打製石器 微細剥離 l 51 黒曜石 103- 8
4 lCa-43 SD-23A 1層 打製石器 スクレイパ 3Z 玉 樹 104-37
5 Kd-28 SD-23ム 1,曽 石製模造品 27 緑泥石片岩 114- 8
6 Kd-94 SD-23A 1層 百製模造品 勾 玉 1〔 緑泥石片岩 116- 3
7 Kd-29

'つ

-23A 1層 石製模造品 円板 5ユ 緑泥石片岩

8 【d-30 SD-23A 2層 石製模造品 円板 緑泥石片岩

9 Kd-139 ,D-23A I層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩 115-11
Kd-140 1層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

11 【d-143 ,D-23A 1層 石製模造品 臼玉 Ot 緑泥石片岩

12 Kd― ユ塩 ,D― 路A 1)醤 石製模造品 臼玉 0〔 緑泥石片増

13 Kd-14「D 1層 F製模造品 日 玉 04 緑泥石片名

Kd-146 D-23A 1層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

15 Kd-144 D-23A 1層 石製模造品 自玉 緑泥石片岩

Kd-141 1層 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

17 Kd-14( ,D-23A 1層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩
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甲

号

当

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 鶉 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基 本 層 遺格名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 ∝径 重 (調整 素材 産地 時期・分類 )

1 C-207
'D-23B

3b層 非ロクロ土師器 ミニチュア(こ ) (51) 外面 :ナ デ 内面 :不 明

2 C-202 SD-23B 12層 非ロクロ土師器 郷 127 牛面1日 縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面1日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラミガキ 77- 2

3 C-203 2層 非ロクロ上師器 葛郷 173 (� :ヨ コナデ ナデ、ヘラミガキ 内面 Iヨ コナア、ヘラミガキ、シボリメ、ナデ

4 C-206 13a層 非ロクロ土師器 」ヽ型豆 ホ而 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、すデ、ヘラナデ

5 -205 SD-23B 1層 非ロクロ土師器 小 T■l壷 5 外面 1日縁ヨヨナア、体部ナデ 内再 1日 縁ヨコナデ、体部ナデ、今ラナデ 84- 3

6 -204 SD-23B 1層 非ロクロ土師器 中型壷 (141) 外面 :日 縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 内面 1日縁ヘラミガキ、体部ナデ

7 E-34 SD-23B 1層 須恵器 甦 ? (36) 外面 :ロ クロ調整、波状沈線有 り 内面 :ロ クロ調整 89- 3

8 Kb-26 SD-23B 1層 礫石器 凹 石
砂質凝灰岩 106-10

9 Kb-25 SD-23B 1層 礫石器 凹 藩 F‐d石 80 デイサイト 106- 9

Kb-31 ,D-28B 2層 礫石器 凹 磨 蔽雅 条痕有 り  受熱変化               砂送 106-13

I] Kb-28 ,D-23B 1層 礫石器 凹石 100 条痕有 リ                デイサイ ト凝灰岩 106-11

第 106図 SD23B溝跡出土遺物 1
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第 2章 調査の概要

0                        10cm

一

胸
£

凶

i

凶申

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版基本層 遺構名 遺構層 択上 No 種 別 器種 【高 長 ヨ径 転 体郡径 厚 (調整・素材 産地 時期 分類 )

1 Kb-32 SD-23B 2層 礫石器 含石 282k迎 凹有 り                    粗粒砂差 106-14
2 Kb-29 ,D-23B 2層 礫石器 凹 磨石 (197) 53 条痕有 り                    安山増 106-12
3 Kc-83 ,D-23B 2層 砥 石 板状 20 235C 画取 り加工  砥面 3面           アルコース

4 Kc-52 D-233 1層 lIR石 鬼状 (44) 51111C 自然石利用  砥面 3面 一部凹み状        砂岩 109-11

第107図  SD23B溝跡出土遺物 2
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＼
0                         10cm

番号

登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 置構層 吸_と No 種 別 器種 思高 長 日径 ti 本部径 厚 (調整 素材・産地 時期 分類 )

1 Kd-32 SD-23B 2層 石製模造品 棄」 425 16 04 緑泥石片岩

2 Kd-31 SD-2311 l層 石 製 模 造 品 al板 04 緑泥石片増 115-3
3 Kd-33 SD-23B 2層 石製模造品 →板 24 緑泥石片岩

第108図 SD23B溝跡出土遺物 3

土層 No 土 色 土 賀 備 考

10YR5/3 におい黄褐色 少質シルト にぶい黄橙色土紅を下部ほど多 く含む

10YR5/3 にぷい女褐色 少質シルト にぶい黄橙色・黒褐色上のブロックを多 く含む

10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色土をまばらに含む

上のブロックをまばらに含む

にぶい黄橙色上を霜降状に多量に含む掘

土層No 土 色 土 質 備 考

A〕 10YR3/3 暗褐色 ル ト 褐色上を霜降状 に多量に含む

10YR2/3 黒椅色 粘 土 6層崩落 ?僅かに褐色砂 を含む

2 10YR4/3 にぶサヽ黄協色 砂 黒掲色粘上をわずかに含む

3 10YR74 褐色 砂質シルト 黒褐色土、にぶい黄掲色上のブロックを多量に含む

土層No 土 色 土 質 備 考

10YR3/2 黒褐色 粘 土 褐色～にぶい黄褐色の砂 を縞状に含む

2 10YR4/2 灰責褐色 妙質ンルト 黒褐色上 にぶい黄橙色上のプロックを多量に含む

PB9

土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 ルト質lh土

2 10YR4/2 灰黄褐色 簡土質シルト にぶい責橙色土を霜降状に含む

3 10YR4/3 にがい黄協色 黒褐色土 にぶい貢褐色上の小プロックを多量に含む

土 層 No 土 色 土質 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 レルト質粘土 にぶい黄褐色上のプロックを含む

10YR4/2 灰責褐色 シル ト 雫褐色土 にぶい黄橙色上のブロックを多量に含む

土層No 土 色 土質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 lll土 下部はにぶい黄褐色のシル ト質粘土

2 10YR5/3 にパヤ瑣協色 シルト 黒褐色土 ,に ぶい黄橙色粘上のブロックを含む土層No 土 色 土質 備 考

10YR3/2 黒褐色 粘 土

2 10YR4/3 にぶ峨 揚色 砂質シルト 黒褐色土・にぶい黄橙色上のブロックを含む

PA20

土層No 土 色 土 質 備 老

I 10YR4/2 灰貢褐色 ンル ト にぶい貢橙色土を箱降状 に含む

2 10YR4/3 にパい黄協色 ンル ト 黒褐色上  にぶい黄橙色上のプロックを含む

上層No 土 色 土 質 備 考

I 10YR3/3 暗褐色 抄質シルト にぶい黄褐色土 を含む

2 10YR5/3 にぷい黄協色 少質ンル ト にぶい黄橙色上のブロックを多量に含む

争号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 景 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 叉上No 種 別 器 種 器高 長 日径 嘘 部ゝ径 厚 (調整 素材 産地 時期 分類 )

ユ SA-2 1,督 痒ロクロ土師器 騒 (29) (130) 外面 1体部ヘラミガキ、テア、底剖,ヘラケズリ 内面 !体部ヘラナデ 無底

第110図  SA 2柱穴列出土遺物



第 2章 調査の概要

②SA2柱穴列とSD45溝跡

SA2(S D37)柱 穴列  【位置 。重複】 SA2柱 穴列は調査区東部で検出され、北壁東部から調査区南西角方

向にのびる。両端はそれぞれ北壁と東壁の外にのびている。新旧 2時期の柱穴列があり、西側 (A期 )が新 しく東

側 (B期)が古い。同一面の遺構では、SAl柱穴列・ S D23溝跡 。S115竪穴住居跡に切 られる。【方向・長さ】

方向はN-22° 一Eである。ただし、全ての柱穴が同一軸線上に並ぶのではなく、A期のP7～ 12と これとほぼ同

じ部分に位置するB期のP4～ 5の部分は、他の部分よりも約50cm西側に寄った軸線上に並んでいる。検出部分

の全長は約26mで ある。

〔A期 (新期)〕  【掘り方・柱穴】柱穴の掘り方は、SAl柱穴列と同様に、溝状の布掘り部分と、その底部から

さらに円形に掘る二段階の掘下げが行われている。布掘 りの部分は幅が30～40cmで、検出面からの深さは30～

40cmである。円形の掘り方は、平面形が円形または溝方向に長い楕円形を呈し、布掘り底面から30～ 40cm下がる。

全体の深さは80～90cmある。柱穴は20個確認されている。A6と A7の 間のA6寄 りにも柱穴の痕跡と考えられる

浅いピット状の落ち込みがある。A13と A16の 間は、他の部分の柱間隔から2個程度の柱穴があると推定されたが、

検出されなかった。この部分はSDl溝跡による削平を受けているが、柱穴の深さから考えると、その痕跡は残存

可能と思われたが、確認できなかった。【柱痕跡と間隔】柱痕跡は、Al～ 6ま でとA13～ 22ま ではほとんどの柱

穴で柱痕跡が検出できたが、A7～ 12の 6個 は柱痕跡が検出できなかった。柱痕跡は直径10～ 13cmの円形である。

柱の間隔は、ほぼ等間隔に並ぶ部分だけでは、心々距離で81～ 140cm、 平均で108cm程である。【堆積土】柱痕跡

は黒褐色 。暗褐色・灰黄褐色の粘土・シルト質粘土・シルトなど多様である。掘り方の埋め土は、基本層 6層起源

の黒褐色土や7層起源のにぶい黄橙色上のブロックを多く含んでいる。

〔B期 (古期)〕  【掘り方・柱穴】新期同様に布掘り部分と、その底部からさらに柱穴を掘る二段階の掘下げを行

なっている。布掘りの部分は幅が30～ 50cmで、検出面からの深さは60cm前後である。柱穴の掘り方は、平面形が

円形または溝方向に長い楕円形で、布掘りの底面から30～40cm下がる。全体の深さは95～ 115cmあ る。柱穴は11

個確認されている。Blよ り南側では布掘りだけが検出され、柱穴は確認できなかった。布掘り底面のA7柱穴の

東隣りで検出された凹みは、柱穴の痕跡と考えられる。この凹みとB5の間は、前述したとおり、布掘り。柱穴と

も約50cm西側に軸が寄っている。

〔柱痕跡と間隔】柱痕跡は、検出で

きた柱穴 とそうでないものが混在

している。検出できたものの柱痕  〔上段〕

跡は直径10cm程の円形である。柱  70m

の間隔は、現状で86～291cmと ばら  70罰Q¬

つきが大きい。【堆積土】柱痕跡は 〔下段〕

黒褐色土 ない し暗褐色土で、掘 り
60m~

方の埋め土は、A期同様、基本層 6

層起源の黒褐色土や 7層 起源のに 2m

上層 No 土    色 土 質 備 考

ta 10YR5/3 にぷい黄掲色 ル ト
票褐色粘土のプロックをわずかに含む、にぶい黄
燈色 シル トをプロックで含む、炭化物をわずかに

lc 10YR4/6 褐色 砂 褐色砂質シル ト土を含む

10YR4/6 褐色 砂
層上部ににぶい黄褐色土砂層を含む、層底部に暗

褐色粘土プロック、炭化物 をわずかに含む

le 10YR4/3 にぶい黄掲色砂質シルト 層底部に砂層を含む

10YR4れ 褐色 砂質シルト にぶい黄褐色シルトを層上部にわずかに含む

土層No 土    色 土 賀 備 考

2 10YR5/3 に示い黄褐也 シル ト た化物粒、酸化鉄をまだらに含む、土器片を多く含む

3 10YR5/2 灰黄褐色 粘土 笏等呈葬吉燿廃豊だ番子
2醗

5艇盟議翠輩
(黒 褐色上の下に層状 に含む

25Y5/2 暗灰黄色 ル ト 滝化物粒を含む、にぶい貢褐色粘土質シルトとをわすかに含む

10YR4/2 灰黄褐色 ル ト 匿9砂 F垂響夢苦9少そ碁r戻昆易泣壕3で嘉写
か に含 む、 にぶ い黄褐 色 シル トを大 ブ ロ ックで含 む

基 ユJ 10YR4/4 褐色 ンルト

第111図  SD45溝跡断面図



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

0              10cm

第112図  SD45溝跡出土遺物 1

ぶい黄橙色土のブロックを多く含んでいる。

t出土遺物】SA2柱穴列は、掘下げ段階では一連の溝跡として調査したため、新旧の区別をして遺物の取上げ

を行なうことができなかった。新旧合わせた遺物は、布掘りの堆積土から非ロクロ土師器片が114点 (C-518を 含

む)出土したほか、ヤヽくつかの柱穴から数点の上師器片が出土している。

S D45溝跡  【位置 。重複】調査区の北東角で、西から東方向に下がる大きな落ち込みとして検出された。当初

の調査区内では、自然堤防縁辺の傾斜面か旧河道かまたは他の遺構か判断できなかったので、調査区の一部を東側

に拡張して調査を行なった。同一検出層位の遺構としてはS D23溝跡に切られている。また検出部の北側と東側を

ノ

‐

図中

番号

鎌

号

堂

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本 層 還構名 遺構層 収上No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 幅 ミ径 重 (調 整 素材 産地 時期 分類 )

, X-16 SD-45 2層 続縄文土器 深 鉢 体部片  RL縄文 96- 5

2 C-458 SD-45 3層 非ロクロ土師器 ミニチュア 47 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナ デ  外面赤色

3 C-437 SD-45 」3層 非ロクロ土師器 必 Ⅲ面:ヨ コナデ、ナア、ヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ナデ、ヘラミガキ 79- 7

C-436 SD-4FD 2層 非ロクロ土師器 不 pr面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラミガキ 内面:ヨ ヨナデ、ヘラ

5 C-438 3D-4「D 3層 非ロクロ土師器 rTN 4( 十面 :日縁罰ヨナア、体言[ヘ ラミガキ 内コ 1日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 77- 6

6 SD-45 2層 非ロクロ土師器 ITN II面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラ ガキ

-439 SD-45 3層 ,Fロ クロ土師器 イ 外面 :ヨ ヨナデ、ナデのち一部ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 76-19

8 -440 SD-45 3層 非ロクロ土師器 不 外面 :口縁 ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 :不 明

9 -435 SD-45 3層 非ロクロ土師器 係 52 16( 夕(面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ  内外面赤色

10 -441 SD-45 3層 非ロクロ土師器 郎 10( ホ面1日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面:日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 78- 6

11 -443 SD-45 3層 非ロクロ土師器 イ Ⅲ而:日縁ヨコナテ、林部ナデ 内面:回縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ  ロ辱平坦



第 2章 調査の概要

0                        10cm

図中

番号

登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高・長 口径 碇 本部径 厚 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 -463 SD-45 2層 非ロクロ土師器 葛郭 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラナデ 内面 |ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 83- 6
2 -444 SD-45 3層 非ロクロ土師器 高郭 外面 :ヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデのちヘラミガキ 83- 3
3 -446 SD-45 23層 非 ロクロ土師器 高不 外面 |ヨ ヨナデのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデのちヨコナデ 83- 5

-447 SD-45 〕4層 非ロクロ土師器 高郭 10℃ 外面 :ヨ ヨナテ、ヘラミガキ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ベラ 83- 7
5 -462 SD-45 23層 22 非ロクロ土師器 高郭 4山 |ヨ コナデ、ヘラミガキ、ナデ 間面:ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ、ヘラナデ、ナデ 83- 8

-448 SD-45 2層 非ロクロ土師器 高杯 17 外面 :ヘ ラナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ、ナデ

7 -461 SD-45 23層 非ロクロ土師器 高郭 184 外面 :ヘ ラナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ、ナデ、ヘラナデ 83- 9
8 -465 SD-45 3層 非ロクロ土師器 高郭 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、すデ、ヨコナテ 83-10
9 -445 SD-45 23層 非ロクロ土師器 高杯 外面 :ヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデのちヘラミガキ
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第113図 SD45溝跡出土遺物 2



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

0                         10cm

番号 番 号

出 土 地 百
〔

分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 澄構層 取上No 種 別 善種 杵高 長 日径 帳 体部径 底径 重 (調整 素材 産地・時期 分類 )

l C-466 SD-45 3層 非ロクロ土師器 高郷 150 牛面:コ コナデ、ヘラミガキ 内駈Iヘラミガキ、ナア、ヘラナデ、ヨコナデ  内タト面赤色 84-2
2 C-464 SD-45 3層 16 18 非ロクロ土師器 高郭 小面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ナデ 84-1
3 C-457 SD-45 2層 非ロクロ土師器 高不 十面 :ヨ コナデ、ヘラ ミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

4 C-454 SD-45 3層 非ロクロ土師器 高 不 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 iヨ コナデ、ヘラミガキ

5 C-456 SD-45 13層 乖ロクロ上師器 葛琢 小面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ? 内面 :ヘラミガキ?  内外面赤色

6 C-455 SD-45 3層 14■517 lFロ クロ上師器 葛郷 Ⅲ面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ  再酸イ七
7 C-451 SD-45 3層 9 Jμ ロクロ土

'雨

器 司イ 127 ll面 :ヘラミガキ 内面 :ヘラケズリ、ヘラナデ、ヨコナデ、ヘラミガキ

8 C-453 SD-45 4層 非ロクロ土師器 膏郭 (56) 12〔 ホ面 :ヨ コナデ 内面 :ヘ ラナデ、ヨヨナデ
9 C-450 SD-45 3層 5 非ロクロ土師器 高郭 十面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面 :ナ デ、ヘラナデのちヨコナデ

C-452 SD-45 3層 非ロクロ土師器 高郭 牛臨Iヘラミガキ、ヨコナデ 向面:ヘ ラケズリ、ヘラナア、ナデ、ヨコナデのちヘラミVlキ

1ユ -449 SD-45 非ロクロ土師器 高邦 11 朴薗 :ヘ ラ ミガキ  内面 :ヘ ラナ デ、 ナ デ

第刊14図 SD45溝跡出土遺物 3
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第 2章 調査の概要

0              10cm

番号 番 号

出 土 地 占
ト

分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 避構名 避構層 取上No 種 別 器 種 手高 '損 日径 幅 体部径 1調整・素材 産地・時期 ,分類 )

-469 3D-45 34層 非ロクロ上師器 」ヽ型重 3 外面 :休部ナデ、底部ヘラケズ リ 内面 :体部ナデツケ

2 -468 SD-45 3層 非ロクロ主師器 1ヽ型壺 70 85-1

3 470 SD-45 4飛雪 非ロクロ土師器 小型壷 タト面1口縁ヨコナデ、ナデ、本部ヘラナデ 内面1日縁ヨコナデ、ヘラナデ、体訃ナデ

4 -467 SD-45 1層 非ロクロ土師器 小型壷 7 外面:ヨ コナデのちヘラミガキ、ヘラケズリ 内顧|ヘラミガキ、ヘラナデのちナデ 85-

-473 SD-45 3層 非ロクロ土師器 中型壷 175 14ユ 外面 :ヨ コナデのちヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ナデ 86-6

6 -472 SD-45 3層 非ロクロ土師器 中型壺 (103) 米面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 !ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラナデ ?

7 -471 SD-45 非ロクロ土師器 中型重 44 舛面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナ デ  体部外面 と内面日縁都赤色

8 -476 3D-45 23層 非ロクロ±1市器 (165) i284) ll面 :ハケメのちヨコナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

9 -475 SD-45 23)髯 非ロクロ± 1雨器 (160) 外面 :ハ ケメのちヨコチデ 内面 !ヨ コナデ

SD-45 3層 非ロクロ上師器 一質 236 6[ ウト面:ヨ コナアのちヘラミガキ、ヘラナデ 内面iヨ コナア、ヘラミガキ、ヘラナデ 87-4

第刊15図 SD45溝跡出土遺物 4



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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0                        10cm

番 号

琢
号

堂
番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 幅 体部径 厚 ミ径 重 (調 整  素材 ・ 産 地 ・ 時期 ・分類 )

1 C-485 3つ -45 2層 X'Y 非ロクロ土師器 一璽 49を 235 473 H銹ヨそ至子ち検獣↑子
メ
笑ョ今子

ミ 87-6
2 C-482 SD-45 3層 3 非ロクロ土師器 電 15を 136 8℃ 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラミガキ

3 C-481 SD-45 3層 非ロクロ土師器 甕 13[ ユ48 外面 :ヨ ヨナデ、すデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ

第116図  SD45清跡出土遺物 5
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図中

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 破上No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 幅 1体部径 厚 蔓径 ,重 (調整 索材 産地・時期・分類 )

1 -480 3D-45 23層 非ロクロ土師器 奏 124 外面 :ヨ ヨナデ、ナデ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデのちナデ

2 477 3D-45 2層 非ロクロ土師器 襲 64 外面 :ヘ ラミガキ 内面 |ヨ ヨナデ、ヘラナデ ?  炭化物付着 92-1

3 -479 3D-45 23層 非ロクロ土師器 発 259 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラナデのちヘラミガキ

4 -478 SD-45 3層 非ロクロ土師器 甕 24) 19〔 250 71面 :ヨ コナデ、すデのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラチデ

5 C-488 SD-45 23層 非ロクロ土師器 甕 133) 182 228) ll面 |ヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミガキ

6 C-484 SD-45 234層 非ロクロ土師器 誕 193 332 外 薗 :ヨ コナデ 、ヘ ラ ミガキ  肉面 !ヘ ラ ミガ キ   広 回

7 C-459 】D-45 2層 非ロクロ土師器 甑 (51) (179) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ  無底

8 C-460 SD-45 3層 非ロクロ土師器 甑 外面 :ヘ ラミガキ  単▼L

第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

第117図 観察表
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SXl遺構によって大きく壊されている。【方向・幅】方向はN-24° ―Eで、SA2柱穴列に近い。 S D45溝跡

の西側壁面とAS2柱穴列は、古期で245cm。 新期で280cmの 間隔で並行してのびている。溝の幅は、検出部分の

上部で495cm、 底面で130～ 2 10cmを測る。溝底面の中心から、上面幅は6.5m前後と推定される。【深さ。断面形】

6層上面からの深さは140cm前 後である。壁面は平坦で、直線的にのびている。底面は平坦で、底面と壁面との境

は緩い角がついて立ちあがる。西壁の壁面には、検出面から約 lm下がったところに幅50～ 70cmの テラス状の段

が形成されている。断面形は、階段状の逆台形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は大別 4層・細別 9層 に分

けられた。 1層 はにぶい責褐色ないし褐色のシルト・砂 ,砂質シルト等からなる堆積土で、部分的に戊化物を僅か

に含む。 5b層等を起源とする自然堆積層と考えられる。 2層 はにぶい黄褐色のシルトで、土器の破片が多く含ま

れている。 3層 は灰黄褐色を基調とする粘上で、層中に炭化物を多く含む黒褐色粘土の薄層を、何層にも縞状に含

んでいる。この層からは、一括土器を含む多量の土師器が出土している。溝に人為的に捨てられた廃棄物などによ

って形成された堆積層と考えられる。4層 は灰黄褐色と褐色のシルト層で、溝下部の自然堆積と考えられる。出土

遺物としては土師器が多く、復元・実測を行なった51個体 (C-435～485)の ほか、コンテナ4箱分の破片が出土

している。51個体は、 3層から出土したものが多く、器種としては杯 9点 。高杯20点 ・甑 2点・小型壼 7点・壼 4

図中

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 景 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 . ヨ径 幅 本部径 厚 底径 (調整 素羽 産地 時期 分類 )

l Kd-91 SD-45 2層 石製模造品 緑泥石片岩

2 Kd-307 3D-45 3層 石製模造品 臼 玉 01 緑泥石片岩

3 Kd-308 SD-45 3,曽 石製榎造品 日 玉 0( 0( 緑泥石片岩

4 Kd-309 SD-45 3層 石 |■l模造品 臼エ 0〔 01 緑泥石片岩

5 Kd-310 SD-4「D 3層 石製模造品 臼玉 01 緑泥石片堵

6 Kd-311 SD-45 3層 石製模造品 臼玉 0と 緑泥石,キ た
7 Kd-312 SD-45 2層 石製模造品 臼王 0〔 0( 0そ 緑泥石片岩 [16-9

8 Kd-313 SD-45 3層 石製模造品 臼玉 0ゼ 01 緑泥石片岩

9 Kd-314 SD-45 3層 石製模造品 臼玉 0( 緑泥石片岩

【d-315 SD-45 3層 百製模造品 ヨ 王 0ィ 緑泥石片岩

11 Kd-316 SD-45 3層 石製模造品 ヨ 玉 0〔 0( 緑泥石片岩

Kd-317 SD-45 3層 石製模造品 臼玉 0と 緑泥石片増

13 Kd-318 SD-45 3層 石製模造品 臼王 緑 Vと石片拮

14 Kd-319 SD-4rD 3層 石製槙造品 臼王 緑泥石片岩

15 Kd-320 SD-45 3層 石製模造品 臼玉 0と 緑泥石片岩

【d-321 SD-45 3層 石製模造品 自 玉 0( 緑 lPL石 片岩

第刊18図 SD45溝跡出土遺物 7



第 2章 調査の概要

点・甕 8・ ミニチュア 1点がある。土師器以外には、 2層から石製模造品の剣形 1点 (Kd-91)と 臼玉168点

(Kd-307～ 321他153点 )。 3層から黒曜石製の剥片 2点 (Ka-66・ 67)・ 琥珀片などが出上している。

2)溝跡

S D24溝 跡 【位置。重複】調査区北部のS19竪穴住居跡の南側で検出された。S D40。 41溝跡、S K 104・

137土坑を切り、S D44溝跡に切られる。【方向・幅】方向は、僅かに蛇行しているが、概ねN-54° 一Wである。

幅は、上面で40cm、 底面で20cm前後である。【深さ。断面形】深さは30cm前後であるが、部分的にこれより深く

なっており、50cm近いところもある。底面は、南東側が北西側より30cm程低い。断面形は、凹形に近い逆台形で

あるが、部分的に不整形なところもある。【堆積土・出土遺物】堆積土は、上部が暗褐色の粘土質シルト、下部が

黒褐色の粘土質シルトで、基本層 7層起源のにぶい黄褐色土などのプロックを含む。遺物は、堆積土中から多数の

土師器片が出土している。

S D25清跡 【位置・重複】調査区北部のS19竪穴住居跡とSD14溝跡の間で出された。S19竪穴住居跡とS

K105土坑に切られる。検出範囲はlmと短い。【方向・幅】方向はN-52° 一Wである。幅は、上面で55cm、 底

面で40cm前後である。【深さ。断面形】深さは10cm前後である。底面に高低差はない。断面形は、舟底形を呈す。

【堆積土 。出土遺物】堆積土は、暗褐色の粘土質シルトである。出土遺物はない。

S D26溝跡 【位置。重複】調査区中央北部で検出された。S110竪穴住居跡とSR3a溝跡に切られる。検出

面では1条の溝と見られたが、調査の結果、新旧2条の溝が並行して存在することが確認された。北東側 (A期 )

が新しく、南西側 (B期)が古い。検出範囲はB期で約 2mと 短い。【方向。幅】方向は、N-59° 一Wである。

幅は、A期が上面で60cm・ 底面で20cm前後、B期が上面で45cm・ 底面で25cm前後である。【深さ。断面形】深さ

はA期が20cm o B期 が30cmである。断面形は、A期が舟底形・B期がU字形に近い逆台形である。【堆積土・出

土遺物】A期の堆積土は2層 に分けられ、上部が灰黄褐色の砂質シルト、下部が黒褐色の粘土質シルトである。B

期は、黒褐色のシルト質粘上で、含有物等の違いで3層に分けられる。遺物は、A期から土師器郭 1点 (C-493)

を含む非ロクロ土師器片多数と石製模造品2点 (Kd-249。 250)・ 続縄文土器1点 (X-12)、 B期から土師器

小型壼1点 (C-494)を含む非ロクロ土師器片35点・黒曜石の剥片 1点 (Ka-84)が 出土している。

S D28溝跡 【位置・重複】調査区中央南部で検出された。S D34溝跡、SX7遺構を切る。【方向。幅】方向は、

N-31° 一Wである。幅は、上面で90cm、 底面で50cm前後である。【深さ。断面形】深さは20cm前後である。断

面形は、舟底形である。【堆積土 。出土遺物】堆積土は、 2層に分けられ、上部が炭化物を多量に含む黒褐色のシ

ルト、下部が黒褐色の粘土質シルトである。遺物は、堆積土中から非ロクロ土師器片が多数出土している。

S D29清 跡  【位置 。重複】調査区中央南部で検出された。S Kl15土抗を切る。【方向・幅】方向は、N―

28° 一Eである。幅は、南西側が広く、北東側が狭くなっている。南西側の上面が130cm、 底面で40～60cmで あ

る。北東側は上面で40cm・ 底面で20cm前後である。【深さ。断面形】深さは、中央付近で35cm前後である。底面

第119図 5a層除去後 (5b-7層 )検出清跡断面 注記

SD36(北 側)                                          SD39 SD39

土層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 り質シルト陽色の砂 をまばらに含む

SD42

上層 No 上   色 土 質 備 考

1 10YM3 に示い黄楊色 シルト にぶい黄橙色の小ブロックをわずかに含む

2 10YR6/4 にぷヤヽ黄糧色 シ,レ ト 翻
盈要訴纂亀七,芳 (霊号僧星監'そと苛,佗疹ぞ懸恩

3 ЮYR3/3 暗掲色 稿土買シルト 季家湾雰標
色
た基ょ書箔食テ掃(4ビ篭キ拿ぞ彦そ砦懇

をわ 土層No 土    色 土 質 備 考

ユ ЮYR2/3 黒褐色 シルト 炭化物 をわずかに含む

2 10YR3れ  暗褐色 砂質シルト 炭化物をごくわずかに含む

上層No 土   色 土質 備 考

1 10YR5/3 にぶtヽ 黄協色 砂質シルト 暗褐色土、にぶい黄橙色上のプロックを多量に含む

10YR3泡  黒褐色 シ,レ ト 焼土炭化物、灰 を縞状 に多層となって含む

10YR5/3 にぷい斎褐色 紗質シルト 著褐色上のブロックをまばらに含む
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SD24

土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト こぶい賞褐色シルト土、にぶい女橙色シルト土を大きめのプロックで含む

10YR〃 3 黒褐色 粘土質シル 博十と物を含む、浅黄橙色粘土を大アロッタを、にぶい黄褐色シルトを小アロックで含b

3 10YR6/4 にパい責笹色 シル ト 黒褐色 シル トのブロックをわずかに含む

SD34(北辺 )

土層No 土 色 土質 備 考

10YR2/2 黒褐色 シルト 炭1ヒ 物をまばらに含む、黄lBl色 の小プロックをわずかに含む

10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト 褐色上のブロックを全体に含む

lc 10YR2/2 黒褐色 シル ト 上師器辺を多量に含む

10YR2/3 黒俗色 え化物をまばらに含む

le 10YR2/1 黒色 粘土質シルI 炭化物紅を微量に含む

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル| B色上のブロックを斑状に含む、早色上のブロックを少量含む

SD34(西辺 )

SD25

土層 No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色シル トのブロックを含む

にぶい黄橙色上を霜降状に合む

お土質シルト炭化物粒をわずかに含む

シルト質粘土

シルト質粘土 中央部に粗砂 を霜降状に含む

にぶい黄褐色の砂のブロックを多 くシルト質ibL土

土層No 土 色 土質 備 を

la 10YR3/2 黒褐色 砂質ンルト 炭物、褐色上を箱降状に含む

10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト にぶい黄褐色上のブロックを含む

2 10YR3/3 Π旨褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土及び、黒色上のブロックを多量に含む

SD34

土層No 土 色 土 蜜 備 考

1 10YR〃 2 黒褐色 炭化物 を多量 に含む

2 10YR3/2 黒 褐 色 古土質シルト 褐色土の小 ブロックを微量含む

土層 No 土 色 土 質 備 老

1 ЮYR3/3 暗褐色 砂質シル十 木炭粒 を少量含む

2 10YR5/4 にメい黄lBと 砂質シルト 暗褐色上の小ブロツクを多 く含む

3a 10YR3/2 黒褐色 ン,レ ト 木炭のプロックを多量に含む

10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト
黒褐色土と明黄IFJ色 上を霜降状に含む、木炭片と

多く含む、完形土器を含む、土器が多量に出土

4 10YR4/3 にパい黄褐色 少質シルト 上下ににぶい黄褐色上が堆積

褐色土粒、炭化物を含む10YR4/2 灰黄褐色

上のプロックを

ブロックと炭化物を少髭含む

褐色上のプロック、にぶい黄橙色土粒 を含む

を多く含む、炭化物が層状に混入する、

土質のにがい黄橙色のプロックを少量含む

にぶい黄橙色上のブロックを
10YR2/2 黒褐色

と層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 歩質シルト 炭化物をわずかに含む、褐色土のブロックを少量含む

土層No 土 色 土 質 備 考

I ЮYR3/2 黒褐色 砂暫 シル ト 粘上分多 く、わずかに暗褐色土を含む

2 10YR4/2 灰黄褐色 砂暫 シル ト 黒褐色土 をプロック状に少量含む

黄褐色上を霜降状に含む炭化物片を多 く含む

上のプロックを少量含む、木炭片を多量に含む

にがい黄橙色上のプロックを含む

はSD35南 端部の一段下がった部分のみにSD32

土層No 土 色 土質 備 考

] 10YR3/2 黒褐色 ンルト 酸化鉄斑を全体に含む、にぶい黄褐色土を全体に斑状に含む 土層No 土 色 土質 備 考

tOYR3/2 黒褐色 砂質シルト 黒色土 黄褐色上のブロックを多量に含む

暗褐色土を籍降状に含む

10YR4/3 にぶい黄協色 黒褐色上のプロックを含む

第司19図 5a層除去後 (5b-7層)検出溝跡断面
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土層No 土    色 土 質 偏 考

1 10YR4/3 に沐ヤヽ黄褐色 シルト質砂 黒褐色土、にぶい黄橙色上のプロックを多 く含む

2 10YRν 3 に沐い奮避色 シル ト にぶい黄褐色、砂質 シル トのブロックを含む

SD43
B           B′

65m引     ト

づ  陛 __す す ィ

m

第 120図  SD40。 41 ・ 43溝跡

は南西の端が北東部より30cm程低い。断面形は、逆台形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 5層に分けられ

る。遺物は、土師器6個体 (C-495～ 500)の ほか、多量の非ロクロ土師器片が出土している。土師器以外には、

礫石器1点 (Kd-6)と石製模造品 1点 (Kd-206)が出土している。

S D30清跡 【位置。重複】調査区中央南部のS D29溝跡の西側で検出された。S Kl16土坑、S Xll遺構を切る。

検出部の中程を2b層検出のS K33土坑に、北部をS D14溝跡に切られている。〔方向・幅】方向は、N-22° 一

Eである。幅は、上面で40cm、 底面で15～25cmで ある。【深さ。断面形】深さは、約25cmで ある。底面に高低差

はない。断面形は、U字形である。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂質シルトである。遺物は、土師器

2個体 (C-209・ 210)の ほか多数の非ロクロ土師器片が出上している。土師器以外には土錘が1点 (P-12)出

土している。

S D31清跡 【位置 。重複】調査区中央南部で検出された。S Kl17土坑を切り、S114竪穴住居跡に切られる。

【方向・幅】方向は、N-19° 一Eである。幅は、上面で50～ 70cm、 底面で30cm前後である。【深さ。断面形】深

さは20cm前後である。底面は、南側が北側より7cm程低い。断面形は、舟底形である。【堆積土 。出土遺物】堆

積土は、 2層に分けられ、上部が黒褐色の砂質シルト、下部が灰黄褐色の砂質シルトである。遺物は、堆積土中か

ら土師器3個体 (C-501～ 503)の ほか多数の非ロクロ土師器片が出土している。

S D32溝跡  【位置 。重複】調査区中央南部で検出された。SX8遺構を切り、ASl柱穴列 (S D27溝跡)に

切られる。【方向・幅】方向は、N-17° 一Eである。幅は、上面で60cm、 底面で40cm前後である。【深さ。断面

形】深さは10cm前後である。底面は、南側が北側より5cm程低い。断面形は、不整な舟底形である。【堆積土・

出土遺物】堆積土は、にぶい黄褐色のブロックを含む黒褐色のシルトである。遺物は、非ロクロ土師器片が24点 出

Y‐ 10840

SD40 41

粘土質シルト 炭化物を多 く含む、SD40・ 41の 上部に分布

粘土質シルト 褐色 シル ト上、にぶい黄橙色 シル トを籍降状に含む

にぶい貨協色砂質シルトをブロックで含む、黒褐色シルトプロックをわず力1こ含む
シルトを含ひ、黒褐色シルトを小アロックでわす
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第 121図  SD26清跡出土遺物

土 している。

S D33溝跡 【位置。重複】調査区中央南部で検出された。S114竪穴住居跡 。S X10遺構に切られる。【方向・

幅】方向は、N-17° 一Eである。幅は一定しておらず凹凸がある。上面で最大58cm、 底面で48cmで ある。【深

さ・断面形】深さは10cm前後である。断面形は、舟底形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は、2層 に分けられ、

上部が黒褐色の砂質シルト、下部がにぶい黄掲色の砂質シルトである。遺物は、堆積土中から非ロクロ土師器片が

9点出土している。

S D34清跡  【位置 。重複】調査区南部で、 S118竪穴住居跡の周囲で「コ」字状に折れて検出された。S118

竪穴住居跡 。S D35・ 36溝跡、S X12遺構を切り、SAl柱穴列 (S D27溝跡)・ S D28溝跡 。S Kl18・ 119土坑

に切られる。【方向・幅】方向は、北西辺でN-26° 一E、 北東辺でN-64° 一W、 南東辺でN-26° 一Eである。

幅は、北西辺が上面で140cm、 底面で110cm前 後、北東辺が上面で160cm、 底面で60cm前後、南東辺が上面で

120cm、 底面で60cm前後である。〔深さ。断面形】深さは、北西辺が30cm、 北東辺が40cm、 南東辺が40cm前後で

ある。北西の角の部分は、上面の幅が内側に広がっている。南東辺の南端は、階段状に浅くなって立ちあがる。底

面レベルは、最深部で北西辺が6.35m、 北東辺が6.36m、 南東辺で6.26mである。断面形は、北西辺と南東辺が舟底

形、北東辺が逆台形を呈する。【堆積土 。出土遺物】堆積土は、黒褐色ないし暗褐色の上壊を基調とし、各辺とも

数層に分けられた。北東辺の lc層 と南東辺の 3層からは土師器片が多量に出土している。また南東辺の3a。 3

b層中からは炭化物が多量に出土している。遺物は、 3層を主として土師器 7個体 (C-211～ 217)のほか堆積土

中からコンテナ 3箱分の非ロクロ土師器片が出土している。土師器以外には、黒曜石の剥片 2点 (Ka-58・

59)・ 砥石 1点 (Kc-54)・ 石製模造品 2点 (Kd-34・ 35)。 鉄製品 1点 (N-33)な ど多数の遺物が出土し

ている。

S D35溝跡 【位置。重複】調査区南部のS118竪穴住居跡の西辺に近接して検出された。S118竪穴住居跡の

中

号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 還穂層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 帳 体部径 ξ 真径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 X-12 SD-26 A層 続縄文土器 深 鉢 230
'輛

I日縁部縦積有り、体都ハケメのちチ, 内面1日縁ナデ、炭イと切付着、体部ヘラナデ 96-1

2 SD-26 A層 非ロクロ土師器 年 130 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 iヘ ラミガキ、ナデ、ヘラサ

3 SD-26 8層 非ロクロ土師器 小型壷 8こ タト面:ヨ コナデのちヘラミガキ 内面:ヘラナデのちヘラミガキ、ヨコナデ、ナデ、ヘラナデ

4 Kd-249 SD-26 1層 石製模造品 臼 玉 緑泥石片岩

5 Kd-2roc SD-26 I層 石製模造品 ヨ 玉 緑泥石片岩
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0               10cm
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0                   5cm

西辺とは40～ 70cmの 間隔で平行している。S D35溝跡 。S X12遺構 。S D36溝 跡が一連の遺構として、 S118竪

穴住居跡の外周を巡る溝を形成していた可能性がある。S D34溝跡に切られる。【方向・幅〕方向は、N-29° ―

Eである。幅は、中央部の上面で80cm、 底面で25cm前後である。【深さ。断面形】深さは、中央部で15cm前後で

凶 甲

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴   備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 (調整 '素 材 '産 地 時期 分類 )

1 -498 3D-29 1層 非ロクロ土師器 ネ
'卜

血:ヨ コナデ、すデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 肉面 iヨ コチデ、ヘラミガキ

2 -497 SD-29 [層 非ロクロ土師器 林 4 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデのちヘラミガキ 76-20
3 -499 SD-29 1層 非ロクロ土師器 郷 外面 :日縁ヨコナデ、体都ナデ 内面 :日縁 ヨコナデ、体部ナテ

4 -496 SD-29 と,菅

'Fロ

クロ土師器 郷 外面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラミガキ 内面 :目 縁ヨコナデ、体部ナテ 78-13

5 -495 SD-29 1層 1 非ロクロ士師器 不 8 口縁者卜外面に赤色痕有 り
ヨコナデ、ヘラケズリのちナデ角面

77-8

6 -500 SD-29 1層 3 非ロクロ土師器 小型壷 (孔径 0 8cm)
対面 :ョ コナ デ、 ヘ ラケ ズ リの 祐ナ デ

7 Kb-6 SD-29 1層 築石器 凹石 374k[ 条痕あ リ                   デイサ イ 105-6
8 【d-206 SD-29 1層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

9 Kd-256 SD-29 1層 Fl裂 模造品 ヨ玉 緑泥石片七

第122図  SD29溝跡出土遺物
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第司23図 SD30清跡出土遺物

第124図  SD31清跡出土遺物

あるが、南端部はこれより約20cm低 くなっている。南端部以外の底面は、ほぼ平坦である。断面形は、逆台形な

いし舟底形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は、大別 2層 に分けられる。 2層 は、南端部の 1段低 くなってい

る部分に分布し、 4層 に細分される。2c層 中には、多量の炭化物が含まれている。遺物は、 2層中から土師器 2

個体 (C-650。 651)が出土したほか、1'2層 中から多数の非ロクロ土師器片が出土している。土師器以外には、

2層から砥石が 1点 (Kc-55)出土している。

甲

号

錦

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 重 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種房U 器種 壺径 重 (調整・素材・産地 時期・分類 )

ユ C-209 SD-30 と層 非ロクロ土師器 雪郭 外面 :ヨ ヨナデのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデ

2 C-210 SD-30 1層 非ロクロ土師器 学重 舛而Iヘラナデのちヘラミガキ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面iヨ コナス ユピオサエ、ナデ

3 P-12 SD-30 l層 土製品 土 鍾 球形 118-12

く

Ｔ

号

凶

香

球

号

堂

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 洋高・ 1部径 厚 氏径 。重 (調整 素材・産地・時期 分類 )

1 C-501 SD-31 [層 昨ロクロ土師器 甕 (68) 292 外面1日縁ヘラミガキ、体部ヘラミガキ 内面 :日縁ヘラミガキ、体部ヘラミガキ

2 C-502 SD-31 l層 rロ クロ上師器 菱 (126) (275) 7〔 外面 :体部ヘラミガキ、底部ヘラミガキ 内面 1体部ヘラミガキ

3 C-503 SD-31 1層 非ロクロ土師器 甕 23を (261) 外面 :ヘラミガキ 内面 :日 縁ヘラミガキ、体部ヘラナデのちヘラミガキ
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0               10cm

番号 番号

出 土 地 占
（

分 類 法 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺椎層 収上No 種房J 器 種 器高 長 口径 艦 体部径 (調整・素材  産地 時期 分類 )

C-216 〕D-34 1層 )Fロ クロ土師器 ミニチュア 外面 :ナ デ 内面 :ナ デ

2 C-211 SD-34 3層 非ロクロ土師器 邸 61 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 79- 1
3 C-212 )D-34 3層 非ロクロ土師器 高 郭 (57) 外面 ヨコナデ、ヘラ ミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

4 C-213 ,D-34 3層 非ロクロ土師器 高 郭 /1面 ヨコナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

5 C-215 ,D-34 3層 2 非ロクロ土師器 小型壷 II・面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラナデ 84- 4
C-217 SD-34 1 非ロクロ土師器 小型壷 (51) 朴nl:ナ デ  内面 :ナ デ

C-214 SD-34 底 面 非ロクロ土師器 中型壼 外面 !ヘ ラミガキ 内面 :ナ デ

8 Kc-54 SD-34 1層 賦石 庄状 1 lι 10を 面取 り加工 砥面 4面               買拮 112-11
9 N-33 SD-34 3層 鉄製品 汲 120) 竪巻痕残存 117 5

Kd-34 SD-34 1層 石製模造品 円板 15 11 緑泥石片岩

11 Kd-35 SD-34 1層 石製模造品 円板 2 緑泥石片岩

0                          10cm

第刊25図 SD34溝跡出土遺物

一け―に
面  3

番 号 番号

出 土 地 占
【 分 頌 法 量 特  徴 ・ 備  考

写真図版
基本層 遺椿名 遺構層 取上No 種房」 器種 語高 長 日径 ti (調整・素材 lL地  時期・分類 )

1 -651 SD-35 2層 非ロクロ土師器 ニチュア 沐nl:ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

2 -650 SD-35 2層 非ロクロ土師器 高 郭 外面 :ヘ ラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデのちヘラミガキ、再酸化

3 Kc-55 3D-35 2層 眠石 不 明 砥面 2面                   アルコース

第126図  SD35溝跡出土遺物
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番号

登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺種名 遺構層 取上No 種 別 器 種 澤高 '長 口径 li 1部径 厚 底径 (調整 素材 産地・時期 分類 )

ユ C-504 SD-36 12層 非ロクロ土師器 邸 外面 :ヘ ラナデのちヨコナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 77-15

2 C-505 5D-36 1,督 非ロクロ土師器 rTN 3 舛面 !ヨ ヨナデ、ナデのちヘラミガキ 内面 :ハ ケメのちヨコナデ、ヘラミガキ 79-8
3 C-506 SD-36 1層 南2層 非ロクロ土師器 郭 外面 :ヨ コナデ、すデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ

4 C-507 SD-36 南 2層 非ロクロ土師器 高不 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、シボリメ

5 C-508 :D-36 1層 非ロクロ土師器 高杯 (114) 外面 |ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コ,デ、ヘラミガキ、テデ、ヘラケズリ

6 C-509 SD-36 1層 非ロクロ土師器 高杯 (128) 外面 :ヨ コナデ、ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデ

7 SD-36 南 2層 非ロクロ土師器 高郭 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

8 SD-36 1層 非ロクロ土師器 高杯 222 71面 :ヨ コ

'デ

、すデのちヘラケズリ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

9 SD-36 南 2層 非ロクロ土師器 高不 15〔 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :シ ボリメ、 ヨコナデ

10 SD-36 1層
'Fロ

クロ土師器 小型壺 (66) 83 4 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズ リ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデ

11 SD-36 1層 非ロクロ土師器 斐 3 外面 :ハ ケメ 内面 :ナ デ

SD-36 非ロクロ土師器 甕 (323) 外面 :ヨ ヨナデ、ヘ ラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ ?

第127図  SD36清跡出土遺物 1
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0            5cm

S D36溝跡 〔位置・重複】調査区南東部で検出された。SR3a溝跡を隔てて東壁際の中央部までのびている。

南半部は、S118竪穴住居跡の東辺と110～ 130cmの間隔でほぼ平行している。S D23・ 34溝跡、S K 126土坑に切

多

萎

照

甲

号

凶

立費 番号

出 土 地 点 分    類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 置構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 幅 底径 (調整 '素材・産地 時期・分類 )

C-514 SD-36 3層 非ロクロ土師器 型 (172) 界面・ ヨコナデのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

2 C-517 SD-36 1層 非ロクロ土師器 甑 ホ面!ヘラケズリのちヘラミガキ、すデ 内面iヘ ラナデのちヘラミガキ、無底

3 Kb-7 2層 礫石器 台 ? 23に F 条痕有 リ                   デイサイ ト 105-7

4 【d-254 SD-36 1,膏 模造品 臼玉 緑泥跡片増

第128図 SD36溝跡出土遺物 2
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図
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録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 置構層 取上No 種 別 器 憧 器高 長 ヨ径 幅 体部径 ミ径 重 (調整・素材・ 産地 時期 分類 !

1 SD-39 1層 非ロクロ土師器 発 (70) (153) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラナデ

C-520 SD-41 1層 非ロクロ土師器 小型壷 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

3 Kc-88 SD-41 1,曽 砥 石 板】犬 10を 自然石利用 砥面 3面               頁岩 109- 6

4 Kd-87 SD-41 3層 石製模造品 17 緑泥跡片岩 113-13

Kd-88 SD-41 3屑 石製模造品 円板 2t 緑泥跡片増

第129図 SD39・ 41溝跡出土遺物

られている。【方向・幅】方向は、N-21° 一Eである。幅は、南半部の上面で70～ 120cm、 底面で40～ 60cm、 北

半部の上面で50cm・ 底面で20cm前後である。〔深さ。断面形】深さは、南側で約35cm・ 北側で約40cmである。南

側と北側で底面にレベル差はない。断面形は、南側は舟底形であるが、北側では逆台形となっている。【堆積土・

出土遺物】堆積土は、南・北両側とも3層 に分けられた。S118竪穴住居跡近接する南側の2a層中には、焼土・

炭化物・灰が多数の縞状に堆積しており、継続的にこれらの堆積物が投棄されていた可能性が考えられる。また、

堆積土中の所々から破片となった多数の土師器片がまとまって出土している。遺物は、堆積土中から土師器14個体

(C-504～ 517)が出土したほか、 1～ 3層合わせてコンテナ1箱分の非ロクロ土師器片が出土している。土師器

以外には礫石器 1点 (Kb-7)と石製模造品1点 (K-254)が 出土している。

S D39清跡 【位置。重複】調査区西部中央南部で検出された。S16・ 8竪穴住居跡に切られている。【方向・

幅】方向は、N-11° 一Eである。幅は、上面で50cm、 底面で30cm前後である。【深さ。断面形】深さは保存状

態の良いところで17cmで ある。断面形は、舟底形である。【堆積土 。出土遺物】堆積土は、黒褐色の砂質シルトで

ある。遺物は、土師器の甕1点 (C-519)の ほか、非ロクロ土師器片が6点出土している。

S D40清跡 【位置・重複】調査区北部のS18と S19竪穴住居跡の間で検出された。S18竪穴住居跡・S

D24・ 41溝跡、S K 135'104。 105土坑に切られている。【方向。幅】検出部は緩く湾曲しながら折れている。幅は、

上面で40cm、 底面で20cm前後である。【深さ。断面形】深さは20cm前後である。断面形は、逆台形である。【堆積

土・出土遺物〕堆積土は、 2層に分けられ、上部はS D41溝隊と共通する黒褐色の粘土質シルトが覆っている。下

部は暗褐色の粘土質シルトである。遺物は、堆積土中から非ロクロ土師器片が34点 出土している。

S D41溝跡  【位置 。重複】S D40溝跡と平行してその直ぐ北側で検出された。S18竪穴住居跡 。S D24溝

跡 。S K104・ 105土坑に切られている。【方向・幅】検出部は¬形に折れている。北東辺の方向は、N-52° 一W
である。幅は、上面で70cm、 底面で35cm前後である。〔深さ。断面形】深さは35cm前後である。断面形は、逆台

形である。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、 3層 に分けられ、上部はS D40溝跡と共通する。個別部分は上が暗褐

色の粘土質シルト、下が褐色のシルトである。遺物は、堆積土中から土師器の小型壺1点 (C-520)のほか多数

の非ロクロ土師器片が出土している。土師器以外には1層から砥石 1点 (Kc-88)と 、 3層から石製模造品2点

(Kd-87・ 88)が出土している。
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S D42清跡  【位置。重複】調査区中央西寄りで検出された。SAl柱穴列 (S D27溝 跡)、 S18竪穴住居跡に

切られる。また南部はS D14溝跡に切られている。【方向・幅】方向は、N-34° 一Eである。幅は、上面で50cm、

底面で25cm前後である。【深さ。断面形】深さは12cmである。断面形は、舟底形である。【堆積土・出土遺物】堆

積土は、 2層に分けられ、上部が黒褐色のシルト、下部が暗褐色の砂質シルトである。遺物は、堆積土中から非ロ

クロ土師器片が10点出土している。

S D43清跡 【位置。重複】調査区中央北側のS120竪穴住居跡の掘り方底面で検出された。S115。 20竪穴住

居跡に切られる。西側に開いた「コ」字状に折れている。南東辺の長さは約45mである。【方向。幅】方向は、南

東辺でN-23° 一Eである。幅は、上面で50cm、 底面で30cm前後である。【深さ。断面形】深さは約30cmである。

断面形は、逆台形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は2層 に分けられ、上部がにぶい黄褐色のシルト質砂、下

図 中 録

号

登

春

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  ・ 偏  考
写真図版

番号 基本層 遺構名 還構層 張上No 種別 器種 器高 長 口径 幅 体部径 厚 底径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

I
-487 SD-44 2層 非ロクロ土師器 一鍾 (240) 303 外面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ヘラナデ

2 SD-44 2層 非ロクロ土師器 甕 ? 54 外面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラナデのちヘラミガキ

3 SD-44 2層 非ロクロ土師器 甑 124 192 6ε 外面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 iヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 94-7
4 P-24 SD-44 2層 土製品 土 錘 (27) 球 形

第130図  SD44溝跡出土遺物
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部がにぶい黄褐色のシルトである。出土遺物はない。

S D44溝跡 【位置・重複】調査区北部で検出された。S D24溝跡を切る。【方向・幅】方向は、N-47° ―Eで

ある。幅は、上面で40cm、 底面で20cm前後である。【深さ。断面形】深さは20cm前後である。断面形は、舟底形

である。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 2層 に分けられ、上下とも黒褐色のシルト質砂であるが、下部はやや暗

く土師器片が多量に含まれている。遺物は、堆積土中から土師器3個体 (C-486～ 488)の ほか多数の非ロクロ土

師器片が出土している。土師器以外には土錘が 1点 (P-24)出 土している。

SK l
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第131図 S15竪穴住居跡

3)竪穴住居跡

S15竪穴住居跡 【位置。重複】調査区西部の南寄りに位置する。北西辺は側溝及び調査区の外にのびる。SK
90。 91'94。 95土坑に切られる。また2b層検出のS K40土坑に東の角を、S K76土坑に中央部を切られる。【平

土層No 土    色 土 費 傭 考 土層No 土   色 土質 備 考

イ 75YR3/2 黒褐色 砂質シルト 弱い焼け面を成す、僑色焼上のアロック・掟化物片を多く含む SK A 10YR4/4 褐色 ンルト質VJ 暗褐色上のブロックを含む

10YR2/3 黒褐色 ンル ト 能土粒をわずかに含む 10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 2も層のPたの掘 り残 し ?

10YR3れ 暗褐色 砂 SKl l 10YR3/3 暗褐色 ルト質砂 掲色土・黒褐色上のブロックを多く含む

10YR2/3 黒褐色 少質シル ト 懸褐色及び褐色上のプロックを多 く含む SK2 1そ 10YR4/2 灰責褐色 ルト質砂 炭化物をわずかに含む

10YR3/2 黒褐色 ン,レ ト質71 懸褐色土のプロックを少量含む 1モ 10YR3/2 黒褐色 シルト質砂

1 10YR4/3 にぷV瑣褐色 ンル ト質砂 跛量の炭化物 と焼上 を含む 2そ 10YR4/3 にぶい責褐色 少 暗褐色 シル ト質砂のブロックを含む

2 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト掲色上の小プロックをわずかに含む 10YR4/2 灰責褐色 砂 掲色土を斑状に含む

3 10YR4/2 反黄褐色 ルト質砂 こぶい黄褐色の砂のプロックを含む

139
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録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 (調整・素材・産地 時期 分類)

1 -229 M-5 1層 1 非ロクロ土師器 郷 外面 :日縁ヨヨナデ、底部ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理

2 -230 M-5 1層 非ロクロ土師器 郭 外面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  具色処理 81-9

3 C-228 SI-5 1層 2 非ロクロ土師器 不 外面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ、ベラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 81-8

4 C-226 SI-5 1層 非ロクロ土師器 琢 夕

`面

:日縁ヨコナデ、体郡ヘラケズリ 内面:ヘラナデのちヘラミガキ  黒色処理 81-7

5 C-227 SI-5 2層 非ロクロ土師器 郭 外麗 1日縁ヨコナデ、ヘラミガキ、体部ヘラミガキ 内麗 I口縁ヘラミガキ

6 C-233 SI-5 汰 面 非ロクロ土師器 富郭 界面 :口縁 ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内向 :ヘ ラミガキ

7 C-234 I-5 床 面 非ロクロ土師器 葛郷 Il面 :ヨ コナデ、ハケメ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデツケ、ヘラナデ 82-7

8 C-235 】I-5 床 面 11 非ロクロ土師器 琳 105 林面 :日縁ヘラミガキ、体部ヘラミガキ 内面 1日縁ヘラミガキ、体部ナデ 93-7

9 C-231 SI-5 1層 3 賓 (128) (208) 外面 :ヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

-232 SI-5 1層 2 非ロクロ土師器 甑 外面 :日縁ヘラミガキ、体部ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

第132図 Si5竪穴住居跡出土遺物 1
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面形・規模。方向】平面形は方形を呈すると推定される。北東から南西方向の軸長505cm・ 北西から南東方向の残

存軸長450cmを 測る。方向は南東辺でN-38° 一Eである。【堆積土】確認面から床面までは12～22cmの堆積土が

残る。主要な堆積土は、 3層 に分けられた。この他に北西部分の堆積土上位に部分的に堆積する土層 (第 131図 イ

～へ)がある。主要となる堆積± 1層 は、にぶい黄褐色のシル ト質砂層、 2層が暗褐色の砂質シル ト層、 3層が灰

黄褐色のシル ト質砂層である。 2・ 3層が床面を覆う。北西部上位の堆積土層は 5層 に細分され、一部は 2層 を切

り込んで床面に達する掘 り込みの堆積層からなっている。最上面の 2カ 所で焼け面が確認されている。北側の焼け

面は長さ50cm・ 幅30cm以上の大きさがあり、近くから何等かの施設に使用された石材が壊れた状態で出土してい

る。この焼け面近 くの 1層中からは土師器が多数出土している。この上師器は、床面から出土したものと比べると

新しい型式の土器群とみられる。【床面 。壁面】床面はほぼ平坦である。壁面は、各辺とも残存部はほぼ直線的に

のびる。残存する壁面の立ち上がりは緩やかである。【ピット・柱穴】ピットは、 5個検出されている。P2が床

面から50cmの深さがある以外はいずれも浅いものである。規格性のある配置や柱痕跡も確認できなかったので、

柱穴と認めることはできなかった。床面の調査後、床面の掘下げを行ない、柱穴の検出を試みたが、確認すること

はできなかった。【炉・施設】炉跡と考えられる焼け面は、住居北側中央の北東壁の近くで検出された。東壁面か

らは約90cm離れている。焼け面の範囲は長軸35cm・ 短軸20cmを 測る。その他の施設としては土坑が 2基検出され

ている。SKl土坑は、住居跡の東角に位置し、東半をS K40土坑に切られている。平面形は不整形で南北長

86cm・ 東西残存幅37cmを 測る。深さは10cm前後で底面の凹凸が著しい。断面形は不整な舟底形である。堆積土は、

褐色土や黒褐色土のブロックを含む暗褐色のシルト質砂層 1層である。SK2土坑は、住居跡の南角に位置する。

略楕円形を呈し、南北長軸82cm・ 東西短軸66cmを 測る。深さは31cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は4層

に分けられ、上部はシルト質砂層で下部は砂層となっている。【掘り方】掘り方の埋め土は、床面の汚れと区別で

きず、土層として確認することはできなかった。【遺物出土状況】前述のように、残存堆積土上部の焼土面周辺の

1層中から、割れた状態の土師器が数個体分出土している。床面からの遺物は少ないが、北壁中央と南壁中央付近

の壁際から、それぞれ小型の鉢と高杯が出土している。また、床面直上から臼玉 1点 とガラス小玉 1点 も出土して

いる。【出土遺物】出土遺物は、図化した土師器10点、黒曜石の剥片 1点 (Ka-61:1層 )、 礫石器 1点 (Kb―

58:床面)、 砥石 1点 (Kc-57:1層 )、 石製模造品 2点 (Kd-202・ 285:1層・床面)、 土製品1点 (P-16)、

ガラス小玉 1点 (X-17:床面)、 琥珀片 (床面)な どがある。

土師器のうち1層から出土した内面黒色処理された郭 (C-226・ 228～ 230)と 大型の郭 (C-227)。 甕 (C―

231)及び甑と考えられる土器 (C-232)は、基本層の3b層で検出されたSR3a溝跡・SX3a遺構・3b層

土器群 。SR3b等 の遺構から出土した一群の土器と類似し、古墳時代後期と考えられるのものである。これに対

し、床面から出土した高杯 (C-233・ 234)と 鉢 (C-235)イま、 5b層 -7層で検出された他の竪穴住居跡等の

遺構から出土した土器群と同じ古墳時代中期に属する土器である。

礫石器は、大型の略長方形の台状のもので、 1面が擦れて平滑になっているほか、側面には条痕が観察される。

土製品は牛角状のもので、中空である。

S16竪穴住居跡  【位置・重複】調査区西部の中央に位置する。S17竪穴住居跡 。S K128土坑を切り、SK
127土坑に住居の北東部を切られる。【平面形 。規模・方向】平面形は、北東から南西方向にやや長い長方形を呈す

る。北東から南西方向の長軸443cm。 北西から南東方向の短軸396cmを 測る。方向は北西辺でN-32° 一Eである。

〔堆積土】堆積土は北東側がやや浅いが、15cm前後の深さで残っている。主要な堆積土は、大別 4層・細別5層 に

分けられた。堆積± 1層 は、多量の炭化物を含む黒褐色の砂質シルト層である。2層 は、褐色土の小ブロックを含

む黒褐色の砂質シルト層である。3層 は褐色シルトのブロック状の堆積で、人為的に埋められた土壌の可能性があ

る。4a層は暗褐色の砂質シルトで、壁際に分布する。4b層は炭化物を含む黒褐色の砂質シルトで、床面全体に
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薄く分布している。〔床面・壁面】床面は緩やかな起伏があるが、ほぼ平坦である。壁面は、上面では多少の出入

があるが底面では各辺ともほぼ直線的にのびる。残存する壁面の立ち上がりは急である。【ピット・柱穴】ピッ

ト・柱穴は検出されなかった。I炉・施設】炉跡と考えられる焼け面は、住居跡の中央より対角線上にやや北東に
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番号

出 土 地 点 分    類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種】U 器種 (調整・素材・産地・時期・分類)

l Kb― 弱 W-5 禾面 石 -3 礫石器 合石 176 凹 `磨面・条痕有 り            角閃石安山岩 108-6

2 P-16 SI-5 1層 土製品 不明 (60) (38) (32) 角盃状

3 【c-57 SI-5 1層 砥 石 不明 (36) (15) (l19) 5Z 砥面 3面                     砂岩

4 Kd-202 Ы-5 1層 石製模造品 ヨ玉 04 04 緑泥石片培

5 SI-5 飛面直上 石製模造品 ヨ玉 銘 l14 緑泥石片名

6 X-17 SI-5 床面直上 ガラス製品 小玉 傲 04 カラー写真39 120-7
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寄ったところで検出された。南北70cm。 東西60cmの 範囲が不整形に焼けている。焼け面の上部は 1～ 2cmの厚さ

で、灰混じりの炭化物に覆われていた。炭化物は、北西から南東方向に長軸をもつ楕円形の広が りを持って分布す

る。その範囲は長軸約115cm・ 短軸約60cmで ある。その他の施設としては土坑が 3基検出されている。 SKl土

坑は、住居跡の北東角に位置している。略円形を呈し東西径60cm。 南北径59cmを 測る。深さは約30cmで、断面形

は不整なU字形である。堆積土は、黒褐色土の砂質シル トである。 SK2土坑は、住居跡中央よりやや北東に寄っ

たところに位置する。炉を切って掘られているが、炉を覆う炭化物は、この上坑の上も覆っている。略円形を呈し、

東西径89cm・ 南北径86cmを 測る。深さは15cmで 、断面形は不整な舟底形を呈する。堆積土は大別 3層・細別 4層

に分けられ、 1・ 2層 には炭や焼土・灰などが含まれている。炉に関係する穴と考えられる。SK3土坑は、南東

角に位置する。住居の南東壁面に沿って掘 られ、平面形は楕円形を呈す。長軸124cm。 短軸91cmを測る。深さは

17cmで、断面形は不整な逆台形を呈する。堆積土は 2層 に分けられ、 1層 は灰責褐色の砂質シル ト、 2層 は黒褐

色の砂質シルトである。2層 中から多量の上師器が出土している。【掘り方】 5層 は掘り方の埋め上で、上下 2層 に

分けられる。掘り方の底面は凹凸があるが、地山の土質が砂質の土壌であるためか、細かい起伏ではない。また、

掘り方の埋め土にはシルト質の土壌が加えられているが、これは床面の荒れを防止するために意識的に混入させた

可能性が考えられる。【遺物出土状況】第134図のように、床面直上の4b層中から、土師器を主とする多量の遺物

と層No 土    色 土質 備 考 と層No 土    色 土 質 備 考

I 10YR3/1 黒褐色 砂質シルト炭化物を多量に斑状に含む、住居南半に分布 3Kl l 10YR3/2 黒褐色 砂質ンル「 黄褐色土・暗褐色上のプロックを含む

2 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 1層 下の南半部に分布、褐色土の小プロックを少量含む SK2 1 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 炭片を多量に含む

3 10YR4/4 褐色 シル ト と褐色上のプロックを少量含む、プロック状の堆積土 ЮYR4/2 灰黄褐色 シルト質粘土 灰 焼土粒を多 く含む、粘性あ り

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト lB色 上のプロックを少量含む 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 焼土泣 を多 く含む

10YR3泡 黒褐色 ♭質シルト帖土を含む、炭化物 を含む 3 ЮYR3/3 暗褐色 砂質シルト にぶい黄褐色上のプロックを含む

イ 75YR4//3 褐色 少質シルト Fの焼土 SK3 1 10Y馳 //2 灰黄褐色 砂質シルト 明黄褐色土及び黒色土 (炭 化物を含む)を 斑状に含む

ЮYR3れ 暗褐色 腸色土のプロックを多量に含む、掘 り方埋土 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト え化物粒を多く含む、遺物を多量に含む

10YR3/2 黒褐色 妙暫シル ト 炭化物を含む、褐色上のアロックをわずかに含む、掘り方埋土

第134図 S16竪穴住居跡
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第 2章 調査の概要

0                        10cm

凶 甲

番号 番 号

分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺穂名 遺構層 取上No 種別 器種 器高 。長 ヨ径・幅 体部径 厚 (調整 '素材 ・ 産地  時期 ・分類 )

1 C-236 ■-6 ta層 非ロクロ土師器 琢 額
'「

面:ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面:ヨ コナデ、ナデ、ヘラミガキ 78-9
2 C-237 】-6 tb層 非ロクロ土師器 郭 牛面 1日縁ヨコナテ、体部ナア、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ

3 C-238 X-6 SK-3 5・ 11 非ロクロ土師器 高郭 1面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 Iヘラミガキ、ナデツケ、ヘラナデ、ヨヨナデ 82-6
4 C-239 】-6 lb層 9 非ロクロ土師器 高郷 「l面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ、ヘラナデ、ナデ 内面 :ヘ ラミガキ

5 C-240 H-6 1月雪 29 非ロクロ■師器 高郭 (&7) 琳面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナ デ、ヘラミガキ

6 C-251 Л-6 ta層 2 非ロクロ土師器 鉢 21 ‖面:ヨ コナデ、ナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面|ヨ コナデ、ヘラミガキ 93-8
7 C-252 X-6 ta層 6 非ロクロ土師器 鉢 123 Ⅲ田 :日 縁ヨヨナデのちヘラミガキ、体部ヘラミガキ 内向 :ヘラミガキ 93-9
8 C-244 M-6 lb層 非ロクロ土師器 小型壺 104 Ⅲ面:日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラケズリ 内面:ヨ ヨナデ、ナデ
9 C-245 証-6 ,K-3底 7・ 10 非ロクロ土師器 小型壺 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :日縁ヘラミガキ、体部ナデ 駆 -6

C-247 H-6 SK-3底 8
'Fロ

クロ土師器 小型壺 88 Ⅲ面:ハ ケメのちヨコナデ、ナデ 内面:ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 84-5
11 -242 SI-6 Ж -3底 9

'Fロ

クロ土師器 小型重 II・面 :日縁 ヨヨナデ、体部ナデ 内面 :口縁ハケメ、体部ナデ

12 -241 Л-6 lb層 lFロ クロ土師器 小型 豆 琳面 :ナ デ 内面 :日縁ハケメ、体部ナデ

13 -246 jI-6 lb層 非ロクロ土師器 小型壷 10C 朴血 :ハ ケ メ、 ナデ 、ヘ ラケ ス リ 内面 :ハ ケ メ、 ナ デ

-243 X-6 lb層 13 非ロクロ土師器 中型壷 (121) I【lC 舛面 :体部ヘラミガキ 内面 i口縁ヘラミガキ、体部ナデ、ヘラナデ

第司35図  S16竪穴住居出土遺物 1



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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番号 番号

出   土   地 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 日径 晰 (調整 素材 産地 ,時期 分類 )

ユ -249 SI-6 ta層 5 非ロクロ土師器 268 7 外両 :ヘ ラミガキ 内面口縁ヘラミガキ、体部ナデ、ヘラナデ 87-2

2 C-250 SI-6 SK‐3底 11 非ロクロ土師器 重 (182) 162 5 外面 :ヘ ラミガキ 内面回縁ヘラミガキ、体部ナデ、ヘラナデ 87-3

3 C-248 】-6 ta層 4 非ロクロ土師器 23] 206 外耐 ヨコナデ、ハケメのちヘラミガキ、ヘラミガキ 内面|ヨ コナデ、ヘラナア、ナテ 87-1

C-261 ■-6 22、  25 非ロクロ土師器 喪 (182) 262 外面 :ヘ ラナデ 内面 :ヘ ラナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ

5 C-259 iI-6 tb層 非ロクロ土師器 養 (221) 舛面 :日 縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 内面 i口 縁ヨコナデ、体部ヘラナデ

6 C-253 SI-6 tb層 非ロクロit耐器 題 (176) 266 外面!日縁ヨコナデ、ヘラナデ、体部ナデ 内面:日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ

第刊36図 S16竪穴住居出土遺物 2
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0                          10cm

番号

図 中

番 号

登 録 脳 土 地 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遣構名 選構層 取 _と No 極 別 器極 器高 長 (IIq整 ・素期 産地 時期 分類 )

1 C-260 SI-6 4b層 17 非ロクロ土師器 箋 (209) 232 外血 :日 縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 内面 1日 縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ

2 C-257 SI-6 a、 b層 非ロクロ土師器 斐 270 76 外面 !ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ、ヘラミガキ 内面 |ヨ ヨナデ、ナデ 90-6
3 C-255 SI-6 I層 、4b層 ,、 33、 36 非ロクロ土師器 甕 (115) 188 外面 1日 縁ヨコナデ、体部ハケメ 内面 :日 縁ヨコナデ、ハケメ、体部ナデ

4 C-254 SI-6 4b膳 15 非ロクロ上H雨 器 墾 (239) 266 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデのちナデ

5 C-258 SI-6 SK-3床 1 非ロクロ土師器 艶 279 外面 :ヨ ヨナデのちヘラミガキ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラナデ 90-7

第137図  S16竪穴住居出土遺物 3



第 7節  5b・ 6'7層検出遺構
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第138図 S16竪穴住居出土遺物 4

が住居全面に広がって出土している。出土土師器は、ほぼ完形のもの、完形または完形に近い状態のものがその場

で潰れたようなもの、破片となって散らばっているものなどが混在 して出土している。また、住居の南東部の床面

からは、浅黄色の粘土塊が数力所から高 く盛 り上がった状態で出上している。粘土は均質で非常に粘性 と締まりが

浄号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺穂名 遺構層 取上No 種 別 器種 【高・長 ヨ径 .幅
1体部径 員径 重 (調整・素材 産地・時期・分類)

1 -263 税-6 b層 非ロクロ土師器 含付奏 77 ホ面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ハケメ 内面:ヘ ラナデ、すデ、ハケメ 93- 1
2 -256 iI-6 4b層 11、  24 非ロクロ土師器 去口菱 331 27( 71・面 |ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

3 -262 SI-6 4b層 非 ロクロ土師器 銀 164 t径 6′ 牛面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミガキ 94-6
4 Kc-58 どb層 S-1 砥 石 柱状 (67) 2 ヨ然石利用 砥面 2面            凝灰質頁を 109-10

5 Kc-59 SI-6 lb層 S-2 砥 石 板状 600( 則向融打加工有 り、砥由 1向、両向に凹み      砂培 110-4
6 Kd-324 SI-6 l層 石製模造品 18 頁 岩

7 Kd-69 SI-6 ta層 石製模造品 円板 0[ 緑泥石片岩

8 Kd-20t 1層 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片を
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第 2章 調査の概要
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土層 No 土    色 土 質 傭 考

10YR3/4 暗褐色 砂質シルト 黒褐色土 にぶい黄褐色土 を霜降状 に含む

lb 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト にぶい黄掲色砂 を斑状に含む

10YR3/3 暗褐色 妙質シルト 黒褐色土をプロック状 に含む

2 10YR3独  暗褐色 り質シルトにぶい黄褐色上をブロック状に多 く含む

イ 10YR2海  黒褐色 少質シル ト 婚禍色 シル トのブロックをわずかに含む

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト

0                      2m

土層 No 土   色 土質 楯 考

SKl l 10YR2/1 黒色 砂質シル ト 焼土・炭化物 土器片 骨片を含む

10YR3/2 黒褐色 砂質ンルト 暗褐色土を含む

10YR4/3 にボい首協也 砂質シル ト

10YR3/2 黒褐色 砂質シルト やや粘性あ り、土器片をわずかに含む

10YR3/3 暗褐色 り質シルトにぶい責褐色上のブロックを多量に含む

10YR4/3 におい責褐t 怪砂 同色のシル トのプロックを含む

第刊39図  S17竪穴住居跡

強く、不純物はほとんど含まれていない。【出土遺物】床面直上の4b層から実測した土師器22個体、SK3土坑

から6個体が出土した。土師器以外には砥石 2点 (Kc-58・ 59:4a。 4b層 )、 石製模造品 3点 (Kd-69。

205・ 324)がある。

土師器には、不 2点 (C-236・ 237)。 高杯 3点 (C-238～ 240)。 鉢 2点 (C-251。 252)・ 小型壷 6点

(C-241・ 242・ 244～247)。 中型壼 1点 (C-243)・ 壷 3点 (C-248～250)。 甕 8点 (C-253～255。 257～

261)、 台付甕1点 (C-263)、 広口秦 1点 (C-256)、 甑1点 (C-262)が ある。奏は全て体部が球形を呈するも

ので、体部外面の調整はヘラミガキ・ヘラナデを主としているが、ハケメ調整によるもの (C-255)も存在する。

甑は、体部が球形の奏の底部を切り取ったような無底のものである。

2点の砥石は、いずれも節理面で割れた石材を利用したもので、 1点の両面は凹石状に僅かに窪んでいる。

S17竪穴住居跡  【位置 。重複】調査区西部中央の南寄りに位置する。 S K 128土 坑に東部を、S16竪穴住居

跡に北部を切られる。また2b層検出S K40土坑に北西辺を、S D14溝 跡に南東辺を切られている。【平面形 。規

模・方向】南東辺が残っていないが、残存部の状況から平面形は、方形を呈するものと考えられる。大きさは、北

東から南西方向の軸長が426cm・ 北西から南東方向の残存軸長約360cmを 測る。残存部から推定される北西辺の方

向はN-40° 一E前後である。〔堆積土】堆積層は浅く、15cm前後である。暗褐色の砂質シルトで、細かく見ると
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混入上の差異によって 3層に細分できる。いずれも自然堆積層と推定される。【床面・壁面】床面は全体の半分程

度しか残存していないが、残存部は緩やかな起伏はあるがほぼ平坦である。壁面は、緩い蛇行があり、壁面の立ち

上がりは緩やかである。【ピット・柱穴】ピット・柱穴は検出されなかった。【炉・施設】残存部では、炉跡やカマ

ドは検出されなかった。また、床の汚れも少ない。住居に関係すると考えられる施設としては、南東の角付近で土

坑が 1基検出された。S D14溝跡とS K128土坑に切られているために全体の形状は不明であるが、残存部で東西

85cm。 南北82cmを 測り、中央部が東西に長軸を持って楕円形に一段下がっている。深さは約25cmで、断面形は残

存部で舟底形を呈する。堆積土は、砂質シルトを主体とし、土色や含有物の相違により6層 に細分される。【掘り

方】掘り方の深さは8～15cmほ どあり、底面には大きな単位での起伏が認められる。掘り方の埋め土は、暗褐色

の砂質シルトを主体としているが、にぶい黄褐色シルトのプロックが多く混入している。【遺物出土状況】遺物は

少なく、床面からは、南西角近くから土師器の郭が 1点出土しているだけである。【出土遺物】土師器 3個体と砥

石 1点 (Kc-60)、 石製模造品 2点 (Kd-191・ 253)が出土している。土師器は郭 (C-264)と 高杯 (C一

265)。 小型重 (C-266)が各 1点ある。床面から出土したのは郭C-264だ けである。この郭とした土器は、器

高が高く、体部と口縁との境が括れて口縁部が外反するもので、鉢と区別し難いものである。石製模造品は2点 と

も臼玉で、 1層からの出土である。

S18竪穴住居跡  【位置 。重複】調査区西部中央のやや北寄りに位置する。5b-7層検出遺構では、 S D40・

41。 42溝跡、S112竪穴住居跡 。S K134土坑を切り、SAl柱穴列 。S D23溝跡 。S K102土坑に切られる。特に

S D23溝跡は住居の北東部を大きく切っている。また2b層検出のS K69土坑・SE2井戸跡 (S K52)・ 3a層

検出のSD7溝跡などにも切られている。【平面形・規模・方向】部分的に壁面が破壊されているが、残存部の状

況から平面形は方形を呈するものと考えられる。大きさは、北東から南西方向の軸長が890cm・ 北西から南東方向

の残存軸長約870cmを測る。北西辺の方向はN-43° 一E前後である。【堆積土】堆積土は、 4時期の貼床層を含め

ると約40cmある。最終床面以降の推積層の厚さは25～ 30cmで、大別 4層 。細別 6層 に分けられる。 la層は暗褐

色の粘土質ンル ト層で、竪穴の上部に広 く分布する。 lb層 は黄褐色の砂質シル ト層で竪穴の北部に分布する。 1
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録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遣構層 吸上No 種別 器種 ヨ径 ti 底径 重 (調整・素材・産地・時期 ,分類 )

1 C-265 SI-7 ta層 非ロクロ土師器 葛杯 外面:ヨ コナデ、ヘラミガキ、すデ 内面 Iヘ ラミガキ、すデツケ、ヨヨナデ

2 -264 床 1 非ロクロ土師器 郭 外面:ヨ コチデ、ハケメ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヨ コナス ハケメ、すデ

3 C-266 la層 非ロクロ土師器 小型壷 (85) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデ

4 Kc-60 玉-7 1層 砥 石 槻 伏 面取 り加工 砥面 4面            デイサイ 111-3

5 Kd-191 Л-7 1層 石製模造品 臼玉 緑泥 石 片君

6 Kd-25( I-7 1層 石製模造品 ヨ玉 α6 0〔 緑泥石片岩

第140図 S17竪穴住居出土遺物
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第141図  S18竪穴住居跡第 1床面

a層 とlb層の上下関係は不明である。 lc層 はにぶい黄褐色のシル ト層で、 la層 と2層 に挟まれた局部的な堆

積層である。 2層 は黒色の粘土層、 3層 はにぶい責褐色の砂質シル ト層で、ともに竪穴全体に分布し、 3層 は最終

床面のほとんどを覆う。 4層は暗褐色の砂質シルト層で、壁際の床面を覆っている。〔壁面】壁面はほぼ直線的に

のびているが、廃絶後に崩落のあったと考えられる部分の壁面上部は凹凸ができている。保存状態の良好な部分の

壁面は急な立ちあがりを呈している。【床面】床面は、同一の建物の輪郭内において、初期床面の上に、 4回の貼

床を行なうことによって、 5時期の床面が形成されている。

《第 1床面》

5層 (貼床 1)の上面を床面としている。5層 は、灰黄褐色粘土を主体とし、褐灰色粘土を多く含む。緻密で堅

く締まっている。層厚は3～ 5cmで、住居北西側の中央を中心に分布している。この面では住居の中央付近を中

心として多量の遺物が出土している。【検出遺構】焼け面 1箇所・土坑 1基・ピット2個が検出されている。焼け

面は北東壁際中央に位置し、壁の傾斜に沿ってやや斜めになった状態で検出された。焼け面の範囲は直径40cm前

後の円形である。SKl土坑は住居内の土坑として堆積±6層 を切った状態で検出されたが、住居内堆積± 1～ 5

層が残っていない部分で検出されているので、第1床面 (ま たは第 2床面)に伴うものか、S18竪穴住居跡より

新しいものかどうか不明である。S D23溝 跡に切られているため、現状は半楕円形を呈し、残存部で東西97cm・

南北約130cmを 測る。深さは40cmで、断面形は舟底形を呈する。堆積土は、 8層 に分けられ、薄い層がレンズ状

に堆積している。2個のピットは小さなもので、性格は不明である。

《第 2床面》

6層 (貼床 2)の上面を床面としている。6層 は、灰黄褐色シルトを主体とし、黒褐色土・暗褐色土・にぶい黄

橙色土の小ブロックを含む。住居のほぼ全域に分布している。層厚は 2～ 4cmで、壁際ではこれより厚くなって

いる。この面での遺物は多くないが、所々から潰れた状態の土師器が出土している。南西の角付近でにぶい黄褐色

の粘土塊が出土している。【検出遺構】土坑 4基・ピット3個が検出されている。SK2土坑は、住居北東部の中

央近くの壁際で検出された。平面形は楕円形を呈し、長軸72cm、 短軸62cmを 測る。深さは40cmで断面形は不整な

舟底形を呈する。堆積土は4層 に分けられ、にぶい黄褐色土と黒褐色土が交互に堆積している。SK3土坑は、こ

の面で検出され、土坑として調査したが、後にSK8土坑と共に住居西角の柱穴であることが判明した。S K4土

坑は、SE2井戸跡とS K 102土坑に切られている。残存部で東西75cm。 南北85cmを 測る。深さは13cmで断面形

は浅いU字形を呈すると考えられる。堆積土は3層 に分けられる。SK5土坑は、SAl柱穴列とS K 102土 坑に

切られている。残存部で東西38cm。 南北52cmを 測る。深さは14cmで 断面形は浅い不整な舟底形を呈する。堆積土

と層No 土    色 土 質 備 考 土層 No 土    色 土質 備 考

la 10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 炭化物をわずかに含も、南北ベルト北側に焼土を多く合む 10YR4/3 におい☆協色シルト

10YRν 6 黄褐色 砂質シルト にぶい黄橙色シル トブロックをわずかに含む 10YR4/3 にぶい女綿色 シ,レ ト

lc 10YR4/3 におい☆C色 ンル ト Pc 10YR3/2 黒褐色 粘 土

2 10YRク1 黒色 i土 褐灰色粘土をブロックで含む 10YR3/4 暗褐色 ルト

3 10YR73 にぷい黄GB 砂質シルト え化物まじる、褐色シルトを褐色シルトブロックを含む 10YR2/3 黒褐色 粘 士 黒褐色シルト、にぶい責橙色シルトを大ブロックで含む

4 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 10YR3/4 暗褐色 り質シルト上部に黒褐色粘上、褐色 シル トを含む

5 10YR3/2 灰黄褐色 粘土 褐灰色粘土を多く合む (貼床 1)粘 土層 P17  i 10YR3/4 暗褐色 雫褐色シルトとにぶい責橙色シルトを大ブロックで含む

6 10YRク2 灰黄褐色 シル ト 10YR5/2 灰黄褐色 シルト 〔ボい☆橙色シルトブロックを層上部に合む、黒協色ンルトを小アロックで含も

7 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 瞥褐色シルトブロック、にぶい黄橙色ブロック含む (貼床 3) 焼±  1 ,VR5/6 明赤褐色 粘土資シルト (上部に灰黄褐色粘土層あり)暗褐色粘土質シルトブロック含む

8 ユOYR2/2 黒褐色 粘土質シルト 炭化物層 を含む 10YR2/2 黒褐色 粘 土 暗褐色粘土質シルトプロックを含む

9 10YR4/3 にパい黄協色 砂質シルト
SKl l 10YR4/4 褐色 シルト にぶい黄栓色 シル トをブロックで含む

10YR4/3 にヽ い費lB色 ル ト

9 10YR3/2 黒褐色 にぶい責褐色土、及化物をわずかに含む (周 藩埋■) 10YR4/3 にぶヤヽ貢襦色 シル ト にぶい黄橙色 シル トを小ブロックでやや多 く含む

10YR2/1 黒色

10YR4//4 褐色

粗砂と粘土

粗砂
黒色粘土 (炭化物)が縞状に堆積

10YR5/3 にパい責穂色 シ,レ ト こぶい責橙色シルトとを大ブロックで含む、褐色シルトを多く含む

10YR2/1 黒色 粘 土 曽上部ににぶい貢褐色シル トを層上に含む (仄イヒ物層)

10Y勲/4 褐色 砂質シルト こぶい費澄色シルトと黒褐色シルトを需降状に含む、文化物を含む (掘 り方翌土) 10YR5/3 にぷい女褐色 シル ト 砦褐色、粘土質シルトを含む、
EH色

粘土をブロックで含む

12 10YR4/4 褐色 砂質シルト にぶい責澄色シルトと鼻協色ンルトをアロッタでわずかに含む (掘 り方埋■) 10YR4/2 灰黄褐色 祐上質シルト 炭化物 を小プロックで含む

イ 25YR5/4 にぷい黄協色 ル ト 音褐色シル トをわずかに含む 10YR4/4 褐色 砂質シルト にぶい責橙色 シル トを層下半にブロックで含む
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上層No 土    色 土 質 備 考

X2  1 10YR4/3 にぷい責縛但 ンル ト えfLOを多く含む、にぶい責橙色シルトをアロックで多く含む

10YR3/2 黒褐色 にぶい買種色ンルトの大プロツクを力すかに含む、炭化物を含む

3 10YR4/3にぶい糞褐色粘土質シルト 暗褐色シル ト上を含む、炭化物を含む

lllYR2/2 黒褐色 粘 土 炭化物 を含む、粘性強い

】K3 1 ЮYR3/3 賠褐色 皓土賃シルト 知し物、焼上をわずかに含と、にぶい寅職色シルトを小アロックで含む

10YRИノ3におい資褐但 砂質シルト tttk今 畜イン変テ雲ギ.

OYR4/2 灰貢褐色 佑土質シル にぶい責橙色 シル トをごくわずか含む

と層No 上    色 土質 備 考

;K4 1 10YR4/2 灰貢褐色 シ,レ ト にぶい貢種色 シル トをプロック状に多 く含む

10YR3/3 暗褐色 シル ト

3 10YR4/3 にお峨 褐進 土質シルト にぶい黄橙色 シル トを小プロック状 に含む

SK5 ユ10YR3/3 暗褐色 シルト 炭化物、焼土をわずかに含む

2 10YR3/3 暗褐色 シル ト にぶい黄橙色ンル トをプロック状に多く含む
J3  1 10YR3/3 暗tB色 少質シルト 炭化物をわずかに含む

2 10YR6/2 灰責褐色 七土 曽褐色シル トわずかに含む

3 10YR3/2 黒褐色 シル ト 黒褐ζ粘土を多くtJ(層下半に)にぶい甍毛ζシルトをアロックで多く含む

152

第142図  S18竪穴住居跡第 2・ 3床面



第7節  5b・ 6。 7層検出遺構
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と層No 土   色 土質 備 考 土層No 土   色 土 質 備 考

〕K6 ユ 組砂、粘土

粗砂と粘土質シルトがまじる、1～15-Aの 小石を

多く含む、炭化物を多く含む、浅黄色粘上のブロッ

クをわずかに含む、褐色シルトをブロックで含む

SК7 1 10YR6/4 にぷヤ環橙色 シルト 黒褐色 ンル トを層上部に多 く含む

ユOYR2/3 黒褐色 10YR3/2 黒褐色 脂上質シルト にぶい責橙色 シル ト、炭化物をわずかに含む

10YR3/2 黒褐色 古土貿シルト にぷい責糧色ンルトの大アロツクを含む、炭化物をわすかに含も

10YR2/3 黒獨色 卜石と鵜上がまじる、粘上の粘性非常に強い、炭化物を含む P13   1 10YR3/2 黒鶴色 簡土 黒色粘土をアロックで含む、にぶい黄糧色シルトアロックを含む

P14  1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 掟化物を含む、鼻也粘上を含と、にぶい黄橙色シルトの大アロックを含む

第143図  S18竪穴住居跡第 4床面
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土層No 上   色 土 質 傭 考

SK8 1 10Y昭/4 暗褐色 ンル ト 民化物を含む、黒褐色シルト、にぶい黄橙色シルトを霜降り状に合む

P6   1 10YR4/3 にぷ囀 也 砂質シルト 盈褐色シルト土をにぶい黄橙色シルトをブロックで含む

10YR3/4 にぷ1哺略t 砂質シルト 景褐色シルトとをアロックでわずかに含む、※ηl、 3よ り明るい

10YR呼3 にぷ
'瑣

硝也 少質シルト
黒褐色シル トをガヽプロックで含む、黒褐色粘土を

10cmほ どの長さで板状で含む

P21  1 10YR3/3 暗褐色 建化物赳多く含む、黒褐色ンルト、にぶい貢橙色シルトを含む

10YR3/4 暗褐色 粘土質ンルト
(η lよ りやや明るい)黒4B色シルトとにぶい貢種色

シルトを大きめのプロックでセ1よ り多く含む

上暦 No 土    色 上 賀 傭 考

P22 1 10Y硝 /3 暗褐色 歯土質シルト
炭化物を層上部に多 く含む、黒褐色ンル トにぶ�

黄橙色シル トを小プロックで含む

P19  1 10YR3/4 暗褐色 も土窟ンルトにぶい黄橙色シル トプロックを含む、炭化物を含む

P20 1 10YR2/3 黒褐色 者土貿シルト 礎化物まじる、にぶい責澄色シルトをごくわずかに含む

lllYR6//4に釉キ難 色 ンルト 黒褐色粘土質シル ト (を 1)をわずかに含む

第144図  S18竪穴住居掘 り方底面



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

は2層 に分けられる。ピット3は住居のほぼ中央で検出された。直径約30cmの円形で、深さは60cmである。堆積

土は3層 に分けられる。ピット4は北西壁の中央の壁際で検出された。北側をS D23溝跡に切られている。東西円

形を呈すると考えられ、東西58cm。 南北65cmを 測る、深さは約20cmである。推積土中より土師器が出土している。

《第 3床面》

7層 (只占床 3)の上面を床面としている。 7層 は、灰黄褐色シルトを主春とし、暗褐色土・にぶい黄橙色上のブ

ロックを含む。 S D23溝跡より北東側には分布していない。また北西辺の壁際にも分布していない。層厚は3cm

前後である。この面での遺物はほとんど出土していない。【検出遺構】焼け面が 1箇所検出されている。焼け面は、

北西辺の壁面中央から約2.2m内 側に入ったところに位置する。住居の北西辺の柱穴列 (P6。 7-SK3・ 8)

の中間にあたり、北西から南東方向の中軸線上にのっている。楕円形に焼けており、残存長軸約40cm・ 短軸約

25cmを 測る。この焼け面については、第 3床面における炉跡と考えられる。

《第 4床面》

9層 (貼床 4)の上面を床面としている。9層 は、にぶい黄褐色の砂質シルトを主体とし、黒褐色土・褐色砂・

にぶい黄橙色土を含む。住居の全域に分布している。平均的な層厚は4～ 8cmである。 9層 の上面に堆積する 8

層は、炭化物が多く含まれ、北西から南東方向の中軸にそって幅広く分布する。特に住居中央と北西壁の中間付近

では、北西から南東に1.8m・ 北東から南西方向に1.6mの 範囲から炭化物が集積した状態で検出されている。炭化

物の集積している場所は、第 3床面で炉跡と考えられる焼け面が検出された場所と重複している。【検出遺構】土

坑 2基・ピット6個が検出されている。SK6土坑は、住居南東部の中央近くの壁際で検出された。SE2井戸跡

とS Kl土坑に切られている。残存部の平面形は不整形で、東西残存幅約60cm、 南北長84cmを測る。深さは10、

で、断面形は不整な舟底形を呈する。堆積土は2層 に分けられ、荒砂や小石混じりの粘土層からなる。SK7土坑

は、北西から南東方向に長軸のある溝状の土坑である。残存部長107cm。 残存幅38cmを測る。深さは16cmで断面

形は浅い舟底形を呈する。堆積土は 3層に分けられる。

《第 5床面》

11・ 12層 (掘 り方埋め土)の上面を床面としている。一部は基本層7層がそのまま床面となっている部分もある。

11・ 12層は、ともに褐色の砂質シルトを主体とし、7層起源のにぶい黄橙色シルトを霜降り状ないしブロック状に

含む。第 5床面でも、北西から南東方向の中軸線上で、北西側の壁から2～2.5m離れたところで、黒色の粗砂と

褐色の粗砂及び炭化物層が縞状に堆積している部分 (10層)があり、この付近で火が使用された可能性が考えられ

る。

【検出遺構】第 5床面では、住居の壁面直下で周溝が検出された。周溝は北東壁面の北西寄りの一部を除いて、残

存壁面の全周を巡る。周溝の幅は20～25cmで、深さは8～15cmである。横断面形はU字形ないし舟底形で、堆積

土は黒褐色のシルトである。掘り方底面で検出されたピットのうち、P15。 16。 17は、土層観察ベルトの検討結果、

第 5床面からの掘り込みであることが確認された。

【柱穴】柱穴は、北角については、 S D23溝跡の底面で検出されたP6。 P7が、西角については、第 2床面検出

のSK3土坑と掘り方検出のSK8土坑が、東角については、P21'P22が相当すると考えられる。南角について

は、SE2井戸跡が掘られたために残っていない。P6は長軸67cm・ 短軸57cmの略円形で、底面標高は5.69mで

ある。P7は長軸60cm・ 短軸52cmの 略円形で、底面標高は5.85mで ある。SK3土坑は長軸65cm・ 短軸52cmの

略楕円形で、底面標高は5.94mである。SK8土坑は長軸74cm・ 短軸60cmの略楕円形で、底面標高は5.90mである。

P21は長軸62cm・ 短軸60cmの略円形で、底面標高は5,75mである。P22は残存長軸48cm・ 短軸48cmの略円形で、

底面標高は5,79mである。なお、第 5床面の標高は6.45m、 第 2床面の標高は6.55mである。西角の柱穴は、 6層で

検出されたSK3土坑が新しく、掘り方底面で検出されたSK8土坑が古いものと判断される。建替えと同時に第
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番号 番 号

出 土 地 占
小

分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版

基本層 遺構名 遣構層 取上No 種別 器種 器高 長 日径 幅 体部径 厚 底径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

C-292 SI-8 67層周市 非ロクロ土師器 イ 外面 :日緑ヨコナデ、体部ナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:体部ヘラミガキ

2 -291 Ы-8 6層 非ロクロ土師器 ネ 61 外面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 :日縁 ヨヨナデ、体部ナデ 79-4

3 -278 SI-8 1床面 非ロクロ土師器 奉 4 舛面 :日 縁ヨコナデ、小部ヘラミガキ 内面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 79-3

4 SI-8 3層 中 非ロクロ土師器 郭 61 舛顧:ヨ コナデ、′ヽケメのちヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヨ コナデ、ヘラミガキ  黒色処理 79-5

5 -270 SI-8 la層 非ロクロ土師器 邸 47 外面 iヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

6 -297 SI-8 H層 非ロクロ土師器 塔 (45) ・l面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 i日縁ヨヨナデ、体部ナデ ?

-203 SI-8 9層 非ロクロ土師器 郭 (50) 121 牛面:日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラケズリ 内面1日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ

8 -276 SI-8 1床 lm 非ロクロ土師器 高郭 (78) 216 朴面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面 :ヘ ラミガキ

9 -289 SI-8 6層 11 非ロクロ土師器 高 郭 (111) 1面 :ヨ コナデ、ハケメ、ナデ、ヘラナデ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、すデツケ

-275 SI-8 1床面 ,3 非ロクロ土師器 高 不 外面 |ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 !ヨ ヨナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ

11 -274 SI-8 1床面 ロクロ土師器 高 郷 162 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラ ミガキ

-294 SI-8 司溝 非ロクロ土師器 高郷 18( 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘ ラミガキ

-277 SI-8 1床面 十ロクロ土師器 高耳 (79) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :シ ボリメ、ナデ、 ヨコナデ

-283 SI-8 5層 非ロクロ土師器 高イ 外面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面 :シ ボリメ、ナデ、ヨコナデ

-290 SI-8 6層 ,3 非ロクロ土師器 高郭 (77) 舛面 :ナ デ、 ヨコナデ 内面 :シ ボリメ、ナデ、 ヨヨナデ

第145図  S18竪穴住居跡出土遺物 1
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第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

笏

Ⅷ

番号

郎 上 地 百
〔

分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版

基本層 琶構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 氏径 重 (調整 素材・産地 時期 分類 )

ユ C-282 31-8 5層 2 非ロクロ土師器 小型壷 10( 牛面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラケズリ 内面 :日 縁ヨヨナデ、体部ナデ 84-7
2 -299 X-8 掘方 非ロクロ土師器 小型壷 265 十面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヨ ヨナデ、ナデ、 シボ リメ

3 -281 SI-8 ユ床面 17 非ロクロ土師器 一霊 (181) 牛向1日縁ヨコナデ、体部オサエ、ヘラミガキ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ナデ

4 -273 SI-8 1床面 4 非ロクロ土師器 (103) 17を (258) 1面 :日 縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ 内面 1日 縁ヨコナデ、体部ヘラナデ

5 -296 SI-8 911層 非ロクロ土師器 片口鉢 (143) rl面 :ハ ケメのちヘラ ミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

6 -269 SI-8 テFロ クロ土師器 A口斐 (169) 404 牛面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 iヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミガキ

7 -2約 SI-8 1床面 非ロクロ土師器 窪 174 (206) 牛面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデのちヘラミガキ

8 -295 SI-8 9 11層 非ロクロ土師器 誕 (63) (212) II面 1口緑ヨコナデ、体部ハケメ 内面:日縁ヨコナデ、ハケメ、lA部 ヘラナデ

9 -298 Ы-8 SK-4 非ロクロ土師器 領 ? (155) 外薗 :ヘ ラミガキ 肉面 :ヘ ラミガキ

第146図 S18竪穴住居跡出土遺物 2



第 2章 調査の概要

謂

番 号

登録

番号

出 土 地 占
ヽ

分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 柔径 重 (調整 素材 産地・時期 分類 )

1 C-284 SI-8 5層 非ロクロ上師器 箋 228 外面 :ヨ コナデ、すデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラチデ 91-2

2 C-285 SI-8 5層 非ロクロ土師器 変 243 5: 面ヽ:日縁ヨヨナデ、体都ナデ、ヘラ
'デ

 内面1日 縁ヨコナデ、体部ナデ 9ユ ー3

3 C-287 SI-8 6層 非ロクロ土師器 楚 215 1面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ ヨナデ、ナデ 91-4

4 C-280 SI-8 1床面 15 非ロクロ土師器 艶 71 牛面 :ヨ コナデ、ハケメ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 91-1

C-288 SI-8 6層 34、  18 非ロクロ土師器 誕 (196) 287 有 :外面
'ヨ

ヨナデ、ヘラナデのちヘ ラミガキ

第刊47図  S18竪穴住居跡出土遺物 3



第 7節  5b・ 6 7層検出遺構
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第刊48図 S18竪穴住居跡出土遺物 4

2床面である 6層の整地が行なわれたと考えられる。 P21・ P22は 、断面観察によってP21が新しく、 P22が これ

に切られているために古いことが確認されている。また、新しい時期の柱穴は、SK3土坑・ P21と も古いものよ

りも外狽1に掘られている。以上のことから、創建の柱穴はSK8土坑 。P6'P22の組合せで、 6層改築段階での

柱穴はSK3土坑・ P7・ P21と いう組合せが考えられる。なお、P7を新期の柱穴として組ませた場合、北角が

鋭角となるので、P6の同位置での建替えの可能性も考えられる。柱間間隔は。柱穴の最深部の中心で測って、古

期のSK8-P6が 4.4m、 P6-P22が 4.lm、 新期のSK3-P7が 5.5m、 P7-P21が 4.4mである。

【掘り方】掘り方の深さは不均―で、中央部などでは20cm以上の深さを有するところがある反面、浅いところでは

掘り方の埋め土がなく、掘り方底面の基本層7層がそのまま初期の床面となっているところもある。掘り方の底面

は概して大小及び緩急の混ざった凹凸面となっている。第144図 のように、壁際や、壁際から僅かに離れて周溝状

に一段下がる部分がある。また、住居の両軸方向と平行する細い溝状の掘り込みも検出されている。これらの溝に

ついては竪穴を掘る際の掘削の状況を示す痕跡と観察された。

【出土遺物】出土遺物は、堆積層・各床面合わせて土師器31個体・続縄文土器 1点 (X-11)・ 紡錘車 (Ke-1)、

砥石 8点 (Kc-61～ 68)、 礫石器 1点 (Kb-34)、 石製模造品55点、黒曜石製石器 1点 (Ka-50)、 ガラス小

玉1点 (X-20)が出上している。

土師器には、郭 7点 (C-270・ 271・ 278・ 291～ 293。 297)。 高杯 8点 (C-274～ 277・ 283・ 289。 290・

294)。 小型壼 2点 (C-282・ 299)・ 壷 2点 (C-273・ 281)・ 片口鉢 1点 (C-296)・ 広口奏 1点 (C―

269)。 奏 7点 (C-279。 280。 284。 285'287・ 288・ 295)・ 甑及び甑の可能性のある土器 3点 (C-272・ 286。

298)がある。片回の鉢は前型式には見られなかった器種である。郭は破片が多 く、完形もしくは完形に近いもの

は少なく、住居に伴うものはC-287・ 291だけである。なお、 3層 出土のC-271は 内面黒色処理されており、黒

色処理の行なわれたものとしては初期の部類に属すると考えられる。高杯 も完形品はない。大ぶ りの個体が多 く、

脚柱部は中央が膨らみ、裾部との境が締まっている。広口甕C-2691よ 、口径が約40cmに復元され、他の奏と比べ

て極端に大きいものである。甑C-286は、球形の体部に外反する口縁の付いた無底式のものである。

甲

号

凶

番 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 ヨ径 幅 体部径 底径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 -286 SI-8 5層 非ロクロ土師器 領 199 に任 51 /1・面 :口 縁 ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

2 -272 3層 非ロクロ上師器 lR 外面 :ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ

3 X― H 9層 院縄文上器 体部片  LR縄 文 96-8

Ke-1 l層 石製品 防錘車 48 4 120-3
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番号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種房U 器種 器高 ヨ径 幅 体部径 罠径 重 (調整 素材 産地 時期・分類 )

1 (c-68 SI-8 氏石 不明 5&〔 よ面2面                   アルコース

2 【c-61 31-8 2′曽 Ц石 不明 (107) 23 砥面 3面、 1面条痕                頁岩 112-14

3 (c-62 SI-8 2層 砥石 板状 (146) 09 120( 自然石利用 砥面 2面、穿孔痕跡有 り       粘板増 109- 7

Kc-63 �-8 3層 砥石 板 状 II収 り力H工  砥菌 3血            デイサイト質凝灰を

5 Kc-66 H-8 未面 S-1 砥石 板 状 430( 田取り加工 砥再 3面 、条痕有り、ノミ痕有リ    デイサイト質凝灰培 5

6 Kc-65 SI-8 来面 砥石 板状 23 阿取り加工 砥面4面、 1面条痕、【C-24と 結合  デイサイト質凝灰岩 4

【c-64 】-8 禾面 低石 不 明 (120) (56) (1 1) 砥面 2面                      頁岩

8 Kc-67 SI-8 氏石 板状 09 面取 り加工 紐子L有 り、砥面 4面    含ざくろ石結晶片岩 110- 9

9 Kb-34 jI-8 2層 礫石 器 09 570( 全面磨面                    扮 岩 107- 1

第149図 S18竪穴住居跡出土遺物 5
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号

凶

番 番 号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺権名 遺構層 取上No 種 別 器 種 (調整 素材 産地 時期 分類)

1 Kd-59 �-8 2層 石製模造品 緑泥石片培

2 【d-61 -8 1層 衝製模造品 45 緑泥石片培 4

3 (d-79 SI-8 H層 百製模造品 53 緑泥石片岩

Kd-84 SI-8 11層 石製模造品 緑泥石片岩 114-1]

5 【d-78 SI-8 9層 石製模造品 円板 緑泥石片岩 115- 9

6 Kd-32と SI-8 6層 石製模造品 板 状 雲母片岩

【d-19サ SI-8 2層 石製模造品 ヨ玉 03 緑泥石片岩

8 Kd-194 SI-8 1層 石製模造品 彗玉 03 緑泥石片岩

9 Kd-19モ SI-8 昼占床 石 製模 造 品 臼玉 緑泥石片宕

【d-2W SI-8 9層 石製模造品 臼玉 0〔 緑泥石片岩

Kd-2111 SI-8 9層 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

【d-20( SI-8 9層 石製模造品 臼 玉 05 緑泥石片培

Kd-2 】-8 9層 石製模造品 臼 玉 05 緑泥石片岩

Kd-211 】-8 9層 石製模造品 ヨ 玉 04 緑泥葛片岩

Kd-21 iI-8 9層 石裂模造品 ヨ玉 05 緑泥石片培

第150図  S18竪穴住居跡出土遺物 6



第2章 調査の概要

第150図 観察表

続縄文土器X-11は、深鉢の頚部付近と考えられる破片である。頚部と体部の境が低い隆帯による区画がなされ、

隆帯の下には小さな円形の連続刺突文が並ぶ。体部には全面に縄文が施されている。

砥石は、面取 り加工されたもの (Kc-65。 67)や、ノミの加工痕のあるもの (Kc-66)の ほか、自然石をそ

のまま利用したもの (Kc-64)が混在している。

石製模造品は、剣形 4点、円板 1点、板状 1点・臼玉49点がある。臼玉の大部分は第 4床面を形成している9層

から出土したものである。黒曜石製の分割礫 (Ka-50)は 、分割面を2次的な加工を行なわずに刃部として利用

しており、石材の表面側に磨耗が観察される。石質は、灰色縞状の曇 りがないもので、鴻ノ巣遺跡から出土する湯

の倉産とみられる多 くの黒曜石 とは異なっている。ガラス玉は、縦に半分に割れたものが堆積土から出土した。

S19竪穴住居跡 【位置 。重複】調査区西部の北側に位置し、東北半部は調査区の外にのびる。S D25溝跡・S

K107土坑を切り、S K 104・ 106土坑に住居の上部を切られる。【平面形・規模・方向】平面形は、検出部から、方

形ないし長方形を呈すると考えられる。北西から南東方向の軸長533cm。 検出部の北東から南西方向軸長310cmを

測る。方向は北西辺でN-34° 一Eである。〔堆積土】堆積土は北東側がやや浅いが、40cm前後の深さで残ってい

る。主要な堆積土は、大別3層・細別7層 に分けられた。堆積± 1層 は、暗褐色の砂質シルト層で堆積上の上部に

分布する。2層は、黒褐色の砂質シルト層で、炭化物や焼土・灰を多く含み、多量の上師器片も出上している。 3

番号

登 録

番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種別 器種 器高 (調整・素材 産地・時期 分類 )

Kd-213 9層 石製模造品 ヨ玉 05 緑泥石片岩

Kd-214 9層 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-215 SI-8 9層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-216 9層 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-21 31-8 9層 衝製模造品 日 玉 緑泥石片岩

Kd-218 税-8 9層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-219 X-8 9層 石製模造品 臼 玉 緑泥石片岩

Kd-220 9層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-221 9層 石製模造品 臼玉 緑泥石片培

Kd-2" SI-8 9層 石製模造品 臼玉 緑〕B石片名

Kd-223 SI-8 9層 石製模造品 臼玉 05 緑泥石片岩

Kd―

"4
9層 石製模造品 日 玉 05 02 緑泥石片岩

Kd-225 SI-8 9層 石製模造品 日 玉 05 緑泥石片岩

Kd-22( Ы -8 9層 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-227 SI-8 9層 石製模造品 臼 玉 04 緑泥石片名

Kd-228 SI-8 9層 石製模造品 自 玉 緑泥石片名

Kd-229 SI-8 9層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-230 SI-8 9層 石製槙造品 自玉 04 緑泥石片岩

Kd-231 SI-8 9層 石製模造品 臼玉 05 緑泥石片岩

Kd-232 SI-8 9層 石製模造品 ヨ 玉 04 緑泥石片岩

Kd-233 SI-8 9層 石製模造品 臼玉 05 緑泥石片岩

37 【d-235 SI-3 9層 石製模造品 臼 玉 05 緑泥石片岩

【d-246 SI-8 9層 石製模造品 臼 三 05 緑泥石片岩

Kd-251 SI-8 11層 石製模造品 臼玉 05 緑泥石片君

40 Kd-255 SI-8 9層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

4ユ Kd-258 SI-8 9層 石製模造品 臼玉 01 緑泥石片岩

42 (d-260 SI-8 9層 石製模造品 日 玉 0′ 緑泥石片岩

(d-264 SI-8 6層 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片岩

Kd-273 SI-8 9層 石製模造品 臼玉 05 緑泥石片岩

Kd-274 SI-8 7層 石製模造品 臼 玉 05 0〔 緑泥石片岩

ltd-276 SI-8 石製模造品 臼 玉 緑泥石片岩

47 Kd-277 SI-8 7層 石製模造品 ヨ玉 04 04 緑泥石片岩

Kd-279 SI-8 石裂模造品 ヨ玉 04 01 緑泥石片岩

ω Kd-281 SI-8 9層 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片岩

50 Kd-287 SI-8 9層 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片岩

Kd-288 M-8 9層 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片岩

52 Kd-290 SI-8 9層 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片岩

Kd-293 】-8 7層 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片岩

Kd-29` SI-8 石製模造品 ヨ玉 緑 泥 石 片岩

Kd-29〔 SI-8 石製模造品 ヨ玉 05 緑泥石片培

56 Ka-50 SI-8 が割礫 使用痕有 り                    黒曜箔 104-1
X-20 SI-8 3層 ガラス製 品 」ヽ玉 (04) カラー写真39 120-6
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土層No 土   色 上 賀 備 考

イ 10YR72 灰黄褐色 砂質シルト

10YR4/2 灰黄掲色 砂質シルト にぶい黄褐色シル トのプロックを含む、シマ リ強セ

第151図  SЮ竪穴住居跡

層は5層 に細分される。灰黄褐色・黒褐色・にぶい黄褐色 。暗褐色の砂質シルトからなり、各層ともにぶい黄褐色

土をブロック状ないし霜降り状に含んでいる。【床面 。壁面】床面はほぼ平坦で、良く締まった掘り方埋め土が床

面となっている。検出部分の壁面は、直線的にのびる。壁面の立ち上がりは急で、ほぼ垂直になっている。【ピッ

ト・柱穴】ピットは、床面上で4個検出された。この内、Plと P4は概ね住居の対角線上に位置すること、床面

からの深さが40cm以上あること、P4で柱痕跡が検出されたこと、などから柱穴と考えられる。Plは、平面形

が円形で、長径28cm・ 短径26cmを 測る。P4は、平面形が楕円形で、長軸24cm・ 短軸19cmを測る。2個 とも比較

的小さな掘り方である。P4の柱痕跡は直径10cmの円形である。Pl― P4の柱間間隔は約240cmで ある。Plと

南東壁面 との間隔は約150cm、 南西壁面 との間隔は約145cmで ある。P4と 北西壁及び南西壁 との間隔は共に約

150cmである。【施設】調査を行なった範囲内において、炉跡やカマドは検出されなかった。その他の施設として

は土坑が 1基 と土手状の高まり1箇所と土坑状の凹地 1箇所が検出されている。SKl土坑は、住居跡の南東角に

位置している。不整円形を呈し東西径105cm・ 南北径100cmを測る。床面からの深さは約40cmで、断面形は舟底形

土層No 土    色 土質 備 考

10Yttν2 灰黄褐色 砂質シルト にぶい費褐色土粒 を霜降状に含むかなブロックを多量に含む

ヒ物を縞状に含む、焼土 灰を縞状に含む

にぶい黄褐色上のブロックを多量に含む

にぶい黄及び灰黄褐色上の大形のプロックを多 ЮYR3/2 黒褐色

にぶい黄褐色土粒 をわずかに含む:比 して泣度が細かい、にぶい貨色のシルトブロックを少畳含む10YR4/3 にぷい黄掲色

にぶい黄褐色土を編状及びレンズ状ににぶい黄色上を霜降状に10YR3/2 黒褐色

粒状の堆積に、暗褐色土をわずかに含む褐色上をうすい編状に含む10YR3/3 暗褐色
土のブロックをわずかに含む粘性あり、にぶいにぶい黄掲色砂のプロックと黒禍色上のブロック争を多畳に含む10YR6/3 にパい☆橙色
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第152図  S19竪穴住居跡出土遺物 1

である。堆積土は、上部は住居の堆積± 3c層が落ち込んでいる。下部には灰黄褐色の砂質シル トが堆積 している。

土坑の北側の縁から土師器が出土している。土手状の高まりは、 SKl土坑の北西側に接 して位置し、住居の南西

壁面から柱穴と考えられるPl近 くまで、壁面に対してほぼ直角にのびている。壁面からの長さは約110cmで、基

底部の幅は30～40cmである。床面からの高さは 3～ 5cm程である。土坑状の凹地は、住居跡の西角付近に位置す

る。南西壁面に沿って長さ215cm。 最大幅約120cmの範囲が、約 5cm程低 くなっている。底面はほぼ平である。凹

番号 番号

船 土 地 占
小

分 類 法 量 特 徴 偏 考
写真図版

基本層 遺構名 遺様層 収上 No 種房」 器種 浄高 長 日径 幅 体部径 厚 (調整 素材・産地 時期 分類 )

C-304 SI-9 】3層 非ロクロ土師器 不 外面!ヨ コナデ、ハケメ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヨ コナデ、ヘラミガキ 77-11
2 C-301 受-9 2層 非ロクロ土師器 郭 外面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラミガキ 内面 |ヨ コナデ、ナデ、ヘラミガキ 78-3
3 C-303 X-9 23層 非ロクロ土師器 杯 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 77-12
な C-309 SI-9 非ロクロ土師器 琢 4 外面 i口縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 :日縁ヨヨナデ、体部ナデ 76-15
5 C-302 SI-9 23層 非ロクロ土師器 r4N 外血:日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 :口縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ

6 C-312 SI-9 床面 非ロクロ土師器 不 57 5 外面 :ヨ コナデ、ヘ ラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 76-11
C-306 Л-9 33c層 非ロクロ土師器 笥不 (69) 外面 :ヨ コナデ、ヘラ ミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ

8 C-310 SI-9 5 非ロクロ土師器 高不 (57) 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ

9 -307 SI-9 3層 非ロクロ土師器 高rTN (52) 外面 :ヨ コナデ、ヘラ ミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

SI-9 床 面 非ロクロ土師器 中型壺 145 舛面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ、ナデ、ヘラナデ 86- 1
-305 SI-9 2層 非ロクロ土師器 小型壺 77 舛面 Iヨ コナデ、ナデのちヘラケズリ 内面 :ヘ ラケズリ、ヘラ

'デ
、ナデ 84- 8

-311 SI-9 非ロクロ土師器 小型壷 (lo o) 外面 iヨ コナデ、ヘラミガキ 内画 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ、ナデ
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0                        10cm

番号

登 録

番 号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 (調整・素材 産地 時期・分類)

1 -3110 税-9 2層 非ロクロ土師器 (69) 192 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

2 -315 SI-9 9 非ロクロ土師器 電 1&( 263 7〔 ホ面:ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヘ ラミガキ、ナデ、ヘラナラ 87-5

3 -308 SI-9 3層 非ロクロ土師器 lR (49) (163) fL径  8′ 外面 :ヘ ラケズリ 内面 :ヘ ラナデ、ヘラケスリ

4 -314 SI-9 8 非ロクロ土師器 去日襲 327 35( 3猛8 R
'卜

面 :日 縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ、底部ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 92-6

第153図 S19竪穴住居跡出土遺物 2
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番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 .長 ヨ径 蠣 (調整 素材 逓地 時期 分類 )

I Kb-36 �-9 床 面 礫石器 誉 敲石 452k` 砂質頁岩 107- 3

2 c― η9 税-9 1層 K石 下明 (37) (26) (09) l面砥面                  アルコース

3 (c-69 SI-9 1層 氏石 不明 2面砥面  1面条痕 Kc-17と 接合         砂岩

4 Kc-71 2層 Ц石 下明 (30) l面砥面   砂岩

5 【c-72 SI-9 2層 砥石 板状 129 側面敲打加工有 り、 3面砥面            頁岩 110- 2

6 くd-58 X-9 1層 石製模造品 苺」 11 緑泥石片岩 113- 5

7 a-49 X-9 1層 打製石器 コア ? 27 104-40

8 P-17 受-9 2層 上製品 と師器 腺刻画 119- 4

第154図 S19竪穴住居跡出土遺物 3
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地の北西の壁際と北西寄 りの一部が掘 り残されており、その間が幅約20cmの 溝状になっている。凹地の堆積土は

灰黄褐色の砂質シル トである。壁際から土師器郭 1点 と北西壁中央寄 りのところから土師器の奏 1点が出土してい

る。【掘り方】掘り方の埋め土は、にぶい黄橙色のシルトで、基本層7層起源のにぶい黄褐色の砂と基本層6層起

源と考えられる黒褐色土のブロックを多量に含む。深さは5～25cmで、掘り方の底面は大小の起伏がある。【遺物

出土状況】遺物は、 2層中から多量の上師器片が出土した。床面からは、土坑の側と土坑状の落込みの他、住居の

中央付近から土師器の発 1個体が潰れた状態で出土している。また南西壁中央近くの床面直上から台状の石と土師

器が出土している。〔出土遺物】出土遺物は、実測した土師器が16個体、礫石器 1点 (Kb-36)、 砥石 4点 (K

c-69～ 72)、 石製模造品 1点 (Kd-58)、 コアと考えられる石材 1点 (Ka-49)、 線刻のある土器片 (P-17)

がある。

土師器は、床面出上のものは少なく、郭1点 (C-312)。 中型壺 1点 (C-313)・ 壼 1点 (C-315)。 広回養

1点 (C-314)の 4点だけである。郭C-3121よ 、台状の底部から半球形の体部となり、日縁は内傾している。中

型壷C-313は、体部径と口縁部径に大きな差はないが、器高に対する口縁部の高さは1/3程度になっている。

礫石器は、長軸20,9cmの扁平な円礫で片面は広く磨られ、反対の面には敲打による浅い窪みが認められる。P―

17は、土師器の奏の体部表面に、幅が 2～ 3mmの沈線で円形のような模様が刻まれている。

S110竪穴住居跡  【位置 。重複】調査区中央の北東に位置する。S D26溝跡を切り、 S K 104土坑に住居の西辺

を切られる。また、S D14溝 跡に住居中央を斜めに切られ、SR3a溝 跡によって東辺の北半部を切られている。

【平面形・規模・方向】平面形は、残存部から方形を呈すると考えられる。大きさは、平行する2辺の残る北から南

方向の軸長で約490cm。 西から東方向も5m前後と推定される。方向は東辺でN-12° ―Eである。【進積土】堆積

土は20～ 30cmの深さで残っている。堆積土は、大別 4層、細別 5に分けられる。 1層 は住居廃絶後の流入土と考

えられる土層で、 2層 に細分される。 la層は暗褐色の砂質シルト層で住居跡全体を厚く覆う。 lb層はにぶい黄

褐色の砂質シルト層で、南壁の際に部分的に分布している。 2層 の黒褐色砂質シルトと、 3層 の黒色シルト層は、

カマド周辺に分布する堆積層で、カマドからつ1出 された灰や炭化物の混じった土層であることから、床面の汚れと

観察された。〔床面・壁面】検出された床面のほとんどは平坦である。ただし、カマドの南側からSKl土坑周辺

にかけては、貼床 (4層)が施されているために、周辺よりも若千盛りあがっている。壁面は、上面の一部が張り

出している部分があるが、残存する辺は直線的にのびる。壁面の立ち上がりは急である。〔ピット・柱穴】ピット

は、 4個検出された。Plは、平面形が円形で、直径は約55cmである。深さは14cmで断面形は舟底形である。上

部に暗褐色の粗砂が 4～ 8cmの厚さで堆積している。P2と P4は住居の対角線上に位置し、30cmの深さがあるこ

とから柱穴と考えられる。P2は平面形が楕円形で、長軸56cm。 短軸40cmを測る。P4は大部分をS D14溝跡に切

られており、半円形に残るだけである。残存部の直径は21cmで ある。P2-P4間の柱間隔は約255cmで ある。P

2か ら東壁及び南壁までは約110cmである。また、P4か ら東壁までも約110cmである。〔カマド・施設】カマドは

東壁中央に位置する。両袖の基底部分が残る。煙道部はSR3盗 溝跡によって破壊されている。カマドの大きさは、

中央部の外寸で約90cm、 内寸で約47cm、 東壁面から袖の先端まで90～100cmである。袖部は、高さ約10cm程が残

る。袖の幅は北側が25cm、 南側が18cmである。現在残っている袖部は、構築土に新しい土層 (C層 )と 古い土層

(D層)の 2時期があり、修復または造り替えが行なわれていると考えられる。左袖の新旧構築上の境には焼け面

が残っている。両構築土の下層には、炭化物を含んで汚れた土層 (E層 )が存在することから、現在残っているカ

マド以前にもカマドないし別の火を使用する施設があったと推定される。カマド内部は、袖の内側を含めて全体的

に焼けているが、特に焚口付近は強く焼けている。カマドの前端部から約50cm内側の左袖に寄ったところには、

脚の裾部のない高杯が伏せられた状態で出土した。必部の先端は、焼土中に埋っていた。この高杯は、出土状態と

全面が再酸化して赤く焼けていることから支脚と考えられる。なお、カマド内からは、この支脚と右袖の間から胴
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土層 No 土 色 土質 傭 考

Pユ   ユ10YR3/3 暗褐色 粗砂 帖上分 を少量含む

2 10YR3/3 暗褐色 粘土 黒褐色上のブロックを多 く含む

P3   ユ10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト

2 10YRン 4 暗褐色 粘土質シルト
昂色砂を層下半に含む

P4 ユ10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト
こ6m大 の ブ ロ ック着 b)

2 10YR6/3 におい黄篭色 シル ト え化物を含も、暗褐色シルト、黒褐色粘土質シルトを含む

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト ]ヽ電 聰岳a,阜身トプロックで含む 1屈の中央部で籍障状にまじる

10YRン 4 暗褐色 粘土質ンルト

第155図  S110竪穴住居跡

部が球形の奏が、その前面からは高杯の脚部が出土している。カマ ド周辺は焼土粒や灰・炭化物などの層 (B層 )

によって汚れていた。

SKl土坑は、住居の南東角に位置する土坑で、平面形は、上面は東西に長い隅九長方形を呈するが、下部は円

C
69m引

C′

ト
D  Pl    D′

り

~

0                        2m

と層No 土 色 土 賀 傭 考

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト にパい黄橙色シルトの大小のアロックを霜降状になb、 炭イと物をわすかに台
10YR73 にぶい黄協色 砂質シルト 炭イ働泣をわすかに合tr、 下部ににぶい黄橙色土のプロックを少量含む、南壁隣に分布

2 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト謎鑓鰐 垢勢脇 ィ玲む1床の汚れ
3 10YR2/1 黒色 シル ト 炭化物を多量に含む、床の汚れ

4 10YR6/3 にぷVゝ 貨橙色 ン,レ ト 貼床、か まど右側に分布

5 ЮYR4/2 灰黄褐色 シ,レ ト 黒褐色主、にぶい黄澄色上のプロックを多く含む、掘り方埋土

SKl l ЮYRy2 黒褐色 砂質シルト にぶい黄橙色上の小プロック、炭化物をわずかに含む

2 ЮYR3/3 暗褐色 砂質シルト にぶい責金色土の小ブロックを多く含む、炭化物をわずかに含む

3 10YR3泡 黒褐色 ンルト 庚化物 をわずかに含む、やや粘性強い

酔
窮惚
＼
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形となる。長軸96cm・ 短軸82cmを 測る。深さは42cmで断面形はV字形を呈する。柱穴P2を切って掘られている。

堆積土は 3層 に分けられる。カマ ド寄 りの堆積土上部から中形壷 2個体が流れ込んだ状態で出土している。この上

坑については、いわゆる貯蔵穴と考えられる。貯蔵穴の北西側から、カマ ドの前部にかけての床面には、P2の柱

穴を囲むように東西約 2m。 南北1.7mの範囲に貼床 (4層)が施されている。〔掘り方】掘り方は、 5～20cmの深

さがあり、掘り方底面には著しい凹凸が見られる。掘り方の埋め土は、灰責褐色のシルト層で、基本層6層の黒褐

色土と基本層7層起源のにぶい黄褐色上のブロックを多量に含んでいる。〔遺物出土状況】カマド内・カマド周辺

の床面及び貯蔵穴周辺から、完形ないし完形に近い土師器が多数出土している。カマドから貯蔵穴周辺にかけての

場の使われ方を示す資料と考えられる。【出土遺物】出土遺物は、図化した土師器10点 と石製模造品4点 (Kd―

71・ 100。 196。 200)がある。カマドを含む床面から出土した土師器は、郭 1点 (C-317)。 高杯 4点 (C-318～

321)。 中型壼 2点 (C-324・ 325)・ 奏 2点 (C-322・ 323)がある。高杯は比較的大型のものである。中型壺

は2点 とも外面と内面の回縁部に赤色の顔料が塗られている。器高に対する口縁部の高さは1/3程度になってい

る。体 部径 に姑す る口径 は

1/2～ 2/3で ある。石製

模造品は、円板 1点 と臼玉 3

点があるが、いずれ も 1層 中

からの出土である。

S lll竪穴住居跡 【位置 。

重複】調査区中央に位置する。

S112竪穴住居跡を切 り、 SA

l柱 穴ア1に 南西部の一部 を、

SD23溝跡に北半部を切られる。

また、 SX3a遺 構 に東辺部

を切られている。【平面形 。規

模・方向】平面形は、北東側

の壁と南東側の壁が失われて

いるが、北西壁と南西壁が直

角に交わることから、方形な

いし長方形を呈すると考えら

れる。南東辺については、残

存床面より外側に掘 り方の輪

卜68m
E

０ぎ
む

Ｏｇ
む Y‐ 10842

+X1893“

午

鍔
67ml

0                  1m

と層No 土    色 土質 備 考 土層No 土    色 土 質 備 考

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト (住 居堆積土)にぶい責橙色上の大小ブロックを含む 75YR3/2 黒褐色 粘 土 (カ マド積土新)明黄褐色シルト (焼土)を 大プロックで含む

Al 75YR3/3 暗褐色 ル ト (カ マ ド内堆積土)黒褐色、焼上の大プロックを含む 75YR2/3 極暗褐色 枯土 (カ マ ド積土新)黒褐色粘土をわずかに含む

A2 75YR2/1 黒色 シル ト (カ マ ド内堆積土)焼土、炭を含む C2′ 75YR3/2 黒褐色 七土 (カ マ ド積上新)焼土をわずかに含む

A2 75YR2/1  黒色 粘 土 (カ マド内北積主)焼と、炭を含む、褐灰色粘土を含む (薄い濡状で) Dl 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 絶鯉勢7ヾ詠甥婦

'稗

き想I貨t協ど:そそ手鼻彗も
著

A3 10YR3/4 暗褐色 砂質ンルト (カ マド内堆積■)炭化物粒をわずかに含む、格色土アロックを含む
D2 10YR4/2 灰黄褐色 佑土 れ長走島ちば?判鸞略亀拿焼上唇響;管手屎きま10YR2/2 黒褐色 シ,レ ト (カ マ ド脇堆積土)炭、焼上、灰を多量に含む

ЮYR2/2 黒褐色 シルト (カ マ ド脇堆積土)焼土粒、炭を多 く含む 10YR3/2 黒褐色 古土質シルト (カ マド下層)炭化物を板状に (厚 さ5Юm以下)含む、にぶい貨橙色土を含む

B3 ЮYR4/2 黒褐色 シルト質粘上 (カ マ ド脇堆積土)灰、焼土を多量に含む E2 ЮYR3/2 黒褐色 告土瞥シルト 十カマlT層 )層下半に炭十防を親状に含と、にぷヤミ橙Lン ルトを1ヽアロックでごくわす

'ゞ

含む

B4 10YR2/2 黒褐色 シ,レ ト (カ マ ド脇堆積土)炭、焼上、灰を多く含む E3 ЮYRγ 2 灰黄褐色 も土質シルト(カ マド下層)に パい責橙色とを小アロツクで含む、炭化物をごくわずか含む

75YR3/2 黒褐色 粘土 (カ マド積土新)明黄褐色シルト (焼土)ブロックを含む 焼 面 10YR7/8 黄rut色 シルト 暗褐色 シル トを含む

156図 S110竪 穴住居跡カマ ド
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番 号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

碁本 層 還構名 遺穏層 取上No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 婿 体部径 罠径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

】 SI-10 床面 2
'Fロ

クロ主師器 不 牛面 :日緑ココナデ、体部ナデ、ヘラチデ 内面 i日緑ヨコナデ、体部ヘラナデ 76-16
2 SI-10 床面 8 非ロクロ土師器 苛郭 Ⅲ面 :ヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内両 :ヘラミガキ
3 -321 SI-10 床 面 9 12 非ロクロ土rt器 言郭 (151) 牛由|ヨ コナデ、ハケメ、ヘラミガキ 内面tヨ ヨナ

'、

ヘラミガキ、ナデ、ヘラナデ カマド支脚

4 -316 SI-10 la層 3 非ロクロ土師器 高琢 外面 :ヨ コナデ、ハケメのちヘラ ミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

5 -319 SI-10 床 面 非ロクロ上師器 高郭 (97) 外面 :ヘ ラミガキ、ヨヨナデ 内面 :ナ デ、 ヨコナデ

6 -3塾 D SI-10 床面 | 非ロクロ土師器 訂啄 71・面 !ナデ、ヨヨナデ 内面 :ナ デツケ、ナデ、 ヨヨナデ

-324 SI-10 ,Fロ クロエ師器 キ型壷 牛面:ヘラミガキ 内面:ヘ ラミガキ、ナデ、ヘラナ, 外面及び内面日縁部赤彩 86-2
8 -325 SI-10 6 非ロクロ土師器 1型壷 131 14【 輛五:ヘラミガキ ヘラミガキ、ナデ、ヘラ

'デ
 外面及び内面日縁部赤彩 86-3

9 -323 SI-10 床 面 5 非ロクロ土師器 遷 (162) 1面 :ヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミオキ 内面:ヨ コナデ、ヘラナアのちヘラミガキ
-322 SI-10 床面 II 非ロクロ土師Ff 斑 外面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 内蔵 Iヨ コナデ、ヘラミガキ 9ユ ー 6

第157図 S110竪穴住居跡出土遺物 1
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第 7節  5b・ 6 7層検出遺構

0                  5cm

Ｔ

号

凶

笠否

鎌

号

盆

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 浄高 長 ヨ径 W (調整 素材 産地 時期 分類 )

I Kd-71 1層 石製模造品 円板 04 緑泥石片岩
2 Kd-llll SI-10 1層 〔製模造品 臼王 03 緑泥石片岩
3 Kd-19( SI-10 1層 石製模造品 臼玉 0, 緑泥石片岩
4 Kd-20( SI-10 1層 石裂模造品 日 玉 OZ 緑泥石片を

158図  S110竪 穴住居跡出土遺物 2

郭が残っているので、ここまでを計測すると、北西から南東方向の軸長は542cm以上となる。北東から南西方向の

残存軸長は377cmである。方向は北西辺でN-28° 一Eである。【堆積土】堆積土は、20～ 30cmの深さで残ってい

る。主要な堆積土は、 5層 に分けられた。堆積± 1層 は、にぶい黄褐色の砂質シルト層で、10cm前後の厚さで住

居の全域に分布する。 2層は、黒褐色の砂質シルト層で、10cm前後の厚さで住居の全域に分布する。この2層が

住居内堆積土の大部分を占め、住居廃絶後の堆積層である。3層 は黒褐色のシルト層で、住居の中央付近に分布す

る。層厚は1～ 2cmの薄層で、住居使用時における床面の汚れと考えられる。 4層 は、炭化物の集積層で、住居

の中央から北西壁の中央付近にかけて分布している。範囲は、北西から南東方向で長さ約2.2m、 北東から南西方

向の残存幅で約1.5mを 測る。層厚は、分布の中央付近の厚いところで約10cmあ り、周辺に移行するにしたがって

徐々に薄くなっている。この炭化物層については、層下部の床面から炉跡と考えられる焼け面が検出されているこ

とから、燃料の残津が堆積したものと解釈される。5層 は、住居中央付近の床面に薄く堆積する灰責褐色の砂質シ

ルト層で、層下部に砂の薄層が観察される。この層については、床面の調整・補修のための貼床と考えられる。

【床面・壁面〕床面は緩やかな起伏があるがほぼ平坦である。残存部の壁面は、上面・壁面とも直線的にのびる。

残存する壁面の立ち上がりは急である。【ピット・柱穴】住居内ではピットが 1個検出されている。長軸17cm・ 短

軸1lcm・ 深さ18cmの小さなピットである。柱穴と考えられるピットはなかった。【炉・施設】炉跡と考えられる

焼け面は、住居跡の中央より西に寄ったところで検出された。北西の壁面から約190cm・ 南西の壁面から約250cm

のところに位置し、直径約20cmの範囲が焼けている。焼け面の上部は、前述のとおり厚い汎化物層が覆う。炉の

北西側に長さ約60cm・ 最大幅29cm。 深さ6cmの浅い落ち込みがある (SKl)。 炉の焼け面を切って掘られてい

る。堆積土中には焼土や炭化物が含まれていることから、燃料残津を掻き出すときにできた落ち込みと考えられる。

【掘り方】掘り方は、10～ 15cmの深さがあり、底面には大小の凹凸がある。掘り方の埋め土は2層 に分けられ、 6

層の暗褐色の砂質シルトがほぼ全域を埋め、掘り方底面に7層 のにぶい責褐色シルトが部分的に存在する。〔遺物

出土状況】第159図 のように、床面直上から、 2層に覆われた状態で多数の土師器が出上している。土師器の多く

は、炉を通る北西から南東方向の中軸線周辺に集中して分布している。また、西側の角近くからもまとまって出土

している。出土土師器は、ほぼ完形のもの、完形または完形に近い状態のものがその場で潰れたようなものが混在

して出上している。器種としては、脚部と分離された高杯の郭部が、北西壁の中央付近の壁際からまとまって出土

しているのが目立つ。住居の中央南寄りの床面からは、炭化した板材も出土している。【出土遺物】出土遺物は、

土師器23個体、砥石 2点 (Kc-73・ 84)、 礫石器 (Kb-59)、 鉄製品1点 (N-34)、 石製模造品 4点 (Kd―

60。 72・ 201・ 303)、 黒曜石製石器 1点 (Ka-39)、 土製品1点 (P-23)、 骨角器 1点 (Q-1)がある。土師

器は、郭 2点 (C-326。 338)、 高杯12点 (C-327～ 337・ 341)、 中型壼 2点 (C-339。 340)、 重 1点 (C-345)、

甕 5点 (343・ 344・ 346～ 348)がある。高杯は郭部が逆円錐台形を呈し、底部と体部の境の外面に角がつく。口縁

部は外反するもの (C-328・ 330。 332・ 334)と 直線的にのびるもの (C-327・ 329。 331・ 333)、 やや内弯する
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66m引    ト

�

Y‐ 1082

浄‐蜘十
賊
＋

D
6賄 引

A
69m引

上層 No 土    色 土質 備 考

1 lllYR4/3 にぶヤ瑣褐色 秒質シルト 層下半に、にぶい黄格色シルトを小アロツクで含む、炭ftMを 含む

2 10YR3/2 黒褐色 ひ質シルト

3 10YR3/2 黒褐色 シ,レ ト 炭化物を多 く含む、焼土ごくわずかに含む

4 10YR2/1 黒色 にぶい黄褐色 ンル トブロックをわずかに含む

5 10YR4/2 灰貢褐色 層底部に砂層をうすい板状で含む

6 10YR3/3 暗褐色 砂暫シル ト

7 10YR4/3 にぶVヽ☆褐也ンル ト

⑥
P120(-49)

o                      2m

上層No 土    色 土 質 備 考

Xl la 10YR2/1 黒色 粘土

10YRVl 褐灰色 粘 土 確上をわずかに含む

lc ЮYR2/1 黒色 粘土 協灰色粘土アロック、黄褐色シルトアロック、焼土をわずかに合む

5YR3/2 暗赤褐色 シル ト え化物を多く含む

5YR5/8 明褐色 ンル ト 碇けは司財い

B ,YR3/2 暗赤褐色 ンル ト 炭化物を多く含む

Pl   l 10YR3/4 暗褐色 higシ ルト炭化物 を多量に含む

10YR4/3 にぶい蓑偶t ンルト にぶい責橙色 シル トを少量含む

下

日
８

第159図 S111竪 穴住居跡

もの (C-335)がある。脚部は、郭部との境からラッパ状に広がるものが 5点 (C-332・ 333・ 334。 335。 336)

と、脚柱部と裾部との境に明瞭な角がついて裾が広がるもの (C-337・ 341)がある。中型の壷は日縁幅の広いも

の (C-339)と、狭いもの (C-340)が ある。前者は口縁の高さが器高の 1/2よ りは小さいが 1/3よ りは大

きく、日径も体部径の 1/2よ り大きい。甑 (C-342)は 、体部が球形と推定されるもので、底部に円孔があけ

られている。

鉄製品は刀子と考えられるものである。石製模造品は剣形 1点 と円板 2点、臼玉 1点があり、円板のうち 1点 は

無孔で未製品と考えられる。黒曜石製石器は 1層から出土したスクレイパーである。土製品は勾玉を模倣したと考

えられるものである。骨角器は鹿角製の紡錘形のもので、両端に加工痕が認められる。

S l12竪穴住居跡  【位置 。重複】調査区のほぼ中央に位置する。SX7遺構を切り、SAl柱穴列 。S18・ H

竪穴住居跡・SD23溝跡に切られる。また、S D14溝跡に住居の北西部を、SX3a遺構に南東側の壁面の一部を

切られている。【平面形・規模・方向】S D14溝 跡の北西岸とS18竪穴住居跡の間に、S112竪穴住居跡の北角

付近の掘り方と考えられる落ち込みが残存していることから、平面形は方形を呈すると考えられる。この残存部を

参考として住居の大きさを推定すると、北西から南東方向で7.2m、 北東から南西方向で7.8m前後であると考えら
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号
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番
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号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版基本層 遺構名 遺構層 取上No 種別 静 種 (調整 素材・産地・時期 分類 )

1 -338 SI-11 2層 非ロクロ土師器 妹 牛面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

2 -326 SI-11 6層 非ロクロ土師器 斥 (56) 牛面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリのちヘラミガキ 内麗 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

3 -333 SI-11 2層 17 19 非ロクロ土師器 高琢 121 米面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラケズ リ 82-4
4 C-335 SI-11 2層 非ロクロ土師器 盲郭 123 1■[ Ⅲ画:ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ヘラミガキ、ナデツケ、ナデ、ヨコナデ

5 C-332 SI-11 2層 非ロクロ土師器 葛郭 1&9 lπ :ヨコナア、ヘラミガキ、,ヽケメ 内面:ヘラミガキ、テデツケ、ヘラミガキ、ヨコナデ 82-5
6 C-331 SI-11 2層 非ロクロ土師器 葛郭 牛面:ヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ハケメ、ヘラサデ、ナデ

7 C-329 観 ―ユユ 2層 15-① 非ロクロ土師器 高郭 (53) Ⅲ面:ヨ コナデ、すデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヨ コナデ、ヘラナデ
8 C-327 sr-11 2層 非ロクロ土師器 寄罫 (56) 1面 :ヨ コナデ、ハケメ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデツケ

9 -334 SI-11 1層 非ロクロ土師器 苺杯 (107) 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデツケ

C-330 SI-11 2層 15-9 非ロクロ土師器 葺郭 麻面:ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面:ヨ ヨナデ、ヘラナデのちヘラミガキ
11 C-328 Ы

-11 2層
'Fロ

クロ土師器 富不 194 /1白 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

12 C-337 X― ユユ 2層 6 非ロクロ土師器 高杯 174) 外面 :ヘ ラミガキ、ヨヨナデ 内面 :ナデ、ヘラナデ、ヨコナデ

13 C-336 Л―コ 2層 非ロクロ土師器 高郭 (109) 16( 外面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面 :シ ボリメ、ヘラナデ、ヨコナデ

14 C-341 SI-11 床 非ロクロ±4T器 高不 (89) 16こ 外面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面 :ナデ、シボリメ、ヨコナデ

第160図  S111竪穴住居跡出土遺物 1
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番 号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺梅名 遺構層 取上No 種 別 器種 希属 長 口径 帳 1部径 底径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 C-339 SI 2層 非ロクロ土師器 事型壷 11 142 外面 1日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラケズリ 内面i口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 86-5

2 C-340 Л 2層 非ロクロ上師器 中型壷 外面:日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 1日縁ヨコナデ、体部,デ、ヘラサデ 86-4

3 C-345 】 2層 5 非ロクロ土師器 壷 (147) 293
'卜

面 :日緑ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 内面 :口縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ

4 C-343 SI― 2層 20  25 非ロクロ土師器 甕 (262) 18C 舛面 :ヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ハケメのちナデ

5 C-344 SI 2層 3 非ロクロ土師器 墾 (100) 180 222 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

6 SI 2層 非ロクロ上師器 誕 (76) 204 タト面!ヨ コナデのちヘラミガキ、ヘラナデ 内面:ヨ コナデ、ナデのちヘラミガキ

7 C-346 SI 2層 1 非ロクロ土師器 驚 外面 1日縁ヨコナデ、体部ハケメ 内面 :日縁ヨコチデ、体部ナデ、ヘラテデ

8 C-347 31 2層 12 非ロクロ土師器 巽 (232) 外面:ヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミガキ 内面Iヘラナ,のちヨコナデ、オサエ、ナ
'、

ヘラナア

第161図  S111竪穴住居跡出土遺物 2
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れる。方向は、南西辺でN-69° 一Wである。これから推定される南東辺はN-21° 一Eである。【堆積土】堆積

土は、35～ 40cmの深さで残っている。堆積土は、大別 6層 ・細別 8層 に分けられた。 la層は、黄橙色土のブロ

ックを含む黒褐色のシル ト層で、住居南部の一部に分布する。 lb層 は、黒褐色のシル ト層で、住居全域の堆積土

上部を占める。層厚は10cm前後である。 2層 は、黄橙色土や黒褐色土のブロックを含む褐色シル ト層で、10～

20cm程の厚さで住居全域に分布する。人為的堆積土の可能性がある。 3a層 は、灰黄褐色の砂質シル ト層で、 5～

10cmの 厚さで床面を覆う。 3b層 は黒褐色の砂質シル トで、南西辺の壁際に部分的に分布する。 4層 は、暗褐色

土・にぶい黄橙色上のブロックを含む灰黄褐色の砂質シルトによる貼床層である。この層の上面が第 1床面となっ

ている。層厚は 5cm前後である。 5層 は褐色の粗砂層で、住居跡中央付近に分布する。層厚は lcm前後で、シル

中

号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺橋名 遺橋層 取上No 種 別 器種 (調整 素材 産地 時剰 分類 )

1 -342 凱 2層 非ロクロ土師器 螢 界洵 :ナデ、ヘラケスリ  内面 :ナ デ、ヘラナデ

2 Kc-73 SI― 1層 砥 石 板状 13 184 面取 り加工  3面 砥面           アルコース

Kc-84 創 6層 砥 石 不 明 (117) 210C 砥面 2面  1面 条 /Fi顕著           砂質凝灰岩 112-15

Kb-59 創 2層 礫石器 磨石 250C 条痕有 リ                  デイサイ ト

5 N-34 SI 3層 鉄製品 刀子 (1■3) 16 柄部欠損 117-11

Kd-60 Ы 1層 石製模造品 剣 17 6C 緑泥石片岩 114-3
7 Kd-303 SI 2層 石製模造品 円板 (12) 24 1 滑 石

Kd-72 Ы 2層 石製模 造 品 ヨ板 緑泥石片岩 115-2
Kd-201 Ы ― 1層 石製模造品 臼王 緑泥石片岩

10 Ka-39 1層 打製石器 スクレイパー 黒曜た 102- 6

11 P-23 6層 土製品 腱造品 (33) 11 勾 玉 119-3
Э-1 2遭 骨角器 不 明 11 礎角製 120- 1
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第164図 S112竪穴住居跡掘り方及び輪郭の推定復元と柱穴配置
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と層No 土 色 土 質 備 考

la 10YR3/2 黒褐色 シ,レ ト 黄橙色上の小ブロック、炭化物 を少量含む

10YR2/2 黒褐色 ンルト 炭化物を含む

2 10YR4/4 褐色 シルト

10Y逮す2 灰責褐色 抄質シルト 費橙色上の小ブロックを少量、炭化物をわずかに含む

10YR3//2 黒褐色 沙質シルト 黄FER色上の小ブロックをわずかに含む

4 10Yttν 2 灰貢禍色 嗜褐色土及びにぶい責橙色土のプロックを多量に含む (射床)

5 10Y馳 /4 褐色 阻砂 硬くしまる 住居中央に分布、下面に炭化物が薄く分布

6 10YR4/3 にがい貨褐色 ンル ト 下面に炭化物が淳 く分布

7 ,5Y6/4 にぶい黄色 シルト にパい黄褐色■、昌褐色とのブロックを多く含む (掘 り方理■)

SKlA l 10YR2/1 黒色 シルト 黄橙色上の小プロック、炭化物 をわずかに含む

10YR5/4 にぷい貨褐色 シル ト 黒褐色、黄橙色土のプロック、炭化物をわずかに含む

SKIB I 10YR3/2 黒褐色 掟化物を含む、にぶい貰褐色上のプロックをわずかに含む

10YR4/ユ  褐灰色 粘 土

10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト にぶい黄褐色上、黒褐色土のプロックを多量に含む

土層No 土 色 土質 備 考

SKlB 4 10YR4/1 褐灰色 少質シルト にぶい黄褐色土のプロックをわずかに含 tf

5 ЮYR6/4 に加墳橙t り質シルトにぶい黄褐色上のブロックを含む

6 10YR3/3 暗褐色 シル ト にぶい黄褐色土、黒褐色上のブロックを多 く含む

1 1 10YR4/3 に示い貨褐色 砂質シルト 黒褐色上、にぶい黄橙色上のプロックを多 く含む

2 10YR4/3 に示ヤヽ黄褐色 砂質シルト 暗褐色土、にぶい黄褐色上のプロックを含む

P2   1 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 暗褐色土、にぶい貢橙色上のブロックを多 く含む

P3   1 10YR4/3 に示い責褐t 妙質シルト 普褐色上のプロックをまヤ」|ら に含む

2 10YR5/4 にぷい貨褐也 り質シルト但砂を多く含む、暗褐色上の小プロックを少量含む

P4   1 10YR4ノ 3 にぷ,頂禍色 り質ンルト

2 10YR73 にぶヽ下黄褐色 砂質シルト 黒褐色土、にぶい黄橙色上のプロックをまばらに含む

3 10YR5/3 にパい☆褐色 砂質シル ト 上部に、にぶい黄栓色上のプロックを少量含む

P5   1 10YR4/3 にぷヤヽ費協色 砂質シルト 暗禍色土、禍色上のプロックを多量に含む、中央の四内に■器片含も

P6   1 10YR4/2 灰責褐色 砂質シルト 下部に黒褐色上を含 む

177
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0                          10cm

第165図 S112竪穴住居跡出土遺物 1

卜と混ざって堅く締まっている。第2床面上に敷かれた整地層であると考えられる。 6層 は西南の壁際に薄く分布

するにぶい黄褐色のシルト層で、下面に炭化物が薄く分布することから、整地層の一つと考えられる。【壁面】残

存する南西の壁面は、ほぼ直線的にのびる。壁の上部は崩落している部分もあるが、下半部の立ち上がりは急であ

番号 番 号

出 土 地 百
〔

分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺格層 取上No 種 別 器種 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 C-35ユ SI-12 12層 非ロクロ土師器 イ ‖面:日縁ヨコナデ、体IIllヘ ラミガキ 内面1日縁ヨコナデ、体部へ 77-13
2 C-350 SI 2 非ロクロ土師器 郎 4 外面 1日縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 内面 I口縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 78- 4
3 C-353 31 2 2層 非ロクロ土師器 郭 (52) 外面 1日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 i日縁ヨコナデ、体部ヘラ

C-352 SI 2 非ロクロ土師器 郭 外面 :日縁 ヨヨナデ、体部ナデ、ヘラケズリ 約
-11

5 C-349 Ы 2 1床面 1 非ロクロ土師器 不 牛面:ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリのちヘラミガキ  内面iヨ コナデ、ヘラミガキ 76-13
6 C-358 非ロクロ土師器 」ヽ型壼 外面 :ナ デ、ヘ ラケズリ 内面 :シ ボリメ、ナデ

C-359 � 2 1層 非ロクロ土師器 米面 :ヨ コナデのちヘラミガキ 内面 tヨ コナデのちヘラミガキ

8 C-354 SI 2 la層 非ロクロ土師器 葺率 外面 :ヨ ヨナデ、ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

9 C-355 SI 2 1層 非ロクロ土師器 尊琢 外面 :ヨ ヨナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ナデ

C-356 SI 2 1層
',ロ

クロ土師器 喜然 外面 :ヘ ラ ミガキ、 ヨヨナデ 内面 :シ ボリメ、 ヨコナデ

1] C-357 SI 2層 ♯ロクロ土師器 葺郭 外面 !ヘ ラ ミガキ 内面 :ナ デツケ、ヘラナデ、 ヨコナデ

12 C-360 SI 2 2層 キロクロ土師器 一亜 (123) 外面 i回 縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ナデ

13 C-361 SI 2層 ■ロクロ土師器 (200) ホ面Iヨ コナデ、ヘラミガキ 内面:ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラミガキ、ヘラナデ
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166図  SI司 2竪穴住居跡出土遺物 2

る。【床面】床面は、同一の建物の輪郭内において、初期床面の上に貼床を行なうことによって、 2時期の床面が

形成されている。

《第 1床面》

4層上面を床面としている。上面は緩やかな起伏があるがほぼ平坦で、床面の汚れは少ない。この面の遺物は少

なく、住居南部から土師器郭と石製品などが出土しているだけである。【検出遺構】南の角で土坑が 1基検出され

ている。SKlAは 、平面形が楕円形を呈し、南東の壁面に平行して長軸を持つ。長軸95cm・ 短軸82cmを測る。

深さは21cmで、断面形は舟底形を呈し、堆積土は2層に分けられる。堆積土中から土師器の郭が出土している。

《第 2床面》

掘り方埋め土の上面を床面としている。前述のように、粗砂 (5層 )と シルト (6層 )に よる整地が行われてお

り、 5。 6層 の下にも炭化物が薄く分布することから、細かく見ると第2床面は、整地層の上下で 2時期に分ける

凶 甲

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真 図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 器高 日径 帳 (調整・素材 産地・時期・分類 )

1 Kc-74 SI-12 2層 砥 石 板 状 4ユ 13 840 面取り加工 紐孔有り 砥面3面  1面条痕     買岩 110-10

2 Kc-75 SI-12 [床面 S-1 砥 石 板 状 (133) 8ユ 14 1450 自然石利用 砥面 2面  1面条痕 絵画 ?      頁差 109- 8

3 Kd-93 SI-12 石製模造品 勾 玉 ユ65 05 04 緑泥石片岩 116-2
【d-18( SX-12 5層 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

5 Kd-19( SI-12 5層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

6 【d-193 SI-12 1層 石製模造品 日 玉 緑泥石片を

7 【d-286 SI-12 民化物集積 石製模造品 臼玉 05 緑泥石片た

8 Kd-280 】-12 1層 石製模造品 臼 玉 緑泥石片岩

9 P-18 SI-12 1層 土製品 紡錘車 (60) (10) 放射状の線刻有 り 118- 6

P-19 SI-12 1層 土製品 円盤 (46) 土師器転用 内外面ヘラナデ 118- 4

11 P-22 土製品 模造品 (37) 勾王形 119- 2
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ことができる。第163図のとお り、住居の中央 より姑角線上に西に寄ったところの、砂の整地層 (5層 )の上に、

炭化物が南北約190cm。 東西約210cmの 範囲で分布 している。炭化物層は中央で約 5cmの厚 さがあ り、層の下面で

は炉の跡 と考えられる焼け面が検出されている。この面でもまとまった遺物はないが、炭化物層 とその周辺の整地

砂層から土師器の破片が多数出土している。【検出遺構】土坑 1基 と炉跡が検出されている。SKlB土坑は、 4

層検出のSKlA土坑と同位置の住居南角で検出された。Aよ りも一回り大きく、平面形は円形を呈する。大きさ

は、東西110cm・ 南北119cm・ 深さ50cmを測る。堆積土は6層 に細分される。炉跡は、住居の中央より西に寄って

位置し、周辺には先の大化物層が同心円状に広がっている。焼け面の範囲は、直径約30cmの円形である。

【柱穴】掘り方の底面まで下げた面でPl～P6の ピット6個が検出された。Pl・ 2が東角、P3・ 6が南角、P

4・ 5が西角に位置し、直角に位置する配置となっていることから、住居の柱穴と考えられ、各角とも2時期の柱

穴がある。各角の柱穴の切り合いと、柱痕跡が存在することから、Pl― P3-P4の 組合せが新しく、P2-P

6-P5の組合せが古い。柱の間隔は、新期のPl― P3が435cm、 P3-P4が 443cmである。古期は、P2-
P6が435cm、 P6-P5が 435cmである。各柱穴から壁面までの距離は150～ 180cm程である。柱穴の掘り方は円

形で、直径は35cm(P6)か ら直径67cm(P5)ま である。柱痕跡は直径12～ 14cmの円形である。【掘り方】掘り

方は、 5～ 15cmの 深さがあるが、一部は掘 り方底面がそのまま第 2床面となっている。掘り方の底面には大小の

凹凸がある。また、壁面と平行して溝状に下がっている部分があり、その底面には掘削具の痕跡が細かな凹凸とな

って残っている。掘り方の埋め土はにぶい黄色のシルトで、にぶい黄褐色土や黒褐色上のブロックを含む。【出土

遺物】出土遺物には、土師器13個体、砥石 2点 (Kc-74'75)、 石製模造品 6点 (Kd-93・ 189。 190。 193・

280。 286)、 土製紡錘車 1点 (P-18)、 土製円盤 1点 (P-19)、 土製模造品 1点 (P-22)がある。土師器は、

郭が 5点 (C-349～353)。 小型壼 1点 (C-358)。 壼 3点 (C-359～361)。 高杯 4点 (C-354～357)があ

る。邦は体部と口縁部の境が括れて日縁が外反するもの (C-350。 351。 353)、 半球形の体部に外反する日縁が付

くもの (C-352)、 口縁部が内弯するもの (C-349)な どがあるが、底部はいずれも平底である。高杯の不部は

底部と体部の境に明瞭な角が形成されており、日縁部は強く外反している。高杯の脚部は、ラッパ状に広がるもの

(C-357)と 、中膨らみの脚柱部から裾部が急に広がるもの (C-356)の 2種がある。重の口縁部は、 2段に広

がるもの (C-359)、 端部が折り返されて 2重になっているもの (C-360)、 頚部と口縁部との境に隆起部が形成

されているもの (C-361)な どがある。

砥石のうちKc-741よ面取り加工されて端部に孔が開けられている。Kc-75の片面には直線状の条痕とは別に、

先の尖った道具によって刻まれた曲線やジグザグの線が認められる。意図的に刻んだ可能性もある。

石製模造品は穿孔されていない勾玉 1点 (Kd-93)と 臼玉が 5点ある。土製品はいずれも堆積±1層からの出

土で、紡錘車には、平行沈線により放射状の模様が付けられている。模造品は勾玉を模したものと考えられる。

S113竪穴住居跡  【位置 。重複】調査区中央の南寄りに位置する。SX7遺構を切 り、 S D29溝跡とS K 122土

坑に切られる。また、SDl溝跡に住居南東角を切られる。【平面形・規模・方向】平面形は、東西方向に長い長

方形を呈し、東西長軸510cm、 南北短軸430cmを測る。方向は東辺でN-19° 一Eである。【堆積土】堆積土は15～

30cmの深さで残っており、大別2層、細別 4に分けられる。 la層 は住居廃絶後の流入土と考えられる暗褐色の砂

質シルト層で、住居跡全体を厚く覆う。 lb。 lc層 は黒褐色の砂質シルト層で、壁際に部分的に分布している。

2層は、均―な黒褐色の砂質シルト層で、 3～ 5cm程度の厚さで床面を覆うように堆積している。【床面・壁面】

床面はほぼ平坦である。壁面は、上部に凹凸が生じている部分があるが、ほぼ直線的にのびる。壁面の立ち上がり

は急である。〔ピット・柱穴】ピットは、 4個検出された。Plは、北東角近くの北壁際に位置する。平面形は楕

円形で、長軸50cm。 短軸44cm。 深 さ 8cmを 測る。 P2は 、南東の角に位置する。平面形は楕円形で、長軸

55cm・ 短軸44cm・ 深さ21cmを測る。P3は、南壁際の東寄 りに位置する。平面形は不整楕円形で、長軸72cm。
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土層Nc 土    色 土 質 備 考

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト にぶい黄褐色上の大小プロックを多く含む、炭化物を多く含と

ЮYR3/2 黒褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土粒 をわずかに含む

10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 贈褐色土、にぶい黄褐色上のプロックを多 く含む

2 ЮYR3/2 黒褐色 砂質ンルト やや粘性あり、ほば均質な上壌

3 10YR5/3 によい責褐色 シルト質砂 にぶい黄橙色ンルトのプロックを多量に含む「U字状高まり盛土

4 ЮYR73 にぷヤ頂褐と 掲色砂のアロック、にパい責澄色プロックを多量に含む (掘 り方埋■)

第刊67図  S113竪 穴住居跡

短軸57cm。 深さ12cmを 測る。 P4は、東壁際の中央よりやや北に寄って位置する。平面形が略円形で、長軸

38cm・ 短軸31cm。 深さ5cmを 測る。柱穴と考えられるピットは検出されなかった。なお、柱穴については床面だ

けでなく、掘 り方底面や、掘 り方底面をさらに下げたが、検出をすることができなかった。〔カマ ド・施設】カマ

ドは東壁の中央より南に寄ったところに位置する。両袖の基底部分が残る。煙道部は残っていない。カマ ドの大き

さは、袖先端部付近が外寸で83cm、 内寸で約42cm、 東壁面から袖の先端まで75～78cmである。袖部は、高さ約 7

～13cm程が残る。袖の幅は北側が21cm、 南側が20cmである。袖部は、灰黄褐色の粘土質シル トを主体として構築

されている。袖の構築上の下層には炭化物を含む黒褐色土層 (カ マ ド3層 )が薄 く推積 していることから、現存の

カマ ド前にも、近くか同位置に別のカマ ドが存在 していた可能性が考えられる。カマ ド内部は、袖の内側を含めて

全体的に焼けている。カマ ドの前端部から約40cm内側には、支脚として使用された脚の裾部のない高杯が伏せら

れた状態で出土した。カマ ド周辺は焼土粒や灰・炭化物などの層 (A～ C層 )に よって汚れていた。住居の施設と

3 c′ T   4

@
P4(-5)

浄・酌努+

P3

E         E′
輸 Pマ

土層No 土   色 土 質 備 考

イ 10YR1 7/1 黒色 ル ト 炭化物 を多量に含む、カマ ド・焚口の周辺に分布

10YR3/1 黒褐色 シル「 焼土粒及び灰を多量に含む、シマリなし、カマド内に分布

Pl   l 10YR4/2 灰貢褐色 砂質シルト

P2   1 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 黄褐色土のブロックを含む

10YR4/2 灰責褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土粒 を霜降状に含む

P3   1 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト にぶい黄褐色土を霜降状に含む

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 尭土粒 をわずかに含む
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考えられる遺構 としては、南壁際の中央よりやや東に寄って、P3を囲むようにコ字状を呈する低い土手状の高ま

りが検出された。コ字の先端は南壁に接 していない。範囲は、外側で東西140cm・ 南北約130cm、 内側で東西

65cm。 南北約85cmを 測る。上手の幅は30～ 55cmで、床面からの高さは5cm前後である。【掘り方】掘り方は、 5

～25cmで、深浅の差があり、場所によっては、掘り方底面がそのまま整地されて床面となっている。掘り方底面

には著しい凹凸が見られる。掘り方の埋め土は、にぶい黄褐色のシルト層で、褐色砂のブロックと、黄橙色土のブ

ロックを多量に含んでいる。【遺物出土状況】床面からの遺物は、主に東壁のカマドより北側から出土している。

住居の残存状況が比較的良好な割に出土遺物数は少ないが、完形ないし完形に近いものがある。P4内からは土師

器郭が伏せられた状態で出土した。東壁際の】ヒ壁寄りからは胴部が球形の奏が倒立の状態で出土した。Plの西側

の】ヒ壁近くからは、土師器郭 2個体が正立の状態で重なって出土している。【出土遺物】図化した土師器は7個体

で、この住居に関係する遺物には、杯が 3点 (C-362～364)と 高杯 1点 (C-365)、 奏 2点 (C-367・ 368)が

ある。イのC-3641ま半球形の体部に僅かに外反する口縁が付く。C-363は底部から日縁部まで内弯しながら立ち

Y‐ 10お31

+X1893釣吃W9つ

盆日
ピ

Ａ
Ｖ

68m駒

68m角

ド
′

+中郷
Y=10831

土層No 土    色 土 質 備 考 土層No 土    色 土 質 備 考

10YR3/3 暗褐色 砂質シルト (住居北積土)にぷい貨褐色上の大小のアロックを多く含む、炭十七物辻を多く含む 石袖  1 ЮYR72 灰責褐色

イ 10YRl″ 1 黒色 シルト (カマド内堆積■)炭イヒ物を多畳に含む、カマド焚日周辺に分布 2 10YR4//2 灰黄褐色 背■ζシルト (カ マ ド堆積)炭化物 を含む

10YR3/1 黒褐色 ンルト (カ マド内堆積土)焼土粒及び灰を多量に含む、シマリなし、カマド内に分布 3 ЮYR3/2 黒褐色 粘土 (カ マ ド堆積)炭化物を含む、にぶい黄褐色土をわ

ずかに含む、 ゼ2の上をわずかに合も10YR4/3 にぶヤ境掲色 シルト (カ マド内堆積■)明黄褐色焼上のブロックを多こに含む、カマド天丼繍落土

10YR2/3 黒褐色 砂質シルト (カ マド内堆積上)暗褐色焼土のプロックをわずかに含む 10YR4/3 にパい黄協色 古i質シルト カマ ド堆積 にぶい黄橙色、粘土質シルトをやや含む

A 10YR17/1 黒禍色 簡主貿シルト (カマド脇jV積 上)灰片を多量に含む、灰を含む 左袖 1 ЮYR〃2 灰責褐色 古土質ンルト カマ ド堆積

10YR2/2 黒褐色 シルト (カマド脇推積土)炭化物、灰を多量に含む、しまりなし 2 10YR4/2 灰責褐色 省土貿シルト カマ ド堆積 炭化物 をわずかに含む

C 10YR2/2 黒褐色 シルト (カマド脇堆積土)炭片を多量に含む、焼土粒を含む 3 10YR3/2 黒褐色 臨土 カマ ド堆積 にぶい黄協色と、にぷい黄糧色土をアロックでわすかに合も

第168図  S113竪穴住居跡 カマ ド
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番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特 徴 備
写真図版

浄号 基本層 遺構名 遺構層 取上No 種房U 器種 器高 。長 ヨ径 幅 体部径 ' 壼径 重 (調整 素材・産地 時期 分類 )

1 -364 SI-13 41層 5 非ロクロ土師器 イ 15る rl面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 79-12

2 -363 飢 -13 2 非ロクロ土師器 イ 149 Ⅲ面 :口縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ η -3

3 -362 ST-13 1 非ロクロ土師器 床 128 外面 |ヨ ヨナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 76-17

4 -365 SI-13 カマ ド 非ロクロ土師器 笥郭 149 190 156 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 83- 1

5 -366 Л-13 2層 非ロクロ土師器 」ヽ型豆 (49) 3ィ 外面 :ヘ ラミガキ、ナデ 内面 :ナ デ

6 -368 M-13 床 非ロクロ土師器 露 (235) 174 242 1面 :日縁ヨヨナデ、体部ヘラミオキ 内面:日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラサデ 91- 5

C-367 王-13 2層、床 非ロクロ上師器 甕 (220) 200 236 1面 :ヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面iヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ、ヘラケズリ

X-18 SI-13 1層 ガラス製品 小 玉 (04) カラー写真39 120- 9

第169図 S113竪 穴住居跡出土遺物

上がり半球形を呈する。 C-3621よ 半球形の体部に内傾する日縁部が付 く。高杯は、郭部の底部は平で底部から口

縁まで直線的に外傾して立ち上がり、底部と体部の境には明瞭な稜が認められる。脚部は脚柱部の中ほどがやや膨

らみ、裾部との境が締まって裾部は急に広がる。奏は体部が球形のもので、日縁部は外反している。土師器以外に

は 1層からガラス製の小玉が 1点出上している。
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第170図  SI刊 4竪穴住居跡

S旧 4竪穴住居跡  【位置 。重複】調査区中央部の南側に位置し、南半部は調査区の外にのびる。 S D31・ 33溝

跡 。SX9遺構を切り、S X10遺構に東半上部を切られる。またSDl溝跡に住居中央付近を斜めに切られている。

【平面形 。規模・方向】平面形は、検出部から方形ないし長方形を呈すると考えられる。北西から南東方向の軸長

854cm・ 検出部の北東から南西方向の軸長約260cmを 測る。方向は、北東辺を基準とした南東辺でN-29° 一Eで

浄沖%十 十 X I朗閉

Ｂ
卜

い

輸 ず
Ｗ

浄‐朗始+

,こ章転

土層No 土 色 土 質 備 考 土層No 土 色 土質 備 考

1 ЮYR3泡 黒褐色 砂質シルト 貨橙色上の小アロックとえ化物をわずかに合む (基本層5a層 ) SKl l 10YR4/2 灰黄褐色 シルト質穆 にぶい黄褐色上のブロックを少量含む

2 10YR〃 1 黒色 シル ト 粘性あり、土器と炭イと物を多く含む、費橙也上の小アロックをわずかに含む 10YR2/2 黒褐色 り質シルトえ化物を多量に含む
3 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 責橙色土のプロックを多く含と、炭化物をわずかに含む 10YR4/2 灰黄褐色 シ,レ ト 艦性あ り、灰を多 く含む

4a 10YRワ 2 灰責褐色 シルト質靱 にぶい黄褐色上のブロックと炭化物 を少量含む 10YR4ん にぷい☆褐也砂質シル ト

4b 10YRν 3 暗褐色 砂資シルト 露橙色上の小プロックと炭化物をわずかに含む Pl上旨 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 炭化物の小片を多量に含む

5 ЮYR4/4 褐色 え化物粒をわずかに含む (周 溝埋土) Pl下獣 10YR4″ 灰黄褐色 粘土質シルト 5層 (東部貼床)に類似

6 ЮYRワ1 褐灰色 態土質シルト 炭化物をわずかに含む、東部に分布 (貼床) ЮYRプ3 暗褐色 妙質シルト 炭化物 とにぶい黄橙色上の小ブロックを含む

7 101rR4/3 にぷい黄le色 砂管シルト 景協色とのアロックを少量と、にぷい黄橙色アロックを多量に含む (撮 り方遅土| P3   ユ10YR3泡  黒褐色 妙質シルト 黒褐色土の大ブロックとにぶい黄褐色土のプロックを多畳に含む

10YR〃 1 黒色 シ,レ ト 均―な混 りのない土壌
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第 171図  S114竪穴住居跡出土遺物 1

ある。【堆積土】堆積土は北東側がやや浅いが、30cm前後の深さで残っている。主要な堆積土は、大別4層・細別

5層に分けられた。堆積± 1層 は、黒褐色の砂質シルト層で堆積土上部の一部に分布する。基本層 5a層の落ち込

みと観察された。2層 は、住居中央部の堆積土上部に分布する黒色のシルト層で、土器片や炭化物を多く含む。生

番 号

登録

番号

出 土 地 占
ヽ

分 類 法 量
写真図版

基本層 越穂名 遺構層 吸上No 種 別 器種 部ヽ径 厚底径 亘 (調整・素材・産地・時期 分類)

1 -371 玉-14 2層 非ロクロ土師器 郭 14( 42 外面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 iヨ コナデ、ヘラミガキ 宥 -4
2 -369 Л-14 3層 非ロクロ土師器 14 12( 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ 内面 iヘラミガキ、ヘラナデ、ヘラミガキ 77- 7
3 -370 】-14 床面 非ロクロ土師器 不 4C /1面 1日 縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 内面 :日縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 76-18

-372 SI-1判 床 面 1 2 非ロクロ土師器 罫 /1由 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 i口縁ヨヨナデ、体部ナテ

5 -374 SI-14 2層 非ロクロ土師器 一璽 (■2) (189) 外面 :日縁ヨコナデ、体部ハケメのちヘラミガキ 内面 :体部ヘラナデ

6 -373 SI-14 3層 床面 3 非ロクロ土師器 菱 外面1日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ、ヘラケズリ 内面:日縁ヨコナデ、体部ナデ

7 -375 SI-14 来面 4 十ロクロ土師器 廷 258 外面 1体部ヘラナデ、ヘラミガキ 内面 :体部ヘラナデ、ヘラミガキ

8 -376 SI-14 ボ向SK-1 1 2 Fロ クロ土師器 露 230 4面 :ヨ コナデ、ヘラナスナスヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ 91- 7
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172図 S114竪穴住居跡出土遺物2

活残津の廃棄に関係する堆積土層の可能性がある。 3層 は黒褐色の砂質シル ト層で、責橙色土のブロックを含む。

住居の西部は 3層が床面を覆う。 4a層 は灰黄褐色のシル ト質砂層で、東半部の床面を覆って分布 している。 4b

層は、暗褐色の砂質シルトで、住居北西部の壁際に分布する。【床面・壁面】床面はほぼ平坦であるが、貼床 (6

層)の施された北東角付近は緩やかに盛り上がっている。貼床は、南東の壁と平行して、約180cmの 幅で帯状にの

びている。貼床の南東辺は、住居の南東辺の壁際から30cm前後離れている。貼床の土壌は褐灰色の粘土質シルト

で、周辺土壌と比較すると白っぽく見える。検出部分の壁面は、直線的にのびる。壁面の立ち上がりは急で、垂直

に近い。【周溝】北西辺と北東辺の壁面直下で検出された。北東角付近と南東辺では検出されなかった。周溝の上

面幅は 7～ 10cmと 狭い。床面からの深さは10cm前後である。周溝堆積土は、褐色の砂質シルトである。周溝に関

る埋設物の痕跡は確認されなかった。【ピット・柱穴】ピットは、床面上で 3個検出された。この内、P3は住居

番号

球

号

堂

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特   徴    備   考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種別 器種 器高・長 日径・ 本部径 .厚 (調整・素材・産地・時期 分類 )

l C-378 未面 2 非ロクロ土師器 菱 (199) 外面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ヘ ラナデのちヘ ラミガキ

2 C-3η M-14 来面 ユ 非ロクロ土師器 甕 (230) 39( 夕(面 iヨ コナテ、ヘラナデのちヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヘラナデのちヘラミガキ
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上層No 土   色 土質 備 考

1 10YR4/3 にぷヤ主貢絡色 少質シル ト 黒褐色土粒 とにぶい黄橙色土粒を霜降状に含む

2 10YR4/2 灰黄褐色 渉暫 シル ト にぶい黄橙色上のイヽ プロックを含む

3 10YR72 灰黄褐色 シルト 粘上分を含む

10YR4/3 にぷVⅢ☆褐色 少質シルト 暗褐色上を灰黄褐色土を霜降状に含む

Al ЮYR3/2 黒褐色 少質シルト i焼土層)焼土 と炭化物を多量に含む

A2 75YR4/6 褐色 究土 (焼土層)プロック状の堆積土が強 く焼けている

第 7節  5b・ 6'7層検出遺構

上層No 土    色 土 賀 傭 考

A3 75YR3カ 黒褐色 焼 土 (焼土層)プロック状のlte上が弱 く焼けている

ЮYR2/3 黒褐色 粘土質シルト (埋め戻し層)鴇色砂とにパい貰冶色シルトのアロックを多量に含tr

B2 ЮYR3た 暗褐色 砂質シルト (埋め戻し層)暗褐色上のプロックを多量に含む

25Y7/2 灰責褐色 粘土 (貼床)M15貼床

C2 25YR7/3 浅黄色 シル ト (貼床)暗褐色上のブロックを含 t・

帥十

＞

３
日
上

丁

日
黒

〇

第173図 S115竪 穴住居跡

の対角線上に位置するが、堆積上の下部層 (2層)が混じりのない黒色シルト層であることから、柱穴の可能性は

低いと考えられる。【施設】調査範囲内において、炉跡やカマドは検出されなかった。施設としては土坑が 1基検

出されている。SKl土坑は、住居跡の北東角に位置している。不整な隅丸長方形を呈し北東から南西方向の長軸

80cm・ 短軸69cmを 測る。床面からの深さは27cmで、断面形は舟底形である。堆積土は4層に分けられ、その内 2

層からは炭化物が多量に出土している。堆積土上部に落ち込んだ状態で土師器の養が出土している。(掘 り方】掘

り方は、深さ10cm前後で、掘り方底面は細かな凹凸がある。掘り方の埋め土は、にぶい黄橙色の砂質シルトで、

B
約m引
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0                       10cm

第174図 S115竪穴住居跡出土遺物 1

基本層 6層起源と考えられる黒褐色土と基本層 7層起源のにぶい黄褐色上のブロックを多量に含む。【遺物出土状

況】遺物は、北東角の上坑周辺と貼床上から潰れた状態の土師器が数個体出上している。【出土遺物】図化できた

遺物は土師器だけで10個体ある。郭は4点あり半球形の体部に外反する口縁が付くもの (C-371)、 半球形の体部

に直立する口縁がつくもの (C-369)、 半球形の体部に内弯する口縁が付くもの (C-370)な どがある。発には

体部が球形のもの (C-373'375。 376・ 378)と広口奏 (C-377)が ある。

SI引 5竪穴住居跡 〔位置・重複】調査区東部の北側に位置する。北側は調査区の外にのびる。AS2柱穴列・

ヲ
6

|

‐

回

‐

７

∇

画ｌ① ｌσ
甲

号

凶

番

録

号

登

番

出  」i  地  点 分     類 法 量 特  徴 ,備  考
写真図版

基本層 遣構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 叫 (調整 素材・産地・時期・分類 )

ユ C-380 SI-15 1層 rロ クロ土師器 郭 (57) 11 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラミガキ

2 C-379 SI-15 非ロクロ土師器 郷 5] ント面:ヨ コナデ、ヘラミガキ 内薗:ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラミガキ 79-13

3 C-381 SI-15 1・ 3層 Fロ タロ土師器 邸 外面 :口 縁 ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 内面 |ヘ ラ ミガキ 77-5
4 C-382 SI-15 1層 非ロクロ土師器 高不 (143) 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、 シボリメ

5 C-383 SI-15 3層 非ロクロ土師器 霊 (41) 23【 外面 1日縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 内面 I日縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ

E-35 SI-15 1層 買恵器 一更 外面 :ロ クロ調整 内面 :ロ クロ調整

7 N-35 5 床面直と 金属器 刀子 ? 1 両端欠損

Kc-85 5 1層 眼石 阪】犬 3 1 自然石利用  砥面 2面       デイサイ ト質疑灰培 109-3

9 Kc-76 5 3層 咀石 阪ポ 面取 り加工  紐孔有り 砥面 4面         頁岩 を10-11

Kc-77 SI― 5 3層 「v石 板 水 1 自然石利用  砥面 2面            結晶片岩 109-4
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号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版基本層 選構名 遺縛層 取上No 種 別 器種 津高 長 ミ径 重 (調整 素材・産地 時期・分類 )

ユ Kd-74 SI-15 2層 石製模造品 20 0〔 緑泥石片花 1lJ ユ

2 Kd-82 SI-15 木 面 石製模造品 20 0 緑泥石片岩 114-10
3 Kd-73 SI-15 2層 石製模造品 0 緑泥石片岩

Kd-304 SI-15 1層 石 製模 造 品 0〔 緑泥石片岩
5 Kd-185 未面 石製模造品 ヨ玉 0 緑泥石片岩

Kd-186 SI-15 来面 石製模造品 臼玉 ll, 緑泥石片岩

7 Kd-lM SI-15 末面 石製模造品 臼玉 緑泥石片培
II-15 床面 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片岩

Kd-236 SI-15 3,暫 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片岩
Kd-237 SI-15 3層 石裂模造品 臼 玉 緑泥石片岩

11 Kd-238 SI-15 3層 石製模造品 日 玉 0[ 緑泥石片岩

Kd-239 SI-15 3層 石製模造品 臼玉 0〔 01 緑泥石片岩

13 Kd-242 観 -15 3層 石製模造品 臼玉 0[ 緑泥石片岩
14 【d-243 床面直上 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

【d-244 SI-15 宋面直上 石製模造品 臼玉 0: 緑泥石片岩
【d-245 SI-15 未面直上 石裂模造品 臼玉 04 04 緑泥石片岩

17 Kd-261 SI-15 不 明 石製模造品 日 玉 04 緑泥石片岩
Kむ -267 SI-15 3層 石製模造品 ヨ 玉 06 0, 緑泥石片岩

Kd-268 SI-15 3層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

20 Kd-269 SI-15 3層 石製模造品 臼王 緑泥石片岩
Kd-272 SI-15 2層 石製模造品 臼玉 0こ 緑泥石片岩

Kd-275 SI-15 1層 石製模造品 臼玉 01 緑泥石片岩
Kd-282 3層 石製模造品 臼玉 01 緑泥石片岩
X-14 SI-15 2層 コノヽク 玉 略球形 無孔  カラー写真39

第175図  S115竪 穴住居跡出土遺物2

S120竪穴住居跡 。S K 132土 坑 ,S X13遺構を切り、S119竪穴住居跡に住居の北西部を切られる。またSDl溝
跡に住居の南西部を、SXl遺構に北東部を切られている。【平面形・規模・方向】南西辺の壁と南東辺の壁が直

交していることから、平面形は方形ないし長方形を呈すると考えられる。相対する壁面が残存していないので大き

さは不明である。残存及び検出部で計測すると、北西から南東方向は8.9m以上、北東から南西方向は5,3m以上と

なり、かなり大型の住居である。方向は南西辺を基準とした南東辺でN-20° 一Eである。【堆積土】堆積土は

40cm前後の深さで残っており、 4層に分けられた。 1層 は、層厚10cm前後のにぶい黄褐色の砂質シルト層で、堆

積土上部に分布する。 2層 は、層厚10～ 15cmの 灰黄掲色の砂質シルトで、住居堆積上の中層を占める。 3層 は灰



第 2章 調査の概要

黄褐色のシル トで、 5～20cmの厚さで床面を覆っている。 4層 はにぶい黄褐色の砂質シル ト層で、壁際に分布し

ている。なお、住居の北西部では、北西の壁際が、A層・B層 によって人為的に埋められ、その上面が検出部で長

軸約140cm。 短軸80cmの範囲が強く焼けている。焼上の厚さは15cm前後に及ぶ。【床面・壁面】床面はほぼ平坦で

ある。部分的に灰責褐色粘土 (Cl層 )や、浅黄色シルト (C2層 )に よる整地が行なわれている。検出部分の壁

面は、各辺ともほぼ直線的にのび、立ち上がりは急である。〔ピット・柱穴】ピットは、柱穴は検出されなかった。

【炉・施設】炉跡と考えられる焼け面が、住居跡の中央より南に寄ったところで検出された。南東壁から約4.2m・

南西壁から約2.3mの位置にあたる。焼け面は楕円形で、長軸約50cm・ 短軸約30cmを 測る。焼け面の上部には 1～

2cmの厚 さで、灰混じりの炭化物が覆っていた。炭化物は、北東から南西方向に長軸をもつ不整形の広がりを持

って分布する。範囲は長軸約180cm・ 短軸約140cmで ある。その他の施設は検出されていない。【掘り方】掘り方

は浅く、床面を僅かに削っただけでS115竪穴住居跡に切られたS120竪穴住居跡の輪郭が確認された。【遺物出

土状況】住居の大きさの割に土師器の出土遺物は少なく、床面付近からは発が 1点出土しているだけである。土師

器以外では砥石や石製模造品が多数出土している。【出土遺物】出土遺物には土師器5点、須恵器1点 (E-35)、

鉄製品1点 (N-35)、 砥石3点 (Kc-76・ 77・ 85)、 石製模造品23点、琥珀玉 1点がある。土師器で図化できた

のは5点である。必は3点出土しており、球形の体部と応援部の境が僅かに括れてかるく外反する日縁の付くもの

(C-380)、 浅い半球形の体部に僅かに外傾する日縁が付くもの (C-379)、 浅い鍋状の体部から僅かに外傾する

口縁にいたるもの (C-381)がある。C-381の 郭は薄く浅い造りで、S D23A溝跡から出土したC-1741こ 類似

している。

須恵器は、重の口縁部の破片で、 1層中から出土している。鉄製品は刀子の破片と考えられるものである。砥石

は自然石をそのまま利用したもの 2点 (Kc-77・ 85)と 、6面を面取 り加工して 1端に穿子としたもの (Kc-76)

の 2種がある。

石製模造品は、剣形 4点 と臼玉が19点出土している。父U形のものは、床面からのものは 1点だけであるが、臼玉

は床面または床面直上の 3層から多数出土している。琥珀は表面が風化して剥離しているが略球形を呈するのもの

で、子Lは開けられていない。

S117竪穴住居跡  【位置 。重複】調査区東部の中央付近に位置する。切っている遺構はなく、 S D23溝跡・S

K l18・ 125土坑 。SX8遺構に切られる。また、SDl溝跡とSR3a溝跡によって住居の中央を斜め十年に切ら

れる。多くの遺構に切られているために、床や壁の残 りは少ない。【平面形 。規模 。方向】僅かずつ残っている壁

面から、平面形は方形を呈すると考えられる。相姑して残る壁面から、住居の大きさは、北東から南西方向で約

540cm・ 】ヒ西から南東方向が530cmを 測る。方向は南西辺を基準とした南東辺でN-26° 一Eである。〔堆積土】堆

積土は15～30cmの深さで残っている。堆積土は、大別 5層・細別7層 に分けられた。 la。 lb層は、灰黄褐色の

シルトで、堆積土の上部を占める。 lb層は壁際に分布する。2層 は、暗褐色土や黒褐色上のブロックを含む灰黄

褐色ないしにぶい黄褐色のシルトである。 2b層 は床面を覆うように広い範囲に分布している。 3・ 4層 は暗褐色

の砂質シルトないしシルト層で、南東辺の壁際に分布している。【床面 。壁面】床面はほぼ平坦であるが、住居西

部の中央付近が僅かに下がっており、この部分に炭化物や焼土を含む黒色の粘土層 (5層 )が堆積している。壁面

は、北西壁は急な立ちあがりであるが、南東壁面はやや緩い立ち上がりとなっている。【ピット・柱穴】住居床面

ではピットが1個検出されている。Plは、南東壁中央近くの南寄りで検出された。平面形は円形で、直径は35cm

前後である。深さは約15cmで、中から土師器の甕が出土している。住居残存部で柱穴は検出されなかったが、S

Dl溝跡底面検出のP l15と SR3a溝 跡底面検出の P l19及 び S K 125土坑底面で検出されたS117竪穴住居跡の

掘り方の凹地と認識した落ち込みを結ぶと、直角に交差し、各ピットは住居跡の対角線上に位置する。したがって、

この 3個 のピットは、S117竪穴住居跡の柱穴と考えられる。北西角の柱穴は、S D23溝跡によって完全になくな
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土層No 土    色 土質 備 考

10YR6/2 灰黄褐色 ル ト にぶい黄橙色上 を霜降状に含む

lb 10YR5/2 灰貢褐色 ル ト 悟褐色土粒を網降状に含む

10YR5/2 灰貢褐色 砦褐色上、黒IIB色 上の小プロックを多量に含む

10YR6/3 にぶい☆桂色シル ト 暗掲色土、黒褐色上の小ブロックを少見に含む

3 10YR3/3 暗褐色 砂質ンルト にぶい黄褐色土粒 を、霜降状に含む

10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト 黒褐色土及びにぶい黄橙色上のプロックを含む

5 10YR2/1 黒色 粘 土 (炭化物層)黒褐色土を含む、焼土粒をわずかに含む

10YR6//3 にぷい費e色 ル ト

10YR6/3 にぷ頓慢色 ル ト 景褐色と、暗協色とをアロックで念む、協色砂を6aよ り多く含む(掘 り方避土)

第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

上層No 土    色 土 質 備 考

P4 ЮYR3/3 暗褐色

10YR6/3 にぷ,瑣橙色 ンル ト 旱褐色i、 粘土質シルト土のブロックを含む、炭化物を含む

SKl ] 10YRν3 にがい黄掲也 ンル ト にぶい黄橙色土、黒褐色のブロックを多量に含む

2 10YR3/3 暗褐色 砂質ンルト にぶい黄橙色土粒を少電、黒褐色土 (炭 )を続状に含む

3 ЮYR3/2 黒褐色 粘性あ り、浅黄色土のブロックを含む

ЮYR5/2 灰黄褐色 ンルト 黒褐色上、にぶい黄橙色上の少プロックを少量含む

5 ЮYR5ρ 灰責褐色 ンルト 黒褐色土 (粘性あ り)を 縮状に含む

Pit   l ЮYR3/2 黒褐色 炭化物をわずかに含む 土師器菱出土
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第176図 S117竪 穴住居跡

っている。P l15-P l19の距離は284cm、 P l19-S K125底 面下凹地の距離は307cmである。柱穴と壁面間の距離

は、南東壁が約130cm、 南西壁が約145cm、 北西壁が約140cm、 北東壁が約165cmで ある。【炉・施設】住居の南東

角近くで焼土のまとまりが検出されたが、その場で焼けたのではなく、 2次的堆積と判断された。施設としては、

土坑 1基 と土手状の高まりが 1箇所検出された。SKl土坑は住居の南西角に位置する。平面形は略円形を呈し、

東西88cm・ 南北81cmを 測る。深さは42cmで断面形は逆台形である。堆積土は5層 に細分され、炭化物を含む2層

中から土師器の壷と甕が潰れた状態で出土した。土手状の高まりは、SKl土坑北側に位置し、北西の壁からほぼ

直角にのび、柱穴と考えられるS K125土 坑下の落ち込みに続いている。現存の長さは約105cmである。土手の幅
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0             10cm

第刊77図 S117竪 穴住居跡出土遺物

は、25～ 30cmで、床面からの高さは5cm前後である。【掘り方】掘り方は、住居中央部は5cm前後と浅く、とこ

ろによっては掘り方底面がそのまま床面となっている部分もある。これに比べて壁際は深くなっており、20～

30cmの深さがある。掘り方の底面は大小の凹凸があり掘削具の痕跡が観察される。掘り方埋め土は、にぶい黄橙

のシルト (6a層 ・6b層)である。【遺物出土状況】住居の残存状態が悪く、床面からの遺物はないが、前述の

ようにPlと SKl土坑から土師器の奏と壺が出土している。【出土遺物】図化した出土遺物は土師器が 5点ある

だけである。C-385は 1層から出土したミニチュア土器である。C-384は掘り方から出土した高杯の杯部である。

平らな底部から回縁部まで直線的に外傾して開き、底部と体部の境の外面には明瞭な稜が形成されている。C一

386は SKlか ら出土した重で、扁平な球形の胴部から頚部が強く外反した後外傾する口縁部となる。C-387・

388は 奏で、前者はSKlか ら出土したもので、球形の体部にハケメ調整の痕跡が残る。後者はPlか ら出上した

もので、広日奏に近い形状の扁平な体部で頚部の締まりの弱いものである。外面はハケメ調整されている。

甲

号

凶

番

雰

号

堂

香

世 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 器高 長 日径 .旺 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 -385 SI-17 1層 非ロクロ土師器 ミニチュア 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 76-9

SI-17 掘 り方 非ロクロ土師器 高郭 21 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

3 -386 SI-17 K-1.2種 1 非ロクロ土RT器 一車 外面1口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ、ヘラミガキ 内面1日縁ヨコナデ、体部ナデ

4 SI-17 hl1 1 2種 1 非ロクロ土印F器 菱 外面 :ヨ ヨナデ、ハケメのちナデ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラナブ

5 -388 SI-17 P-1 1擢 非ロクロ土師器 薙 264 外面 :ヨ コナデ、ハケメのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナラ
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上層No 土    色 土 質 備 考

;Kl l 10YR3/2 黒褐色 砂質シル I にぶい貢褐色土、灰責欄色■をアロツク及び霜降状に含fF

第178図 S118竪穴住居跡第1・ 2・ 3床面

S l18竪穴住居跡  【位置・重複】調査区西部の南側に位置する。SA2柱穴列からは約2,7m離れて、ほぼ同一

方向に並ぶ。S D35溝跡 。S X12遺構 。S D36溝跡がそれぞれ北西 。北東・南東の各辺に対応して存在し、S118

竪穴住居跡を取り囲むように位置している。S D34溝跡に切られる。また堆積土上部を5a層の畑耕作に伴う小溝

状遺構に切られている。南東の壁面の上部が部分的にS D34溝跡によって削られているが、今回の調査地点におけ

る竪穴住居跡のうちで最も遺存状態が良好である。【平面形・規模・方向】平面形は方形を呈する。大きさは、北

東から南西方向の軸長が624cm・ 北西から南東方向の残存軸長約653cmを 測る。南東辺の方向はN-25° 一E前後

である。【堆積土】この住居跡は、 5a層 を除去して住居の輪郭を確認した際に、住居の中央付近が僅かに盛り上

がった状態で検出された。盛り上がった部分は、後述のように貼り床層で、その面で炉跡と考えられる焼け面が検

出されたことから、ある時期の床面 (第 178図 第 1床面)と 考えられた。したがって、この住居に関しては、廃絶

後の堆積土は残存せず、最初に検出された床面から最初期の床面まで、住居の中央部で58cmの堆積層があるにも

関らず、竪穴の使用状況の変遷に関る堆積土層があるだけで、完全な廃棄後の推積土はない。このような状況の雄
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積層にあって、住居は層厚30～ 35cm程 ある人為堆積層の 3層 (3a～ 3b層 )を挟んで、 5面の床面が確認されて

おり、大きく2段階の変遷をしている。第1段 階は、第 4・ 5床面の時期で竪穴が住居跡として使用されたと考え

られる段階である。第 2段階は、第 1・ 2・ 3床面の時期で、 3層のにぶい黄橙色上のプロックを多量に含むにぶ

い黄褐色や暗褐色を呈する砂質シル トの土壌によって30～ 35cmの厚さで竪穴住居跡内の埋め戻 しが行なわれ、炉

を中心とするような使用に改変されたと考えられる段階である。【壁面】壁面は、ほとんどが住居の第1段階に伴

うものである。上部に凹凸ができている部分があるが、概ね直線的にのびている。壁面の立ち上がりは、崩落のあ

る部分を除き、ほぼ垂直に近い状況である。【床面】床面は、前述のとおり5面ある。なお、第4床面は上下2面

に細分できる。

《第 1床面》

1層 の上面を床面としている。 1層 は、にぶい黄褐色砂質シル トで、にぶい黄橙色土のブロックを多量に含む。

堅 く締まっている。層厚は10cm前後で、住居北西側の中央やや北寄 りに東西約 4m・ 南北2.8mの範囲で残ってい

る。この面では土坑が 1基 と、炉と考えられる焼け面が 2基検出されている。 SKl土坑は、 1層 を切って掘られ

ているが、この床面に伴う遺構かどうか不明である。南北方向に長軸のある楕円形を呈し、長軸170cm。 107cmを

測る。深さは18cmで、断面形は不整な舟底形を呈す。堆積土は黒褐色の砂質シル トである。 2基の焼け面は、共

に竪穴の中央よりやや北側に位置する。焼け面 1は、隅丸方形を呈し、長辺35cm・ 短辺32cmの 範囲が焼けている。

焼け面 2は 1か ら約90cm離れて位置し、小溝状遺構に切られているが、残存長軸27cm。 短軸20cmの 範囲が楕円形

に焼けている。焼け面及び床面からの出土遺物はない。

《第 2床面》

2層 の上面を床面としている。 2層 は、 3層に細分される。 2a層 は、厚さ 1～ 2cmの褐色の粗砂による整地

層で、 2b層の上面を覆うように分布している。 2b層は暗褐色の砂質シルトを主体とし、にぶい黄橙色上の小ブ

ロックを含む。竪穴の中央に東西約4.3m。 南北約3,7mの範囲で残っている。 2c層 は、にぶい黄橙色上のブロッ

クを含むの黒褐色の砂質シル ト層で、竪穴の南部に分布している。第 2床面では、竪穴の北東部に寄った位置で 2

基の焼け面が検出された。焼け面 1は一部が小溝状遺構に切られているが、長軸35cm・ 短軸27cmの範囲が焼けて

いる。焼け面 2は 1か ら15cm南東に離れて位置する。北側を小溝状遺構に切られている。長軸63cm・ 短軸約40cm

の範囲が焼けている。焼け面及び床面からの出土遺物はない。

《第 3床面》

3a層 の上面を床面としている。この段階では、 5a層の耕作の影響を受けずに、竪穴の北東側の 3/4～ 2/

3が残存している。第 3床面では、竪穴の北東から南西方向の中軸線上またはそれよりも若千西側に寄った位置に

並ぶように 5基の焼け面が検出された。焼け面 1は、竪穴の北東の壁面から40cm離 れて位置する。円形を呈する

と観察され、残存部で直径45cmを 測る。焼け面 2は 1の約30cm南側に位置する。南端部を小溝状遺構に切られて

いる。精円形を呈 し、残存長軸約80cm・ 短軸72cmの 広い範囲が焼けている。焼け面 3は小溝状遺構の幅である

20cmを 隔てて焼け面 2の南側に位置している。長軸46cm・ 短軸37cmの 範囲が焼けている。焼け面 4は 3の約

40cm西 に位置する。長軸48cm・ 短軸33cmの 楕円形に焼けている。焼け面 5は 3の約1.4m南 に位置する。長軸

28cm・ 短軸21cmの 範囲が焼けている。

《3層埋め戻 し層》

竪穴の第 1段階の住居としての使用を経て、第 2段階の炉を中心とする竪穴の使用のために、竪穴内に人為的に

入れられたと考えられるのが 3層である。 4層 に細分される。 3a層は、基本層 7起源のにぶい黄橙色上のブロッ

クを多量に含むにぶい黄褐色の砂質シル トである。竪穴の全域に30cm前後の厚さで堆積 している。 3b層 。3c

層は暗褐色の砂質シル ト層で、竪穴東部の壁際に部分的に堆積 している。 3d層 は、層厚 5cm前後の灰黄褐色の
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土層No 土 色 土 賀 備 考

焼 向 1 5YR6/8 橙 砂質シルト

1 10YR4/3 にがい☆掲色砂賓シルト にぶい黄橙色上のアロック、花を多量に含み、黒褐色上荘をわずかに含む

10YR4/4 褐色 粗砂 2aは 部分的に存在 している

焼面4 5YR6/8 橙

ЮYR3/3 暗縛色 にぶい黄橙色土の小プロックを少量含む

10YR3/2 黒 褐色 こぶい黄橙色土粒、炭化物粒を少量含 む

10YR73 にパtⅢ 責褐色 ♭質シルトにパい黄橙色上のブロック 粒、黒褐色土ブロックを多量に含む

ЮYR3れ  暗褐色 少質シルト にぷい黄橙色上の小ブロツクを少量含む、皮化4//1Jを わずかに含む

10YR3/3 暗褐色 少質シルト に ぶ 責橙色上の小プロツクをわすかに含む

10YR72 灰貢綺色 貢種 色 土 の小 プ ロ ック をわす か に含 む

土層No 土 色 土質 備 考

10Y馳ノ1 褐灰色 シルト 臨性あ り (上面が第 4床面 )

10YR4/3 黒褐色 ンルト 脂性あ り (上面か ら土器が面的に並んで出土 )

5 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト
こぶい黄橙色上のプロック、黒褐色上のプロック、炭Il

勿粒を多く含む (上面、第4床面、西側にのみ分布)

6 10YR3/2 黒褐色 シルト にぶい黄橙色土粒をわずかに含む (第 5床 面、貼床 )

7 10YR2/1 黒色 ンル ト え化物の層 (南北ベルト、北恨1に集中して分布)

8 25Y6/3 にぶい責t シル ト
簡性 あ り、黒褐色■のプロックを多 く含む、東西ベル ト
g観1で は、黒褐色土を主体 とし、におい黄澄色土ブロッ
クを含む■が分布 (上面が第 5床面、蠅 り方理■ )

10YR2/2 黒褐色 シル ト 粘牲あり、にぶい黄橙土粒をわずかに含む (基本層6層 の崩落)

10YR4/3 にバヤ域橙色 シルト質砂 (基本層7層 の崩落)

25Y6/3 にがい蓋[ シルト 粘性あり                隧本層7層 の崩潮

P 10YR3/3 暗褐色 少質シルト

SK2
土層No 上 色 土 賀 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト にがい黄橙色上、黒褐色土のブロックを多く含む (大為埋め戻し)

2 10YR4/2 灰黄褐包 砂質シルト にぶい蓑絶色上の小ブロックをわずかに含む (人為理め戻し)

土層No 土 色 上質 備 考

3 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト にがい貰橙色主、景褐色土のブロックを多く含む (大為埋め戻し)

4 ЮYR2/2 黒褐色 シルト 帖性あ り、にぶい黄橙色上をまばらに含む (自 然堆積 )

第司79図 S118竪穴住居跡第4床面 (4a層・5層上面 )
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土層No 土    色 土質 備 考

SK3 J 10YR4/3 にぷい黄褐色 少質シル ト 【褐色枯土質シルト、浅黄橙色祐it小アロックて、におい黄桂色ンルトをアロッタ状に含む

2 10YR3/1 黒褐色 省土質シルト 団底部ににぶい黄橙色シル トを大プロックで含む

こ穴11 ЮYR4/2 灰黄褐色 ンル ト

2 10YR3/2 黒褐色 た貢褐色上のプロックを多く含む、下部は同色の粘土

3 10YR5/3 にぷい黄褐色 砂質シルト にぶい黄橙色シルト、にぶい黄褐色砂の量ブロックを多Ёに含む

主穴21 ЮYR3/2 黒褐色 シルト 周辺は粘土

10YR4/2 灰責褐色 ンルト 黒褐色土、にぶい黄橙色上の小ブロックを含む

3 ЮYR2/2 黒褐色 猫土

4 とOYRク3 にぷい責絡色 砂質ンルト 黒色上、にぶい黄橙色上のブロックを多量に含む

10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 砂、 ンル ト、にぶい貢橙色上のプロックを多 く含む

第180図  S呵 刊8竪穴住居跡第5床面 (7層 ～8層上面)

砂質シルトで、第 4床面を覆うように分布する。にぶい黄橙色土のブロックを僅かに含んでいる。

《第 4床面》

4層 の貼り床層と一部 5層 の上面を床面としている。 4層は、褐灰色シルトの4a層 と、黒褐色シルトの4b層

+蜘89330

Y‐ 10840

64cmL 64cm名

0                          2En

土層No 土    色 土 質 備 考

柱穴3ユ 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 黒色土粒 を含む

2 10YR4/2 灰責褐色 シルト貿祐■ にぶい黄橙色土粒 を多 く含む

3 10YR4/3 によい貨禍色 ンルト 雫色土粒、にぶい黄橙色土のブロックを多 く含む

10YR5/2 灰黄褐色 少質シルト 黒色土粒 をわずかに含む

5 10YR5/2 灰黄褐色 シル ト H色上のアロックを歩量に含む、にぷい賞橙色上のブロックをわず力Ч:含む

性穴41 10YR4/2 灰黄褐色 シ,レ ト 掲灰色土粒、にぶい黄橙色土粒 を含む

2 10YR4/2 灰責褐色 ルト質粘土 こぶい黄橙色土粒を多 く含む

3 ЮYR4/2 灰貢褐色 シ,レ ト 黒褐色上のプロックを多量に含む

4 10YR5/2 灰黄褐色 シ,レ ト 妻褐色土粒、にぶい黄橙色上のプロックを多量に含む

5 10YR5/3 にぷい☆協色ンルト質砂 ミ褐色土粒 をわずかに含む

柱穴 3 柱穴 4
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上層 No 土   色 上質 備 考

P5    1 10YR4/3 にぷ輯 裕色 ンルト質砂 上部に黒褐色上のプロック (粘土質ンルト)を 含む

2 10YR3/4 暗褐色 少質シルト 下部に黒禍色土を編状 に含む

第 7節  5b・ 6。 7層検出遺構

土層 No 土   色 土質 備 考

3 10YR73 にぶい黄福荏 ンルト質穆 ミ褐色土粒をわずかに含む

J
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第181図 S118竪穴住居跡掘 り方底面

に分けられる。層厚は両層 とも 1～ 2cmと 薄い。両層に挟まれて炭化物が薄 く見られ、土師器も面的に広がって

出土しているので、 4a層 の敷設と4b層の敷設の間には若千の時間差が存在したと考えられる。 4a層・ 4b層

は、第179図 のとおり5層の分布する北西側壁近 くの幅約1.5mの範囲と、それ以外の各辺の壁際を除いて広 く分布

している。 5層 は、 6層起源の黒褐色土と7層起源のにぶい黄橙色上のブロックを含む黒褐色の砂質シル トで、北

西の壁面が傾斜面になるような状態で存在 し、層厚は中央部で15cm前後ある。 5層 を貼 り床の 4層が覆うことか

ら、 5層は人為的に敷設されたものと考えられる。〔検出遺構】土坑 1基・焼け面 1基が検出されている。SK2

土坑は、住居南西部角で検出された。平面形は不円形で、東西95cm、 南北100cmを 測る。深さは54cmで、断面形

は不整な逆台形を呈する。堆積土は4層 に分けられる。焼け面は、北西壁面の壁際の中央よりやや北側に寄った5

層の上面で検出された。 5層の傾斜に沿って斜めになっており、不整形であるが南北約50cm。 東西約30cmの範囲

が焼けている。その他、 4層面で柱穴の柱痕跡と考えられる円形の輪郭が、竪穴の対角線上に4個検出された。こ

の痕跡は、北東と東南では直径が23cm前後あり、後に8層で検出された段階での柱痕跡よりも大きな輪郭であっ



第 2章 調査の概要

た。【遺物出土状況】4層 の床面では、北東から南西方向の中軸線を中心とする幅約 2mの範囲から土師器や石製

品などの遺物が集中的に出土している。小型の土師器は完形に近いものも出土しているが、奏などはいずれも潰れ

た状態で出上している。SK2土坑東側の南西辺の壁際には、直径約40cmの 半球形の粘土塊が残されていた。

《第 5床面》

8層 (掘 り方埋め土)と 8層 の上の貼り床 (整地)層である6層 の上面を床面としている。床面上はほぼ平坦で

ある。この床面では、北西壁の中央から竪穴の中央にかけてと、南東側壁面中央付近の 2カ 所で炭化物層 (7層 )

が検出された。前者の炭化物層は幅約2.2m・ 北東壁面からの長さが2.4mの範囲に広がり、北東壁際では10cm前後

の厚さに堆積している。後者は南北約2,7m・ 東西約1.5mの 範囲に広がる。層厚はlcm前後で薄く分布する。

〔検出遺構】第 5床面で検出された柱穴以外の遺構は、土坑 1基 と焼け面 2基がある。 SK3土坑は、南の角で検

出された。平面形は円形で東西径60cm。 南北径59cmを測る。深さは15cmで 断面形は浅いU字形を呈する。堆積土

は 2層 に分けられ、上部はにぶい責褐色砂質シル ト、下部は黒褐色の粘土質シル トである。 8層の焼け面 1は、北

東から南西方向の中軸線上に位置し、かつ、柱穴 3-4を 結ぶ線上に位置する。北東の壁面から約150cm離れてい

る。焼け面は、長軸約65cm・ 短軸35cmの楕円形を呈 し、上部は 7層 の炭化物層に広 く覆われている。焼け面 2は、

南東辺の柱穴 1と 柱穴 4の中間に位置し、長軸約85cm・ 短軸40cmの不整形の範囲が焼けてお り、周辺に炭化物層

が薄く分布 している。第 5床面からの遺物は、焼け面 1と 北東壁面の間及び北西側の壁の近 くから多 く出土してい

る。【遺物出土状況】第 5床面では、焼け面 1と 北東の壁面との間から数個体の土師器がまとまって出土したほか、

南西の角付近からも3個体ほどの土師器が出土している。

なお、第 5床面における北西側の壁面は、中央部が長さ約3.5mに渡って崩落しているが、崩落土をそのままに

して 6層 による整地をしただけで、壁面として使用していたと観察された。

【柱穴】柱穴は、対角線上に位置して 4個検出された。各柱穴は、 8層上面で検出した部分と掘り方底面付近で検

出した部分があるので、実測図上は不整形となっているが、本来の掘り方は、直径が60～70cmの 円形である。掘

り方の深さは50cm前後である。柱痕跡は13セ ンチ前後の円形である。柱間隔は、南西辺の柱穴 1-2が 333cm、

北西辺の柱穴 2-3が 333cm、 北東辺の柱穴3-4が338cm、 南東辺の柱穴4-1が320cmで ある。柱穴列と壁面

の間は、140～ 150cm程度である。

【掘り方】掘り方の深さは、平均的には5～10cmで、大小の凹凸がある。北西側と北東側の壁際は他の部分よリー

段深く掘られている。また、竪穴の北西から南東方向に軸線と方向の一致する細い溝状の掘り込みも2条検出され

ている。掘り方の埋め土は、基本層 6層起源の黒褐色土と7層起源のにぶい黄橙色上のブロックを含むにぶい黄色

のシル トである。掘り方底面では、竪穴の西角近くでピットが 1個検出されている。長軸41cm短軸33cmの円形を

呈し、深さは27cmを 測る。堆積土は3層 に分けられた。

【出入回の推定】この竪穴の出入口については、①第 3床面の焼け面が、北東壁から南西壁方向の中軸線上に並ぶ、

②第 1床面と第 2床面の焼け面は竪穴中央よりやや北東側に寄った位置にある、③第 4床面上の出土遺物は、北東

壁から南西壁方向の中軸線上に帯状に並ぶ、④第 5床面の焼け面 1は、北東壁から南西壁方向の中軸線上の北東壁

に寄った位置にあり、しかも焼け面と東北壁面の間には炭化物が厚く堆積している、という4つの状況から考える

と、北東壁から南西壁方向の中軸線上での人の移動が考えられる。さらに、北東壁近くで火の使用が行われていた

と仮定すれば、必然的に出入り回は火の使用場所の反対となる南西側の壁面であると考えられる。なお、南西側の

出入口が第 3床面から第 1床面にも影響をしていることから、第 3床面から第 1床面の段階でも出入口をもつ上部

構造が存在していたことが推定される。

【出土遺物】第 1・ 2・ 3床面に伴う遺物で図化できるものはない。3層 の遺物は土師器片を主として多量に出土

しているが、埋め戻しの土中に含まれているもので、 S118住居と直接関係するものではない。住居と関係する遺



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

囲 1

Э                         10cm

番号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 。 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 【高 ヨ径 幅 1部径 厚 ミ径 重 (調整・素材 産地 時期 分類 )

ユ -424 SI-18 3層 非ロクロ土師器 ミニチュア (44) 外面 :網 目状布圧痕、ナデ 内面 :ナ デツケ

2 -393 SI-18 6層 非ロクロ土師器 耳 舛面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 1日 縁ヨヨナデ、体部ヘラナブ

3 -390 SI-18 2層 非ロクロ土師器 啄 (58) 舛面 :日縁 ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 i体部ヘラミガキ

4 -391 SI-18 3層 非ロクロ土師器 啄 (73) 27
'卜

面 :日縁ヨヨナア、体部ヘラミガキ A面 :日 縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ

5 -389 SI-18 3層 非ロクロ土師器 杯 (45) 117 il面 :口縁ヨコナデ、林部ヘラミガキ、ヘラナデ 内面:日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ

6 -392 SI-18 非ロクロ土師器 抹 59 外面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラミガキ 77-14
-394 SI-18 3層 非ロクロ土師器 高杯 (89) 外面 |ヘ ラ ミガキ 内面 !ヘ ラケズ リ、ハケメ

8 -407 SI-18 SK-22層 非ロクロ土師器 高不 (99) 外面:ヨ コナデ、ヘラナア、ヘラケズリ、ナデ 内面iヨ コナア、ヘラナア、ナデツケ、ナデ

9 -401 SI-18 4床面 非ロクロ土師器 高 不 13C 外面:ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ、ヘラミガキ 内面|ヨ コナデ、ヘラミガキ、シボリメ 83- 2
-403 SI-18 4床面 非ロクロ土師器 高不 (127) 204 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ナラ

-400 SI-18 4床向 非ロクロ土師器 高杯 (107) 215 /1血 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内洵 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ナデツク

-402 SI-18 4床面 非ロクロ土師器 高 杯 (137) 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヘ ラミガキ、シボリメ、ヘラナデのちヨコナデ

第刊82図  S118竪穴住居跡出土遺物 1
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0                        10crn

番号 番号

出   土   地 分 類 法 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 粋高 長 日径 旺 (訓 整・素材 産地 時剰 '分類 )

ユ C-397 SI-18 lb層 27 非ロクロ土師器 高 郭 (69) 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

2 C-398 SI-18 4床面 非ロクロ土師器 高 不 (57) 外面 :ヨ コナデ、ハケメ、ヘ ラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ

3 C-399 31-18 4床面 非ロクロ土師器 高 不 (54) 外而 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

4 -396 H-18 4層 ,4 非ロクロ土師器 葛郷 20′ 外面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ナデ

5 -405 斑-18 非ロクロ土師器 葺郭 20を 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ、ナデ

6 -406 Л-18 8層 非ロクロ土師器 寄郭 琳面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ

C-404 SI-18 5床面 を2 非ロクロ土師器 高郭 (133) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデツケ、ヘラナデ

8 C-408 SI-18 8層 非ロクロ土師器 高lTN (103) 外面|ヘ ラミガキ、ヘラナデ、ヨコナデ 内面:ナ デツケ、ナデ、ヘラナデ、ヨコナデ

9 -395 SI 3層 非ロクロ土師器 高邪 (120) 牛面:ヘラナデ、ヘラミガキ、ナデ、ヨコナデ 内面:ナデツケ、シボリメ、ナデ、ヨコナデ

-419 SI 4床面 非ロクロ土師器 小型壺 1而 :ヨ コサデ、ナデ、ヘラナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 84- 9

11 -417 4床面 非ロクロ土師器 小型壷 本面 :日縁ヨヨナデ、体部ナデ、ヘラナデ 内面 i日縁ヨコ,デ、体部ヘラナ 84-10

12 -420 5床面 」ヽ型壷 (75, rl面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ、ナデ、ベラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ

13 -421 5床面 烙 非ロクロ土師器 小型壺 ll山 :ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラナデのちナデ 内面 :ヨ ヨナデ、ハケメ、ナデ 84-11

第183図 S118竪穴住居跡出土遺物 2



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

‰ ≦

0                        10cm

番号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高・長 ヨ径・幅 体部径.厚 氏径 童 (調整・素材・産地 時期 分類)

I C-414 SI-18 3層 非ロクロ土師器 小型壷 3

'卜

面:日縁ナデ、体部ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:日縁ヘラナデ、体都,デ

2 C-413 SI-18 3層 非ロクロ土師器 小型壺 外面 :ヘ ラナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 ヨコナデ、ナデ

3 C-412 SI-18 3層 非ロクロ上師器 小型壺 85 71面 :ヘ ラナデ、ナデ、ヘラケズ リ 内面 :ナ デ、ヘラナデ

C-418 税-18 4床面 非ロクロ土師器 小型壷 米面 ナデ、ヘラケズ リ 内面 :ヘ ラナデ、ナデ

5 C-415 Л-18 ,ト ロクロ土師器 小型豆 (37) 76 朴面 :ナ デ、ヘラナデ 内面 :シ ボリメ、ナデ

6 C-416 SI-18 4層 13 非ロクロ土師器 中型重 128 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナ デ、ヘラナデ

7 SI-18 4床面 15 非ロクロ土師器 壷 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ

8 SI-18 3層 非ロクロ土師器 一璽 (193) テト面:日縁¬コすデ、体部ヘラミガキ 内面I日縁ヨコナデ、体都ナデ、ヘラナデ

9 -409 SI-18 4床面 12 非ロクロ土師器 一更 (187) 外 面 ヘラケズリ 内面 :ヘ ラナデ

10 -426 SI-18 4床面 非ロクロ土師器 発 16( 外 面 ヨヨナデ、ナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 91-8
11 -423 SI-18 4床面 非ロクロ土師器 垂 17, (220) 外面 1日縁ヨヨナデ、体ntiハ ケメ 向面 1日縁ヨコナデ、ハケメ、体訃ヘラナラ

第刊84図 S H8竪穴住居跡出土遺物 3
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0             10cm
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図中

番号

登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 最

写真図版
基本層 置構名 遺構層 取上No 種房」 器種 器高 ヨ径 嘘 体部径 (調整 素材・産地 時期・分類)

I C-422 SI-18 4床面 非ロクロ土師器 霙 (71) (191) 1面 iヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、チア、ヘラナデ

2 C-425 SI-18 4床向 13

'Fロ

クロ土師器 菱 (249, 235 1面 |ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラケズリ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ 91- 9
3 Ke-2 II-18 ta層 S-5 非ロクロ土Re器 石欽 粘板名 120- 2

Kc-79 H-18 3層 非ロクロ土師器 柱 状 30 百取 り加工 砥面 3面               頁岩 112- 1

5 Kc-80 �-18 3層 非ロクロ土師器 塊 状 60 520( 自然石利用 砥面 4面 条痕有 り          砂岩 109-12

6 【c-81 】-18 6層 非ロクロ土師器 板状 (63) 面取 り加工 Fk面 3面            アルコース 6

202

第司85図  SI刊 8竪穴住居跡出土遺物 4



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

0                           10cm

韻
囲
凰
圏
豚
闇
留

斡

》

８
働
固
酬
削
Ｎ
桝
Ｍ
恥
冊
Ⅶ
Ｖ

珍
珍

§

４

絲『Ⅶ劇Ⅷ蜘期ｍ　聾］　『］

― 〇

―⑥-00
CD     14

-⑥-9@
□。    21

―暗―

一⑩―BG
ロロ    15

-9-O⑩
ll o    22

-0-□ O
g。     16

-@― 田@
。口    23

―③―Cl ⑤
00       7

-③―a③
D口      10

-④―O①
D9     17

0

―⑨-00
98      8

-③―ao
。。     11

-O―D◎
OD    18

―⑬-8

-○-8

-⑥-0

10cm

③

９

　

①

‐２

　

０

‐９

番号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 選穂名 遺構鰐 駅上No 種 別 器種 一島 日径 幅 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 b-40 SI― 4b層 礫石器 凹石 14〔 184k丁 アプライ ト質花商岩 107-7

2 b-39 SI 5床面 礫石器 不 明 15( 152kど 条痕有 リ デイサイ ト質凝灰岩 107-6

3 b-38 SI 5床面 礫石器 磨 石 84 6 安山岩 107-5

(d-83 8層 石製模造品 0( 緑泥石片岩 113-9

5 くd― ″ 3層 石製模造品 0 緑泥石片岩

6 d-81 SI-18 5床面 石製模造品 円板 3, 0 緑泥石片岩

(d-150 SI-18 6'曽 百製 模造 品 日 王 0( 01 緑 rlB石 片 岩

8 (d-234 SI-18 壁 石製模造品 臼玉 04 0 緑泥石片岩

9 (d-241 SI-18 4層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

(d-259 SI-18 3層 石製模造品 臼玉 01 緑泥石片岩

(d-265 SI-18 5床面 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

(d-266 SI-18 4床面 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

(d-270 SI-18 3層 石製模造品 日 玉 緑泥石片岩

(d-27ユ SI-18 5床 商 百製模 造 品 日 玉 0` 01 緑 泥石 片 岩

(d-278 】-18 石製模造品 臼玉 01 緑泥石片岩

(d-283 】I-18 5床面 石製模造品 日玉 緑泥石片岩

(d-284 SI-18 6層 石製模造品 自玉 0 緑泥石片岩

(d-291 31-18 5床面 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

(d-296 SI-18 5床面 1-1 石製模造品 臼 玉 02 緑泥石片老

(d-297 SI-18 5床菌 1-2 石裂模造品 ヨ玉 04 01 緑泥石片拮

(d-298 SI-18 5床面 1-3 石製模造品 ヨ玉 01 緑泥石片岩

(d-299 SI-18 5床面 1-4 石製模造品 ヨ玉 05 緑泥石片岩

Kd-300 SI-18 5床面 1-5 石製模造品 ∋玉 01 緑泥石片岩

第186図  Sl1 8竪穴住居跡出土遺物5
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第 2章 調査の概要

物は、第 4床面以下から出上した遺物である。出土遺物には、図化 した土師器38点、石欽 1点 (Ke-2)、 砥石

3点 (Kc-79～81)、 礫石器 3点 (Kb-38～40)、 石製模造品20点がある。

土師器には、 3層出上のものを含め、ミニチュア土器 1点 (C-424)・ 郭 5点 (C-389～ 393)。 高杯15点

(C-394～ 408)。 河ヽ型壺 9点 (C-412～ 415'417～421)。 中型壺 1点 (C-416)・ 壼 3点 (C-409～ 411)・

奏 4点 (C-422・ 423・ 425。 426)がある。ミニチュア土器は 3層 出上のもので、外面に粗い日の網目の圧痕が認

められる。郭は、C-392が第 5床面のSK-2土 坑から、C-393が 6層から出上し、他は2層 ないし3層 からの

出土である。C-3921よ体部と口縁部の境が強く括れ、日縁部が外反する。C二 393は小さな鉢形の平底の雰である。

他の 3点は、体部と口縁部の境が僅かに括れ、日縁が外傾するもの (C-390。 391)と 半球形の体部に内弯する日

縁が付 くもの (C-389)がある。高杯は、郭部は平らな底部と体部の境の外面に明瞭な稜が形成され、体部は直

線的に外傾する。日縁部は体部から直線的にのびるもの (C-396。 399～401・ 403'405・ 406)と 外反するもの

(C-397・ 398)がある。脚部は、脚柱部の中ほどが僅かに膨 らみ、脚柱部と裾部との境に角がついて裾部がラッ

パ状に開くもの (C-395'401・ 403)と 、脚柱部が円錐形に広が り、脚柱部と裾部との境に角がついて裾部がさ

らにラッパ状に開くもの (C-402・ 408)な どがある。全体的に造 りは大ぶりである。小型重は、体部は扁平な球

形で、日径と体部径はほぼ等しい。器高に対する口縁の高さは 1/2～ 2/3程度である。中型の壷は、日縁部を

欠損しているが、体部の外面は丁寧にヘラミガキされている。壺は頚部が強く外反した後口縁部が直立気味に立ち

上がるもの (C-410)な どが出上している。甕は体部が球形のものである。

石鍬は粘板岩製で、全長が16.4cmの 撥形を呈する。縁辺部は剥離調整され、両側面の中央付近は、紐を掛けるた

めの決 りが入れられて、その部分はさらに敲打により調整されている。刃先部分近 くの両面は、使用により磨耗が

進み、剥離面がなくなっている。

石製模造品は、剣形 2点 (Kd-77・ 83)。 円板 1点 (Kd-81)・ 臼玉17点 (Kd-150・ 234・ 241'259・

265。 266・ 270。 271・ 278・ 283・ 284・ 291・ 296～ 300)がある。剣形は 3層 と掘 り方からの出土である。円板は第

5床面から出土している。臼玉は第 5床面からの出土が多い。

S119竪穴住居跡  【位置 。重複】調査区北壁中央部

の壁際で、住居跡の南西角部が検出された。住居跡の大

半は調査区の外にのびている。検出部のほとんどは、排

水用の側溝を掘った際に削られている。S115。 20竪穴

住居跡・ S X13遺構を切 り、 S K131土坑に切られる。

【平面形。規模・方向】平面形は、南西角が直角に曲る

ことから、方形ないし長方形を呈すると考えられる。検

出部の大 きさは、南西辺が約270cm・ 北西辺が約80cm

を測る。方向は南西辺でN-66° 一Eである。北西辺と

南東辺が南西辺に直交すると考えた場合の方向は、N一

24° 一Eである。【堆積土】堆積土は、調査区の北壁断面

で観察すると、30cm前 後あり、4層 に分けられた。 1

A′  Y‐ 10848

浄1893∝+
Y=10848

+X IT

と層No 上   色 土質 補 考

I 10YR3/2 黒褐色 にぶい黄橙色土をまばらに含み、炭化物粒を少量含む

2 10YR4//4 褐色 にぶい貢橙色土を霜降状に含む

3 10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色土 をわずかに含む

10YR4/3 にぷヤヽ女褐色 シルト にぶい黄橙土粒、炭化物粒を少量含む

5 10YRИノ3 にぷい篭協色 ンルト にぶい黄捨土プロック、炭イヒ物を多く含む (縄 り方埋■)

第187図 S119竪穴住居跡
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第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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第188図 S119竪穴住居跡出土遺物

層は黒褐色シル トで住居の上部を覆うが 5a層の耕作の影響を受けている。 2層 は褐色シル ト層で、部分的に分布

する。 3層 は黒褐色粘土質シル トで、堆積上の中ほどに 5cm前後の層厚で広 く分布 している。 4層 はにぶい黄褐

色シルトで、住居の床面を覆って分布し、壁際では厚く堆積する。【床面・壁面】床面はほぼ平坦である。検出部

分の壁面は、直線的にのびる。壁面の立ち上がりは急である。【ピット・柱穴】ピットは、検出されなかった。【施

設】調査を行なった範囲内において、住居に関る施設は検出されなかった。【掘り方】掘り方は、10～35cmの深さ

があり、底面には著しい大小の凹凸がある。掘り方の埋め土は、基本層 7層起源のにぶい黄橙色土のブロックを多

く含むにぶい黄褐色のシルトである。【遺物出土状況】住居の一部の調査であり、検出部も側溝により削られてい

たので、出土遺物は、土師器の破片等が4層から出土しているだけである。〔出土遺物】図化した土師器は郭 1点

(C-427)と 奏 1点 (C-428)が ある。郭は、底部から口縁部まで丸みを持って立ち上がる半球形のものである。

奏は、球形の体部に外反する日縁の付くものである。土師器以外には赤褐色のガラス製の小玉が 1点出土している。

S120竪穴住居跡 【位置 。重複】調査区中央の東部に位置し、北東部は調査区の外にのびる。S D43溝 跡を切

り、S115。 19竪穴住居跡、S X13遺構に切られる。またSDl溝弥に住居跡の西部を大きく切られている。【平

面形・規模・方向】平面形は、南東の角しか検出されていないが、南辺と東辺が直交していることから方形ないし

長方形を呈すると考えられる。南北方向の残存軸長642cm。 検出部の東西軸長360cmを測る。方向は南辺でN一

70° 一Eである。【堆積土】堆積土は、上部をS115竪穴住居跡によって削平されているので、10～20cm残 るだけ

である。堆積土は大別 3層、細別8層に分けられる。 1層は黒褐色の砂質シルトで、住居の床面のほぼ全面を覆う

堆積層である。 2層の暗褐色砂質シルトと、 2′ 層のにぶい黄褐色シルト質砂層は、壁際の床面付近に部分的に分

布している。3層 は5層 に細分される。3b層は灰の堆積層と観察されるが、他の3a・ 3c・ 3d層は、住居中

央部の整地のために行なわれた貼床層と考えられる。また、 3e層 も貼床層であるが、この貼床は住居中央部だけ

でなく、壁際近くまで広範囲に分布している。3a。 3c・ 3d・ 3e層からなる4層 の貼床層は、住居の中央付

近では20cm前後の厚さになっている。【床面・壁面】床面は、 3a。 3c。 3d層の貼床のために、住居中央部が

録

号

登

替

分 類 伝 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種別 器種 岸高 長 日径 Fi 1部径 厚 底径 (調整・素材・産地 時期 分類 )

1 -427 SI-19 4層 非ロクロ上師器 ネ 外面 :日縁ヨヨナデ、体部ナデ 内面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ

2 SI-19 4層 非ロクロ土師器 巽 239 外面:ヨ コナデ、ハケメ、ヘラミガキ、ナデ、ヘラケズリ 内面:ヨ コナデ、ナデ,ヘラナデ、ヘラミガキ

3 X-23 SI-19 4層 ガラス製品 小玉 カラー写真39 赤褐色         ムチサラガラス ?
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第 2章 調査の概要

66m角
0                          2m

土層No 土    色 土 質 備 考

1 ЮYR3/2 黒褐色 砂質シルト にぶい黄橙色上の小ブロックをまばらに含む

2 ЮYR3/4 暗褐色 砂質シルト にぶい黄橙色上の小プロックを少量含む

2 10YR4/3 に本い責協色 シル ト質砂 黒褐色上のプロックをわずかに含む

10YR4/3 にがい貢褐ζ ンル ト、砂 にパい質橙色上のアロックを多量に含む。上向に薄い炭化物層あり

10YR5/2 灰黄掲色 シ,レ ト 灰に類似する。北西部に分布

3c 10YR5/4 にぷい黄禍也 砂質シルト 具褐色上の小ブロックをわずかに含む。上面に薄い炭化物層あり

ЮYR4/2 灰黄褐色 シ,レ ト 黒褐色上を縞状に含む

ЮYR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 黒褐色とのアロックを多畳に含む。と、下面に薄い炭十七物層あり(北側中央部

4 10YR6/3 にぶい費色 灰黄褐色砂質シルトプロック、炭化物を含む (掘 り方埋土|

ω

ａ
ヨ
上 65m駒

D
65m引

64mtt P3  ド
′

Ｆ
ト

第刊89図 S刊 20竪穴住居跡

緩やかに盛りあがっている。残存する壁面は、高さ10cm前後しか残っていないが、その部分の壁面は、直線的に

のび、壁面の立ち上がりは急である。【ピット・柱穴】ピットは、床面上で 5個検出された。この内、P3は概ね

住居の対角線上に位置すること、床面からの深さが60cm以上あること、ブロック状の堆積土によって埋っている

ことなどから柱穴の可能性がある。ただし調査では柱痕跡は検出されなかった。P3は、平面形が略隅九方形で、

長軸50cm・ 短軸40cmを測る。【施設】調査を行なった範囲内において、特別な施設は検出されなかったが、住居

中央の北東側に炭化物が集積していた。集積範囲は、南北長約2.lm・ 東西幅約1.4mの 範囲である。炭化物中には

焼土も混じっており、この部分で火が使われた可能性が高い。【掘り方】掘り方は、 5～25cmの深さがあるが、住

居中央付近では、掘り方の底面がほぼそのまま床面となっている部分も広く認められる。底面には大小の凹凸があ

+浄‐蜘0

F
64m引

土層No 土    色 土 質 備 考

10YRク2 灰責褐色 砂質ンルト

10YR2/2 黒褐色 粘土

ЮYR4/2 灰責褐色 抄質シルト 黒褐色上、にぶい黄橙色上のブロックを多 く含む

10YR4/3 に示ヽ瑣餡色 少質シルト にぶい黄橙色土、黒褐色上のブロックを多 く含む

P4 10YR4/3 に示い貢裕色 こぶい黄橙色 シル トのプロックを多量に含む

10YR4/3 にポい黄招色 砂質シルト 黒褐色上のプロックをを多量に含む
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第190図 S120竪穴住居跡出土遺物

る。掘り方の埋め土は、にぶい黄色のシルトで、基本層7層起源の灰黄褐色砂質シルトのブロックを含む。【遺物

出土状況】出土遺物は少なく、いずれも破片の状態で出土したものである。〔出土遺物】出土遺物には、図化した

土師器 6点、礫石器 1点 (Kb-41)、 砥石 1点 (Kc-82)、 石製模造品 (Kd-257)1点 がある。土師器は、

イ 4点 (C-429～432)と 高杯 1点 (C-433)、 壷 1点 (C-434)で ある。郭は、半球形の体部と口縁部の境が

僅かに括れ、日縁部が外傾ないし外反するものである。日縁部と体部の境の内面は、突起状の強い稜の形成される

もの (C-429・ 430)と 「く」字状の角となるもの (C-431・ 432)がある。高杯は郭部の破片で、体部から口縁

部まで直線的に外傾して広がる。壺は、扁平な体部に、体部の割に径が大きく幅の広い口縁が付くものである。礫

石器と砥石は、 1層からの出土で、砥石は面取り加工された方柱状のものである。石製模造品は臼玉である。

球

号

堂

ｉ否

H土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 捕  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器 種 津高 長 日径 帳 (調整 素材 産地 時期・分類 )

1 C-429 SI-20 1層 非ロクロ土師器 不 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ

2 C-432 M-20 貼床 非ロクロ土師務 郷 外面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

3 C-431 貼 床 非ロクロ土師器 イ 10C 外面 :口縁 ヨコナデ、体部ナデ 内面 !口 縁 ヨコナデ

4 C-430 用方 非ロクロ土師器 郭 外面:日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面:日縁ヨコナデ、卒部ヘラナデ、ナデ

5 C-433 SI-20 屈方 非ロクロ土師器 高郭 外面 :ヨ コナデ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘ ラナデ

6 C-434 SI-20 !層 貼床 非ロクロ土師器 一霊 (34) 外面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ、ナデ 内面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ

Kb-41 I-20 1層 礫石器 凹 石 164 安山岩 107-8

8 Kc-82 X-20 1層 砥石 饉状 1 1 面取 り加工、砥面 4面                頁岩 112-2

9 Kd-254 SI-20 思方 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩



第 2章 調査の概要

4)土坑

S K90土坑 【位置。重複】調査区西部の南側で検出された。S15竪穴住居跡を切る。【平面形。大きさ】北東

から南西方向に長軸をもつ不整な精円形の土坑で、長軸214cm・ 短軸101cmを 測る。【深さ。断面形】深さは44cm

あり、断面形は不整な舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 3層に分けられる。いずれも自然堆積層

と観察された。出土遺物はない。

S K91土坑 I位置・重複】調査区西部の南側で検出された。S15竪穴住居跡、S K92土坑を切る。【平面形・

大きさ】北西から南東方向に長軸をもつ不整な楕円形の上坑で、長軸141cm・ 短軸84cmを測る。〔深さ。断面形】

深さは46cmあ り、断面形は不整な舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 4層に分けられる。上部は自

然堆積と観察されるが、下部はブロック状の土壊が含まれ、人為的な堆積層の可能性がある。出土遺物はない。

S K92土坑  【位置・重複】調査区西部の南側で検出された。北部をS K91土坑に、南部をSD2溝跡に、東部

をS K43土坑に切られている。【平面形。大きさ】北東側と北西側の辺が直交して交わるので、平面形は方形ない

し長方形を呈すると考えられる。残存部の北東から南西方向で約230cm・ 北西から南東方向で約220cmで ある。

【深さ。断面形】深さは5cm前後あり、断面形は浅い凹形を呈する。底面には凹凸がある。【堆積土・出土遺物】

堆積土は、 2層 に分けられる。遺物は土師器郭1個体 (C-521)のほか非ロクロ土師器が52点出土している。

S K93土坑 【位置。重複】調査区西部の南側で検出された。重複はない。【平面形。大きさ】北東から南西方向

に長軸をもつ楕円形の上坑で、長軸96cm・ 短軸59cmを 測る。【深さ。断面形】深さは10cm前後で、断面形は不整

な舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、褐色土のブロックを含む暗褐色のシルト質砂層である。遺物

は非ロクロ土師器片が26点出土している。

S K94土坑 【位置・重複】調査区西部の南側で検出された。S15竪穴住居跡を切る。【平面形。大きさ】北東

から南西方向に長軸をもつ楕円形の土坑で、長軸84cm・ 短軸64cmを測る。【深さ・断面形】深さは1lcmで、断面

形は舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、黒褐色と黄褐色上のプロックを含む暗褐色の砂質シルト層

である。遺物は土師器のミニチュア土器1個体 (C-522)が出土している。

S K95土坑 【位置。重複】調査区西部の南側で検出された。S15竪穴住居跡を切る。西部は側溝に切られる。

調査区の外にのびている可能性もある。【平面形・大きさ】検出部分の平面形は三角形を呈す。検出部の東西は約

104cm。 南北は約88cmである。【深さ。断面形】深さは18cmで、断面形は不整な舟底形を呈する。【堆積土・出土

遺物】堆積土は、にぶい黄褐色土のブロックを含む暗褐色のシルト質砂層である。出土遺物はない。

S K96土坑 【位置。重複】調査区西部の南側で検出された。西部は狽I溝 に切られる。【平面形。大きさ】検出部

分の平面形は半円形を呈す。検出部で直径63cmを測る。〔深さ。断面形】深さは20cmで、断面形は不整な逆台形

を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色のシルト質砂層で2層 に分けられる。下部の2層 には褐色土の

ブロックを多 く含む。遺物は非ロクロ土師器片が 1層から3点、 2層から4点出土している。 1層の 3点のうち 1

点は内面黒色処理された杯の破片であることから、この遺構については 5b層 -7層 より上層で掘 り込まれた遺構

の掘 り残しと考えられる。

S K97土坑 【位置・重複】調査区西部の南側の西壁際で検出された。西部は側溝に切られる。【平面形・大きさ】

検出部分の平面形は、北西から南東方向に長軸をもつ楕円形を呈す。検出部で長軸131cm・ 短軸97cmである。【深

さ。断面形】深さは約20cmで、断面形は舟底形を呈する。底面に細かな凹凸がある。【堆積土・出土遺物】堆積土

は、暗褐色のシル ト質砂層で、上部のユ層には黒褐色のブロックを、下部の 2層 には褐色上のブロックを含む。遺

物は非ロクロ土師器片が 1層から多数、 2層から9点出土している。

S K98土坑 【位置・重複】調査区西部の中央で検出された。重複はない。【平面形。大きさ】平面形は南北方向

に長軸をもつ楕円形を呈す。長軸89cm・ 短軸61cmを 測る。〔深さ・断面形】深さは14cmで、断面形は舟底形を呈

208



SK91

第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

SK92SK90

SK93

X=-189313 :1

十浄‐蜘
Y=10819

A′

ト

ぺ C′A
71m引

Dか

G                 G′
71m引         ト

ー

納         f

SK96・ 97

+浄‐酌W
Y‐ 10820

E                E′
70m引       ト

十

SK96

H           ■

町 mヽ

寸

I

71m引

Y‐ 10819

B
70m引

F′

<

Y‐ 10820

生ヽ
―

ほ

ユ

遇
ト

狙 m   ~

0                      2m

SK90

SK92

土層No 土   色 土質 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 少質シルト え化物粒をわすかに含む

2 10YR3/3 暗褐色 ンル ト質つ 場色上のプロックを多 く含む

SK93

上層No 土   色 土質 備 考

1 10YR3/3 暗掲色 ンルト質D 褐色上のプロックを少量含む

第191図 5a層除去後 (5b・ 6。 7層)検出土坑 1

する。【地積土・出土遺物】堆積土は、褐色上のブロックを含む暗褐色のシルト質砂層である。遺物は、非ロクロ

土師器片が42点 と、須恵器片が 1点出土 している。

S K99土坑 【位置。重複】調査区西部の中央で検出された。【平面形。大きさ】平面形は、北西から南東方向に

長軸をもつ不整な精円形を呈す。長軸100cm・ 短軸59cmを測る。【深さ。断面形】深さは約15cmで、断面形は舟底

土層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト質砂 黒褐色上のプロックを多 く含む

2 10YR3/3 暗褐色 場色上のブロックを多量に含む

土層No 上   色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト炭化物粒 をわずかに含 む

2 10YR2/1 黒色 ン,レ ト 土器片を含む、下方 に炭化物が層状に混入する

3 10YR4れ 褐色 シルト質秘 黒色上をわずかに含む

SK91

SK94

土層No 土   色 土質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質ンルト 黒IB色土を黄褐色上のブロックを多 く含む

SK95

にぶい黄褐色上のプロックを多 く含む、シマ リな し

土層No 上    色 土質 備 考

1 10YR2/2 黒褐色 少質ンル ト 免土炭化物 を含む、土器片を多 く含む

2 10YR3/2 黒褐色 砂質ンルト 掲色上のプロックを少量含む

3 10YR3浴 暗褐色 砂質シルト にぶい黄橙色粘上の大形プロックを含む

4 10YR4/4 褐色 ルト質認 懸褐色上のブロックを含む

上層 No 土   色 土 貿 備 考

I 10YR3/3 暗褐色 シルト質砂

2 ЮYR3/4 暗褐色 シルト冒Ё B色上のプロックを多 く含む

SK97
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SK101

土   色  1 土 考

ユ  10YR3洛  暗褐色 |ンル ト質砂 1下部に褐色上のアロックを多く含む、炭化物粒をまばらに含む

SK102

土層No 土    色 土 質 備 考

10YR3/2 黒褐色 砂質ンルト 褐色土、暗褐色上のプロックを多く含む、炭子ヒ物を多く含む

lb 10YR4/2 灰責褐色 砂質シル ト 炭化物を含む

ЮYR3/2 黒褐色 少質シルト 褐色土粒、炭化物粒を多 く含む

10YR4/3 にがい責禍色 司色のシル トプロックを含む

10YR3/2 黒褐色 焼土粒をわずかに含む

第刊92図 5a層除去後 (5b・ 6・ 7層 )検出土坑 2

形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は焼土や炭化物を含む黒褐色のシルト質砂層で、下部には褐色土のブロ

ックを含む。推積土中から多数の非ロクロ土師器片が出土している。

S K100土 坑 【位置・重複】調査区西部の中央で検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】平面形は、東西

方向に長軸をもつ不整な楕円形で、長軸103cm・ 短軸66cmを 測る。【深さ・断面形】深さは約27cmで、断面形は舟

底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、褐色土のプロックを含む暗褐色の砂質シルト層である。遺物は、

土層No 土   色 土 質 栃 考

1 10YR2/2 黒色 シルト宵粘土 吸黄褐色の粘上のプロックを斑状 に含む

⑥

10YR4/3 にポVヽ ☆禍色シルト質砂 褐色上、暗褐色上のブロックを含む

にぶい黄橙色を霜降状に含む

焼土、炭化物を多 く含む

焼土、炭イヒ物を少量含む、下部に掲色土ブロックを含む

上のブロックを

にぶい黄栓色上のブロックを含む

含む、にぶい黄橙色土をわずかに含む

を小ブロツクで含む

ロックを含む、指禍色土をわすかに



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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鎌

号

登

笠奮

H  土  地 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本 層 遺構名 鷺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 .旺 (調整 素材・産地 時期 分類 )

1 SK-92 1層 非ロクロ土師器 郭 (42) 7f・面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

2 C-522 SK-94 1層 非ロクロ土師器 エチェア 外面 :ナ デ 内面 :ナ デ 76-10

3 C-527 SK-101 1層 非ロクロ土師器 葺邸 外面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面 :ナ デ、 ヨヨナデ

C-528 SK-101 1層 乍ロクロ土師器 小型壷 外面 :ヨ コナア、ハケメ、ナデ、ヘラケズリ 内面 !ヨ コナデ、ナデ、シボリメ

5 C-529 SK-101 1層 十ロクロ土師器 菱 17( 外面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ヘ ラナデ

Kc-24 SK-102 1,曽 砥石 板 状 (52) 24 面取 り加工 FR面 4面 Kc-65と 接合 デイサイ ト質凝灰岩

Kd-1∞ SK-92 1層 石製造品 臼玉 01 緑泥石片岩

Kd-70 SK-102 1層 石製造品 円板 0 31 緑泥石片岩 l15-12

第193図 SK92・ 94。 司01・ 刊02土坑出土遺物

非ロクロ土師器片が56点 出土している。土師器の中に、内面黒色処理された杯の破片が 2点あることから、この遺

構については 5b層 -7層 より上層遺構の掘 り残しの可能性がある。

S K101土坑 【位置 。重複】調査区西壁中央の壁際で検出された。西部は側溝に切られる。調査区の外にのびて

いる可能性もある。【平面形 。大きさ】平面形は不明である。検出部の北東から南西方向の長さ約190cm、 幅約

43cmを 測る。【深さ・断面形】深さは20cmで、断面形は舟底形を呈する。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、下部に

褐色土のブロックを含む暗褐色のシルト質砂層である。遺物は、土師器 3個体 (C-527～ 529)の ほか非ロクロ土

師器が20点 出土している。

S K102土坑 【位置・重複】調査区西部の中央で検出された。S18竪穴住居跡を切り、SAl柱穴列に切られ

る。また、SE2井戸跡 (S K52)に 北側を切られている。【平面形 。大きさ】上面の平面形は不整形であるが、

底面は円形を呈す。大きさは東西165cm、 南北140cmを 測る。【深さ・断面形】深さは57cmで、断面形は逆台形を

呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、大別 2層 。細別 5層 に分けられる。上部 (1層 )に は炭化物が含まれて

いる。遺物は、 1層 。2層 とも非ロクロ土師器片が多数出土している。土師器以外には、 1層から砥石1点 (K

c-7)と 石製模造品1点 (Kd-70)が出土している。

SK刊 04土坑 【位置。重複】調査区西部の北側で検出された。S D24・ 40・ 41溝跡、S19。 10竪穴住居跡、S

K129・ 130土坑を切る。S D14溝跡に遺構の南部を切られる。【平面形 。大きさ】平面形は、溝状に長くのびてい

る。大きさは、残存南北長約5.2m、 東西幅103cmを 測る。階段状に掘られて中央が低くなっている。【深さ・断面

形】深さは中央部分で60cmあ り、断面形はU字形ないし逆台形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、大別 2

層・細別 6層 に分けられる。上部の大別 1層は、にぶい黄褐色や褐色土層で、人為的な堆積土と考えられる。下部

の大別 2層 は暗褐色ないし黒褐色土で炭化物が含まれている。遺物は、 2層からの土師器11個体 (C-530～ 540)

の他 1層から多数の、 2層からは多量のロクロ土師器片が点出土している。土師器以外には、黒曜石製石器 1点
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第194図  SK104土坑出土遺物 1

-62)。 礫石器 1点 (Kb-9)・ 砥石 2点 (Kc-25。 26)・ 石製模造品 1点

土師器の実測個体は完全なものはなく、いずれも破片を接合したものである。

調査区西部の北側で検出された。 S D25。 40・ 41溝跡を切 り、 S D24溝跡に切 られ

』 猛

10cm

番号 番号

出 土 地 占
ヽ

分 類 法 量 4f 徴  備  考
写真図版

基本層 遺梧名 遺穂層 取上No 種 別 器種 器高 ,長 日径・嘘 1部径 厚 発径 重 (調整 素材 産地 時期 分類 )

1 C-530 SK-10` 2層 非ロクロ土師器 郷 外面 1日縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 内面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ

2 C-536 SK-10` 2層 非ロクロ土師器 専郭 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :シ ボリメ、ナデ、ヘラミガキ

3 C-535 SK-10を 2層 非ロクロ土師器 葛イ (100) 外 面 ヨコナデ、ヘラミガキ 内面 :ナ デ、ヘラミガキ

-534 SK-10` 2層 非ロクロ土師器 小型壷 (21) 4面 iヨ コナデ、ヘラミガキ、赤色槻料 内面 :ヘ ラミガキ、放射状赤色顔琳

5 -533 SK-10を 2層 非ロクロ土師器 小型壷 麻面 :体部ヘラミガキ 内面 :体部ナデ ?ヘ ラナデ 外面赤色

6 -531 SK-104 2層 非ロクロ土師器 中型壷 57 外面 Iヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、シボリメ、ナデ?ヘ ラナデ、ヘラミガキ

7 -532 SK-104 2層 非ロクロ土師器 中型壷 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :日縁ヨコナデのちヘラミガキ、体部ヘラナデのちナラ
-538 SK-104 2層 非ロクロ上師器 一霊 外面 1日縁ヘラミガキ、体部ヘラミガキ 内面 :日縁ヘラミガキ、体部ヘラナラ

9 C-540 SK-104 2層 非ロクロ土師器 甕 (79) 外面 1日 縁ヘラミガキ、体部ヘラナデ 内面 1日縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ

-539 SK-104 2層 非ロクロ土師器 菱 14〔 琳面 :摩減 内面 :口 縁 ヨコナデ、体部ヘラナデ

l] -537 SK-104 2層 非ロクロ土師器 菱 (131) 十面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ、ヘラミガキ 内面 !ヨ コナデ、ヘラナテ
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第195図 SK104土坑出土遺物 2

る。また、S D14溝 跡に南東部を切られている。【平面形 。大きさ】平面形は、不整形で、大きさは、残存東西幅

約92cm、 南北長90cmを 浪1る 。〔深さ。断面形】深さは中央部分で約40cmあ り、現存部の断面形はV字形を呈する。

【堆積土・出土遺物】堆積土は、 4層に分けられる。いずれも自然堆積層と観察される。遺物は、非ロクロ土師器

片が42点出土している。

S K106土 坑 【位置。重複】調査区西部の北側で検出された。S19竪穴住居弥とS K107土坑を切る。【平面

形。大きさ】平面形は楕円形で、北西から南東方向の長軸73cm、 短軸60cmを 測る。【深さ。断面形】深さは10cm

前後で、断面形は舟底形を呈する。〔堆積土。出土遺物】堆積土は、灰黄褐色上のブロックを含む黒色のシルト質

粘土である。遺物は、非ロクロ土師器片が25点 出土している。

S K107土坑 【位置 。重複】調査区西部の北側で検出された。S K106土 坑とS19竪穴住居跡に東部を切られ

る。【平面形 。大きさ】平面形は楕円形で、北東から南西方向の長軸148cm、 短軸70cmを測る。【深さ。断面形】

深さは25cmで、断面形は舟底形を呈するが、壁面がオバーハングしている部分もある。【堆積土 。出土遺物】堆積

土は、 3層に分けられる。遺物は非ロクロ土師器片が44点 出土している。

甲

号

凶

ｉ否 番号

出 土 地 揮 分 類 法 量 特  徴 。 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 【高 長日径 幅 体部径 (調整・素材 産地 時期・分類 )

1 b-9 S【 -104 2層 渓石器 凹・磨 157 安山岩

2 -26 )K-104 2層 砥石 仮状 (79) (10) 34′ 自然石利用 紐孔有 り 砥面 2面         粘板岩

3 (c-25 〕【-104 2層 Ц石 恢状 (100) 120( 則面敲打加工有 り 砥面 2面            貢岩 110-7

a-40 SK-104 2層 打製石器 スクレイア` 17( 黒曜石 102-7

5 くd-184 】K-104 1～ 2層 石製模造品 臼玉 03 緑泥石片岩

6 (d-203 SK-104 1～ 2層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

213



師

ヽ

′

第 2章 調査の概要

SK107

E
69m引

SK108

70m乃      ド
′

マ

SK109 SKl10

D
68m引

SK112
Y‐ 10835中
裕

4、、

69mL

ωmlど 」

メ、
G′

Y‐ 10828

+浄却V

ｒ
マ

嘲
／
格
脚中ｒト

十浄」89298

Y‐ 1083]

SKl14

SD14

SKl17

Y=10824

+浄抑8

Y‐ 10828

H′

ノI   ト

rH′

SK107

土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR4/6 褐色 妙質シル ト 暗褐色 シル トを含む

2 10YR2/3 黒褐色 告土質シルト 炭化物 を含む

3 10YR3/3 暗褐色 掲色 シル トブロック 炭化物をわずかに含む

SKlll

土 色 上 賀 備 考

10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 明黄褐色シルト及び暗褐色シルトの大形のアロックを多く含む

2 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 明黄褐色 シル トを霜降状 に含む

3 10YRι/2 灰黄褐色 歩質シルト 明黄褐色シル トと黒褐色シル トを縞状に含む

SKl12

土層No 土 色 土質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 ひ質シルト暁土 炭化物粒をわずかに含む

SK109

土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/2 黒tB色 ンル ト にぶい黄褐色上のブロックと酸化鉄斑をまばらに含む

SKl14

土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR2/3 黒褐色 シル ト資砂 暁土 炭化物を含む

2 10YR3/3 暗褐色 ンル ト質砂 偶色砂を含む

SKl10

土層No 土 色 土 貿 師 考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト にぶい黄橙色上のブロックを下部に少量含む

2 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト 炭化物片を多量 に含む、褐色土粒 を含む

3 10YR4/2 灰責褐色 妙質シルト 暗褐色土粒を霜降状に含む

4 10YR4/3 にポい黄協色 沙質シルト にぶい黄橙色上のプロックを含む土層No 土 色 土質 師 考

ユ 10YR4/3 にがい黄協色 少質ンルト にぶい黄橙土・黒褐色土を霜降状に含む

2 10YR5/3 にがい責協色 ル ト にぶい黄橙土を籍降状 に多 く含む

10YR2/2 黒褐色 シ,レ ト にぶい黄橙土粒 炭化物粒 を少量含む

10YR3/2 黒褐色 ンル ト にぶい黄橙土粒を含む、下部には同色大ブロックを含む

4 ЮYR3/2 黒褐色 ン,レ ト にぶい責橙とを霜降り状に多く含み、下部には同色大アロックを含む

5 10YR3/1 黒褐色 にぶい黄橙土ブロックを含み、炭化物を多 く含む

6 ЮYR3/1 黒褐色 古■暫シルト にぶい黄橙土をわずかに含む

7 10YR4/3 にぷヤⅢ☆禍色 シルト質砂 にぶい黄橙土ブロックを合む

8 ЮYR5/2 灰黄褐色 少質シルト 黒褐色土 (粘土質シル ト)を わずかに含む

ЮYR3/2 黒褐色 少質シルト にぶい黄橙土ブロック、にぶい責褐色土、炭化物を含む

土層No 土 色 上 賀 備 考

10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 炭化物、焼土、土器片を多 く含む

2 10YR4/3 にパい黄禍色 ンルト質砂 暗褐色上のブロックを少量含む

SKl16

上層No 土 色 土 質 備 考

I 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒 を含む、褐色上の大ブロックを含む

2 10YR4/3 にぷヤヽ黄協色 少質シルト 暗褐色上のブロックを含む

土層No 土 色 土 賀 幅 考

1 ЮYR2/2 黒掲色 紗管シルト にぶい黄褐色上のブロックを少員含む

第196図  5a層除去後 (5b・ 6・ 7層)検出土坑 3



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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第197図  SK108・ 109・ 110・ 111土坑出土遺物

S K108土坑 【位置・重複】調査区北角付近で検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】平面形は不整な楕

円形で、北東から南西方向の長軸約120cm、 短軸64cmを 測る。〔深さ。断面形】深さは20cm前後で、断面形はV字

状を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、焼土や戊化物を含む暗褐色の砂質シルトである。遺物は非ロクロ土

師器片が50点 と、黒曜石製石器が2点 (Ka-42・ 44)出土している。

SK刊 09土坑 【位置 。重複】調査区西部の北側で検出された。南部をS D23溝跡に切られる。【平面形 。大きさ】

溝状に長い土坑で、北東から南西方向の残存長が169cm。 幅66cmを 測る。北西側の壁面には段差がある。【深さ・

断面形】深さは19cmで、断面形は舟底形を呈する。【堆積土。出土遺物】堆積土は、暗褐色のシルト質砂層で、含

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺穂名 遺穏層 取上No 種 別 器種 器高 摂 日径 叫 部ヽ径 厚底径 (調 整 素材・ 産地 時期 分類 )

1 -523 Ю 5層 井ロクロ土師器 イ 53 3` 外面 1日 縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラナデ 内面 :日 縁ヨコナデ、体部ナデ

2 -525 10 5層 非ロクロ土師器 小型壷 外面 :体部ヘラミガキ 内面 :体部ナデ

3 -524 10 5層 非ロクロ土師器 中型壷 外面 :体部ヘラミガキ、底部ヘラケズリ 内面 :体部ヘラナデ、ナデ

-526 10 5層 非ロクロ土師器 菱 外面 :日 縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面 !日 縁ヨコナデ、体Hhヘ ラナデ?

5 Kb-10 10 4層 礫石器 磨 敲石 109 105- 9

6 Kb-11 1層 際石器 唇 取石 安山岩 105-10

7 Ka-42 SK-108 1層 打製石 器 2次加工 黒曜石 103- 4

8 Ka-44 SK-108 1層 打製石器 スクレイ 黒曜石 102-15

9 X-15 SK-109 2層 コハク 玉 (25) 穂形、無孔 (穿孔痕跡あ り) カラー写真39



第 2章 調査の概要

0                       10cm

中

号

凶

番

郵

号

堂

香

tB土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 岸高 日径 員径 重 (調整 素材・産地・時期・分類 )

1
-541 2層 非ロクロ土師器 杯 (47 71面 ヨヨナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 76-21

2 3層 非ロクロ土師器 JTN 13J 71・面 :ヨ ヨナデ、ナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 76-22
3 2層 非ロクロ土師器 小型壼 外面 :体部ナデ 内面 :体部ヘ ラナデのちナブ

4 3層 非ロクロ土師器 中型壷 (108) 外面 :ヘラナデ、ナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ヘラナデ、ナデ

5 Ж 23層 rロ クロ土師器 甕 外面 1日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラナデ

6 2層 lFロ クロ土師器 霙 25 237 外E!ヨ コナデ、ヘラナデ 内面:ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ、ヘラナデのちヘラミガキ

第198図  SK刊 14土坑出土遺物
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有物により2層 に分けられる。遺物は、非ロクロ土師器片が 1層から36点 と2層から8点出土している。また、 2

層中から琥珀玉が 1点 (X-15)出土している。 1層の土師器の中には 4点の内面黒色処理された杯の破片が含ま

れていることから、この遺構については 5b層 -7層 より上層から掘 り込まれたの遺構の掘 り残しと考えられる。

S Kl10土坑 【位置 。重複】調査区東部の北側で検出された。SDl溝跡に遺構の西部を切られる。【平面形・

大きさ】平面形は不整形で、現存の南北長軸252cm、 東西短軸約125cmを 測る。【深さ。断面形】深さは52cmで、

断面形は逆台形を呈する。堆積土の3層上面から掘られたピット1個 と底面で3個のピットが検出されている。

【堆積土・出土遺物】堆積土は9層 に分けられた。遺物は、非ロクロ土師器片が 1層 。2層 から多数、 3層から1

番号

球

号

堂

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 還穂 層 収上No 種別 器種 語高 長 日経 '旺 部ヽ径 厚 (調整 素材 産地 時期 分類)

1 C-548 1層 井ロクロ土師器 膏不 (84) 界面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラケズ リ、 ヨヨナデ

C-547 SK― J 1層 非ロクロ土師器 中型壷 (75) 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、シボリメ

3 kd-92 SK-1よ 1層 石製模造品 勾玉 17 1 緑泥石片岩 1

第199図 SK相 5。 118土坑出土遺物
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第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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土層No 土 色 土質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質ンルト 掲色土を霜降状に含む

2 10YR4/4 褐色 シルト質砂 黄褐色土 と暗褐色上のプロックを多 く合む

SKl19

SK124

土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/2 黒褐色 少質シルト にぶい黄褐色土粒を霜降状に含む、土器片を多量に合む

2 10YR3/2 黒 褐色 少質シル ト 票色土 とにぶい黄褐色土のブロックも多 く含む

3 10YR5/4 にぷ↓ヽ黄褐色 壁崩藩土

10YR6/2 灰責褐色 シル ト 黒褐色上の薄層を縞状 に含む

S(125のプロックをまば らに含む

土層No 土 色 土 質 備 考

ユ 10YR3/4 暗褐色 妙資シルト 陽色土と暗褐色上のブロックを多 く含む

SK121

炭化物 にぶい黄掲色土 を含む

量に含む、遺物 を多量に含む

土層No 土 色 土 質 傭 考

1 10YR4/3 にぶヤⅢ黄褐色 シル ト 砦掲色上のブロックを含む

2 10YR4/2 灰黄褐色 シルト rHZ褐 色上を霜降状に含む

SK127土層No 土 色 土 質 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 炭化物をわずかに含む、黄褐色のブロックをまばらに含む

10YR2/3 黒褐色 砂質ンルト え化物 と酸化鉄斑 をわずかに含む プロックを多 く含む

土の プ ロ ック をlfH状に

褐色土プロックを含 む、褐色砂 を縞状 に含む

10YR4ん にぶVヽ ☆褐色 褐色砂 を縞状 に含む

10YR3/1 黒褐色 シルト質粘土 炭化物 を含む にぶい黄褐色シル トのプロックを含む

黄褐色上のブロックを含む

第200図 5a層除去後 (5b・ 6・ 7層 )検出土坑 4



第 2章 調査の概要

0                        10Cm

甲

号

凶

番

録

号

登

番

‖ 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種別 器種 器高 長 ヨ径 幅 体部径 ミ径 重 (調整・素材・産地・時期・分類 )

l -549 ,K-124 1層 非ロクロ土師器 不 Ⅲ面:ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面:ヘラミガキ、ナデ、ヘラミガキヘラミガキ 78-11

2 -550 SK-1閉 1層 炸ロクロ土師器 高 不 琳面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、 シボリメ、ヘラナデ

3 C-551 ユ層 非ロクロ土師器 (58) 朴面 :体部ナデ、底部ヘラケス リ 内向 :ナ デ

C-552 ,K-1別 2層
'Fロ

クロ土師器 小 型壷 60 朴面 :体部ナデ、底部ヘラケズリ 内面 :ナ デ・

第201図 SK刊 24土坑出土遺物

0                         10cm

点 。4層 から25点 ・5層 から実測した 4個体 (C-523～526)を含む54点 ・ 7層から22点 が出上した。土師器以外に

は、 4層から礫石器 1点 (Kb-10)が 出上している。

S Klll土坑 〔位置・重複】調査区中央部で検出された。S D23滞 跡を切る。SX3a遺構により西部を切られ

ている。【平面形。大きさ】残存部の平面形は半円形で、現存の南北長375cm、 東西幅約130cmを 測る。【深さ。断

面形】深さは23cmで、断面形は舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は3層 に分けられた。遺物は、堆積

土中から非ロクロ土師器片が多数出土したほか、礫石器 1点 (Kb-11)が出土している。

中

号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 日径 躯 部ヽ径 厚底径 蓮 (調整 '素材 産地 時期 分類 )

C-556 Ж-125 2層 非ロクロ土師器 高JT 舛面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラナデのちヘラミガキ、シボリメ

2 C-553 ,K-125 2層 非ロクロ土師器 奏 (47) 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

3 C-554 SK-125 2層 非ロクロ土師器 養 (253) 外面 :ヨ コナデ、ヘラナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ、ヘラミガキ

4 C-555 ;K-125 2層 非ロクロ土師器 甑 (68) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ  無底

5 Kb-12 Ж-125 2層 礫石器 不 明 71 デイサイト質凝灰岩 105-1]

第202図 SK125土坑出土遺物



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

第203図 SK126・ 127土坑出土遺物

S Kl12土坑 【位置 。重複】調査区中央部で検出された。重複はない。【平面形 。大きさ】平面形は隅九の三角

形で、東西幅66cm、 南北長61cmを測る。【深さ。断面形】深さは6cmで、断面形は浅い舟底形を呈する。【堆積

土。出土遺物】堆積土は、にぶい黄褐色のブロックを含む黒褐色のシルトである。遺物は非ロクロ土師器片が3点

出土している。

S Kl14土坑 【位置 。重複】調査区中央やや西寄りで検出された。北西部をS D14溝跡に、北東部と南西部をS

D2溝跡によって遺構の全周が切られ、遺構中心部だけが残っている。【平面形・大きさ】残存部の形状は不整形

で、大きさは北東から南西方向の長さ164cm、 幅91cmを 測る。【深さ。断面形】深さは約60cmである。全体に橋鉢

状に下がっている。【堆積土・出土遺物】堆積土は4層 に分けられる。遺物は、非ロクロ土師器片が1層から多

数・ 2層から実測した3個体 (C-541・ 544・ 546)を 含む多数・3層から実測した3個体 (C-542・ 543・ 545)

を含む多数・4層 から29点出土した。土師器以外には、 2層から鉄津が 1点出土している。

S Kl15土坑 【位置 。重複】調査区中央部南寄りで検出された。SX7遺構を切り、S D29溝跡に切られる。ま

た。SD2溝跡に遺構の北側を切られている。【平面形・大きさ】残存部の平面形は略半円形で、東西残存径103cm、

南北残存幅60cmを 測る。【深さ。断面形】深さは9cmで、断面形は浅い舟底形を呈する。【堆積土 。出土遺物】堆

積土は2層 に分けられ、上部が炭化物・焼土・土器片を含む黒褐色の砂質シルト、下部がにぶい黄褐色のシルト質

砂である。遺物は、堆積土中から土師器2個体 (C-547・ 548)の ほか非ロクロ土師器が多数出土している。

S Kl16土坑 【位置 。重複】調査区中央部の西寄りで検出された。S D30溝跡に切られるほか、S D14溝跡にも

西側を切られている。【平面形・大きさ】残存部の平面形は不整形で、残存長78cm、 残存幅64cmを 測る。【深さ。

断面形l深さは15cmで、断面形は浅いU字形を呈する。【堆積土。出土遺物】堆積土は、 2層に分けられ、上部が

炭化物を含む黒褐色のシルト、下部がにぶい黄褐色の砂質シルトである。遺物は、非ロクロ土師器片が20点 出土し

ている。

S Kl17土坑 【位置。重複】調査区中央部南寄りで検出された。S D31・ 33溝跡に東西両側を切られる。【平面

形・大きさ】残存部の平面形は略楕円形で、東西残存長軸88cm、 南北残存短軸50cmを測る。【深さ・断面形】深

さは12cmで、断面形は不整な舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、黒褐色の砂質シルトである。遺物

は、非ロクロ土師器片が18点出土している。

S Kl18土坑 【位置。重複】調査区中央部の東寄りで検出された。S D23溝跡を切る。SDl溝跡に切られて南

北に分断されている。【平面形・大きさ】細い溝状の土坑で、長さ305cm・ 幅50cmを測る。【深さ。断面形】深さ

甲

号

凶

番

録

号

登

香

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遣構名 遺構層 駁上No 種 別 器種 ヨ径 .垢 氏径 .重
(調整・素材・産地 時期 分類 )

1 C-557 SK-126 1～ 2層 非ロクロ土師器 甑 (烈儀3) 叱登 I] 外面 :体部ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :体部ヘラミガキ、ヘラケズリ 無B

2 C-559 】【-127 1層 非ロクロ土師器 高郭 外面:ヨ コナ六 ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面|ヘ ラミガキ、シボリメ、すデ、ヨコチデ

3 C-558 〕【-127 b層 非ロクロ土師器 小型重 10お 外面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、すデ、ヘラナデ 85-5
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SK128

土層No 土    色 土 質 備 考

1 10YR2/3 黒褐色 砂質シルト 夷化物粒をわずかに含む

ЮYR4/3 にぶい貢褐他 砂質シルト 文化物を多 く含む

lc 10YR〃2 黒褐色 砂質シルト 木炭片を多量に含む、土師器を多く含む

2 ЮYR3/3 暗褐色 砂質ンルト 明苦褐色上のプロックを多 く含む

上層 No 土    色 土 質 備 考

10YR2/2 黒褐色 少質シルト 木炭片を多く含む、明責褐色上のプロックをわずかに合む

10YR3/2 黒褐色 ンルト 嗜褐色上のブロックを含む

10YR3れ 暗褐色 少質シル ト にぶい黄褐色上のブロックを多量に合む

4 10YR4/3 にぷヤ頂褐荏 砂 明黄褐色シルトのアロックを多畳に含む、暗褐色上のアロックを含む

汗
日黒

第204図 5a層除去後 (5b・ 6・ 7層)検出土坑 5

は33cmで、断面形はU字形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 2層 に分けられ、上部が暗褐色の砂質シル

ト、下部が褐色のシルト質砂である。遺物は、推積土中から多数の非ロクロ土師器片と、石製模造品が1点 (K

d-92)出土している。

S Kl19土 坑 【位置。重複】調査区西部の南寄りで検出された。S D34溝跡とKD20小溝状遺構を切る。〔平面

形。大きさ】平面形は長方形で、北西から南東方向の長軸63cm、 短軸45cmを 測る。【深さ。断面形】深さは3cm

である。【堆積土。出土遺物】堆積土は、褐色の砂質シルトである。遺物は非ロクロ土師器片が8点出上している。

S K120土坑 【位置・重複】調査区西部の南寄りで検出された。KD19。 20小溝状遺構を切る。【平面形。大きさ】

平面形は長方形で、南北長軸79cm、 短軸66cmを測る。【深さ・断面形】深さは23cmで、断面形は浅いU字形であ

る。【堆積土・出土遺物】堆積土は、暗褐色の砂質シルトである。遺物は非ロクロ土師器片が25点 出土している。

S K121土坑 〔位置。重複】調査区中央の南寄りで検出された。SX9遺構を切る。【平面形。大きさ】平面形

は不整楕円形で、南北長軸172cm、 短軸107cmを測る。【深さ・断面形】深さは18cmで、断面形は不整な舟底形で

ある。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 2層に分けられ、上層が黒褐色の砂質シルト、下層が暗褐色の砂質シルト

で、両層とも炭化物を含んでいる。遺物は非ロクロ土師器片が1層から多数と2層から47点 出土している。

S K122土 坑 【位置。重複】調査区西部の南寄りで検出された。S113竪穴住居跡を切る。【平面形・大きさ】

平面形は不整な楕円形で、北西から南東方向の長軸165cm、 短軸89cmを 測る。【深さ・断面形】深さは25cmで、断

面形は浅いU字形を呈す。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 2層 に分けられ、上層が暗褐色の砂質シルト、下層が
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黒褐色の砂質シルトである。遺物は非ロクロ土師器片が 1層から多数と2層から36点出土している。

S K123土坑 【位置・重複】調査区東部の中央寄りで検出された。S D34溝跡に上部を切られる。またSDl溝

跡に北半部を切られている。【平面形。大きさ】平面形は不整形で、北東から南西方向の長軸117cm、 幅約60cmを

測る。【深さ・断面形】深さは約20cmで、断面形は不整な舟底形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 3層 に

分けられる。いずれも自然堆積層と観察された。遺物は、非ロクロ土師器片が12点出土している。

S K124土坑  【位置 。重複】調査区東部の南寄りで検出された。上部をSR3a溝跡に切られている。【平面

形 。大きさ】平面形は不整形な隅丸長方形で、南北長軸177cm、 短軸100cmを 測る。【深さ・断面形】深さは30cm

で、断面形はU字形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 4層に分けられる。上部2層 は黒褐色砂質シルト、

下部がにぶい黄褐色ないし灰黄褐色のシルト層である。遺物は、 1層から実測した3個体 (C-549～ 551)を含む

多数と、 2層から実測した1個体 (C-552)の ほか 1点の非ロクロ土師器片が出上している。

S K125土坑 【位置。重複】調査区中央部の東寄りで検出された。S117竪穴住居跡を切り、SDl溝跡に南部

上半を切られる。【平面形・大きさ】残存部の平面形は不整楕円形で、東西長軸99cm、 短軸64cmを 測る。【深さ・

断面形】深さは約30cmで、断面形は逆台形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 3層 に分けられる。 2層 中か

ら多量の炭化物と共に土師器も多数出土している。遺物は、非ロクロ土師器が 1層から多数。2層から実測個体 4

点 (C-553～ 556)を含む多数。3層から10点出土した。土師器以外には、 2層から礫石器 1点 (Kb-12)が 出

土している。

SK刊 26土坑  【位置 。重複】調査区東部の南端で検出された。S D36溝跡の堆積土上面で検出された。【平面

形 。大きさ】平面形は略円形で、東西径62cm、 南北径63cmを 測る。【深さ・断面形】深さは約30cmで、断面形は

逆台形である。【堆積土・出土遺物】推積土は、 2層 に分けられる。上部がにぶい黄褐色のシルトで、下部が灰黄

褐色のシルトである。遺物は、甑片 1点 (C-557)を含む非ロクロ土師器片が25点出土している。

S K127土坑 〔位置 。重複】調査区西部の中央で検出された。S16竪穴住居跡の北角付近を切る。【平面形・

大きさ】残存部の平面形は円形で、東西径124cm、 南北径120cmを 測る。【深さ。断面形】深さは約83cmで、断面

形はU字形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は、大別 2層 ・細別 5層 に分けられる。 1層 は黒褐色ないし暗褐

色の砂質シルトである。2層 は暗褐色ないしにぶい黄褐色の砂層で、壁面の崩落土と考えられる。堆積土中から実

測した2個体の上師器 (C-558・ 559)の ほか多数の非ロクロ土師器片が出土した。ほかには、須恵器片が3点出

土している。出土土師器の中には、小型壷C-558の ようにS16竪穴住居跡の堆積土から崩落したような状態で

出土した土器もある。この面で検出された竪穴住居跡や他の遺構からは、ほとんど須恵器が出土していないのに姑

し、この遺構から3点の須恵器が出上していることから、他の遺構より新しい層で掘り込まれた可能性がある。

S K128土坑 【位置・重複】調査区西部の中央付近で検出された。S17竪穴住居跡の西部を切り、S16竪穴

住居跡に北西部を切られる。また、遺構の南東辺をS D14溝跡に切られている。【平面形・大きさ】残存部から平

面形は方形または長方形を呈すると推定される。北東から南西方向の軸長301cm、 北西から南東方向の残存勒

288cmを 測る。【深さ。断面形】深さは50cm前後で、断面形は凹形である。【堆積土】堆積土は大別4層・細別 8

層に分けられる。la層から3c層までは黒褐色ないし暗褐色を主体とする砂質シルト層で、 4層はにぶい黄褐色

の砂層である。lb。 lc・ 3a層からは炭化物・木炭片が多く出土している。各層中から多数の土師器片が出土

しているが、 lc層中からは特に多量の上師器片が出土している。4層は、竪穴住居跡における掘り方の埋め土に

あたる土層で、この層によって床面を整地している。【床面・壁面】4層上面は、部分的に起伏があるがほぼ平坦

になっている。北西の角付近の壁から約50cm離れたところに、長軸18cm・ 短軸13cm程の小さな焼け面がある。壁

面は、北西側は垂直に近く立ち上がる。北東と南西側はやや緩い立ち上がりとなっている。【掘り方】掘り方の深

さは10cm前後である。掘り方の底面には大小の凹凸があり、壁際は一段深く掘られている。掘り方の埋め土が砂



第 2章 調査の概要

0                          10clm

凶 甲 登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版

番号 基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 帝目・韻 口径 . ミ径 重 (調整 素材 産地 時期・分類 )

ユ C-5宥 SK-128 1層 ′ロクロ土師器 ミユチェア 6「 外面 :ナ デのちヘラミガキ 内面 :ナ デのちヘラミガキ

2 C-576 Ж-128 3層 非ロクロ土師器 ミニチュア? 71 ホ面 :ナデ 内面 |ナデ

3 SK-128 lc層 非ロクロ土師器 lTN 54 1面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 77-9
4 -562 SK-128 2層 非ロクロ土師器 郭 69 牛面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 :口縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 78-14

5 -564 SK-128 Ic層 非ロクロ土師器 郭 (50) Ⅲ面:ヨ コナデ、すデ、ヘラミガキ 内面iヨ コナデ、ヘラナデ、チデ

6 -565 SK-128 lc層 非ロクロ土師器 啄 (34) 牛面 :ヨ ヨナデ、すアのちヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ

7 -563 ;K-128 lc層 非ロクロ土師器 啄 舛面 :日 縁ヨコナデ、体部ナデのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ 78- 8

3 -566 3層 非ロクロ土師器 高郭 (126) 1面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 |ヘラミガキ、シボリメ

9 -568 lc層 非ロクロ土師器 1面 :ヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミガキ、ナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

-5紹Э lc層 非ロクロ土師器 鎌杯 米面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

-567 2層 非ロクロ土師器 笥啄 ホ面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ?

-571 閉 lc層 非ロクロ土師器 罰郭 朴面 :ヨ コナデ、ヘラナデ 内面 :ヘ ラナデ

-569 lc層 非ロクロ土師器 髯不 (44) /1・面 !ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 |ヘ ラミガキ

-573 lb lc層 非ロクロ上師器 葺邪 外面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面 :ン ボリメ、ナデ、ヨヨナデ

-572 lc層 非ロクロ土師器 自不 外面 :ヘ ラミガキ 内面 iシ ボリメ、ヘラナデ、ヨコナデ  外面赤色

222
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t

番号 番号

出 土 地 点 分 類 法 壁
写真図版

基本 層 遺穂名 遺穂層 収上No 種
"」

器 種 (調整・素材 産地 時期 分類 )

1 C-574 SK-128 lc層 非ロクロ土師器 小型壷 外面Iヨ コナデ、ヘラ

'デ

、ナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、すデ 85-6

2 C-575 SK-128 1層 非ロクロ土師器 小型壷 (66) 外面 1体 部ナデ、ヘラミガキのちヘラナデ 内面 |シ ボリメ、ナデ、ヨコナデ

3 C-579 ,K-128 la 2 3届 非ロクロ土師器 一笠 (176) 外面1日緑ココナデ、体都ヘラミガキ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラナデ

C-578 SK-198 lc層 非ロクロ土師器 壺 (112) 外面|ヘ ラミガキ、ヨコナア、ヘラミオキ 内面!ヘ ラミ
'キ

ラナデ

5 C-587 】K-128 lc 2層 非ロクロ土師器 甕 (112) (228) 外面 :日縁ヨコナデ、体部ナア、ハケメ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ

6 C-580 c層 非ロクロ土師器 霊 186 155 タト面!ヨ ヨナデ、ヘラチデのちヘラミガキ 内苗:ヨ コナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ

C-581 C層 非ロクロ土師器 莞 (125) 外面 :口縁 ヨヨナデ、体部ヘラナデ

8 C-582 lc層 非ロクロ土師器 斑 (200) 外面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 内面 :内面 1回縁ヨコナデ、体部ヘラナデ

0 2層 非ロクロ土師器 甕 外面 |ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ

第206図  SK128土坑出土遺物 2
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出 土 地 点 分    類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 静 種 【高 長日径 ミ径,重 (調整・素材 産地・時期・分類 )

1 C-588 SK-128 lc層 Fロ クロ土師器 垂 2Z7 1面 !ヨ コナス ナデ、ヘラナデのちヘラミガキ 内面|ヨ コナデのちナデ、ヘラナデ

2 -584 lc層 Fロ クロ土師器 髪 26〔 牛面:ヨ コナア、ヘラナア、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヨ コナア、ヘラナデ、すデ

3 C-586 3層 非ロクロ土師器 甕 30( 84 卜Ⅲ!ヨ ヨナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 周孤:ヘ ラナデのちヨコナデ、ヘラナデのちヘラミガキ

224
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番号

登 録

番号

出 土 地 点 分 類 法 重 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 選構層 取上No 種 別 器種 岸高 (調整 素材・産地・時期 分類 )

1 C-583 SK-128 lc層 キロクロ土師器 菱 (99) 1面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 内面 :日 縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ

2 )K-128 2層
'Fロ

クロ土師器 甑 (24) (125) 孔径 6そ 十面 :体部ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :体部ヘラミガキ

3 b-13 SK-128 1層 礫石器 凹 磨 蔽石 50 安山宿 105-12

4 b-14 ;K-128 1層 礫石器 磨 敲石 480 安山岩 105-13

5 b-15 SK-128 3層 礫石器 凹石 (120) 髭熱変化              デイサイト質凝灰岩

6 (c-86 ;K-128 1層 砥石 不 明 11 砂岩

7 SK-128 lc層 砥石 仮状 39X 面取 り加工 砥面 2面               砂岩 111-13

8 (c-27 SK-128 Ic層 氏石 不明 砥面 2面                     頁岩

9 (c-29 S(-128 4層 Ц石 不明 砥面 2面                     頁岩 112-13

第208図  SK128土坑出土遺物 4
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であるために、床面の締まりは弱い。【出土遺物】遺物は、非ロクロ土師器が1層 。3層 から多量に、 2層・4層

からは多数出土している。図化した個体は29点 (C-561～ 589)あ り、多くは破片の状態で出土したがC-561・

574は完形に近い状態で出土した。図化した土器はlc層 に集中し、 2層 。3層 は図化できる個体が少なくなる。土

師器以外には、 1層 から黒曜看製石器 1点 (Ka-41)・ 礫石器 2点 (Kb-13・ 14)・ 砥石 1点 (Kc-27・

28・ 86)・ 石製模造品 3点 (Kd-68・ 195・ 204)・ 琥珀片 1点・鉱津のような溶解物片 1点が、 3層から礫石器

1点 (Kb-15)・ 石製模造品1点 (Kd-263)が、 4層から砥石 1点 (Kc-29)が 出土している。

S K129土坑 【位置。重複】調査区西部の北寄りで検出された。S K 130土坑を切り、S K104土坑に東部を切ら

れる。【平面形。大きさ】平面形は不明で、残存長80cm、 残存幅32cmを 測る。【深さ。断面形】残存部の深さは約

26cmで、断面形は逆台形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 2層に分けられ、上部は暗褐色の粘土、下部

は暗褐色の粘土質シル トである。遺物は、堆積土中から土師器の小型壷 1個体 (C-560)の ほか非ロクロ土師器

片が10点出土している。

S K130土坑  【位置・重複】調査区西部の北寄りで検出された。 S K 104・ 129土坑に東部を切られる。【平面

形。大きさ】平面形は楕円形ないし溝状を呈すると推定される。北東から南西方向の残存長軸約160cm、 残存短軸

約75cmを 測る。【深さ。断面形】深さは36cmで、断面形は舟底形を呈する。【推積土 。出土遺物】堆積土は、炭化

物を含む暗褐色ないし黒褐色の粘土質シルトで、 3層 に分けられる。出土遺物はない。

S K132土坑 【位置・重複】調査区東部の北寄りで検出された。S115竪穴住居跡に北端部を切られる。【平面

形。大きさ】平面形は不整な楕円形で、北東から南西方向の残存長軸182cm、 短軸109cmを測る。【深さ。断面形】

残存部の深さは約45cmで、断面形は変形した舟底形を呈する。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、 3層 に分けられ、

2・ 3層 中から多数の土師器が出土している。遺物は、非ロクロ土師器片が1層から多数、 2層から30点、3層か

ら多量に、底面から24点出土している。土師器は、3層からの出土を主として12個体 (C-590～ 601)を図化した。

出土土師器は、底面から出上した小型壼C-597や、 3層から出上した小型壼C-596・ 杯C-591の ように完形も

しくは完形に近いものは少なく、破片がほとんどである。土師器以外の遺物は出土していない。

S K133土坑 〔位置。重複】調査区北壁中央付近の壁際で検出された。S X13遺構を切り、上部をS K131土 坑

に切られる。【平面形・大きさ】平面形は、楕円形を呈するものと推定される。北東から南西方向の残存長軸約

65cm、 短軸49cmを 測る。【深さ。断面形】深さは20cmで、断面形は舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土

は黒褐色の砂質シルトである。遺物は、非ロクロ土師器片が11点出土している。

S K134土坑  【位置 。重複】調査区西部の北寄りで検出された。南部をS18竪穴住居跡に切られる。【平面

形 。大きさ】平面形は不明である。北東から南西方向の残存長約70cm、 北西から南東方向の幅107cmを測る。【深

さ・断面形】残存部での深さは27cmで、断面形は不整な舟底形を呈する。〔堆積土。出土遺物】堆積土は、 4層に

番号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 択上 Ncl 種別 器種 底径 (調整 素材 産地・時期・分類 )

l Ka-41 SK-128 1層 剥片石器 スクレイ′ヽ― 黒曜石 102=20
2 Kd-68 SK-128 1層 石製模造品 円板 4 緑泥石片岩 115-8
3 【d-195 SK-128 la層 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

4 【d-204 lc層 石製模造品 臼王 0〔 緑泥石片増

5 Kd-263 3層 石製模造品 臼玉 ∞ 緑泥石片岩
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第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

SK133

K=-189313掏＋
砧
ノA

69m引

69m当

69m角 ド
′

型十

SK134
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SK135
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SK137

Y‐ 10833

叫
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土層No 土   色 土質 備 考

1 10Yttν 4 褐色 シ,レ ト

2 10YR3/3 暗褐 色 粘土質シルト

3 10YR4/4 褐色 シル ト 晉底部に炭化物層を縞状に含む

4 10YR3/4 暗褐色 階土管シルト 文化物 を含む

0                            2コ n

第210図 5a層除去後 (5b・ 6・ 7層 )検出土坑 6

分けられる。遺物は、堆積土中から非ロクロ土師器片が20点 出土 している。

S K135土坑  【位置・重複】調査区西部の北寄りで検出された。S D40溝跡を切る。【平面形 。大きさ】平面形

は不整な円形で、東西径68cm、 南北径71cmを測る。【深さ。断面形】深さは約45cmで、断面形は逆台形を呈する。

【堆積土 。出土遺物】堆積土は、 6層 に細分される。各層から多数の土師器片が出土している。破片が接合された

5個体 (C-602～ 606)が図化できた。土師器以外の出土遺物はない。

SK132

Y‐ 10845

ヾ
枷

ヾぺ_準 単

SK135

災化物わずかに含 む 炭化分粒 をわずかに含む

層上半に掲色 シル トを含 む 炭化分を含む、土器片 を多 く含む

粒 をごくわずかに含む

炭化物をわずかに含む

及化物・焼土をわずかに含む 砂質シル ト 暗褐色砂質シル トを層上部にやや含む

にぶい黄袴色上の小 プロック

土器片 を含む、炭化物、暗褐色土をわずかに含む

く含む、暗褐色上をやや含む

をわすかに含む、にぷい責橙色シルトを小プロックで含tr

褐色上のブロックを少量含む

土層No 土   色 土質 備 考

10YR3カ  黒褐色 妙質シルト 下部に黒褐色粘上、壁際に褐色砂 を含む

SK134

土層No 土    色 土質 備 考

ユ 10YR3ん  暗褐色 シル ト

10YR〃 2 黒褐色 粘土質シルト 層下半に褐色 シル トをプロックで含む

3 10YR〃 3 黒褐色 粘上質シルト
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第 2章 調査の概要

S K136土坑 【位置。重複】調査区中央部の南寄りで検出された。S D29溝跡とS113竪穴住居跡に東西両側を

切られる。【平面形。大きさ】平面形は不明である。南北残存長108cm、 残存幅26cmを測る。【深さ。断面形】深

さは12cmで、断面形は不整な舟底形を呈する。〔堆積土・出土遺物】堆積土は、4層に分けられ、各層から炭化物

や土師器片が出上している。遺物は、堆積土中から非ロクロ土師器片が19点出土している。

S K137土坑 【位置 。重複】調査区の西部の北寄り

で検出された。S D24溝跡に北東部を切られる。【平

面形・大きさ】平面形は精円形を呈するものと推定さ

れ、北東から南西方向の残存長軸52cm、 短軸45cmを

測る。【深さ。断面形】南西端部が一段深くなってお

り、深さ25cmを測る。横断面形は舟底形を呈する。

【堆積土・出土遺物】堆積土は3層 に分けられる。出

土遺物はない。

―② 9⑨
°°

     2

0                 5cm

0                         10cra

番号

募

号

０
番

分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種別 器種 器高 長 日径 本部径 底径 ,重

l -5611 1層 非ロクロ土師器 中型壷 (103) 1ケ( 外面 :日緑ヘラナデ、体部ナデ、底部ヘラケズリ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ナデ

2 (d-289 1層 石製模造品 臼玉 05 02 緑泥石片岩

第211図 SK129・ 130土坑出土遺物

5)その他の遺構

SX5遺構  【位置・重複】調査区北西角付近で検出された。南部をS D23溝跡に切られる。北部は側溝に切られ

ている。【平面形 。大きさ】溝状に長い遺構で、北東から南西方向の残存長軸4.4m・ 短軸1.4mを 測る。【深さ・断

面形】深さは、中央付近で37cmあ り、北部はこれよリー段下がる。断面形は舟底形を呈する。【堆積土。出土遺物】

堆積土は、 6層 に分けられる。遺物は、 1層から礫石器が1点 (Kb-56)出土している。

SX7遺構 【位置・重複】調査区中央部の南西寄りで検出された。南部をS113竪穴住居跡に、北部をS112竪

穴住居跡に、西部をS K l15土 坑とSD2溝跡に切られる。また、遺構の一部を2b層のSBl掘立柱建物跡の柱

穴によって切られている。【平面形 。大きさ】不整形の遺構で、東西約6.2m、 南北約2.6mの範囲に広がっている。

【深さ。断面形】深さは、不均―であるが、中央付近の深い部分で23cmあ る。南北方向の断面形は浅い舟底形を呈

する。〔堆積土。出土遺物】堆積土は、 3層に分けられる。遺物は、 1層から土師器の小型壼1点 (C-607)と 非

ロクロ土師器片多数・黒曜石製石器 1点 (Ka-47)が、 2層から非ロクロ土師器片18点が出土している。

SX8遺構 【位置・重複】調査区中央部の南東寄りで検出された。S117竪穴住居跡を切り、SAl柱穴列・S

D32溝跡・ S K l18土坑に切られる。南部はSDl溝跡に切られている。【平面形・大きさ】平面形は不整形で、残

存部の北西から南東方向の長軸約2.8m・ 短軸約1.9mを測る。【深さ。断面形】深さは、中央付近で39cmで ある。

底面は僅かに湾曲しているが、ほぼ平らである。断面形は舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、大別

4層・細別 5層 に分けられる。1層及び3層 には炭化物を多量に含み、1層からは土師器片が多量に出土している。

遺物は、 1層 。2層 。3層 とも非ロクロ土師器の破片が多数出上しているが、図化できるものは3点 (C-608～

610)だ けである。土師器以外には、 1層から円柱状の土製支脚が1点 (P-27)出土している。

SX9遺構 【位置・重複】調査区中央の南部で検出された。S114竪穴住居跡とS K121土坑に切られる。南東

部はSDl溝跡に切られている。【平面形 。大きさ】溝状に長い遺構で、北西から南東方向の残存長軸4.7m。 最大

幅108cmを測る。【深さ。断面形】深さは、中央付近で39cmあ り、中央部はこれよリー段下がる。断面形は逆台形

を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は、 3層に分けられる。自然堆積層と観察される。堆積土中からは多数の
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第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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番号

録

号
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番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版

基本層 遺穏名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 旺 (調整・素材 産地 時期・分類 )

1 -592 〕K-132 1層 非ロクロ土師器 不 55 外面 :口縁ヨヨナデ、体部ヘラケズリ 内面 :日縁ヨヨナデ、体部ナデ 78-12
2 -590 SK-132 3,督

'Fロ

クロ土師器 不 124 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

3 ,K-1骸 3層 lFロ クロ土師器 不 ‖面:口縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面:ヘ ラミガキ 79-6
4 -593 X-132 3層 非ロクロ土師器 笥

jTN
18′ 外面:ヨ コナデ、ハケメ、ヘラケズリ、ヘラミガキ 内面Iヘラミガキ、ナデ、ハケメ

5 -594 ,K-132 3層 井ロクロ土師器 葺不 71面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面:シ ボリメ、ヘラナデ、ヨコナデ
6 ,K-132 飛面 準ロクロ土師器 卜型壷 コナデ、ヘラナデ、すデ、ヘラケズリ 内面|ヨ コナデ、すデ?、 ヘラミガキ 85-8
7 SK-132 3層 Fロ クロ±1市器 卜型壷 8〔 外面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ナデ 85-7
8 -595 )K-132 1層 干ロクロ土師器 卜型壺 外面 :体部ヘ ラミガキ 内面 :体部ナデ

9 SK-132 13層 非ロクロ土師器 琵 十面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ

-599 SK-132 3層 非ロクロ土師器 菱 P ‖面1日縁ヨヨナデ、体部ヘラミガキ 内面:日縁ヨコナデ、な部ヘラミガキ
-600 劇【-132 3層 非ロクロ土師器 霊 (93) 256 十面 Iヨ ヨナデ、ヘラナデのちヘラミガキ 内面 Iヨ コナデ、ナデ、ヘラナデ

-598 S【 -132 床 面 非ロクロ土師器 甕 (82) 孔径3( 外向 :ヘ ラケズリ 内面 :ヘ ラケズリのちヘラミガキ 単孔

第2刊 2図 SK132土 坑出土遺物
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第213図 SK135土 坑出土遺物

非ロクロ土師器片が出土している。接合により器形の一部が復元できた 7点 (C-611～ 617)を 図化 した。

S X10遺構  【位置・重複】調査区中央南部の壁際で検出された。南側は調査区の外にのびている。北西側はS

Dl溝跡に切られる。S D33溝跡とS114竪穴住居跡を切っているが、S114の輪郭とほぼ重複しているので、S

114の廃絶後その凹地を利用して作られた遺構の可能性がある。【平面形・大きさ】全体の形状は不明であるが、

長径約120cm。 短径約80cmの 半球形状の浅い窪みに、厚さ6cm前後で暗褐色シルト (5層)を貼りつけて整地し、

深さ23cmの凹地を形成している。暗褐色シルトの整地層は、1.2m前後の幅で、S114の 南東壁面に沿って帯状に

のびている。凹地の北西側は、全体が凹地と同様に下がっている。【深さ】検出面からの凹地の深さは30cmあ り、

北西部が25cm前後である。【堆積土・出土遺物】整地層以外の堆積土は黒褐色土ないし黒色土層で、 4層に分けら

図中

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 (調整 素材・産地・時期 ,分類 )

l …602 SK-135 2層 非ロクロ土師器 高 不 (69) /1・面 iヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ

2 -603 ;K-135 23層 非ロクロ土師器 高郭 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナ デ、ヘラナデ、ヘラミガキ

3 -604 SK-135 3層 非ロクロ土師器 中型壷 (90) 外面 :体都ヘラミガキ 内面 :体都オサエ、ヘラナデ

C-606 ,K-135 13層 非ロクロ土師器 一更 (284) 外面 :体部ヘラ ミガキ 内面 :体部ヘラナデ

5 C-605 SK-135 1層 非ロクロ土師器 甕 216 (238) II・ 面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデのちヘラミガキ
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第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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68mL

SX8

SX3a

抑＋
SX9

む、暗褐色ンルトをブロックで含む

にぶい黄褐色シル トブロックをわずかに含む

にぶい黄橙色上のプロックを含む粘土質シルト にぶい黄褐色シル トプロックをわずかに含む

土炭化物のブロックを多量に含む10YR4/3 にぷヤ瑣褐色 にぶい黄褐色 シル トブロックを多 く含む

10YR4/3 にぷヤヽ黄糧色砂質シルト にぶい黄橙色上の大プロックを多 く含む

砂質シルト

にぶい黄橙色上のプロックをまばらに合む

黒褐色上のプロックを

にぶい黄褐色上を

lllYRИノ3 にぷい貰褐と 砂質シルト

にぶい黄橙色 シル トのプロックを含

検出のその他の遺構 1第2刊 4図 5a層除去後 (5b・ 6。 7層 )



第 2章 調査の概要
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第215図 SX5。 7・ 3遺構出土遺物

れる。遺物は、非ロクロ土師器片が、 1層から甕 1個体 (C-618)を 含む多数 。3層 から 9点・ 5層 か ら12点出

土 している。

S Xll遺構  【位置・重複】調査区中央部の西寄りで検出された。S D30溝跡に切られる。また西部をS D14溝

跡に切られている。【平面形。大きさ】現存部の平面形は、 2つの円が合わさったような8字形を呈す。残存部の北

東から南西方向の長軸約120cm。 短軸約65cmを 測る。【深さ。断面形】検出面からの深さは、南西側で6cm前後、

北東側で約20cmと なっており、両円の間には段差がある。断面形は舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土

は、上部の1層が暗褐色砂質シルト、2層がにぶい黄褐色砂質シルトで、1層から土師器片が多量に出土している。

遺物は、奏及び壷4個体 (C-619～ 622)の破片を含む多数の非ロクロ土師器片が出土している。

S X12遺構 【位置・重複】調査区東部の南寄りで検出された。上部をSAl柱穴列とS D34溝跡・S K123土坑

に切られる。【平面形 。大きさ】平面形は不整形で、溝状に長い遺構であるが、土層観察ベルトを精査した結果、

細い溝状の遺構と、幅の広い不整形の遺構が重複し、前者が後者を切っていることが判明した。検出部の長さは溝

状の遺構が6.5m、 不整形の遺構が約6mである。溝状の遺構の幅は上面で約55cm、 底面で約30cmである。不整形

の遺構は、上面の最大幅約2mである。〔深さ。断面形】深さは、両遺構とも55cm前後である。断面形は、溝状の

0

0                    5cm

0              10cm

肇号

募

号

堂

香

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴   備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺穏 層 取上No 種 別 器種 ヨ径 幅 体部径 底径 (調整・素材 産地 時期 分類 )

1 Kb-56 SX-5 1層 環石 器 督 敲石 102 砂質頁岩 108- 5
2 SX-7 1層 非ロクロ土師器 小型壷 II面 :日縁ヨコチデ、ヘラナデ、体部ナデ 内面:日 縁ヨコナデ、体部ナデ 85- 9
3 Ka-47 SX-7 1層 打製石器 敗細剥離 6; 黒曜石 103-17
4 -608 SX-7 1層 非ロクロ土師器 笥杯 Ⅲ白 :ヘ ラミガキ 内面 :ナ デ、ヨコナデ

5 SX-8 3層 非ロクロ土師器 申型壷 外面 :口 縁 ヨヨナデ、ナデ 内面 :日縁 ヨコナデ、ヘラナデ

6 3X-8 〔層 非ロクロ上師器 題 160 (157) 1面 :ヨ コナ,の ちヘラナ
'、

ヘラナアのちヘラミガキ 内面:ヨ コナ,の ちヘラナデ、ナデ、ヘラナデ

7 P-27 SX-8 I層 土製 品 寛脚 47 121- 7

8 P-26 SX-8 土製品 と錘 (47)

232
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第2刊 6図 SX9遺構出土遺物

0                          10cm

図中

番号

登録

番号

出 土 地 占
ヽ

分 類 法 量 特 徴 備 考
写真図版

基本層 避構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 ヨ径 幅 体部径 罠径 重 (調整 素材・産地・時期・分類 )

l …611 】X… 9 1層 非ロクロ土師器 啄 舛面 :日縁ヨヨナア、体部ヘラミガキ 内面 :日縁ヨコナデ 退郡ヘラミガキ

2 -612 5X-9 1履 十ロクロ土師器 高不 (71) 20( 界面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ 肉面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

3 -613 】X-9 1層 非ロクロ土師器 小型豆 外向 :ヨ コナデ、ナデ 内由 :ヨ コナデ、ンボリメ、ヘラナデ、ナデ

4 -614 3X-9 1層 非ロクロ上師器 小型壼 3 外面 :体部ナデ、ヘラミガキ、ヘラチズリ 内面 :ヘ ラナデ、ナデ

5 -615 SX-9 1層 非ロクロ土師器 壷 烈>℃ (142) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ナデ

6 -616 SX-9 1層 非ロクロ土師器 菱 20( (266) 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、オサエ、ヘラナデ

7 -617 3X-9 1層 非ロクロ土師器 甑 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ  無底

SX10

土層 No 土 色 上 質 傭 考

1 10YR2泡  黒褐色 シルト マンガンを全体に含む 炭化物をまばらに飲む

2 10YR2/1 黒色 砂質シルト 庚化物を少量含む 土師器片を多 く含む

3 10YR2/2 黒褐色 砂質シルト 炭化物を少量含む

10YR3/2 黒褐色 り質シルトにぶい黄褐色上の小ブロックを少量含む

5 10YR3/3 暗褐色 シル ト にぶい黄禍色土 と褐色土が混在する しまり強い

SXll

土層 No 土 色 土 質 備 考

ユ 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト 食出部上面に多量の上師器片を含む

2 10YR4/3 にぷい普橘宅 妙暫シルト B色土と暗lB色上のブロックを斑状に含む土器は含まな�

第217図  5a層除去後 (5b。 6。 7層 )検出のその他の遺構 2
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0                          10cm

第218図 SX10。 1刊 遺構出土遺物

遺構が逆台形、不整形の遺構は不整な舟底形を呈する。【堆積土 。出土遺物】堆積土は、溝状の遺構が 3層、不整

形な遺構が 4層に分けられる。溝状の遺構の 2・ 3層 (A2・ A3層 )及び不整形の遺構の 2・ 3層 (B2・ B3層 )

は、プロック状の堆積土層となっており、人為的に埋められた可能性が強い。遺構の掘下げ時点では、溝状部 (堆

積土A層群)と 不整形の部分 (堆積土B層群)と を同一の遺構とみて掘下げたので、新旧の各層の遺物が混じって

しまった。図イとした 5点 (C-623～ 627)の ほか、各層から多数の非ロクロ土師器片が出土している。ベルト部分

で確実に各遺構に伴うことが確実な遺物は、A層群では土師器のミニチェア土器 1個体 (C-629)を 含む非ロク

ロ土師器片15点、B層群ではB2層 から非ロクロ土師器 4点・ B3層から非ロクロ土師器10点・B底面から土師器

奏 1個体 (C-628)ほか非ロクロ土師器片11点が出土している。

S X13遺構 【位置・重複】調査区北壁中央付近の壁際で検出された。上部をS119竪穴住居跡とSDl溝跡及

びS K131。 133土坑に切られる。また北側は調査区の外にのびている。検出された壁面は、北東から南西方向にの

びている。【平面形 。大きさ】平面形は不明である。検出部の北東から南西方向の長さ約130cm。 幅約210cmを 測

番号 番号

分 類 法 量 特  徴 。 備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 翼上Nα 種 別 器 種 器高 (調整・素材・産地・時期・分類 )

1 -618 SX-10 1層 非ロクロ土師器 養 144 /1画 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ、ヘラケズリ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

SX 1層 非ロクロ土師器 斑 17〔 (213) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ、ナデ ?

1層 非ロクロ土師器 (■0) 19( 2欲3 外面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 :口縁ヨコナデ、体部ナテ

4 SX 1層 非ロクロ土師器 露 (96) 16( ll面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 :日 縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラナデ
-620 SX l層 非ロクロ土師器 廷 (164; 184 II面 :日縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 内面 :日縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ



SX12

X=-189315

SX16

X=-189315

呻壊 く
F

第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構

SX14

ぜ
0               2m

帥＋

中＋

60m監   /・ /2こ

帥＋

X=-189310

X=-189310中十

65mヨ

+
③H鍋

⇔Ⅷ

SX12

上層No 土 色 土 質 備 考

Al 10YR4/2 灰責褐色 ♭質シルト黄褐色上の小プロックをわずかに含む

2 10YR5/4 にがい責褐色 少質シル ト にぶい責澄色シルトのアロックを多量に含む、ブロック状埋覆

3 ЮYR3/2 黒褐色 ♭暫シルト下部には暗褐色土及びにがい責橙色上のアロックを多く含む

ЮYR2/1 黒褐色 ンルト 炭化物を多量に含む

2 ЮYR4れ 褐色 シルト質砂 にぶい黄橙色シルトのプロックを多量に含む

3 10YR3/2 黒褐色 少質シルト にぶい黄褐色上のブロックを多量に含む

4 ЮYR4/2 灰責褐色 少質シルト 壁崩落のにぶい黄橙色土を霜降状 に含む

SX13

SX15

ЮYRν2 黒褐色 にぶい責褐色のプロッタをまばらに含む、焼と、炭化物をわずかに含む

75YR2/3 極暗褐色 上面はにぶい赤褐色焼上、上面に灰褐色の灰 粘土が薄く分布

10YR3/2 黒 にぶい黄褐色上のブロックを多く含む、炭化物片を多く含む

10YR4″  灰 黒褐色上のプロックを多 く含む

土層 No 土 色 土 賀 幅 考

10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト 黒褐色土粒及びにぶい黄橙色上のブロックを多く含む

2 10YR3/2 黒褐色 ンル ト にぶい黄褐色上のブロックを多量に含む

SX16(SKl)上層 No 土 色 土 質 備 考

l ЮYR4/2 灰黄褐色 にぶい貢橙色土のプロックを含む、東側に炭化物層を含む

2 10YR4泡 灰黄褐色 少質ンルト にぶい黄橙色土の大きなブロックと黒褐色土を班状に含む

SX14

上層No 土 色 土 質 備 考

I 10YR4/2 灰褐色 砂質ンルト

2 10YR4/1 褐灰 色 ンル ト にぶい貢橙色土の小ブロックを多量に含と、上面に炭化物

3 10YR3/2 黒褐色

10YR3/1 黒褐色 粘土

5 10YR4泡 灰黄褐と 砂冒シルト 黒褐色土 にぶい黄橙色上のブロックを多量に含む

7層)検出のその他の遺構 3

上層No 土 色 土 質 備 考

1 ЮYR3/2 黒褐色 ンルト 灰黄褐色上のプロックをわずかに含む

2 ЮYR3/2 黒褐 色 ル ト にぶい貢褐色土 黒色土 ,焼土のプロックを多 く含む

第219図  5a層除去後 (5b・ 6
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」                1

番 号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 '備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 ]径 幅 1体部径.厚 底径 (調整 素材 産地 時期 '分類 )

l -629 SX 2 A層 非ロクロ土師器 ミニチュア 6] 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :シ ポリメ、 ヨヨナデ

2 SX 2 不 明 非ロクロ土師器 イ (53) 14を 外面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ 内面 :日縁ヨコナデ、体部ナデ

3 -624 SX― 2 不 明 非ロクロ土師器 高杯 (123) 舛面 :ヘ ラ ミガキ 内面 :シ ボリメ、 ヨヨナデ

4 -626 SX 2 不 明 非ロクロ土師器 小型重 (62) 舛面 :体部ナデ、ヘラミガキ、ヘラケズリ 内面 :体部ナデ

不 明 非ロクロ土師器 中型壷 (56) 14 外面 !ヘ ラミガキ 内面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ (SX9、 1層 と接合)

6 C-627 2 不 明 非ロクロ土師器 路 (125) 外面 1口縁ヨコナデ、体部ヘラナデ 内面 1日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラナラ

7 C-628 2 3層底面 非ロクロ土師器 甕 171 タト面!ヨ コナデ、ナデ、ヘラナデ、ヘラミガキ 内面:ヨ コナデ、ヘラナデ 92-5

0                        10cm

第220図 SX12遺構出土遺物

る。【深さ。断面形】北壁断面での遺構の深さは、33cm前後となっており、底面には小さな起伏がある。断面形は

不整な舟底形を呈する。【堆積土。出土遺物】堆積土は、灰黄褐色の砂質シルトであるが、含有物の違いによって

上下 2層 に分けられる。遺物は、 1層から土師器奏 1点 (C-631)を 含む15点、 2層上面から土師器必 1点 を含

む2点の非ロクロ土師器片が出土している。

S X14遺構  【位置・重複】調査区中央部の北寄りで検出された。西部をSR3a溝跡、東部をSDl溝跡に切

られる。【平面形 。大きさ】平面形は不明であるが、残存部南壁は直線的にのびている。残存部で南北約 2m、 東

西約1.3mの広がりを持つ。【深さ・断面形】検出面からの深さは25cm前後で、底面に細かい凹凸がある。断面形は

不整な舟底形を呈する。【堆積土・出土遺物】堆積土は黒褐色のシルトである。遺物は、 2層から非ロクロ土師器

片が多数出土しているが、いずれも小破片である。



―◎-O⑥
00     3

-◎―①◎
00     6

-◎―⑪◎
OD     9

第 7節  5b・ 6

-◎―Q◎
ll D     4

-◎-O①
°°    7

-◎―O◎
OD    10

7層検出遺構

―◎-0

00

―⑤ 8◎
OD      8

-◎ 0@
°9      11

◎
5

0                         10cm
0                   5cm

中

号

図

香

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版基本層 遺構名 置構層 取上No 種 別 器種 年部径 .厚

(調整 素材 産地 時期 分類 )

1 -630 SX-13 】層上面 非ロクロ土師器 琢 (65' 11 外IH I日縁ヨコナデ、体部ナデ、ヘラミガキ 内面 1日 縁ヨコナデ、体部ナ 78-15
2 SX-13 1層 非ロクロ土師器 斐 (72) 19そ 卜面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ナデ ? 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ
3 Kd-152 X-13 1層 石製模造品 臼エ 06 緑泥石片老

Kd-153 SX-13 と,曽 石製模造品 臼 玉 緑泥石片岩
5 【d-154 SX-13 と層 百製模造品 日 玉 緑泥石片岩
6 【d-155 SX-13 1層 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩
7 Kd-156 3X-13 1層 石製模造品 臼玉 02 緑泥石片差
8 (d-157 SX-13 1層 石製模造品 自玉 02 緑泥石片岩
9 Kd-158 SX-13 1層 石製模造品 臼玉 03 緑泥石片拮

Kd-159 SX-13 1層 石製模造品 臼玉 Ot 03 緑泥石片岩
11 【d-160 SX-13 1層 百製模造品 臼玉 l13 滑石

第22刊 図 SX13遺構出土遺物
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第222図 SX15遺構出土遺物

S X15遺構  【位置 。重複】調査区中央部の西寄りで検出された。西部をS D23溝跡とSR3a溝 跡に、東部を

SDl溝跡に切られる。【平面形・大きさ】平面形は不明である。現存部の南北両辺はやや湾曲している。南北長

は374cmで、残存部の幅は約160cmで ある。【深さ。断面形】深さは、中央部で23cmあ る。断面形は浅い舟底形を

呈する。底面の北側には低い段差がある。また、遺構中央と南側に浅いピットが 3個ある。【堆積土・出土遺物】

堆積土は焼土層を含めて4層に分けられる。遺構中央の3層上面で、東西59cm。 南北57cmの範囲で不整形の焼け

面が検出されている。焼け面上から土師器片がまとまって出土している。遺物は、 1層からは焼面上から出土した

甕 1点 (C-633)を 含む多数の非ロクロ土師器と、石製模造品 2点 (Kd-182・ 183)が、 2層 からは高杯の脚

部片を含む多数の非ロクロ土師器片が出土している。

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量
写真図版基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 日径 垢 部ヽ任 厚底径 (調整 素材 産地 時期 分類 |

1 SX-15 3層 非ロクロ土師器 苛郭 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナ デツケ、ヘラナデ、 ヨコナデ
2 -633 SX-15 1層 非ロクロ土師器 甕 184 (2■4) ‖面 1日縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ 内面 1日 縁ヨヨナデ、体部ヘラナデ'

3 Kd-182 SX-15 [層 石製模造品 ヨ玉 04 0よ 緑泥石片岩
Kd-183 SX-15 1,曽 石製模造品 ヨ玉 Ot 01 緑泥石片岩
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S X16遺構  【位置・重複】調査区中央部の北寄りで検出された。西部をSR3a溝 跡、東部をSDl溝跡に切

られる。調査当初、S115ま たは20竪穴住居跡の一部と考えたが、両住居跡の掘り方底面レベルよりも本遺構の標

高が低いので、別の遺構と判断された。【平面形 。大きさ】現存部の平面形は、不整な半円形を呈す。残存部の南

北長3.6m、 東西幅約1.6を 測る。【深さ。断面形】検出面からの深さは、残りの良いところで20cm程あるが、ほと

んどの部分は数cmの深さである。断面形は不整な舟底形を呈する。底面には大小の凹凸や段差、ピット状の落ち

込みがある。【堆積土・出土遺物】堆積土は、ブロック状の土壌を多く含む灰黄褐色と黒褐色のシルトである。こ

の遺構の底面では、土坑が 1基検出された。平面形は東西方向に長軸を持つ楕円形で、長軸73cm、 短軸59cm、 深

さ40cmを測る。断面形は逆台形で、堆積土は5層 に分けられる。堆積土中から多数の非ロクロ土師器片が出土し

たほか、土坑中からも34点の非ロクロ土師器片が出上している。

6)祭 祀遺構

調査区東部南端近くの、S D36溝跡の堆積土上面にあたる部分から、土師器と石製模造品がまとまって出土した。

出土面は5a層の下面付近にあたり、 5a層畑耕作の際の影響を受けて、土器は小破片となり、壊された状態で出

土している。遺物の出土範囲は南北約60cm・ 東西50cmの 範囲に集中している。層的には10cm程度の幅の中に散在

していた。土師器の器種としては奏・杯・高杯がある。図化できるまでに復元できたのは3点 (C-637～ 639)で

ある。石製模造品は、父U形 2点 (Kd-45+67・ 66)。 円盤 4点 (Kd-52・ 62・ 63。 65)。 臼玉58点 (Kd一

103～ 137・ 161～ 181・ 256)が出土している。臼玉58点の内21点 (Kd-161～ 181)|よ 、遺構内の土壌洗浄によっ

て採取されたものである。この遺構については、 5a層畑耕作によって壊されてはいるが、土師器と多数の石製模

造品がまとまって出上していることから、 5b-7層段階の集落に伴う祭祀関係の遺構であると考えられる。

+X1893お
Y‐ 10840

(垂直分布)

-70m

X=-189330

0                                  1m

＋
帥

SR3a

A 剣形石製模造品

O 有孔円板

●  臼玉

朱は土師器

Y=10843

′
―

‐
―
ヤ

～
的

枷十

第223図  5a層下祭祀遺構
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第7節 5b・ 6。 7層検出遺構
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第 2章 調査のlDI要

界224図 観察表

凶 中

番号 番 号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴 ・ 備  考
写真図版

基本層 遺穏名 遺構層 収上No 種 別 器種 ヨ径 幡 体部径 氏径 重 (調整 '素材 産地 時期 分類 )

I C-639 5層祭祀 4 非ロクロ土師器 高郭 (■3) 15〔 外面 :ヘ ラミガキ、 ヨコナデ 内面 :ヨ コナデ

2 C-638 5層祭祀 I 非ロクロ土師器 高郭 13( 外面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ 内面 :シ ボリメ、 ヨコナデ

3 C-637 5層祭祀 7 非ロクロ土師器 小型壷 4 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ナ デ、ヘラナデ  外面赤色

【d-45V 5層祭祀 石製模造品 13〔 緑泥石片岩

5 Kd-66 5層祭祀 石製模造品 17 2 緑泥石片岩

6 Kd-62 5層祭祀 石製模造品 円板 28 5〔 緑泥石片岩

Kd-52 5層祭万E 石裂模造品 円板 4( 緑泥石片岩

8 Kd-65 5層祭

“

! 百裂模 造 品 円 板 16 16 緑泥石片岩 17

9 Kd-63 5層祭祀 石製模造品 円板 74 緑泥石片岩 115- 7

Kd-103 5層祭祀 石製模造品 臼玉 02 緑泥石片岩

11 Kd-104 5層祭 lE 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-105 5層祭祀 石製模造品 臼玉 05 緑泥石片培

13 Kd-10( 5層祭TE 石製模造品 自玉 04 緑泥石片岩

14 【d-101 5層祭祀 15 石製模造品 日 玉 05 緑泥石片岩

15 Kd-101 5層祭祀 14 石製模造品 日 玉 04 緑泥石片岩

Kd-10( 5層祭祀 石製模造品 自玉 05 0 緑泥石片岩

17 Kd-1 5層祭祀 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

【d-111 5層祭祀 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-11 5層 祭祀 石製模造品 臼王 04 04 緑泥石片岩

Kd― J 5層 祭祀

"
石製模造品 臼玉 05 緑 泥石 片岩

Kd-114 5層 祭lE 石製模造品 ヨ 玉 04 緑泥石片岩

Kd-1 5層 祭TL 21 石裂模造品 ヨ I 緑泥石片岩

Kd-1 5層祭祀 石製模造品 J玉 緑泥石片岩

Kd-1 5層祭祀 石製模造品 臼玉 01 緑泥石片岩

(d-1 5層祭布E 石製模造品 日玉 緑泥石片岩

Kd-1 5層祭祀 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-12( 5層祭TE 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-121 5層祭祀 11 石製模造品 臼 玉 01 緑泥石片岩

Kd-12ι 5層祭祀 石製模造品 ヨ 玉 緑泥石片岩

Kd-123 5層祭祀 石袈模造品 臼工 緑泥石片岩

Kd-124 5層祭祀 石製模造品 臼玉 04 0〔 01 緑泥石片岩

Kd-12〔 5層祭祀 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

【d-12( 5層祭lE 41 石製模造品 臼王 緑泥石片岩

Kd-127 5層祭祀 石製模造品 臼玉 OJ 03 01 緑泥石片岩

Kd-12モ 5層祭TE 12 石製模造品 日 玉 緑泥石片岩

Kd-12( 5層祭祀 石製模造品 ヨ玉 緑泥石片岩

Kd― ユよ 5層祭祀 石製模造品 臼王 01 緑泥石片岩

Kd-131 5層祭祀 石製模造品 臼玉 0′ 緑泥石片岩

Kd-13と 5尼 祭祀 〕7 石製模造品 臼王 03 緑泥石片岩

40 Kd-13【 5層祭祀 石製■ki造 品 臼王 03 緑泥石片岩

5層祭祀 31 石製模造品 臼玉 02 01 緑泥石片岩

42 5層祭祀 石製模造品 日 玉 03 緑泥石片岩

43 Kd-13( 5層余IL 石製模 造 品 ヨ玉 02 緑泥石片岩

Kd-137 5層祭祀 石製模造品 臼玉 02 緑泥石片岩

Kd-161 5層祭祀 石製模造品 臼玉 03 緑泥石片岩

Kd-lC 5層祭祀 石製模造品 臼王 緑泥石片岩

Kd-1儀 5層祭祀 石製模造品 臼工 02 緑泥石片岩

Kd-164 5層祭祀 石製模造品 臼玉 02 緑泥石片岩

Kd-165 5層祭lL 石製模造品 日 玉 緑泥石片岩

Kd-16( 5層祭祀 石 製模 造 品 日 玉 緑泥石片岩

Kd-167 5層祭祀 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-168 5層祭祀 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-16【 5層祭祀 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-17( 5層祭祀 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-17] 5層祭疋 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-172 5層祭症 石製模造品 日 玉 緑泥石片岩

Kd-173 5層祭祀 石製模造品 日 玉 04 緑泥石片岩

Kd-174 5層祭祀 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-175 5層祭祀 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

Kd-17て 5層祭祀 石製模造品 白玉 04 緑泥石片岩

Kd-177 5層祭祀 石製模造品 臼玉 緑泥石片岩

【d-178 5層祭祀 石製模造品 臼玉 04 緑泥石片岩

Kd-179 5層祭正 石製模造品 日 玉 緑泥石片岩

64 Kd-180 5層祭祀 石 製模 造 品 ヨ玉 緑泥石片岩

Kd-18J 5層祭祀 石製模造品 臼玉 05 タルク



第 7節  5b・ 6・ 7層検出遺構
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号 番 号

tH  土  地 分 法 量 嬌 徴 備 考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 日径 。幅 氏径・重 (調整 素材 産地 時期 分頚 )

1 C-5 1層 非ロクロ土師器 ミユチュア 43 71.面 :ナ デ 内面 :ナ デ 76-1

2 C-3 1層 非ロクロ上師器 不 &4 rl面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 肉面 :ヨ コナデ、ナデ、ヘラナブ

3 C― H 南側溝 非ロクロ土師器 雰 1面 :ヨ ヨナデ、ナデのちヘラミガキ 内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

C-4 1層 非ロクロ土師器 イ 外面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

5 C-1 1層 非ロクロ土師器 杯 Ⅲ面:ヨ コナデ、ヘラケズリ、底部十字刻有り 内面:ヘ ラミガキ 鼻色処理 80-1

6 C-9 東側溝 非ロクロ土師器 琢 外面
'ヨ

ヨナデ、ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラ ミガキ 80-3

C-2 1層 非ロクロ土師器 示 (32) 106 rf・ 面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理

8 C-10 南側溝 非ロクロ土師器 霊 (141) 172 琳面 :ヨ ヨナデ 内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

9 C-7 1層 黒色土器 蓋 朴面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラ ミガキ   内外向黒色

C-8 1層 黒色土器 蓋 106 琳面 :ヘ ラミガキ 内面 :ヘ ラ ミガキ   内外面黒色

II C-6 1層 非ロクロ土師器 中型壷 (75) 4 外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ 内面 :ナ デ

12 D-1 1層 ロクロ土師器 杯 150 95-1

13 D-3 西側溝 ロクロ土師器 ltTN 132 牛面:ロ クロ調整、底部什近手持ちヘラケズリ、底部回転糸切り 内面:ヘラミガキ 鼻色処理 95-2

D-2 西側溝 ロクロ土師器 邦 8

D-4 西側溝 ロクロ土師器 高台付皿 卜面 :ロ クロナデ 内面 :皿の内面のみヘラミオキ 高台姑付 黒色処理 95-3

16 D-5 西側溝 ロクロ土師器 墾 1200) 222 琳面 :ロ クロ調整、体部ヘラケズ リ 内面 :ロ クロ調整

第225図  1層 (表土 )。 その他の出土遺物 1



第 2章 調査の概要
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番 号 番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遼構名 遺橋層 収上No 種 別 器種 (調整・素材・産地 '時期・分類 )

1 E-3 】ヒ偵1溝 須恵器 郭 36 対、外面 :ロ クロ調整 底部切 り離 し不明のちナデ 97-2
2 E-5 南側溝 須恵器 琢 34 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転ヘラ切 り、無調整 97-3
3 E-6 側 溝 須恵器 琢 147 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転ヘラ切 りのちナデ

E-4 北側溝 須恵器 郎 44 7 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転ヘラ切 りのちナデ

5 E-2 南側縛 須恵器 不 内、外面 :ロ クロ調整 底部切 り離 し不明のちナデ 97-1
6 E-1 1層 興恵器 重 (64) (125) I「面 :ロ クロ調整 底部菊花状ヘラナデ 内面 :ロ クロハケメ

7 E-7 1層 須恵器 議 A、 外面 :ロ クロ調整 98-1
8 [-16 1層 旬器 信鉢 対、外自 :ロ クロ調整 砥石転用 渥芙 101-1

9 [-17 1層 阿器 片日播鉢 (294) 内、外面 :ロ クロ調整 片口部分ナデ 在地 101-2

N-26 1層 決製品 不 明 10 角棒状 (鏃 ?)両端欠損

11 P-1 南側溝 土製品 東造品 ? 両端欠損 118- 1

P-2 1層 上製品 莫造品 09 勾 玉 119-

第226図  1層 (表土 )。 その他の出土遺物 2
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第 8節  1層 (表土)。 その他からの出土遺構

一餓―の

3

呵 6
0                          10crn

1層 (表土)。 その他の出土遺物 3

第 8節  1層 (表土)。 その他からの出土遺物

1 1層 (表土)か らの出土遺物

今回の調査区からは、重機により表土層を除去した際や、排水用側溝の掘下げの際、壁面崩落土の除去作業の際

などにも多 くの遺物が出土している。また、調査の不手際で出土層位が不明となった遺物もある。それらの遺物の

が

５

‐‐因
Ψ
□

一

|

登録

番号

出 土 地 点 分    類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 岳高 長 口径 底径 . (調整 素材 産地 時期・分類 )

1 Kb一 糎 1層 礫石器 凹 磨石 790( 安山岩 107-11

2 Kb-43 1層 礫石器 蕃石 140C 安 出岩 107-10

3 Kb-42 1層 礫石器 凹・敲石 3300 砂 岩 107- 9

Kc― ] [層 砥石 板状 1200 面取 り加工 砥面 2面               頁岩 I― ユI

5 Kc-4 1層 砥 石 柱状 1 22 面取 り加工 砥面 4面        デイサイ ト質凝灰岩 2- 5

6 Kc-2 1層 砥石 瞳状 4 (32) 1250 面取 り加工 砥面 3面  1面条痕   デイサイト質凝灰岩 2-4
7 Kc-3 I層 磁石 不明 (44) 1000 砥面 4面  片端条痕         デイサイ ト質凝灰岩 2-12

8 Kc-5 1層 砥 石 板 状 自然石利用 砥面 4面        デイサイ ト質凝灰培 109- 9
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番号 番 号

出 土 地 点 分 類 法 壁 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上No 種 別 器種 器高 長 コ径 幅 民径 重 訓整 素材 産地 時期 分類 )

ユ Ka-4 西側溝 打製石器 スクレイアヽ― (25) 27 黒曜石 102- 5
2 Ka-24 北眠‖溝 打裂石器 跛細剥雛 28 1 黒曜石 103-10
3 Ka-23 1層

「
製石器 隊細剥雛 1( 黒曜石 103- 9

4 Kd-1 1層 石製模造品 緑泥石片岩 3

5 Kd-90 1層 石製模造品 緑泥石片岩

6 Kd-25 1層 石製模造品 ユ 04 緑泥石片岩

Kd-2 1,督 石製模造品 円城 2C 緑泥石片岩

8 Kd-3 1層 石製模造品 円板 03 緑泥石片岩

9 Kd-5 北側溝 石製模造品 円板 1 緑泥石片岩

西側溝 石製模造品 Il板 OZ 凝灰質頁宿

11 Kd-241 1層 石製模造品 臼玉 03 緑泥石片岩

12 Kd― 珈7 l層 石製模造品 臼王 03 緑泥石片岩

Kd-197 7上層 石製模造品 臼玉 02 緑泥石片岩

X-19 化壁西半 ガラス製品 小 玉 0( カラー写具39 120- 8

第228図  1層 (表土)。 その他の出土遺物 4

うち、大型の破片や特徴のあるものについて第225～ 228図 に図示した。

第225図 1は ミニチュア土器、 2～ 7は非ロクロ土師器の郭で、 2・ 3は古墳時代中期、 4～ 6は古墳時代後期、

7は奈良時代と考えられる。 8は非ロクロ土師器の発で、奈良時代頃のものであろう。 9,10は内外面とも黒色処

理された蓋で、表面は丁寧にミガキ調整されている。11は 古墳時代中期の中型壷の体部である。12～ 15は ロクロ土

師器の郭及び高台付きの皿である。いずれも平安時代のものと考えられる。16は ロクロ土師器の奏である。

第226図 1～ 5は須恵器の郭で、奈良時代から平安時代のものである。6は須恵器の壺の破片で、底部外面に菊花

状のナデがある。 7は須恵器の蓋で、奈良時代頃のものと考えられる。 8は渥美産と見られる陶器の破片で、外面

に磨 り面が認められることから砥石として転用された可能性がある。9は在地産と見られる陶器の片日の鉢である。

10は鉄製品で、鏃の破片と考えられる。11・ 12は土製品で、11は形態不明 。12は勾玉を模したものである。

第227図 1～ 3は礫石器、 4～ 8は砥石である。 1は扁平な円形の礫で、両面平面とも広 く磨 り面となっており、
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第 8節  1層 (表土)。 その他からの出土遺構

Ⅷ薄∞
CI E=コ D

―◎ ―o◎

0              10cm

Clθ
7

0                  5cm

第229図  1層 (表土)。 その他の出土遺物 5

中央には窪みがある。 2は小型の球形の礫で、一部が磨 り面となっている。 3は扁平な楕円形の礫で、両平坦面に

2カ 所の窪みがあり、側面には敲打痕が観察される。砥石には面取 り加工されたもの (4～ 7)と、自然石をその

まま利用 したと考えられるもの (8)がある。また、条痕の顕著なもの (6～ 8)も ある。

第228図 1～ 3は黒曜石製の石器で、 1はスクレイパー、 2・ 3に は微細な剥離が観察される。 4～ 13は石製模

造品で、剣形 3点 (4～ 6)と 円板 4点 (7～ 10)・ 臼玉 3点 (11～ 13)がある。14は調査区北壁から出土したガ

ラス製の小玉である。

2 ピットからの出土遺物

今回の調査では、 2b層 などで多 くののピットが検出され、柱痕跡の確認できるものも存在したが、これまでに

記したように、多くの遺構が重複 しているため、SBl掘立柱建物跡以外には、建物を想定することができなかっ

た。このため、ピットについては詳細な報告は行なわなかった。ここではピットから出土した遺物のうち図化可能

なものを第229図に図示した。

1・ 2は 3a層検出のP15か ら土師器の郭で、 1は古墳時代後期、 2は奈良時代のものである。 3は S11竪穴

住居跡を切るPlか ら出上したロクロ土師器のイである①平安時代のものである。 4は 3a層検出のP32か ら出土

した須恵器の奏の体部破片である。内面に磨 り面があり、断面も摩滅していることから、硯として使用された破片

と考えられる。 5は 2b層検出の P47か ら出土した鉄製品で、刀子の破片と考えられる。 6は P l19か ら出土した

円板形の石製模造品である。 7は、 3a層検出のP17か ら出土した土製品で、玉を模倣したものと考えられる。

4

‐
凋
掴
Ⅷ
Ｖ

∩

ｙ

図中

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴  備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺橋層 取上No 種 別 器種 岸高 (調整・素材・産地・時期 分類 )

1 -40 P-15 1層 ヲFロ クロ土師器 不 144 外面 :日縁ヨコナデ、体部摩滅 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 80- 2

2 P-15 1層 非ロクロ土師器 杯 外面 :ヘラケズリのちヘラミガキ 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理 81-12

3 D-7 P― ] 1層 ロクロ土師器 不 外面 :ロ クロ調整 内面 :ヘ ラミガキ  黒色処理

4 X-3 P-32 1層 須恵器 硯 転用 41P 88 朴面 :ロ クロ調整、口,き 日 内面 :ロ クロ調整、あて具長 須恵器憂転月硯 121- 6

5 N-25 P-47 1層 鉄製品 刀子 ? ミ」先のみ片端欠損

6 Kd-89 P-119 1層 石製模造品 円板 緑泥石片名

7 P-20 P-17 1層 土製品 罠造品 径  08 上玉 118-16
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第 3章 考察と調査成果のまとめ

第 1節 非ロクロ土師器の変遷

1 時期区分

今回鴻ノ巣遺跡第 7次調査地点では、 3

a層 から5a-7層 までの地層で検出され

た遺構からは、南月ヽ泉式 (氏家 :1957)か

ら国分寺下層式 (氏家 :1967)ま での非ロ

クロ段階の土師器が多数出土した。出土土

師器及びその出土遺構については、検出層

位 。遺構の特徴・遺構の重複関係および出

土土師器の特徴によりI期からV期の 5時

期の変遷を想定することができた。 I期 は

さらに 3段階・Ⅳ期は 2段階・V期 は 3段

階に細分することが可能である。

なお、本文では、土師器の変遷を理解 し

易 くするために、扁平な球形の体部に外傾

する日縁が付 く中小の壼については、第

230図 のように器高及び体部径とも12cmを

境として法量の分布に区分が可能であるこ

とから、器高及び体部径が12cm未満のも

のを小型壼、12cmを超え、概ね18cm未満

のものを中型壺 と呼称した。また、第231

図 1・ 2の ような鉢や碗 と呼ばれる器種

や、郭形土器のうち深さがあるために碗 と
第230図 中小の壺の法量分布図

呼ばれるものを含めて、小型の郭および碗状のものは、類似した用途を想定して全てを必と呼称 した。第239図 15

のように器高の割に体部径 。日径が広 く、全体に大型の甕については広口奏と呼称した。

<時期・段階区分とその基準>

I期 =5b-7層 で検出された住居跡のうち煮炊きの施設が炉の段階のもの。及び同期と考えられる遺構 と遺物

1段階 :奏形の杯の存在・高杯は多数存在 。中小壺は小型壼のみ・塩釜式土器の特徴の強い残存

2段階 :奏形の郭の退化・高杯は多数存在 。中小壷は小型壼のみ・塩釜式土器の特徴の残存と衰退

3段階 :奏形の郭の消滅 。高杯は多数存在・小型壷が消滅し中型壷に変化・塩釜式土器の特徴の消滅

※ I期 については、必要に応じ、 1・ 2段階を I期前半、 3段階を I期後半と呼ぶ。

Ⅱ期=5b-7層 で検出された住居跡のうち煮炊きの施設がカマ ドの段階のもの。及び同期と考えられる遺構と遺物

:内弯する郭の増加・高杯は減少傾向 。中小壼は中型壼のみ・甑に長胴の傾向

Ⅲ期=5b-7層 の検出遺構のうち、区画施設をもつ集落が廃された段階のS D23溝跡を主とする遺構 と遺物

:浅 く平底で器壁の薄い必・高杯の小型化と郭部全面ミガキ・奏類に口唇部が平坦なものの出現
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第 1節 非ロクロ土師器の変遷

(Ⅲ ～Ⅳ期の中間期の存在)"・他遺跡との比較で存在とを相定

(:外面の底部と口縁部の境に段がある郭出現・高杯消滅・鉢形土器出現・長胴奏出現・甑の砲弾形化)

Ⅳ期=3b層下面から3b層上面で検出された遺構 と遺物

1段階 :郭の底部と口縁部の境の内外面に段がついて、幅広の回縁が強く外反し、口縁の傾斜は急 。長胴奏の

増加・長胴甕の口縁部は幅広で 2段に外反

2段階 :郭の底部と口縁部の境の段が不明瞭なものが出現 。長胴奏の口縁部の幅が狭 くなる・奏外面の体部と

口縁部の境に段のあるものが出現

(Ⅳ ～V期の中間期の存在)

(:典型的な栗囲式土器の段階)

V期 =3a層上面で検出された遺構と遺物

1段階 :郭の底部と口縁部の境の内外面に段があるが日縁部はやや内弯 。甕の外面は体部と日縁部の境に明瞭

な段が存在しハケメ調整される。

2段階 :郭の底部と口縁部の境の外面には段があるが内面は湾曲するだけとなり、口縁部はやや内弯する。

3段階 :郭の底部と口縁部の境の段が内外面とも消滅し、全体として浅い半球形の形態となる。

I期 とⅡ期は同一の検出層位で、直接の重複関係はないが、竪穴住居跡内における煮炊きの施設が炉からカマ ド

ヘと変化することがこれまでに明らかになっていることから、 I期が古 くⅡ期が新 しいと考えられる。Ⅲ期は I期

の遺構を切ることからI期 より新しい。Ⅱ期とⅢ期も直接の重複関係はないが、Ⅲ期の S D23溝跡とⅡ期のカマ ド

をもつ S110竪穴住居跡とは近接しているので同時存在がありえないこと、及びS D23溝跡・ASl柱穴列とカマ

ドを有する竪穴住居との方向が異なり関連性が認められないから同時期のものとは考えられない。これに加え、 I

期の小型壺からⅡ期の中型重へ器形変化したと考えられる器種の中小の重がⅢ期には見られなくなることから、Ⅱ

期よりもⅢ期が新しいと考えられる。I期～Ⅲ期とⅣ期・V期 については、検出層位の上下による新旧関係である。

細分各段階は土器の形態と器種の組合せの変化による型式的区分である。

各時期・各段階の詳細は次項以下のとおりである。

I期の土師器

1)I期 1段階

S16竪穴住居跡 4層・床面 。SK3土坑からの出土土師器を基準とする。同期としてはS17・ 12・ 17・ 18竪

穴住居跡・ S K 128土坑・ S D36溝跡 。S X12遺構などがある。 S16竪穴住居跡は S K 128土坑を、 S K 128土坑

はS17竪穴住居跡を切っているので、 I期 1段階とした資料にも時間幅があると考えられる。

坪 体部がやや扁平な球形で、体部と口縁部の境が強く括れて、発を小型化したような形態の郭 (第231図 1・ 2、

第232図 1他)はこの段階だけに存在する。内面は、丁寧にヘラミガキされるものの他にナデやヘラナデ調整のも

のも存在する。平底で底部から口縁部まで湾由しながら立ちあがり、日縁端部が直立するものや、短い口縁部が外

反するものがある。口縁端部が内弯するものや内根1に屈曲するものはない。

高杯 郭部は逆台形を呈し、底部と体部の境の外面には明瞭な稜が形成されている。脚部は裾部までラッパ状に広

がるもの (第231図 6)と、柱状で裾部との境が僅かに括れるもの (第233図 21)がある。脚部と裾部との境は強く

屈曲して境が明瞭なものが多い。このような形態の高杯はⅡ期まで継続する。

小型壺 この段階では中型壼は存在 しない。小型壷は口径と体部径がほぼ等しく、日縁部の高さは体部高の 2/3

程度である。中には日縁部径が体部径より大きなものもある (第231図 10。 11)。 なお、第231図 8の壷は、第233図
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第 3章 考察と調査成果のまとめ
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第 1節 非ロクロ土師器の変遷
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第 3章 考察と調査成果のまとめ

餓 鍛
覗 酋Ю
閲 3翌 載 司

＼
説 1-36  1/6

37-44  1/8

第235図 鴻ノ巣遺跡 I期 1段階の類例 :(福島県道南北遺跡 1号住居跡)

※辻秀人 1銘9よ り転載

26。 33、 第234図36の ように塩釜式から続く有段口縁のもので、 I期 3段階で出現する中型壷とは系統が異なるも

のと考えられる。小型壺の調整は、体部がナデ及びヘラケズリを基調とするが、部分的にヘラミガキ調整されるも

のもある。日縁部はヨコナデ調整される。第231図 9の ように全面がヘラミガキ調整されるものは、前型式の壷形

土器の調整技法を踏襲したものと考えられる。

壺 頚部と口縁部が明瞭に分れて日縁部が立ち上がって受け口状になるもの (第233図 33、 第234図 11'36)、 日縁

部の下端の外面が肥厚して強い稜が形成されるもの (第234図 13)端部が折り返されているもの (第232図 21、 第
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第 1節 非ロクロ土師器の変遷

234図 12)、 日縁端部が屈曲するもの (第231図 16)、 幅が広いく外傾する日頚部のものなど、前型式の特徴を残して

いる壷が多数存在する。壺の器面はヘラミガキ調整されるものが多い。

甕 奏は体部が球形を呈し、日縁部は強く外反する。体部と口縁部の境の内面は角が付いて強い稜が形成されるも

のが多い。

台付甕 小型のもので、1点 だけ出土している。体部は球形で、体部に比較して台部が大きい。 1点だけの出上で

あり、一般的な器種として存在した可能性は低い。

広口甕 大型で、橋鉢状の体部に強 く外傾する日縁が付 く (第231図 26、 第232図 22)。 体部と口縁部の境に括れは

認められない。

甑 体部は球形を呈し、体部と口縁部の境は括れて日縁部は外反する。底部は無底である。器形・調整とも奏と類

似 し、体部だけでは区別できない。

I期 1段階の類例としては、福島県道南北遺跡 1号住居跡 (根本 :1982)、 多賀城市山王遺跡 S X058遺 構 (高

倉 :1991)がある。

2)I期 2段階

S18竪 穴住居跡か らの出土土師器を基準 とする。同期 としては折 り返 し回縁の壼または甕が出土 しているSI

14竪穴住居跡、小型壷 とS18竪 穴住居跡 と類似する郭が出土 しているS K 132土坑、 1段階の S118竪穴住居跡

を切 り、小型壺が出土 している S D34溝跡 も I期 2段階と考えられる

lTk 甕を小型化したような郭はなくなり、前段階と比べて器高が低 く、体部と口縁部の境は強く括れて日縁は外傾

ないし外反するもの (第236図 1・ 2)に変化する。短い口縁部が外反するものや口縁部が直立するものは継続す

る①口縁部が強く内弯する郭 (第236図 3・ 第237図 3)は この段階から出現する。

高lTh。 小型壺 前段階と基本的に変化は認められない。

壺 頚部と口縁部が分れて回縁部が受け回状のものはなくなる。端部が折 り返されたもの (第236図 20、 第237図 6)

や日縁部の下端に稜が形成されるもの (第236図 19)は残存するが、塩釜式の影響を残すものは減少する。

甕 前段階と大きな変化は認められない。

広口甕 口径は大型化する。体部と口縁部の境に括れが生 じ、鉢形の形態から扁平な奏形へと変化する (第236図

29、 第237図 9)。

甑 点数は少ないが 1段階同様の無底で体部が球形の甑 (第236図30)の ほか、鉢形と考えられる底部孔の小さな

もの (第236図 31)も 出土している。

片口土器 体部と口縁部の境がわずかに括れ、口縁部は外傾する。片国の部分の僅かに高くなる。 1点だけの出土

である。

I期 2段階の類例としては、南小泉遺跡第30次調査 S116竪穴住居跡 (工藤・渡部・根本 :1998)な どがあるが、

I期 1段階とI期 2段階とを区別できるだけの資料がまとまって出土していない遺構が多い。このため、 I期 1段

階とI期 2段階のどちらに対応する遺構・遺物であるかの判断は困難な場合が多い。

3)I期 3段階

S111竪穴住居跡出土土師器を基準とする。中型壷が出土し、前段階に成立した形態の広口奏が出土したS19

竪穴住居跡の床面と3層 出土土師器も同期の可能性が高い。

坪 この段階に属する郭の資料は少ない。短い口縁が外反するもの (第238図 2)、 日縁が直立するもの (第238図

1)、 日縁が強く内弯するもの (第239図 6・ 7)がある。
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第238図 鴻ノ巣遺跡 I期 3段階

高lTk 前段階と大きな変化は認められない。

中型壺 小型壷が消滅し、中型壷に変化する。この段階の中型壼は口径が大きく、体部径に比して回径が 2/3以
上ある (第238図 14・ 15、 第239図 11)。 また日縁の高さも高い (第238図 14、 第239図 11)。 器面の調整はヘラミガキ

が多用されるようになる。

壼 口縁部が肥厚して下端に稜が形成されるものや、端部が折 り返されるものはなくなり、塩釜式の影響は認めら

れなくなる。この時期の壼は、やや縦長の体部に外反する単純な口縁のもの (第239図 14)と なる。

甕 球形の体部のものもほかに、体部が縦に長い球形を呈するもの (第238図 20)が見られるようになる。

広口甕 器高が高くなり、体部と口縁部の境が強く括れたもの (第239図 15)が出土している。
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第239図 鴻ノ巣遺跡 I期 3段階 (同期項)

甑 体部が球形で丸底風の底部に小さな孔があくもの (第238図 22)と 無底のもの (第239図 16)がある。

I期 3段階の類例としては、多賀城市山王遺跡第12次調査 S15287住居跡 (千葉 :1992)な どがある。

3 Ⅱ期の土師器

カマ ドをもつ S110・ 13竪穴住居跡及び宮城県教育委員会が昭和48年 に調査した 1号住居跡出土土師器 (加藤 ,

白鳥 :1974)を 基準とする。

不 体部と日縁部の境が僅かに括れ、短 く口縁部が外反するもの (第240図 11、 第241図 1。 2)、 半球形の体部に

短い直立する口縁となるもの (第241図 3～ 6)、 底部から口縁部まで半球形に立ち上がるもの (第240図 12)、 日縁

部が強く内弯するもの (第240図 1)、 日縁部が内傾するもの (第240図 13)な どバラエテイーに富んでいる。

高lTh 前段階と大きな変化は認められない。

中型壼 前段階に比べて日径が小さくなる。また調整はミガキがさらに徹底し、日縁端部まで磨かれている。

甕 奏は縦に長い球形呈するもの (第240図 10、 第241図14)と 球形のもの (第240図 15。 16)と がある。体部が縦

長・球形に係わらず、体部の上部に最大径をもち肩部に張 りのあるもの (第240図 10。 15・ 16)が多い。宮城県教
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育委員会調査の 1号住居跡から甕とされた長胴の土師器 (第241図 13)が出土しているが、この器種はⅢ期以降に

継続するかどうか不明である。

甑 体部に丸みがあるが、全体として長胴化の傾向が認められる。

Ⅱ期の類例としては、南小泉遺跡第26次調査S15竪穴住居跡 (五十嵐 :1998)、 多賀城市山王遺跡町地区SI
3012住居跡 (村田他 :1998)がある。

4 Ⅲ期の上師器

S D23溝跡A期 1。 2層 出上の土師器を基準とする。 I期 1段階からⅡ期の集落を囲むSA2柱穴列を切 り、 S

D23溝弥A期出土土師器郭と同様の杯を出土しているS115竪穴住居跡もこの時期と考えられる。

邪 前段階同様に半球形の体部に直立・内弯・内傾・括れて外傾する器形でやや厚手のもの (第243図 1～ 7)の

ほかに、平底風の九底で薄手のもの (第243図 8～ 13、 第244図 1)がまとまって出土している。後者には底部から

口縁まで内弯気味に立ち上がるものと、体部と口縁部の境が僅かに括れて端部が外反するものがある。
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昭和48年宮城県教育委員会調査 1号住居跡

第241図 鴻ノ巣遺跡Ⅱ期②

第 1節 非ロクロ土師器の変遷

高lTh この段階でも高郭は一定量出土している。前の時期までと比べると器形に大きな変化はないが、全体に小型

化している (第243図 14～ 20)。 脚部は杯部との接続部から裾部までラッパ状に広がり、裾端部は上方に捲れ上がっ

ている。必部外面は横方向のヘラミガキ調整が行われ、郭部全体がヘラミガキ調整されるようになる。

中型壺 この時期になると中型の壷は消滅する。

壺 壺の形態は不明である。壺については、この時期以後一定の形態をした独立した器種として普遍的に存在する

かどうか不明である。

甕 前段階の影響を受けて、縦に長い球形呈し、体部の上部に最大径をもち肩部に張 りがあるもの (第243図23・

25～ 27)が一般的である。この段階になると、奏の日縁部には日唇部が平坦なもの (第243図22・ 23、 第244図 5)

が出現する。

鴻ノ巣遺跡では、この時期を層位的・器種組成の変化・器種の特徴の変化によって特定できるが、他遺跡でⅢ期

段階の類例の指摘は困難である。

I期からⅢ期を通じ、郭類には平底のものと丸底のものが混在している。

5 Ⅲ期とⅣ期の中間期

鴻ノ巣遺跡のⅢ期とⅣ期の土師器には、器形や器種組成に大きな差異があり、遺跡に空白期が存在した可能性が
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第242図 鴻ノ巣遺跡Ⅱ期の類例 :(南小泉遺跡26次調査S15)

考えられる。この間に相当する土師器群を、遺物の年代と型式的特徴から市内の遺跡で想定すると、土手内遺跡の

SI-4・ 8住居跡 (熊谷・主浜 :1992)と 富沢窯跡第 2次床面 (渡辺他 :1984)出 土土師器があげられる。

lTk I期 1段階から見られる半球形の体部で、体部と日縁の境が括れて短い口縁が外反するもの (第 245図 1～

6。 18、 第246図 3～ 5)、 体部から回縁まで内弯気味に立ちあがるもの (第245図 8～ 11)、 短い口縁が内傾ないし

外反するもの (第245図 20・ 21、 第246図 2)な どが主流を占めるが、この時期に外面の体部と口縁部の境に段がつ

いて、これまでと比べて幅が広 く直立ないし僅かに内弯する日縁部の郭 (第245図 7・ 19、 第246図 1)が出現する。

この段階の郭は九底のものが多く、小さな平底のものは稀 (第246図 5)になる。

高杯 この段階では高杯は基本的に消滅する。

鉢 発と郭の中間的な大きさの器種の鉢が出現する (第245図 15'22～ 26、 第246図 6～ 8)。 鉢は、一般的に器高

よりも口径が大きい。この段階の鉢には、体部が球形の甕を小型化したようなもの (第245図 22・ 23)、 胴長の奏の

小型化して胴を短 くしたようなもの (第245図 25。 26、 第246図 6・ 7)、 悟鉢状のもの (第245図 15'第 246図 8)

など様々な形態のものがある

甕 体部が球形のもの (第245図 13・ 27・ 28・ 31)のほか、胴長のもの (第245図 32)がある。日唇部が平坦に仕上

げられるものは前段階から引き継がれ (第245図 27・ 28)、 この時期以降も継続して出現する。

甑 縦長の情鉢状の体部に外反する口縁の付 く砲弾形の無底単孔の甑 (第245図16)がある。 I期からⅡ期までの

球形を基調とする器形から、長胴の鉢形の器形へと変化している。

Ⅲ期とⅣ期の中間期の類例としては、名生館遺跡 S K430土坑 (白 鳥・後藤 :1986)。 山前遺跡第23住居跡 (宮

城県文化財保護課 :1976)な どがある。
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第244図 鴻ノ巣遺跡Ⅲ期②

Ⅳ期の土師器

1)Ⅳ 期 1段階

3b層除去後に検出され、 3b層類似の上壌によって埋っていたsR3bの 底面と3層からの出土土師器、及び

S15竪穴住居跡 1・ 2層 出土土師器を基準とする。

郵 杯はいずれも丸底で、底部から体部と口縁部にかけての立ちあがり部分が直立し、日縁端部が外反して非内黒

のも (第247図 1:1類 )、 半球形の底部と口縁部の境の内外面に段が付いて口縁部が直立し、内面黒色処理される

もの (第247図 2:2類 )、 浅い半球形の底部と口縁部の境の内外面にクランク状の明瞭な段が付いて断面形が柳葉

状の回縁部が強く外反し、内面黒色処理されるもの (第247図 11～13:3類 )、 大型で半球形の底部と口縁部の境の

内外面にクランク状の明瞭な段が付いて柳葉状の日縁部が強く外反し、内面黒色処理されるもの (第247図14:4

類)、 大型で浅い半球形の底部と口縁部の境の内外面にクランク状の明瞭な段が付いて口縁部が強く外傾 し、非内

黒のもの (第247図 15:5類 )の 5種類がある。

高杯 高杯は出土していない。

鉢 底部から口縁部まで内弯気味に立ちあがり、日縁部は外反する。器高に比して口径が大きい (第247図 4)①

甕 長胴系の甕が 4点 (第247図 5～ 7・ 16)出土している。いずれも口縁部の幅が広 く、体部との境目から一度

直立ないし外傾気味に立ち上がったのち、上半部が外反する。奏の体部と口縁部の境の外面には段は形成されてい

ない。胴部が球形を呈するものも存在したと考えられるが、今回の調査区から良好な資料は出土していない。

甑 小型と大型の 2器種がある。小型の甑は、鉢のように台状の底部から回縁部との境まで内弯気味に立ちあがり、

日縁部は外反し、底部中央に小孔のあけられた有底単孔のものるもの (第247図 8)である。大型の甑は、無底単

孔の砲弾形のもので、体部と口縁部の境が括れるもの (第247図 9。 17)と 、括れがなく深鉢状のもの (第247図 10)

とがある。甑の体部と口縁部の境の外面には、段は認められない。

その他、小さな円筒形のミニチュア土器 (第247図 3)が出土している

Ⅳ期 1段階の類例としては、角田市住社遺跡第 1号住居跡 (斎藤 :1997)・ 住社遺跡昭和30年 出土資料 (志間泰

治 :1958)な どがある。

2)Ⅳ 期 2段階

3b層に埋没した3b層土器群と、 3b層から掘り込まれたSR3a溝跡及びSX3a土坑出土土器を基準とす

る。3b層に埋没していた3b層土器群と、 3b層上面で遺構の輪郭が検出されたSR3a溝跡 ,SX3a土 坑と

では、層位的には前者が古く後者が新しいと考えられるが、土器の特徴から時間差を読取ることができないので、
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第245図 鴻ノ巣遺跡Ⅲ期とⅣ期の中間期の資料① (上手内遺跡)
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第246図 鴻ノ巣遺跡Ⅲ期とⅣ期の中間期の資料② (富沢窯跡・名生館遺跡・山前遺跡)

ほぼ同時期頃の土器と考えた。

lTh 台状の底部に体部が内弯しながら立ち上がり口縁部が直立するもの (第248図 1:A類 )、 平底風の底部にやや

外傾した体部が付き、日縁部が内傾するもの (第248図 2:B類 )、 半球形の底部と口縁部との境の内外面に段が付

き、幅の広い口縁部が直立して付 くもの (第248図 3。 4:C類 )、 浅い半球形の底部と口縁部との境の内外面に明

瞭な段がついて、日縁部が直立気味に外傾するもの (第248図 5:D類 )、 底部から体部にかけて浅い半球形に立ち

上が り、体部と口縁部の境の外面に強い稜が形成され、日縁が短 く内傾するもの (第248図 6:E類 )、 小ぶりの半

球形の底部に、緩やかに外反する日縁部が付 くもので、日縁の下端が内面側に肥厚 し、内面だけに強い段ないし稜

が形成されるもの (第248図 7・ 8:F類 )、 半球形の底部に外反する口縁部がつき、接続部分の屈曲が緩やかなた

めに、日縁から底部にかけてS字状に変化するもの (第248図 9・ 10、 第250図 1:G類 )、 浅い半球形の底部と口

縁部の境の内外面にクランク状の明瞭な段が付いて柳葉状の日縁部が強く外反するもの (第248図 11～ 15、 第250図

2～ 7:H類 )、 浅い半球形の底部と口縁部の境の内外面に段が付いて日縁部が外傾ないし外反するもの (第248図

16～ 17、 第250図 8:I類)の 9種類がある。A・ BoE類 は非内黒である。他は非内黒と内面黒色処理されたも
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のの両方があるが、ほとんどの郭は黒色処理されている。この時期の郭の主体はH類である。

高杯 郭の I類 に類似した郭部が 2点 (第248図 18、 第250図 10)出 上している。

鉢 丸底風の底部から内弯気味に立ち上が り、日縁端部が僅かに外反するもの (第248図 20)と 、台状の底部から

内弯しながら立ち上が り、体部と口縁部の境が僅かに括れて口縁が緩やかに外反するもの (第248図21・ 22)があ

る。

片口土器 外傾して立つ体部と口縁部との境の外面に段がつき、日縁の一部が外側に押 し広げられた片国の破片が

1点 (第248図 23)あ る。

甕 奏は長胴のもの (第248図 24～30他)と 体部が球形を呈するもの (第249図 1～ 10他)がある。長胴の奏はⅣ期

1段階と比べると口縁部の幅が狭 くなり、体部との境から単純に外反するものに変化する。
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第250図 鴻ノ巣遺跡Ⅳ期 2段階②

長胴奏は、小型と大型のものがある。小型の長胴奏は、細力で体部上端に最大径があるもの (第248図 24)、 胴部

の張 りが強く、体部中央に最大径があるもの (第248図27)がある。大型の長胴斐は、細身で体部下半に最大径の

あるもの (第248図 25、 第250図 26)、 同じく細分で体部の中央から上部に最大径があるもの (第248図 26、 第250図

15・ 16)、 胴部に張 りがあり、体部中央に最大径があるもの (第248図 28)、 体部の上部に最大径があるもの (第248
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第251図 鴻ノ巣遺跡Ⅳ期とV期の中間期の資料 (栗遺跡)

図29。 30)な どがある。この段階になると長胴奏の体部と口縁部の境の外面に段をもつもの (第248図24)が見ら

れるようになるが、まだ一般的特徴とはなっていない。

体部球形の発は、大小さまざまあり、体部の中央よりやや上に最大径があり、肩部に張りを持った縦に長い形態

のもの (第249図 1～ 6)が多い。また体部中央に最大径があり、扁平な球形のもの (第249図 7～10)も ある。体

部が球形の奏の口唇部は平坦に仕上げられている。

壺 壷と考えられるものが 3点 (第249図 11～13)出 上しているが、形態的に共通性はない。

奏や壺の器面調整にハケメが多用されているものがある (第248図 24。 28、 第249図 2・ 9。 13、 第250図 25)が、

全体としては少数である。

甑 砲弾形の部類であるが、体部上半から口縁部にかけて緩やかに括れ、日縁部が外反するもの (第250図 18・ 19)

がある。

この段階にも小型円筒形のミニチュア土器が出土している。またSR3a溝 跡からは、扁平な球形の体部に太く

長い頚部が付 き、孔部頚部上半に細かな波状沈線文が巡る須恵器の甦 (第250図 20)が出土している。

Ⅳ期 2段階の類例としては、栗遺跡第10号住居跡 (東北学院大学考古学研究部 :1979)な どがある。

7 Ⅳ期とV期の中間期

Ⅳ期 2段階の土器とV期 1段階の土器には、土器の形態や調整技法に差が認められ、この間 (3a層が当時の地

表面を覆ってからV期 1段階の遺構が形成されるまで)に も空白期間の存在が考えられる。この空白期間に相当す

る土器は、仙台市内では栗遺跡19号住居跡 (第251図、工藤・成瀬 :1982)の ような典型的な栗囲式期の土器群で
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あると考えられる。

V期の上師器

1)V期 1段階

S D16溝跡出上の上師器を基準とする。郭・鉢・奏・甑が出土している (第252図 1～ 7)。

lTh 丸底で底部と口縁部との境に外面で段差が、内面では軽い屈曲が認められ、日縁部はやや内弯している (第

252図 1～ 3)。 郭の日縁部外面はヨコナデ、内面はヘラミガキ調整のうえ黒色処理されている。

V

期

1

段

階

/
1(C-641)

∃ フ診
2(C-643)

雲フ圏
3(C-642)

(プ 膠 誕ヲ
4 (C-644)

M峰@
5(C-645)

(C-646)

SD16溝跡

栗遺跡15号住居跡

２
　
　
段
　
　
階

14(C-20) 18(C-25)

15(C-19)

欝 フ 彎

20(C-45)

19(C-26)

羽
21(C-46)

22(C-23)

23(E-14) 25(E-17)
24(E-15)

SD 7溝跡

17(C-21)

動

28

朝
32

郡山遺跡第43次調査区SD35

３
段
階

（３ａ
層
関
係
遺
構
）

亀7是4D   )
SD20溝跡 土手内横穴B地点 1号横穴墓

４０

　

ん

第252図 鴻ノ巣遺跡V期 1～ 3段階

270



第 1節 非ロクロ土師器の変遷

鉢 。甕 体部と口縁部の境には段が形成され、日縁部は外反している (第252図 4・ 5)。

甑 砲弾形で体部と口縁部の境の外面には段が形成され、内外面がヘラミガキ調整されている (第252図 6)。

鉢・奏・甑の体部外面はハケメ調整される (第252図 5～ 7)。

2)V期 2段階

SD7溝跡出土の土師器と須恵器を基準とする。

土師器・lTh 大きく分けると2種類がある。 I類は内面が黒色処理されず、内面がヨコナデ調整されるグループ

(第252図 20～ 22)で、関東系土師器と呼ばれているものである。H類は内面がヘラミガキのうえ黒色処理されるグ

ループ (第252図 14～19)で、在地の上師器である。I類には回縁が短く直立するものと (第252図20・ 21:IA類 )

とやや長く内傾するもの (第252図22:IB類)がある。H類は、底部が平底で底部から体部にかけて丸みをもっ

て直立気味の口縁部となるもの (第252図 14:Ⅱ A類 )、 底部は九底で底部と日縁部の境の外面に段が形成され、日

縁部は僅かに内弯し、内面は底部と口縁部の境付近が屈曲するが、全体に緩やかに変化するもの (第252図 15～

18:Ⅱ B類 )、 底部から口縁部まで内弯しながら立ちあがるもの (第252図 19:Ⅱ C類)がある。

須恵器・不 2層出土のE-15(第 252図24)|よ、底径が大きい割に器高が低く、底部から口縁部までやや外傾し

て立ちあがり、底部と体部下端が回転ヘラケズリ調整されている。高台郭の不 (第252図 23)も 出土している。

醜 体部は小さな球形で体部と頚部の境は細く括れ、頚部から口縁部にかけてはラッパ状にひろがる (第252図 25)。

孔付近と頚部に2条の平行沈線が、体部と頚部の境には1条の隆線が巡る。

3)V期 3段階

S D20溝跡出土の土師器を基準とする。

郭 丸底と考えられる底部から口縁部まで内弯気味に立ちあがるものが 3点ある (第252図34～ 36)。 日径に比し

てやや深いもの (34)と 浅いもの (35～36)がある。深いものは内外面ともヘラミガキ調整され、浅いものは口縁

部の外面がヨコナデ、内面がヘラミガキ調整されている。いずれも内面は黒色処理されている。

9 各期の編年的位置付 けと年代

①I期 1段階

この段階の上器は壼の日縁部や小型の台付奏などに前型式の特徴が残るが、小型 。中型の壷形土器において「口

縁高と体高、日縁径と体径とがそれぞれ相等しい」ことや、高郭の「郭底部外側に稜線を形成している」などの器

形の特徴から南小泉式 (南小泉Ⅱ式)(氏家 :1957)と 考えられる。この段階の鴻ノ巣遺跡では、長胴の甕と砲弾

形の甑は見られない。年代としては、 I期 1段階 。2段階は、確実に須恵器が伴うことが確認されていないので、

5世紀中頃以前に位置付けられるものと考えられる。具体的な年代を示す資料はないが、 I期 1段階はS17⇒ S

K128⇒ S16と いう重複があり、ある程度の時間幅が想定されることから5世紀前葉の年代幅を想定したい。

② I期 2段階

この段階にも、壼の回縁部に前型式の特徴が残る。郭の形態において 1段階からの変化が認められるが、高郭や

小型壺の形態は 1段階と区別できないことから、南小泉式期内における変化と考えられる。年代は I期 1段階とI

期 3段階との関係から5世紀中葉の前半頃と考えられる。

③ I期 3段階

小型重が消滅し、中型壼の出現することが最大の特徴となる。中型壼は引田式の標識となった古川市引田遺跡の

出土の「口縁内反し、日縁径は体径に比して著しく小となり口縁高も体高の割りに小である」という特徴 (氏家 :
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1957)に一致することから、本段階の土師器は氏家氏の編年の引田式に相当すると考えられる。年代としては、南

小泉遺跡でカマ ドが敷設されたⅡ期 と同期頃の住居跡から、 T K 208型 式 と平行すると考えられる須恵器が出土し

ている (五十嵐康洋 :1998)こ とから、それに先行するT K216型 式に相当する 5世紀中葉後半頃と考えられる。

④Ⅱ期

この段階になると、鴻ノ巣遺跡でも住居にカマドが敷設されるようになる心中型壺が継続し、日縁部の径と高さ

がさらに小さく・低くなるが、土器型式としてはI期 3段階同様に引田式に相当する。竪穴住居跡にカマドが敷設

され、かつ口縁部の小さくなった中型の壺が出土した例としては南小泉遺跡第26次調査SI-5竪穴住居跡 (五十

嵐康洋 :1998)がある。この住居跡からは須恵器脚付有蓋壷が出土しており、壷については、裏町古墳出土の台郭

壺との類似性からT K208型 式並行と位置付けられており、年代としては5世紀後葉の前半頃と考えられる。

なお、カマド敷設の初期の例は、鴻ノ巣遺跡 I期 2段階に相当する土師器を出土した南小泉遺跡第13次調査 1号

住居まで遡るようである (渡辺 :1985)。 また、福島県郡山市清水内遺跡 (高松他 :1999)で も小型壷を出土する

住居跡のほとんどが炉を伴うものであるが、 8区 7号住居は、鴻ノ巣遺跡 I期 2段階に相当する土師器とともに小

型壷も多数出土しているがカマドが敷設されている。この住居からは中型壷の体部の破片も出上している。

⑤Ⅲ期

住居跡での上師器の組合せは不明であるが、S D23A溝跡の土器は、薄手で平底風丸底の郭の出現、平坦口唇の

奏の出現、高郭の小型化などの変化が認められ、さらに中型壷の消滅というⅡ期に後続することを示す変化が確認

されている。しかし、高郭が一定量出土していることから、高郭が消滅する「Ⅲ期とⅣ期の中間期」の上器群とは

区別され、これに先行すると判断される。前後の時期との関係から、 5世紀後葉の中頃と考えられる。土器形式と

しては、他の器形の上師器と比べて、最も判断材料とし易い中型壼の共伴を引田式の基準とすると、この段階の上

器は引田式と区分されるが、郭や奏などにはⅡ期のものと区別できないものも多数存在し、次段階に特徴的な外面

の体部と口縁部の境に段がつき、幅が広く直立ないし僅かに内弯する口縁部の郭がまだ存在しないことから引田式

の範疇で捉えておきたい。

⑥Ⅲ期とⅣ期の中間期

土手内遺跡SI-4・ 8住居跡 (熊谷・主浜・小川 :1992)と 富沢窯跡第 2次床面出土土師器 (渡辺泰伸他 :

1984)は、高郭が消滅することでⅢ期に後続し、Ⅳ期に繋がる。外面の体部と口縁部の境に段がつき、幅が広く直

立ないし僅かに内弯する日縁部の郭が出現することでⅣ期に先行する。年代としては、富沢窯跡の年代が、裏町古

墳より須恵器の型式として 1型式くらい新しいと考えられている (藤沢 :1987)こ とから、T K23型式に相当する

5世紀後葉の後半頃と考えられる。なお、Ⅲ期とⅣ期の中間期の類例資料とした名生館遺跡 S K 430土坑 (白 鳥・

後藤 :1986)と 合戦原遺跡第 1号住居跡外周溝 (岩見・佐藤 :1991)か ら出上した須恵器郭は、T K47型式に比定

され、 5世紀末から6世紀前葉頃に位置付けられることから、この時期は 5世紀後葉の後半から6世紀前葉頃に相

当する。土器型式としては、多くの郭などは南小泉式期以来の前型式の特徴を残しているが、Ⅳ期に繋がる郭が出

現することや、鉢の出現・奏の長胴化などに着目し、Ⅳ期の初期的状況を示すものとして住社式の範疇で捉えてお

きたい。(註 1)

⑦Ⅳ期 1段階

Ⅲ期とⅣ期の中間期とした土器群とⅣ期の土器群とでは、郭の器形や内面黒色処理の一般化、長胴奏の普遍化な

どの大きな相違が生じているが、これまで仙台市周辺で調査された古墳時代の遺構から出土した土師器をもって、

このギャップを坦めることは困難であることから、この変化は急激なものであったと考えられる。

Ⅳ期 1段階の上器は、郭の特徴などから氏家氏の編年の住社式にあたる。この時期の土器の年代は、Ⅳ期 1段階

と類似する口縁部の幅が広く底部と口縁部の境に段が付いて口縁が直立する杯や、底部と口縁部の境が強く屈曲
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する内黒の郭、日縁部の幅の広い長胴萎などの上師器が出土している山形県物見台遺跡 (阿部 :1987)STl竪穴

住居跡から、M T15型式の須恵器郭が出土しているので、 6世紀前葉頃と考えられる。

③Ⅳ期 2段階

土師器郭の特徴は 1段階と共通するものが多 く、氏家氏の編年では住社式にあたる。 SR3a溝 跡から出土し

た醒は、T K10型式に近似することから、 6世紀中葉頃と考えられる。

③Ⅳ期とV期の中間期

氏家氏の編年の「栗囲式」にあたり、栗遺跡の多くの住居跡がこの時期に相当すると考えられる。栗遺跡 2・ 5

号住居跡からはT K209型 式 (7世紀前葉頃)の須恵器郭が出上している (工藤・成瀬 :1982)。

⑩V期 1段階

S D16溝跡の郭と栗遺跡から出土した郭と比較すると、杯の底部と口縁部との境に内外面で段差・屈曲が小さく、

日縁部が内弯傾向にある点は、栗遺跡Ⅲb期 (工藤 :1982)の SI⑮竪穴住居跡の土器137・ SI③の土器141と 類

似し、栗遺跡出上の土師器の中では最終段階頃のものと考えられる。類例としては、 7世紀後葉に位置付けられて

いる仙台市郡山遺跡 I期官衛のS D552溝 跡出土遺物 (木村他 :1985)がある。また、村田晃一氏による栗囲式上

器の編年では、Ⅱ期 6段階ないしΠ期 7段階にあたり、 7世紀後半に位置付けられる (村田 :1998)。 以上のこと

から、V期 1段階の土師器については7世紀後葉頃と考えられる。

①V期 2段階

V期 2段階の土師器のうち、杯 IA・ B類は、南小泉遺跡第22次調査SD3溝 2層中からまとまって出土してお

り、一緒に出土した土師器や須恵器から6世紀末葉の年代が与えられている (斎野 :1994)。 IB類の郭は、仙台

市郡山遺跡 S11299竪穴住居跡から、国分寺下層式 (氏家和典 :1967)と される郭と共に出土している (斎野 :

1991)。 また、大和町一里塚遺跡ではBⅡ l類・BⅡ 2類 (それぞれ本遺跡 IB類・ IA類に類似)と分類される

郭にも類例があり、他の上師器や須恵器との関係から7世紀後葉から8世紀初頭頃の年代が与えられている (三好

秀樹 :1999)。 矢本町赤井遺跡では、 7世紀後半から後葉に位置付けられている I期段階の遺構に伴う「関東系土

師器B群」の杯0。 郭R(佐藤敏幸 :2001)に 類例が求められる。したがって I類の土師器については、 6世紀末

葉頃には出現し、 8世紀初頭頃まで存続していたことが考えられる。

土師器郭ⅡA類の郭は、氏家氏の国分寺下層式第Ⅲ類にあたり8世紀後半と考えられる。ⅡB類の郭は、V期 1

段階の栗囲式から国分寺下層式の I類ないしⅡ類にあたり、郡山遺跡のコ期官行の外郭を区画するS D35溝跡から

出土しているものに類似する。

須恵器の郭は、 7世紀末から8世紀初頭に位置付けられている仙台市大蓮寺窯跡 5号窯跡 (篠原 :1993)や、多

賀城跡の創建期の瓦を焼成したことから8世紀前半と考えられている木戸窯跡群 (辻 :1984)の 製品と共通するこ

とから、概ね8世紀の前半頃と考えられる。魅E-7(第 45図12)は、M T21型 式前後の時期のものとみられ、 7

世紀末から8世紀前葉頃のものと考えられる。

以上のように、V期 2段階の土器は、ⅡA類 としたC-20を 除くと、 7世末から8世紀前葉頃の年代が考えられ

る。同じような組合せと年代の土器は、市内では中田南遺跡古代第Ⅲ群土器 (太田 :1994)や 欠ノ上Ⅱ遺跡 Ib期

土器群 (工藤 :2000)な どにも認められる。

⑫V期 3段階

V期 3段階と類似する資料は、仙台市土手内横穴B地点 1号横穴墓から出土しており、共伴した須恵器の高台付

イと蓋は8世紀初頭から前葉の年代が与えられている (小川 :1992)。 S D20溝跡は、V期 2段階のSD7溝跡を

切っていることから、V期 3段階の年代については、8世紀前葉ころを中心とした時期と考えられる。土器型式と

しては国分寺下層式として捉えておきたい。
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以上本節では、南小泉式期から国分寺下層式期までの鴻ノ巣遺跡における非ロクロ土師器の変遷を、空白期間を

市内の他遺跡の出土例で補完しながら概観した。特に古墳時代中期にあたる I期 1段階からⅢ期にかけては、 5段

階の変遷を追うことができた。

今回の鴻ノ巣遺跡第 7次の調査による、遺構の層位的区分及び土器の形態的特徴と器種組成の分析によって、氏

家氏の「南小泉式」と「引田式」とを小型壼と中型壷の有無等によって区別できることが確認された。このことか

ら、白鳥良一氏・加藤道男氏が1974年 の鴻ノ巣遺跡調査報告書 (白 `烏
良一 。加藤道男他 :1974)に おける考察で述

べた「住居跡出土の土師器およびそれと特徴を同じくする遺物包含層出土の土師器は型式的なまとまりをもつ一群

の土器として把握することが可能」 (同 :241頁 )で、「本群の上師器の中から引田式に類似する土器だけを抽出し

て分離することには、多 くの無理がある。」 (同 :243頁)と して「本群の土師器は (中略)号 1田式類似のものも含

めて、一括して南小泉式に位置づけるのが妥当」 (同 :243頁 )と したことについては再考が必要と考えられる。本

調査の細分の追認を含めて改めて「南小泉式」と「引田式」の型式区分と変遷 。分布等についてさらに検討が必要

と思われる (註 2)。

宮城県内あるいは東北南部の古墳時代中期土師器の編年とその細分については、丹羽茂氏 (丹羽 : 1983)、 辻

秀人氏 (辻 :1989)、 加藤道男氏 (加藤 :1989)、 藤沢 淳氏 (藤沢 :1992)な どをはじめ、多 くの論考があるが、

編年各期 。各器種及びその年代観と鴻ノ巣遺跡時期区分との関係については、本報告では十分に検討することがで

きなかった。

I期 1段階か らⅢ期及びⅢ期からⅣ期の中間期とした時期には、各期を通して類似した形態の郭が出現し、郭形

土器だけでは、型式認定や年代を明らかにすることができない場合も考えられるが、なお、特徴を細か く分析する

必要がある。南月ヽ泉遺跡など周辺の遺跡との器種組成と形態変化の比較も今後の課題である。また、年代観につい

ても須恵器などの共伴資料の増加を待って再検討しなければならないものである。

第 2表 鴻ノ巣遺跡の非ロクロ土師器の時期区分

時期区分 基準遺構 同期の遺構 型式名 年代 同期の類例遺構

I期 1段階 S16
S17 ・ 12・ 17・ 18、

SD36、  SK128、 SX12
南小泉式

5世紀前葉 SD26
S114

SD29
SKl14
SX 9 SD45I期 2段階 S18 S114、 SD34、 SK132 5世紀中葉前半

I期 3段階 S111 S19
引田式

5世紀中葉後半
SK104・ 135

圧期 S110・ 13 宮城県調査S11・ 2 5世紀後葉前半

Ⅲ期 SD23A-1・ 2層 S115 (引 田式 ?) 5世紀後葉中頃

Ⅲ期とⅣ期

の中間期

土手内遺跡S14 富沢窯跡第 2次床面
(住社式 ?)

5世紀後葉後半

(名生館跡SK430。 合戦原遺跡S11外周溝 ) 5世紀末～ 6世紀前葉

Ⅳ期 1段階 SR3b、 S15-1層
住社式

6世紀前葉

Ⅳ期 2段階
3b層土期群

SR3a・ SX3a
6世紀中葉

Ⅳ期とV期
の中間期

(栗遺跡 ) 栗囲式 7世紀前葉～後葉

V期 1段階 SD16 栗囲式 7世紀後葉

V期 2段階 SD 7
栗囲式～

国分寺下層式
7世紀末～ 8世紀前葉

V期 3段階 SD20 国分寺下層式 8世紀前葉

276
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1 2a層 検出遺構の時期

2a層 より上層から掘 り込まれたことが確実な遺構はSDl・ 2溝跡とSXl遺構がある。SDl溝跡は、時期

決定に関係する遺物は、土師質土器と渥美産及び常滑産と見られる中世陶器があり、広 く深い遺構にも関らず、こ

れより新 しい時期の遺物が含まれていないことから中世の遺構 と考えられる。さらに土師質土器について、佐藤

洋氏による宮城県内の土師質土器編年案 (佐藤 洋 :2003)イこよって検討すると、手づ くねのものが含まれないこ

と、小皿の器形が逆台形になっていること、大皿の底部から体部にかけての立ち上がりが緩やかなく字状に折れて

立ち上がること (第254図 )、 などの特徴から3期 (13世紀中葉から14世紀前半ころ)ないし4期 (14世紀中葉から

14世紀後半)に位置付けられる。在地の陶器生産は14世紀後半には消滅したと見られる状況にあり、SDl溝跡か

らは在地産の陶器が出土していないことを考慮すると、土師質土器及び遺構の年代についても、14世紀中葉以降の

年代が妥当と考えられる。

SD2溝跡は、 SDl溝跡の内側に位置し、やや方向は異なるが同じような区域を区画していることから、同じ

目的で掘削された溝跡で、年代的にも近いものと考えられる。13世紀中葉から14世紀前半頃に生産されていた在地

産と見られる中世陶器は出上しているが、 SDl溝跡より新しいことを示す遺物はないことから、SDl溝跡に先

行する遺構の可能性もある。

SXl遺構は、須恵器・土師器・古代の瓦等が出土しているが、掘 り込み面は中世の遺構が検出されている2b

層を覆う2a層 より上であることから、中世以降の遺構と考えられる。中世以降のどの時代のものであるかは、年

代の知 りうる遺物の出上がなく不明である。

以上のように、 2a層検出遺構のうち時期のわかるものは、13世紀中葉から14世紀後半頃と考えられる。

2 2b層 検出遺構と2b層の時期

2b層からは、第 2章で記したように、多種 。多様な遺構が検出されており、その時期も中世 。平安時代・奈良

手づ くね大皿 ロ ク ロ 大 皿 ロクロ/Jヽ 皿
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第254図 SDl。 14溝跡の上師質土器
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時代の遺構が混在している。各時代の遺構は次のように整理されている。

1)中 世 の遺 構

中世陶器及び土師質土器 (カ ワラケ)等が出土し、かつ近世以降の遺物が出土していないことにより、中世と考

えることのできる遺構には、 S D13・ 14溝跡、SE2井戸跡、 S K29・ 49土坑がある。また、SEl井戸跡は、中

世の遺物は出土していないが、仙台市内において平安時代以前の井戸跡が発見されることは極めて稀であり、鴻ノ

巣遺跡でも未だ発見されていないことから、中世の井戸である可能性が高い。

次に、 S D14溝跡の年代について、先の佐藤 洋氏による土師質土器編年案によって検討する。 S D14滞跡から

出土した土師質土器は、古期ではロクロ使用の大皿と小皿が出土し、新期ではロクロ使用の大皿・小皿と共に手づ

くねの大皿が出土している (第254図 )。 このようなロクロ使用と手づ くねの土師質土器が共伴するのは、佐藤氏の

編年では、多賀城跡第50次調査と南小泉遺跡第17次調査の遺物を基準資料として 2期 に限定されている。2期 はさ

らに2段ナデ調整されるグループ (多賀城跡第50次調査等)と 、これより新 しいと考える2段ナデ調整の見られなく

なった厚手の手づくねの皿が伴うグループ (南小泉遺跡第17次調査 S E01)グ ループに分けられている。 2期の年

代については、12世紀の後半から13世紀の初頭頃とされている。 S D14の新期出上の土師質土器は、製作技法の組

合せと整形方法が 2期の後者のグループに近い特徴を有することから、12世紀末から13世紀前葉頃のものと考えら

れる。したがって S D14溝跡についても、12世紀後半から13世紀前半頃の年代が考えられる。

2)平 安 時代 の遺構

明確に平安時代と考えられる遺構にはS11・ 3竪穴住居跡がある。S11竪穴住居跡から出土した土器は土師

器だけである (第26図 )。 床面から出土した必は、底部が回転糸切のち手持ちヘラケズリされたもの (D-8)と 、

回転糸切のち体部下端が回転ヘラケズリされたもの (D-9)がある。ピット4か ら出土した郭を含めて、器高の

割に底径の大きな杯である。甕はロクロ使用のもの (D-10。 11)と 非ロクロのもの (C-42)がある。郭の特徴

は、多賀城跡の土器変遷では、C群土器ないしD群土器に類似し9世紀代の年代が想定される (白 鳥 :1980。 1982)。

また、村田氏による10世紀前後の編年では、 9世紀後半とされる 1群土器に類似 したものが存在することから、 S

11竪穴住居については、 9世紀頃の年代が考えられる。

S13竪穴住居跡は、堆積上の 1層中から土師器郭が 1点出土している。この必は、S11竪穴住居跡出土の上

師器杯と器形および調整が類似していることから比較的近い年代のものと考えられる。したがって、S13竪穴住

居跡の年代もS11竪穴住居跡と同期か若千古いものと推定されるが、ロクロを使用している点で、 9世紀代より

古 くなるものではないと考えられる。

この他に、ロクロを使用の上師器を出土し、かつ中世の遺物を含まないことから平安時代に属する可能性のある

遺構としては、 SBl掘立柱建物跡 。SD4・ 5。 6・ 9。 10・ 17溝跡、SKl・ 2。 3。 4・ 9。 10。 33・ 35。

36・ 40。 66土坑などがある。 S11・ 3竪穴住居跡やSBl掘立柱建物跡 。SD4・ 5溝跡などは、真北方向を基

準としており、同時のものである可能性が強い。これに射し、 S D10溝跡については、 SDl溝跡の内側にこれと

平行するように位置しており、なおかつS11竪穴住居跡を切っていることから、 SDl溝跡と同様に中世の遺構

の可能性がある。

3)奈 良時代 の遺構

出土遺物から奈良時代と考えられる遺構には、S14竪穴住居跡、S Kll・ 43土坑がある。S14竪穴住居跡は、

検出範囲の残存部の床面からは年代決定となる遺物は出上していないが、堆積土中から出土した土師器の郭は、平
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底の底部から外傾して立ちあがるものであるが、ロクロは使用されていないものである (C-43・ 44)。 このよう

な特徴の上器は、氏家和典氏の編年では、 8世紀後半に位置付けた国分寺下層式第Ⅱ類の土器群 (氏家 :1967)に、

また白鳥良一氏による多賀城跡の土器変遷では、 8世紀後葉とされているB群土器に位置付けることができる (白

鳥 :1980・ 1982)。 須恵器の郭 (E-27～ 29)も 、口径の割に器高が比較的低もので、切 り離しの後に底部外面か

ら体部下端にかけて回転ヘラ削 り調整され、 8世紀前半とされる木戸窯跡群出土不の調整技法の特徴を残している

(辻 :1984)。 須恵器及び土師器の年代から、 S14竪穴住居跡については 8世紀後半頃と考えられる。

S K43土坑から出土した土師器杯は、非ロクロであるが平底化したものであり、須恵器杯は、底部及び体部下端

が回転ヘラケズリ調整されているもの (第37図 )で、 S14竪穴住居跡からの出土土器と類似する特徴を有するこ

とから、ほぼ同期頃の遺構 と考えられる。また、 S Kll土坑からも、切 り離しの後に底部外面から体部下端にかけ

て回転ヘラ削 り調整された須恵器の郭などの破片が多数出土しており、多量の土器片が出土しているにも関らずロ

クロ土師器は出土していないことから、この時期の遺構の可能性がある。

余良時代の遺構は、竪穴住居跡 1軒と、その可能性のあるものを含めて土坑が 2基あるだけで、遺構の密度は低

いものであったと解釈される。ただし、他の奈良時代より新しい遺構や、表土中などから出土した須恵器の中には、

切 り離 しの後に底部外面から体部下端にかけて回転ヘラ削 り調整された郭の破片が多数含まれ、その量は回転ヘラ

切 り無調整の土師器郭や、須恵器郭に比べても多いことから、他にもこの時期の遺構が存在 した可能性は高い。

その他、 2b層から検出された多 くの遺構は、時期を決めうるだけの遺物が出土していないものも多い。

4)2b層 の形成年代

2b層上面で8世紀後半の竪穴住居跡 (S14)が検出されていることから、この年代を下限とすることができ

る。また前述したように3a層上面で 8世紀前葉頃 (V期 3段階)の遺構が検出されていることから、この年代が

2b層の上限となると考えられる。したがって2b層は8世紀前葉から中葉にかけて形成されたと考えられる。形

成の要因としては、層中に遺物が多く含まれていることから、耕作等による人為的な 2次堆積層の可能性が強い。

2b層上面は、S14竪穴住居弥の8世紀後半から、前述したS11。 3竪穴住居跡の存在から、平安時代の 9

世紀代までは生活面なっていたものと考えられる。中世の遺構についても2b層で検出しているが、SDl・ 2溝

跡のような主要な遺構の掘り込み面が 2a層上面であることが確認されているので、中世の生活面は2a層上面で

あった可能性がある。

3 3a層 検 出遺構の時期

3a層上面では、溝跡 5条・土坑 9基 。その他の遺構 1基が検出されている。このうち、S D18溝跡については、

堆積土中から常滑産の水瓶の頚部と見られる陶器片 (第48図 2)が出土 していることや、溝の方向がS11竪穴住

居跡や、 SDl溝跡と共通することから、平安時代以降の遺構の掘 り残 しである可能性がある。

検出遺構のうち、 S D16溝 跡はV期 1段階の 7世紀後葉、 SD7溝跡はV期 2段階の 7世紀末から8世紀前葉、

S D20溝跡はV期 3段階の 8世紀前葉に位置付けられた。他の遺構に付いては、年代決定資料がなく、時期は不明

である。なお、 SD7溝跡出土の土師器郭には、 2b層検出のS14竪穴住居跡出上の郭と類似するものがあり、

3a層上面検出遺構にも、掘 り込み面が 2b層 である可能性も考えられ、今後の調査での検討が必要である。

4 3a層 の形成年代

3a層 は、第 2章第 1節 2項の基本層序及び同章第 4節 1項で述べたとおり、褐色の自然堆積砂層で、 SR3a
溝跡とその周辺に厚 く、また周辺部では薄 くなって堆積 している。 SR3a溝 跡内では、溝が 1/3程度埋った段
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階で、この溝に沿って急激に堆積した土層である。SX3a遺 構も同様に遺構が埋 り切らない段階でSR3a滞 跡

から溢れた 3a層が堆積 している。

SR3a溝 跡では、 3a層 が堆積する直前の 2層上面からⅣ期 2段階の 6世紀中棄の上師器がまとまって出土し

ていることから、形成年代は 6世紀中葉ころ考えられる。その後、 6世紀中葉から7世紀中葉頃までの空白期間を

経て、 7世紀後葉以降に再び遺構が形成されるようになる。

5 3b層 検出遺構の時期

3b層の遺構には、第 2章第 5節 1項で述べたとおり、 3b層上面で検出されたSR3a溝 跡 。SX3a遺 構及

び3b層に埋没した 3b層土器群がⅣ期 2段階の 6世紀中葉頃、 3b層 の除去後に4層上面で検出され、 3b層が

堆積するSR3bが Ⅳ期 1段階の 6世紀前葉頃の以降と考えられる。なお、層位的には新 しい方からSX3a遺

構 。SR32溝 跡⇒ 3b層土器群⇒ SR3bの 順となり、SX3a遺 構 。SR3a溝 跡と3b層土器群では若干の

時間差が存在したと考えられる。

6 4層の形成年代

5か 層の凹凸に対応し、その凹部を主として堆積 したと考えられる自然堆積層である。下限はSR3bの 年代で

ある 6世紀前葉頃と考えられる。上限は5a層の畑耕作の終期であるがこの時代は不明である。畑の耕作開始は 5

a層 の下層で検出された鴻ノ巣遺跡Ⅲ期を遡ることはないので、 5世紀後棄の中頃以降であることは確実である。

7 5a層 の形成年代

5a層は畑の耕作土層と考えられ、層中から下層の遺構から出土する I期～Ⅲ期と同じ土師器とともに、Ⅳ期 1

段階と共通する土師器も出土している。Ⅳ期 1段階の上師器は、 5a層 の上から掘 り込まれた遺構等の掘 り残 しに

入っていた遺物の可能性がある。このような調査状況であるため、5a層 については上限をⅢ期の 5世紀後葉頃に、

下限をⅣ期 1段階の 6世紀前葉頃までの時間幅の中に位置付けるだけとしたい。この時期はちょうどⅢ期とⅣ期の

中間期と区分した時期に相当する。

8 5b・ 6・ 7層検出遺構の時期

5b・ 6・ 7層検出遺構 とした遺構群は、 5b層 を除去した面や 6層 を除去した面で検出されることがなかった

ので、本来はいずれも5b層から掘 り込まれた遺構である。 5b。 6。 7層検出遺構からの出土土師器は、鴻ノ巣

遺跡の非ロクロ土師器の時期区分では I期 1段階からⅢ期までの 5段階の時期区分が可能であった。各時期には遺

構の重複も存在している。 I期 1段階は、塩釜式の影響を残すものが存在することから、塩釜式期直後の 5世紀初

頭から前葉に遡ると考えられる。Ⅲ期は年代の決定資料はないが、前後の土器型式の関係から、 5世紀後葉の中頃

と考えられる。したがって 5b・ 6・ 7層検出遺構は 5世紀初頭から5世紀後葉中頃までの時間幅があるものと考

えられる。各段階の遺構は次のとおりである。なお( )内 の遺構は同期頃と推定される遺構である (第255図 )。

I期 1段階 :S16・ 7・ 12・ 17'18・ (20)、 S D36、 S K128、 S X12

I期 2段階 :S18。 (14)、 (S D34、 S K 132)

I期 3段階 iSI(9)11

Ⅱ期      : S 110。 13・ 宮城県 S 1 1 ' 2

肛期   :S115'S D23A期 1～ 2層

細分は不可能であるが、 S114、 S D26・ 29、 S Kl14、 SX9は I期 1段階ないし I期 2段階、 S K 104・ 135
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この期間に渡って集落を囲む堀 としての機能を果たしていたと考えられる。各段階の遺構は第255図のとおりで、

5世紀段階にはこのような変遷をしていたと考えられる。

なお、S120竪穴住居跡は、重複関係 。出土遺物等からI期 1段階と考えられるが、他の I・ Ⅱ期の住居跡や S

A2柱穴列 。S D45溝跡と方向が異なることから、 I期 1段階でも古いもので、 SA2柱穴列とS D45溝跡による

区画施設が設置される以前の遺構の可能性がある。さらに I期 1・ 2段階の区画施設を伴う集落の解体後も、 SI

15。 19竪穴住居跡のように、 SAI柱穴列とS D23溝跡の区画外に少数の住居が営まれていたようである。
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7層検出遺構の変遷図
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第 3節 集落と区画施設

l  SA2オ主穴夕」とS D45'青跡

今回の調査区では、古墳時代中期の集落を囲むSA2柱穴列とS D45溝跡の組合せと、中期の集落が廃止されて

から同じ中期段階のASl柱穴列とS D23溝跡の組合せからなる 2時期の区画施設が発見された (第256図 )。

まず古墳時代中期集落に伴うSA2柱穴列とS D45溝 跡による区画施設について簡単に整理すると、柱穴列は溝

の内側に位置 し、布掘 りを伴う柱穴が約 lmの 間隔で並び 2時期ある。溝との間隔は2.5～2.8mあ る。溝跡の幅は

5m以上、深さは1.4mあ る大型の溝である。今回の調査区で確認された住居跡は、 S120竪穴住居跡を除くと、 S
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A2柱穴列とS D45溝跡の方向と概ね一致 した方向で建てられており、柱穴列と溝跡の方向が建物の方向を規制し

ていたことが窺われる。

このような柱穴列と大型の溝による区画施設に園まれた集落ないし各種の建物からなる遺構群は、近年各地の遺

跡で発見され、そのうち群馬県三ッ寺 I遺跡のように他の集落と隔絶した規模 と施設を具備 した遺跡については、

特に「豪族居館」 。「首長層居宅」などと呼ばれ、一般集落と区分されて研究が進められている。豪族居館の属性

として、都出比呂志氏は、第 1:広い面積の方形区画を占地すること、第 2:幅の広い周濠をめぐらせ、石垣と柵

によって区画を明確にするだけでなく、さらに要所に張出し施設をもつ、第 3:屋敷地内部は柵列によって正確に

4分割されており、屋敷内部の機能分化が発達している。一つの区画には主屋 と考えられる四面庇の建物 。長屋状

建物がある。第 4:祭祀の実施される場所が存在する。第 5:区画の一つに従者の住まいあるいは工房と考えられ

る竪穴住居跡が存在する。ということをあげ、一辺が30～40m規模の区画施設のものについては、一般民衆や有力

農民層の屋敷地と考えている (都 出 :1933)。 また、橋本博文氏は、一首長、一居宅、一古墳の関係を指摘 してい

る (橋本 :1988)。

鴻ノ巣遺跡の区画施設は、東辺が検出されただけで全体の規模は不明である。区画内部の遺構としては竪穴住居

跡があるだけで、その他には機能が特定できる遺構は存在 しない。竪穴住居跡には数時期の重複や建替えが確認さ

れ、 5世紀前葉から後葉にかけて集落が営まれたことが考えられる。全体の規模が不明であるので、豪族居館の可

能性が無 しとは言えないが、竪穴住居跡以外の施設がなく、しかも比較的長期にわたって住居が繰 り返し営まれて

いることから、区画施設をもつ集落である可能性が高いと考えられる。

仙台市内では、これまで南小泉遺跡などでも古墳時代中期の集落は調査されてきたが、区画施設を持つ集落は初

めての発見であった。このような堅固な区画施設を備えた集落がなぜ当該地に出現したかの解明は今後の課題であ

る。検討に際しては、古墳文化の 1要素としてこのような集落が形成されたという視点だけでなく、岩手県水沢市

中半入遺跡では 1辺約30mの 区画施設内から数軒の竪穴住居跡が発見され、遺跡からは黒曜石製石器や続縄文土

器 。方割石など続縄文文化に関係する遺物が多数出土し、北東北ないし北海道方面との関係が窺われることに着目

し、鴻ノ巣遺跡でも続縄文文化系の遺物が多数出上していることから、続縄文文化の人々との対峙関係においてこ

のような施設が形成された可能性についても検討を試みる必要もあると考えられる。

2 SAl桂 穴列とSD23溝 跡

SAl柱穴列とS D23溝跡は、重複する竪穴住居跡を全て切っており、この段階 (Ⅲ 期)になると溝と柵に園ま

れた集落は廃絶されたと考えられる。区画は前段階 (SA2柱穴列・ S D45溝跡期)よ り南西方向に移動する。方

向も全体に東に振れる。調査区内で、北東辺は約35mの びているが、北西の延長上には宮城県教育委員会で調査し

た第 1号住居跡があるが、ここでは柱穴列及び溝跡とも発見されていないので、今回の調査区を北西辺あたりで南

西方向に曲る可能性が考えられる。

ASl柱 穴列の南東辺は、本調査区の南東壁に沿ってのびさらに第 7次調査区の南西方向に続いているが、この

延長は、第 5次調査の 3区 (結城 :1989)で確認されている (註 3)。 このことから、南東辺は北東角から38m以

上あることが分った。

SAl柱穴列とS D23溝跡の内部で方向及び時期が一致する遺構はなく、区画施設の内部は空閑地として何らか

の用を成 していたと考えられる。このような集落に近接 した区画施設を有する空閑地は、福島県郡山市清水内遺跡

6区でも発見されており、周囲と隔絶された空間として祭祀の場の可能性が指摘されている (高松他 :1999)区 画

の外側にはS115。 19住居跡のように数軒の住居跡が継続 して存在していたようである。この区画施設については

周辺部の調査の進展に伴って再考が必要と考えられる。
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第 4節 石製模造品について

1 石製模造品の概要

今回の調査で出土した石製模造品は、剣形43点 。円板51点・勾玉 3点・臼玉367点 。その他の製品 1点がある。

また、石製模造品の原材と考えられる石塊や石製模造品と類似 した石材の破片も出土している。

石製模造品の出土地点は、主に古墳時代中期の遺構からであるが、同時期の遺構を切っている古墳時代後期以降

の遺構や堆積層からも混入品が多数出土している。石製模造品が多数出土した古墳時代中期の遺構は、 S D45溝跡

(168点の臼玉がまとまって出土 したほか剣形 1点 出土)、 5a層祭祀遺構 (剣形 2点 。円板 4点・臼玉56点 出土)、

S18竪穴住居跡 (剣形 4点 ・円板 1点 ・臼玉49点 出土)等がある。他の遺構は多 くても数点程度の出土である。

出土した石製模造品は、ほとんどが完成品で、未製品は少ない。未製品も、穿子との直前段階や縁辺の調整前の段階

まで加工が行なわれたものである (Kd-72・ 302:第 258図 上段・Kd-324:第257図 下段)。

石製模造品の種別ごとの状況は以下のとおりである。

2 剣形の石製模造品

1)分類とその基準

出土した43点の剣形の石製模造品は、基部の形態・鏑の有無・錦部の形状の 3項 目に着眼し、各項目の特徴を 2

～ 3に分け、各項目の特徴の組合せによって分類した。分類基準項目とその特徴は次のとおりである。

I.基部の形態による分類     Ⅱ.鏑の有無による分類       Ⅲ.鏑の形状による分類

A:人字形を呈する        1:両 面に鏑が形成される      a:Y字 状の稜線

B:台形を呈する         2:片 面に鏑が形成される      bi中 軸上が面取 りされる

C:半円形を呈する        3:鏑 なし

第 3表  石 製 模 造 品 の 分 類 ・ 集 計 と 出 土 遺 構     ※ 出土遺構の枠内の数字のうち、剣形と円板 勾玉は遺物番号を、臼玉は出土点数を示す。

分類基準 出土遺V

鍋片面

yttφ

Y字稜 43 45 46 S3(Sa偏 )

銘片面

1 7し有無 層祭Л

5a層 )17(D7)ゐ (2b層 )

その他の遺継は省略
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第257図 石製模造品集成 。分類図 1(剣形)

第 4節 石製模造品について

2)分 類 ごとの特徴

実際にある組合せに従って遺物を分類ごとに配置したのが第257図で、分類ごとの主な古墳時代中期の遺構から

の出土状況は第 3表のとおりである。

基部が入字形に加工されているA類は2点だけの出土で、本調査での出土量は少ない。この基部形態のものは鏑

が両面に形成されたものと鏑のないものはなく、片面に鏑が形成されている。鏑はY字状のものA2a類 (Kd一

50)と 中軸が面取りされるものA2b類 (Kd-7)の 両者がある。両者とも全長が 5cmを 超え、剣形の石製模
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造品の中では比較的大型の部類 に属す る。

基部が台形のB類 は形態差が多 く、両面にY宇状の錦が形成されるBla類 (Kd-1ほ か 2点 )、 両面の鏑が

面取 りされたBlb類 (Kd-66)、 片面にY字状の鏑が形成されるB2a類 (Kd-43ほか 7点 )、 片面の錦が面

取 りされたB2b類 (Kd-4)、 両面とも鏑のないB3類 (Kd-421ま か 2点)がある。B類の大きさを見ると、

B2a類 に全長が 5cmを 超す大型のものが 4点 (Kd-1・ 45・ 58・ 91)と 、全長が3.5cm以下の小型のものが 3

点 (Kd-47・ 66・ 87)あ るなど、大きさに大小 もある。また、Y字状の鏑の形状は、稜線の交点が基部の角付近

に位置するものが多いが、中には全長の中間より先端に近いもの (Kd-83)も ある。

基部が半円形のC類 は、両面の鏑が面取 りされたClb類 (Kd-74)、 片面にY字状の鏑が形成されるC2a類

(Kd-61ほか 6点 )、 両面とも鏑のないC3類 (Kd-26ほか 9点)がある。C類の大きさは、全長が 5cmを 超

えるものが 3点 (Kd-74・ 79・ 90)あ り、3.5cm以下の小型のものは 4点 (Kd-10・ 25'57・ 86)あ る。大型の

ものは形を整えて比較的丁寧に造られているが、C3類のKd-79は石材の性質によるものか歪んだ形状となって

いる。C3類は、B2a類やC2a類 と較べると小型の占める割合が高い。

以上の他に、C類 1の可能性があるが錦の有無と形状が不明瞭なもの 1点 (Kd-32)、 両端が三角形に尖って

細長い六角形を呈し片面の錦部が面取 りされるもの 1点 (Kd-73)、 片面にY宇状と考えられる鏑のある破片 1

点 (Kd-304)、 C3類の穿子L前 の未製品 1点 (Kd-324)、 剣形を意識したと考えられる縦長の石材の片端に穿

孔したもの 3点 (Kd-56。 75。 84)な どがある。

円板状の石製模造品

1)分類 とその基準

出土した51点の円板状の石製模造品は、子との有無と数 。平面の形状の 2項 目に着眼し、各項目の特徴を3～ 4に

分け、各項目の特徴の組合せによって分類した。分類基準項目とその特徴は次のとおりである。

I.孔の有無と数による分類

A:無孔のもの

B:1子とのもの

Ci2子とのもの

Ⅱ.平面形態による分類

2)分 類 ご との特 徴

実際にある組合せに従って遺物を分類ごとに配置したのが第258図で、分類ごとの主な古墳時代中期の遺構から

の出土状況は第 3表のとおりである。

無孔のA類は、平面形が円形を呈し両面及び側面とも丁寧に加工されたAl類 1点 (Kd-22)と 、両面はある

程度加工されているが側面が不整形なA4類 2点 (Kd-72・ 302)がある。Kd-22については穿孔直前の未製

品の可能性もある。Kd-72・ 3021よ 未製品と考えられる。

1孔のB類は、平面形態が円形のBl類 に限られ、10点ある (Kd-24ほか 9点 )。 大きさは、直径が2.9cmか ら

1.9cmの ものまであるが、その間に大きさの明確な境界を認めることはできない。

2子しのものは、平面形態が円形のCl類 (Kd-12ほか23点 )、 平面形態が長円形のC2類 (Kd-3ほか 5点 )、

平面形態が亀甲形のC3類 (Kd-15ほか 2点 )、 縁辺部が不整形のC4類 (Kd-9ほ か 4点)がある。出土し

た円板状の石製模造品の中ではCl類が24点 と最も多 く、円板の約半数を占める。Cl類 。C2類 。C3類にもB

1

2

3

4

ほぼ円形を呈する

長円形を呈する

亀甲形で縁辺に角があるもの

不整形を呈するもの
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第258図 石製模造品集成 。分類図 2(円板 )

類と同様に、直径3.lcmか ら1.4cmの ものまであるが。大きさに段階的な変化は認められない。

4 日玉

臼玉は367点出土しており、特にS18・ 15。 18竪穴住居跡、 5層祭祀遺構、 S D45溝跡からの出土数が多い。

S18。 15。 18竪穴住居跡および 5層祭祀遺構からは、剣形や円板の石製模造品も他の遺構に比べて多 く出土して
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第259図  臼玉の分類と類例

いるのに封し、 S D45溝跡からは臼玉が168点あるが、ほかには剣形のものが 1点あるだけである。

出土した臼玉の大きさは、直径が 4～ 6mm・ 厚さが1.5～ 6mm程である。ほぼ全面に加工痕が観察される。断

面の形状により3類に分けられる (第259図 )。

A類 :円筒状で断面が長方形ないし方形を基調とするもの

B類 :断面が扁平な六角形を呈するもの

C類 :断面が楕円形 (俵形)を呈するもの

A類 とC類・B類 とC類は明確に区分できない中間的なものもあるが、各類の合計はA類 143点 ・B類72点・ C

類154点である (第 3表)。 A類 とC類はほぼ同数で、B類は両者のほぼ半数である。ただし、遺構別に分類ごとの

出土点数を見ると、 S18竪穴住居跡と5層祭祀遺構 。S118竪穴住居跡ではA類が他の形態のものより2～ 3倍

出土しており、A類が主体的な形態となっている。これに姑 しS D45溝跡からまとまって168点 出土した臼玉は、

C類がその 6割を占めている。 S D45溝跡から出土したC類の臼玉は、今回の調査で出土したC類全体の約 7割を

占めている。
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第260図 石製模造品集成分類図 3(勾玉 。その他)

5 その他の石製模造品と石材

その他の石製模造品 (第 260図)と しては、勾玉が 3点出土している。剣形や円板と比べると出土数が少ない。

いずれもC字状の薄型・扁平なものである。長さ3.6cmの大型のもの1点 (Kd-94)と 、長さが1.6～ 1 7cmの小

型のもの (Kd-92・ 93)がある。小型のうちKd-931ま 穿孔されていないことから、未製品の可能性がある。

Kd-322・ 323は 不整形の石製品で、 1端に寄って穿孔されている。石材は他の石製模造品とは異なっている。
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石製模造品以外の用途であった可能性もある。

Kd-305。 306は 、それぞれ長軸8.2cm。 厚さ1.4cmと 長軸6.6cm。 厚さ1.5cmの石製模造品と同じ石材の大型

の破片である。石製模造品の原材料と考えられる。また、 S112竪穴住居跡の貼 り床の中からは、この石材と同じ

材質の石の破片 (図版116-6)が まとまって出土している。

第 5節 黒曜石製石器と剥片石器類

1 黒曜石製石器

今回の調査では、黒曜石製の石器43点 、黒曜石の剥片35点、及び黒曜石以外の看材の剥片石器が 6点出土した。

調査区内からは、数点の古墳時代前期の塩釜式に属すると考えられる土師器片が出土しているが、それ以外は全て

は古墳時代中期以降の土器である。多量の土器が出土しているにもかかわらず、弥生土器や縄文土器などは出土し

ていない。従って今回出土した石器は基本的に古墳時代中期およびそれ以降の時期に属するのものと考えられる。

1)黒曜石製石器の分類

出土した78点 の黒曜石製の石器は、石器43点 と剥片35点 に大きく分けられる。石器は、刃部の形状によって、広

範囲に刃部の形成されたスクレイパー (22点 )、 2次加工のある剥片 (6点 )、 微細な剥離痕跡のある剥片 (14

点)。 使用痕のある分割礫 (1点)に分けられる。

①スクレイパー

スクレイパーは、全体の厚さ・刃部の形態 。刃部の角度を基準と

のように分けられる。

I。 厚さによる分類     Ⅱ.刃部の形態による分類

A:厚手 (lcm以上)   1:円 形を呈する

BI薄手 (lcm未満)   2:弧 状を呈する

3:直線状を呈する

厚さの違いで見ると、厚手のものは14点、薄手のものは 6点で、厚手のスクレイパーの方が倍以上多い。刃部の

形態では円形が 4点・弧状が12点・直線状が 4点で、弧状のものが最も多 く、弧状ないし円形の湾曲した刃部のも

した分類の組合せにより、第261図及び第 4表

Ⅲ.刃の角度による分類

a:鈍角的

b:鋭角的

第 4表 黒曜石製石器の分類・集計と出土遺構

※ 1 出土遺権の枠内の数字のうち、石器は遺物番号を、剥片は出土点数を示す。
※2 0数字は石材の ii類。
※3 _の選物は 5b～ 7層の検出遺構から出土。
※ その他の出土遺構の ( )内 は遺構名

器IJ 分類基準
■

狂 刃部形態 皿 刃部角
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2 叫

範角的 D(SK108)

rt角 的

鋭角的

C
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スクレイパー      Ala類 (厚手 。円形で刃が鈍角的)         ※ ○付数字の石材は湯の倉産以外
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第261図  黒曜石製石器集成・分類図 1(ス クレイパー)
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2次加工のある剥片 ※ ○付数字の石材は湯の倉産以外

▼     ,s許 ;3

MM)
2 K瓢6

(SD 6)

医 凸〇
鶴  ;5招

6

ワ

け Qに
4  Ka42
(SK108)

微細な剥離痕跡のある剥片

る
7 Ka20(5a層 )

靡憶俗ヽ
府帥迎一　蝋雌

％
螂
盆

∩
邸

鰯

朔

鯵 軋に
一

                  ()  I(a26

(SR 3b)

絢迫鵡
砂   l私登新

9

◆
桃

△  聰許#   |

―
に
一
降ヽ紹

多

鶴 弯③
⇔  lt5招 8

~ Y5怒

魏
期
瑚
糊
Ｍ
洸
／

”
勃

使用痕のある分害」礫

▽  ギ5招
0

―ほq綴
― 聰認

3

芦   20 Ka35(SK62)

)嘲診
盆  Rs餅

0

0           5 cm

第262図 黒曜石製石器集成・分類図 2(加工痕 。使用痕のある石器 )
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のが猜%を 占めている。刃部の角度は、鋭角的なものも3点あるが、ほとんどの刃は鈍角的になっている。形態分

類 した形態の中では、A2a類が8点 と多 く、スクレイパー全体の36%を 占めている。

分類したもの以外に、スクレイパーの刃部の破片と見られるものが 2点 (Ka-17・ 19)あ る。

② 2次加工のある剥片と微細な剥離痕跡のある剥片

剥片の一部を加工して刃部を形成している剥片は 6点あり、刃部はいずれも鈍角的になっている。微細な剥離痕

跡のある剥片は、剥片に形成された鈍角の 2面の角を刃部とし、多 くの場合背面側に微細な剥離が生じている。微

細な剥離痕跡のある剥片にも、Ka-24・ 26の ように鋭角的な剥離面を刃部としているものもある。 (第262図 )

③黒曜石の剥片

黒曜石の剥片は35点出土している (第 5表 。図版104-2～ 36)。 仮に剥片の軸長または幅が 2cmを 超えるもの

をフレーク、 2cm未満をチップに分類すると、前者は18点・後者は17点である。両方の剥片とも自然面の残るも

のが多 く見られる。

④素材による分類

出土した黒曜石の石材は、肉眼観察によると2種類が存在する。 i類は、黒色と灰色の部分が縞状を呈し、透明

第 5表 黒曜石剥片集計表 (単位 :cm・ g)

遺物番号 器種 遺構 長 さ 幅 厚 さ 重 量 遺物沓号 器種 遺穂 長 さ チ早さ 童 量

Ka-18 チップ 5a橿 1つ K -68 チップ S K62 1層 0〔

Ka-51 フレイク S18 21 -69 チップ SD7 3層 10 13

Ka-52 フレイク S18 K 70 チップ 5a層 18

Ka-53 フレイク 2層 Ka-71 チップ 5a層 10

Ka-54 フレイク 2b層 11 チップ 5a層 17 11

Ka-55 フレイク SD7 2層 13 チップ 5 層 12 10 03

Ka-56 フレイク S D17 1層 20 チップ 5 層 13 11 03 03

Ka-57 フレイク 5a層 13 -75 チップ 5 層 ユ判 11 06

Ka-58 フレイク S D34 1層 05 チップ 5 層 03

Ka-59 フレイク 2層 K 77 チップ 5a層 02

Ka-60 フレイク K D18 18 Ka-78 チップ 1 層 12

【a-61 フレイク S15 1層 17 06 22 Ka-79 チップ 0 層 12 3 06

Ka-62 フレイク S K 104 2層 09 40 80 チ ッ プ 0 層 2

Ka-63 フレイク S18 1層 09 29 チ ッ プ S 0 層 0

Ka-64 フレイク S110 1讀 14 09 -82 チップ S 層

Ka-65 フレイク S112 1層 12 17 チップ S 0 層 22

Ka-66 S D45 3層 チップ S D26B

Ka-67 フレイク S D45 3層 15 20

ス ク レ イ パ ー ピェス・ェスキーユ

ね Ka43:玉 髄
(SD23) 季

2 Ka45:流紋岩
(3b層 )

石 核 ? 微細な剥離痕跡のある剥片 鏃

℃
Ka49:

(S19)

鶴

賠

櫛］］倒一　“的

―饒|¢
◆  6 Ka38:工 髄

(SD l)

0           5cm

第263図  黒曜石以外の剥片石器類
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感に欠けるものである。非加正面は水磨を受けておらず、大小の凹凸のある褐色の薄い風化層が残っている。�類

は、黒色の濁 りがあるが半透明の石材である。 i類の石材が黒曜石78点中73点 を占め、ii類は 5点出土しているだ

けである。五類を石材とするものは、 5点中 4点がスクレイパーないし分割礫のまま使用されている石器で、 i類

に比べて石器としての利用率が高い。

なお、五類の石材の非加工面には、表面に水磨の影響を受けていないもの (Ka-32・ 44・ 50)と 、河川を流下

した際の衝撃で表面が潰れているもの (Ka-6)が ある。表面に水磨の影響を受けていないものの表面は、細か

な凹凸はあるが、 i類のような褐色の風化層はなく透明感がある。

2)黒 曜 石 製石器 の 出土 状 況

出土した黒曜石製の石器と剥片の出土状況をまとめたのが第 4表である。石器は、古墳時代中期の住居跡内から

はS18竪穴住居跡の貼 り床中から1点 (Ka-50)と S111盟穴住居跡の 1層 中から1点が出上しているだけで

ある。確実に共伴の可能性のあるのは鴻ノ巣遺跡 I期 2段階に位置付けられるS18竪穴住居跡の使用痕のある分

割礫だけである。剥片は、 S15・ 8。 11・ 12竪穴住居跡から各1点 。S110竪穴住居跡から6点が出土 している

が、出土層位はいずれも堆積土の 1層 中からであり床面から出土しているものはない。このような黒曜石製石器及

び剥片の出土状況から、これらの石器の製作と使用が、古墳時代中期の竪穴住居跡の内部で行なわれた可能性は極

めて低いものと考えられる。古墳時代中期の集落には、 SA2柱穴列とS D45溝跡による区画施設があり、 S D45

溝跡からは壊れた土器などの生活残津が捨てられた状態で多量に出土しているが、そこから出土した黒曜石はフレ

ークが 2点だけであることも、住居生活者が黒曜石を素材とする道具を、生活用具として頻繁に使用 していたとは

考えられない状態を示している。また、古墳時代中期の集落が廃絶された後に構築されたと考えられるSAl柱穴

列とS D23溝跡による区画施設では、溝の廃絶された後の S D23溝跡A期の 1層から黒曜石製の石器が 3点だけ出

土している。 S D23溝跡A期の規模やB期の存在を考えると、遺跡全体からの黒曜石の出上の割合からみて、極め

て出土数が少ないものである。このことは、この時期 (ASl柱穴列とS D23溝 跡による区画施設の廃絶期 =5世

紀後葉頃)になると、黒曜石を素材とする石器を使用することがなくなったものと考えられる。

これに対し、古墳時代中期の集落の生活面となっていた地層を耕起することで耕作土となったと考えられる5a

層中からは、石器11点 と剥片10点、合わせて21点の黒曜石が出土している。このことは、古墳時代中期集落当時の

表土層または地表面からの掘 り込みの浅い遺構の中に、黒曜石製の石器や、その製作に関係する多数の黒曜石の剥

片が存在していたことを示 していると考えられる。なお、 3b層や 3b層から掘 り込まれた遺構 (SR3a溝・ S

X3a遺構等)か らも黒曜石製の石器が出土しているが、これらについては全体に占める割合が少なく、 3b層 よ

り上層の遺構からも黒曜石製石器や剥片が出土していることを考慮すると、遺構 とは直接関係のない下層からの混

入品と理解するのが妥当であろう。

以上の諸状況を合わせて黒曜石製の石器と剥片について考えると、所属時期は、古墳時代中期に集落が形成され

ていた時期とほぼ一致 (鴻 ノ巣遺跡 I期 2段階にはS18竪穴住居跡で共伴するが、その前後の時期の共伴は未確

定)し、その使用者 (製作者)は、集落内で何等かの活動を行なっていたが、調査 した竪穴住居跡に住んだ形跡は

なく、竪穴住居跡の住人とは異なる人 (あ るいは人々)であったと推察される。

なお、使用 した石器の種類としては、スクレイパーを主体としている。古墳時代中期頃の、本遺跡と同様に続縄

文土器を伴う遺跡から出土する石器 (ス クレイパー)の使用痕の研究では、皮の加工に使用されたものと分析され

ている (阿部・須藤他 :2033)。
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2 その他の剥片石器類

黒曜石製以外の石器としてはスクレイパー 2点 (Ka-43。 45)、 ピエス 。エスキーユ (楔形石器)1点 (K

a-37)、 石核状の石材 (Ka-49)、 微細な剥離痕跡のある剥片 1点 (Ka-48)、 石鏃 1点 (Ka-38)がある

(第263図 )。 スクレイパーに関しては、黒曜石製の石器と同じように使用されたものと考えられる。

第 6節 礫石器・方割石・砥石

1 礫石器

今回出土した礫石器は53点 ある。磨石・凹石・敲石及び条痕のあるものなどがあり、一つの使用痕跡だけでなく、

複数の用途を示すものも多い (第264図 )。 出土層と遺構別の出土状況 (第 6表)を見ると、 3b層 より新 しい時期

または時期不明のものは16点 (Kb-1～ 5・ 8。 33・ 42～50)、 5a層は 5点 (Kb-35。 37・ 52～ 53。 55)、 5

b～ 7層検出遺構からは33点 (Kb-6・ 7・ 9～ 20。 22～26・ 28～32・ 34・ 36。 38～ 41・ 56。 58・ 59)で ある。

出土層の主体は 5b～ 7層検出遺構及びその遺構の堆積土等を母材 とする耕作土層の 5a層 となっていることか

ら、これらの礫石器のほとんどは5b～ 7層検出遺構の形成時期 (古墳時代中期)に属すものである。 3b層 より

新しい時期の遺構から出土したものも、各遺構から古い時期の土師器が多 く出土する状況からみると、後世の遺構

の掘削や、壁面の崩落によって古墳時代中期の遺構から混入した可能性が高いと考えられる。

5b～ 7層検出遺構からの礫石器の出土状況を見ると (第 6表 )、 S118竪穴住居跡から3点が出土している以

外は、 1点だけや出土していない住居跡も多い。このことから判断すると、礫石器は、竪穴住居跡においては、必

ずしも重要な役割を果たしていなかったと推察される。これに対 して、多くの竪穴住居跡を切るS D23溝からは新

旧合わせて16点・ 5a層から5点 。住居以外の古墳時代中期の遺構から10点の礫石器が出土していることは、住居

第 6表 砥石の分類と礫石器・続縄文土器の遺構別集計

※

※

※

主な遺構の ( )内 は出土層位

その他の遺構の( )内 は遺構名

○数字の礫石器は方割石にも該当

静 糠 射頬基準 出土避秘
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石
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不 明
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b 覆■苺 し

ユ
靭
　
瀬
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73(1) 苫鯉 )ザ
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艦幹S2僻場聖
その他 不明
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偶
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1.窪みの明瞭な凹石

|

4.大型で一部が磨面となっている磨石

大型で広い磨面の磨石
|

6.側面の曲面に敲打痕のある敲石

Kb13
KSK128)

0                 10 Cm

8.平坦面に条痕のある礫

Kbl
(SD l)

第264図

7.平坦面に敲打痕のある敲石 Kb38
(S■81

Kb16
(SD23)

2.窪みの不明瞭な凹石

9.曲面に条痕のある礫

鰤∽

主な礫石器類集成図
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外または集落の廃絶後に礫石器が使用されたことを示すと考えられ、黒曜石製石器との関係を含めて注意されると

ころである。

複数の用途で使用されたものを含めて、各器種の特徴は次のとおりである。

凹石 29点 に凹が確認された。凹石には窪みの明瞭なもの (Kb-5 i SD18・ 15i S K128。 20:S D23・ 40:

S118)と、不明瞭なもの (Kb-1:SDl・ 17:S D23他 )があり、不明瞭なものが多数を占める。

磨石 37点 に磨 り面が確認された。大きく見ると3種類の磨石がある。第 1は長さが10cm以上の大型の平らな礫

で、広い面が磨られて平滑になっているもの (Kb=23i S D23・ 36:S19他 )、 第 2は長さが10cm以上の大型

の礫であるが、一部分が磨 り面として使用されているもの (Kb-16:S D23・ 41:S120他 )、 第 3は10cm以下

の小型の礫で、一部またはほぼ全面が磨 り面となっているもの (Kb-19:S D23・ 38i S 118他 )である。前 2

者は据え置かれて受動的に使われ、後者は手で持たれて能動的に使われたものと考えられ、 2つが組み合わさって

使用された可能性が考えられる。

敲石 15点に敲打の痕跡が確認された。敲石には、礫の側面の湾曲した部分に敲打痕のあるもの (Kb-13i SK
128。 35:5a層他)と 、礫の平坦面に敲打痕のあるもの (Kb-11:S K lll・ 56:SX5他)がある。

条痕のある礫 13点の礫に条痕が観察された。条痕は幅0.5m m程度から数mmの ものまであり、単なる擦痕と異

なり、V字状の下がりが肉眼でも確認できるものである。何等かの先の尖ったもので連続的に擦った痕跡と観察さ

れる。条痕は、平坦面にあるもの (Kb-1:SDl)も あるが、礫の曲面にあるもの (Kb-20:S D23。 39:

S118他 )が多い。

なお、これらの礫石器の中には割れた礫が17点 (Kb-1・ 2iSDl、 3iSD7、 45:2b層 、46:SR3
a、 47:SR3b、 49i3b層 土器群、35・ 37・ 52・ 53・ 5515a層 、23・ 24・ 26。 28・ 31i S D23)含 まれ、礫

石器の約 3割を占めている。このうちKb-2・ 24。 28。 31・ 53の 5点は、火を受けた痕跡あり、温度差で割れた

可能性がある。火を受けずに割れている礫の中には、厚い石材のものも多数含まれており、使用中に破損したもの

ばかりではなく、廃棄の際に意図的に割られたものが含まれている可能性も考えられる。後述する方割石との関係

を含め、このような礫石器の出土状態全般について、一般の古墳時代中期の集落と、本遺跡のような続縄文土器を

出土する遺跡との比較検討が必要である。

2 方割石

「方割石」は、北海道石狩町に所在する人幡町遺跡ワッカオイ地点D地区の調査に関る調査報告 (飽津 :1977)

において、続縄文土器の後北C2-D式に伴って出土した遺物で、「四角あるいは四分円に割られていることを特徴

とする。」礫に付けられた名称である。宮城県内では、岩出山町の木戸脇裏遺跡 (佐藤・須田 :1998・ 阿部・須藤

他 :2003)と 一本松北遺跡 (佐藤・須田 :1998)で後北C2-D式に後続する北大 I式 と一緒に出土した資料が報

告され、古川市名生館官行遺跡では古墳時代中期の竪穴住居跡の床面から黒曜石製石器とともに出土 (大谷 :2002)

し、ともに続縄文文化に伴う遺物と考えられている。

今回の調査の出土礫では、 S D23溝跡 (古墳時代中期)か ら出土したKb-21。 27及 び5a層 (古墳時代中期か

ら後期)か ら出土したKb-51が方割石に相当する石器と考えられる。ともに割られる以前に、石器として使用さ

れた痕跡は認められない (第265図 1・ 2)。

Kb-21。 27は 3点の礫が接合 したもので、接合した礫の中央付近とKb-21Bと Kb-27の間の割れ面との2

カ所に打点が認められる。原材は、長さ13.Ocm。 幅12.5cm。 厚さ2.4cmの砂岩製の礫である。資料は、 3度の割 り

によって 4分害Jさ れたもののうちの 3点 と考えられる。分割の手順は、 1回 目はKb-21Aと 他の部分を分けるよ

うに礫をほぼ 1/2分割。 2回 目は、大きく割れ残ったKb-21Aの反対側の破片をさらに二等分するようにK
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2  Kb51
(5a層 )

∩

日

□

↑
2回 目l  Kb21・ 27

(SD23)

4  Kb l
(SD l)

第265図 「方割石」集成図

5  Kb 3
(SD 7)

0                 10 cm

b-21Bと 他の部分に1/2分割。 3回 目は、Kb-21Bの反対側の破片をKb-27と 欠損部分に分割。という順

で、概ね 1/2⇒ 1/4⇒ 1/8と 分割したと考えられる。 3点の破片は、分割後に別々に火の影響を受けて変色

している。

Kb-51は、長軸9。lcm・ 短軸6.Ocm。 厚さ1.4cmの 砂岩製の礫で、 1面が割れている。割れ面の中央付近の表面

に打点があり、人為的に割られたものと解釈される。前記のKb-21・ 27方割石のKb-21Aに 相当する破片と考

えられる。

この他、Kb-1。 2(SDl溝 跡)・ Kb-3(SD7溝 跡)の 3点は、磨石や凹石等として使用された後に

割られたものであるが、形状としては方割石とすることのできる資料である (第265図 3～ 5)。

また、Kb-23・ 24。 31(S D23溝跡 :第 104図 1・ 第102図 5。 第106図 10)・ Kb-45(2b層 :第42図

6)・ Kb-46(SR3a溝 跡 :第 59図 5)・ Kb-53(5a層 :第 86図 6)も 、扁平で割れた礫石器であること

から、方割石の可能性があるが、Kb-23。 24・ 31・ 53は火を受けた痕跡があり、温度変化によって割れた可能性

もある。また、Kb-46・ 53は、厚さがそれぞれ5.4cmと 5,7cmあ り、ワッカオイ地点D地区出土の方割石の厚さが

5cm未満であることを考慮すると、方割石の石材としては厚すぎると思われる。Kb-45は、火を受けた痕跡は

観察できないが、割れ面が片側の全面に及んでおり、他の方割石の破断面と異なっている。このようなことから、

Kb-23・ 24・ 31・ 45。 46。 53の 6点については、さらに検討を要するものである。

なお、ワッカオイⅢの報告書では、方割石を製作工程を加味して、下記のA～ E型 に大別している。

ブ
/

3  Kb2
(SD l)
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全 く割られていないもの。円形ないし楕円形の礫。

半分に割られたもの。半月形の礫。

2回割られたもの。扇形の礫。

3回割られたもの。四辺形の礫。

4回以上割られたもの。四辺にほとんど原石面を残さない多角形の礫。

(C型・D型 について報告書では、両形態を破断面の交わる角度によって 4類に細分されている。)

この分類に従うとKb-2と Kb-21A・ Kb-51が B型に、Kb-1と Kb-21Bが C型 に、Kb-3と K

b-21・ 27接合資料の欠損部分がD型に分類される。

鴻ノ巣遺跡から、続縄文土器や黒曜石製石器などの続縄文文化に伴う他の遺物ともに、当該期の遺構から「方割

石」が出土したことで、宮城県北部の大崎平野を南限としていた方割石の分布域が、宮城県中央部の仙台平野まで

南下していたことが確認された (註 4)。 ただし、遺跡の中における方割石の出土状況は異なっており、宮城県北

部の古川市の名生館官衛遺跡では古墳時代中期の竪穴住居跡の床面から黒曜石製石器とともに出土しているのに対

し、鴻ノ巣遺跡ではいずれも住居外からの出土であった。この点についても黒曜石製石器同様に、鴻ノ巣遺跡におけ

る古墳時代中期の集落の住人と、方割石を作製 。使用した人との間には、文化的または生活様式などにおいて、宮

城県北部以上に違和感が存在する非融合的関係にあったと推定される。

なお、方割石の用途については、墓域や土娠墓の堆積土上部から出土するものが多いことから、副葬に関係する

遺物であるとする考え方 (飽津 :1977・ 佐藤・須田 11998)と 、皮の加工に関係する使用痕が認められている黒曜

石製石器とセットとして出土する例が多いことから、皮草加工に関る道具とする考え方 (高木 :2002)がある。鴻

ノ巣遺跡では、土媛墓と判明した遺構は発見されていないにもかかわらず、方割石及び割れた礫石器が多数出土し

ていること、黒曜石製石器も多数出土していることから、皮革加工に関る道具とする考え方を支持したい。

3  石氏石
砥石は88点 出土している。これらの砥石は、下記の加工の状態・全体の形状・紐孔の有無を基準にして、第 6表

及び第266図のように分けられる。形状の分類における板状と角柱状の区分は、厚さに対して幅が 2倍未満のもの

を角柱状 とし、 2倍以上のものを板状 とした。

I.加工の状態による分類        Ⅱ.全体の形状による分類

A:自 然石を加工せず利用 したもの    1:板 状を呈するもの

B:側面を敲打加工のもの        2:角 柱状を呈するもの

Ci主要面が面取 り加工のもの      3:塊 状を呈するもの

紐孔の有無については、端部を欠損しているために確認ができないものが多い。C類には、主要面の加工を6面

とも面取り加工したものや、一部に自然面を残しているものもある。

自然石をそのまま砥石として利用したA類は15点ある。このうち板状のものは9点・柱状のもの1点・塊状のも

の5点である。A類の細分各類は、古墳時代中期の竪穴住居跡や土坑から出土しており、この時期に使用されてい

たと判断される。また、A類 15点 のうち11点は古墳時代中期の遺構から出土している。

側面を敲打加工して形状を整えて砥石としたB類は6点ある。B類の全体の形状は、全て板状を呈している。 6

点のうち5点は古墳時代中期の遺構ないし5b層から出土している。

主要面が平坦に加工されたC類は44点ある。このうち1類の板状のものは27点、柱状のものは17点である。この

類は、古墳時代中期の遺構や5a層から多数出土しているが、SDl・ 2・ 14溝跡、SE2井戸跡などの中世以降

の遺構からの出土数も多い。

A型

B型

C型

D型

E型

Ⅲ.紐孔の有無による分類

a:穿孔有 り

b:穿孔無 し

298



A la類 (自然・板状。有孔 ) A lb類 (自 然・板状・無孔) A2類 (自 然・柱状 ) A3類 (自然・塊状 )

群＼

0                  (1:i!if!il)

∩
日
日
∪

一

|

① 絡 圧] 恐協 Kc80
(S118)

B lb類 (敲打・板状・無子D C la類 (面取 り 。板状 。有孔 ) C2a(面取 り・柱状・有孔) C2b(面取 り・柱状・無孔 )

耐

日

日

日

日

日

円

旧

旧

旧

υ

　

Ｋｃ７２

ｍ

一

σ

囲

一

厠閑門帥剛剛‐‐‐‐旧趨
　
Ｋｃ７６的

一

車   Kc46
(SD23)

0                 10 cm

圃

脚

固

凹

悧

周

囲

　

Ｋｃ３０

鱒

一

国
判
□

□
廻 部 )

第 7節 続縄文土器

第266図 砥石分類図

第 7節 続縄文土器

1 出土土器の特徴

今回の調査では、続縄文土器及びその可能性のある土器は、 8点出土した (第267図 ・図版96)。 これらの土器に

は、古墳時代中期の遺構から出土したもの (X― H。 12。 16)と それ以降の中世までの遺構から出土 したもの

(X-7・ 8・ 9。 10。 13)がある。各土器の特徴は次のとおりである。

X-12(第 267図 1)は、カマ ドをもつ古墳時代中期の S110竪穴住居跡に切 られた S D26溝跡から出土した。

溝跡からは古墳時代中期の土師器が出土している。深鉢形の土器で、体部と口縁部の境が僅かに括れている。日唇

部には直径約 3mmの 円形の刺突が連続して行なわれている。日唇から約1.5cm下には幅 5mm程の隆帯を貼 り付け、

隆帯の頂部に連続する刻みを付けている。隆帯の 1～ 1.5cm下 の括れ部分には、直径 3mm程の円形の刺突を1.3～

2.8cm・ 平均 2cmの間隔で行ない、刺突部分の内側は僅かに突出しており、いわゆる突瘤が形成されている。残存

部の突瘤の一つは、焼成後に直径 5mm程で穿子しされている。体部外面は無紋でヘラ状の工具による擦痕が認めら

れる。内面は指またはヘラ状の工具によるナデ調整が行なわれている。全体的に器面に緩やかな凹凸がある。内外

面の口縁部付近に部分的に炭化物が付着している。

X-10(第 267図 2)は、古墳時代後期の遺構であるSR3a溝 跡から出土した。深鉢形の土器と見られる。日
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唇部に直径 2～ 3mmの連続刺突がある。日唇の約1.5cm下 には連続した刻みのある隆帯が巡る。隆帯の1.5cm下 の

体部と口縁部の境には15～ 1.8cmの 間隔で円形の刺突があり、刺突部分の内側は僅かに盛 りあがっている。調整は

内タト面ともナデによる。基本的な意匠はX-12土器と同様であるが、日縁は端部が外反するだけで、日縁部と体部

の境は括れていない。

X-8(第 267図 3)は、中世の遺構であるS D14溝跡から出土 した。鉢形土器の僅かに外反する口縁部の破片

である。日唇部には連続して刻みが入れられている。口唇直下の外面には縦方向の微隆起線が 2条残存 している。

右側の微隆起線の外側 (右側)の谷部には 3個の細長い刻列点文が残存 している。

X-11(第 267図 4)は、鉢または奏の体部上端から口縁部にかけての破片である。体部と口縁部の境に低い隆

帯が巡 り、残存部の隆帯より下は全面に縄文が施されている。隆帯の下端部分には、直径約 2mmの 円形の刺突文

が 3mm前後の間隔で連続して巡っている。

X-16(第 267図 5)古墳時代中期の S D45溝 跡から出土した。鉢形土器の体部下半の破片である。細長い刻列

点文によるV字状の区画があり、区画内は斜方向の帯縄文が埋めている。帯縄文と帯縄文の間の区画は無紋で、ヘ

ラ状の工具により調整されている。内面はナデ調整されている。

X-7(第 267図 6)中世の SDl溝跡から出上した。鉢形土器の体部下端付近の破片である。微隆起線による

V字状の区画を行ない区画内は帯縄文が埋めている。微隆起線と帯縄文による文様区画以外の部分は無文である。

X-13(第 267図 7)古墳時代中期の表土層などを母材とする畑の耕作土層 と考えられる5a層から出土した。

鉢形土器の体部下半の破片と考えられる。帯縄文により逆V字状の文様が付けられている。

X-9(第 267図 8)基本層 2b層から出土した。注目土器の注目部の破片である。注目部は体部から4cmほ ど
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細長く張 り出している。注目の周 りには、日の先端から体部に向かって10条 の微隆起線が放射状に広がる。注目か

らみて右側の下部には、放射状の微隆起線に斜交する微隆起線が 3条配されている。斜交する微隆起線より体部側

には帯縄文が認められる。

2 続縄文土器の型式的位置付け

宮城県内における続縄文土器の出土例は、佐藤信行氏による資料の収集・集成と研究により (佐藤信行 :1984)、

県北部 (大崎平野以北)を主とし、これまでに後北C2-D式 と北大正式土器の出土が確認されている。最近の資料

調査では、後北C2-D式 と北大 I式上器の出土遺跡は合わせて22遺跡が確認されている(芳賀 。阿部・古澤 :2003)。

宮城県南部では、続縄文土器の出土遺跡数は少なく、鴻ノ巣遺跡を含めて 3遺跡があるだけである。黒川丘陵を越

えて宮城県南部になると急激に遺跡数が減少することがわかる。鴻ノ巣遺跡以外の宮城県南部から出土した続縄文

土器は、名取市清水遺跡から後北C2式の注目土器が1点、多賀城市山王遺跡から後北C2式とされる鉢形土器が 1

点あるに過ぎず、遺物数も少ない。なお、県北部の遺跡から出土した続縄文土器も、単独の出土資料や破片資料・

表面採集資料が多く、各遺跡においては客体的存在であるため、宮城県内独自の編年はなく、続縄文土器の本願地

である北海道における編年を援用し、その型式名称が用いられている。ただし編年の基準と位置付けについては、

研究者により差異がある。そこで、大沼忠春氏と田才雅彦氏・小野裕子氏及び佐藤信行氏による3つの考え方を踏

まえた上で、鴻ノ巣遺跡の続縄文土器の編年的位置付けを行なうこととする。

A.大沼編年

後北C2式を4段階に分け、後北C2式から北大正式への変遷は漸移的な変化と捉え、後北C2式から北大 I式

への変遷とその特徴は次のように解説されている (大沼 :1982・ 1989)。

〔後北C2式初期〕

。大部分の文様が隆起線で構成されている。

・隆起線の省略されたものをD式と呼ぶ場合もあるが、時期の異なるものではない。

・ 2本単位の隆起線による文様や、 1本の隆起線による円文。

〔一般的な後北C2-D式〕

。独立した隆起線による文様の消滅。

・口縁部はしだいに外反するようになり、口唇上の刻み目が内側角と外側角につけられ、その内側の角が尖

った口唇を形成し、外側の角が口唇直下の刻み目のある貝占付帯となる。

・弧線文や円形文を縦横の区画に配置。

・地文としては、体下半の縦行、上半の横走する帯縄文の消滅。

・体下半の縄文も処々にたれ下がるものとなり、装飾的な文様も底部付近あるいは体下半には施されなくな

る。

・器形には口径に較べて高さの低い深鉢や注目。片口。皿型などを呈する。

〔後北C2-D式 後葉〕

。曲線的な文様構成が鋸歯状を呈するものへと変化する。

〔後北C2-D式 末〕

・口唇が平になり、そこに小円形の刺突文を施すものが見られるようになる。

・口縁部に隆起線を2条めぐらし、その間に刺突をおこない、内面に突瘤を形成するものもある。

〔北大 I式〕

・口縁部に隆起線による文様帯が形成される。
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・口唇に刻目を施すものが北大 I式の初期のものにも認められる。

・後葉のものでは回唇の断面に丸みをもつものがある。

・体部の縄文は帯状縄文あるいは右下りの斜行縄文で、隆起線に縁取りされるものや、刺突により縁取りさ

れるものもある。縄文帯の代わりに条線を施すものもある。

・0段多条のRLの帯状に施される特殊な縄文の施されたものが多い。

B.田才・河ヽ野編年

田オ雅彦は、円形突瘤文 (初期には貫通孔、後期には刺突文)と 、V字状のモチーフをもつ土器群をI類からⅣ

類に分類している (田才 :1983)。

〔I類〕

。後北 C2・ D式土器に突瘤文が加わったグループ

〔Ⅱ類〕

。何条もの横走もしくは縦走の微隆起線を廻らすグループ

・V字状モチーフについてみると、特殊縄文と微隆起線の組合せ 。特殊縄文と沈線 。斜行縄文と沈線・斜行

縄文のみでそれぞれ作出する例がある。

〔Ⅲ類〕

・微隆起線を失い、斜行縄文と沈線が主な文様要素となるグループ

〔Ⅳ類〕

・縄文を失うと同時に胴部に文様が見られなくなるグループ

I類については「突瘤文を受け入れたのは、後北C2・ D式の時期であり、 I類は後北式上器の中にあって北大

式誕生への胎動を示すものと言える。」として、特にこの段階の上器群について、突瘤文 (貫通孔)の存在を加味

して「モヨログループ」と呼び、 I類からⅡ類への移行をもって北大式土器の誕生としている。

さらに、小野裕子は、田オの考えに立って「『モヨログループ』から『北大 I式』への変化、殊に平行微隆起線

文の採用に至る過程はまだ不明である。」としながらも、北大 I式の基準を平行微隆起線文の採用においている

(小野 :1998)。 また、北大 I式の時期については、南小泉式と平行する時期、モヨログループについては南小泉式

期が下限となると理解されている。

C.佐藤編年

宮城県内の続縄文土器を集成した佐藤信行は、後北C2式と北大 I式の特徴について、石附喜三男の説を踏襲す

るかたちで次のようにまとめている (佐藤信行 :1984)。

〔後北C2式〕

・断面三角形状の “みみず張れ状"の微隆起線、東状ないし縞状縄文 (帯縄文)、 楔形状刻点列、刻み目の

ある隆起線文等によって構成される。

〔後北D式〕

・前者から微隆起線文を取り去った残余の要素によって構成される。すなわち、帯縄文が縦、横、弧状に器

面を飾 り、それに沿うように楔形刻点列文が付けられる

〔北大 I式〕

。最大の特徴は、口縁、稀に胴部に等間隔で施文される、突瘤文と呼ばれる手法である①

以上のように後北C2-D式 と北大 I式 と区分または各形式の細分を行ない、文様の構成要素が、①弧線文や円

形文を縦横の区画に配置することによる文様の段階⇒②突瘤文の開始⇒③複数の微隆起線による文様の開始、の順
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に移行 していることの共通理解に立脚した上で、後】ヒC2-D式 と北大 正式との区分だけについて見ると、

a.口縁部に隆起線による文様帯が形成された時点を北大 I式の成立と見る。 =大沼編年

b。 後北 C2・ D式土器に突瘤文が加わった段階の土器をモヨログループとして後北C2-D式 期から北大 I式

期への移行期を想定し、その上で微隆起線による文様の開始を北大 I式の成立と見る。 =田オ・小野編年

c.口縁や胴部に等間隔で施文される突瘤文の開始を北大 正式の成立と見る。 :佐藤編年

というようにまとめられ、さらに北大 正式の成立の基準だけを見ると、

i実 :微隆起線による文様の開始を北大 I式の成立と見る。 =大沼編年、田オ・小野編年

ii実 :突瘤文の開始を北大 I式の成立と見る。 =佐藤編年

という 2つ の考え方に整理される。微隆起線による模様を伴わず、突瘤文とそれ以外の施文で装飾される土器に

ついては、 i案 とii条のどちらに準拠するかによって、 i条のように後北C2-D式 の範疇で理解する立場と、 ii

案のように北大 I式 と理解する立場が生じている。

本文では、鴻ノ巣遺跡出土の続縄文土器 (及びその可能性のある土器)について、続縄文土器の分布の中心地で

ある北海道地域で考えられている編年の基準 (主 に i案の内の大沼編年)に準拠 し、第267図の番号順に検討する

こととしたい。

X-12(第 267図 1)は、日縁と体部の境が括れその部分に等間隔で突瘤文が施文されるが、複数の微隆起線によ

り構成される文様がなく、体部は無文である。模様構成からだけで判断すると後北C2-D式 期の末頃のものと考

えられる。

X-10(第 267図 2)は、X-12と 同様の文様構成であることから、同じく後北C2-D式 期の末頃のものと考え

られる。X-10と X-12を比較すると、前者は体部から口縁部まで直線的にのびているのに対 し、後者は日縁と体

部の境に括れが生じているので、後者のX-12の方が若千後出的要素を含んでいる。

X-3(第 267図 3)は、小破片であるが口唇部の直下に 2条の微隆起線による文様が確認されることから、北大

正式と判断される。

X-11(第 267図 4)は、頚部付近に円形の刺突が連続 しているが、刺突が接近していること、刺突が浅 く内面に

瘤が生じていないこと、などから、前記の判断基準としての突瘤文とは異なるものである。したがってこの文様だ

けでは型式決定できず、また続縄文土器であるかどうかの判断もできていない資料である。ただし、刺突に使用さ

れた工具の大さはX-10・ 12と 類似 し、他に弥生土器等も出土していないことから、続縄文土器の可能性のある土

器として本項で取上げた。

X-16(第267図 5)は、刻点列文によるV字状の区画を帯状縄文が埋めているものである。文様区画の刻点列文

の形状が、後北C2-D式 期のような楔状の三角形を呈するものではなく、北大 I式の特徴を有するX-8土器の

微隆起線の脇にこれと平行して付けられた細長い刻点列文と極めて良く似ていること、帯状縄文が刺突により縁取

りされるものが北大 I式にもあるとされることなどから、この上器については北大 I式 と考えられる。

X-7(第 267図 6)は、微隆起線によるV字状の区画を帯状縄文が埋めているものである。日縁部を欠 くので明

確な判断はできないが、微隆起線で区画された帯状縄文と帯状縄文の間の空間が、後北C2-D式 期のような三角

形の刺突による文様がないことと、北大 I式期にも帯状縄文が隆起線に縁取 りされるものがなお存在するとされて

いることか ら、北大 I式期の資料と考えたい。

X-13(第267図 7)は、区画文を持たず、帯状縄文だけでV字状の文様を構成する。微隆起線や刻点列文による

区画帯を消失 していることから、X-7土 器よりも後出の土器と考えられる。ただし、本遺跡をはじめ宮城県内か

ら北大Ⅱ式以降の続縄文土器は出上していないので、この土器についても、北大 I式期のものと考えられる。

X-9(第 267図 8)は、複数の平行する微隆起線と帯状縄文によって模様が構成され、なおかつ後北 C2-D式
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期 に比べて長い注 目 となっていることか ら、北大 I式土器 と判 断 され る。

以上のように今回の調査では、後北C2-D式 期の範疇で考えられるもの 2点、北大 I式及びその可能性のある

もの 5点、続縄文土器と考えられるもの 1点が出土した。出土資料全体を通して見ると、後北C2-D式 期の可能

性のあるものから】ヒ大 正式期へと続き、北大 正式期も、文様帯が微隆起線で区画されるもの、刻点列文によるもの、

区画のないものなどの差異がある。その違いの成因に時間差が関っていたとすれば、鴻ノ巣遺跡に続縄文土器がも

たらされたのは 1回 限りのものではなく、土器の出土量から考えて小人数ではあろうが長期間にわたって複数の交

流があったものと推祭される。

これらの続縄文土器の所属時期については、上層の遺構から出土したものを含めて、本調査区では、塩釜式期の

遺構は検出されていないこと、塩釜式土器もほとんど出土していないこと、出土した続縄文土器では古い型式の後

北C2-D式 期と考えられるX-12土器が、 S D26溝 において南小泉式土師器と共に出土していることなどから、

5b層～ 7層 で検出された遺構の時期である広義の南小泉式期 と考えられる。なおX-12土器は、 S D26溝 におい

て、カマ ドが敷設される以前のS16。 8。 18竪穴住居跡から出土する例の多い、日縁径と体部径・口縁部高と体

部高の比率が等しい形態の小型壼 (第121図 3iC-494)と 共伴 していることから、鴻ノ巣遺跡の南小泉式期の集

落では古い段階のものと考えられる。

なお、宮城県内でX-12土器に類似する資料は、伊治城跡の S D260溝跡から塩釜式上器と共伴 して出土してい

る (佐藤則之 :1992)。 伊治城跡出土資料は、体部から口縁部にかけて直線的に開く鉢の破片で、 2条の刻みのあ

る隆帯の間に突瘤文が配され、体部には複数の沈線による人字状の文様が付けられているが、微隆起線文はない。

報告書では北大式土器とし、北大式の開始年代が古墳時代前期までさかのぼることが明らかになったとしているが、

小野裕子は「モヨログループ」と位置付けている (小野 11998)。 県外の東北北部の類似資料 としては、突瘤はな

いが日縁直下に刻みがある隆帯が巡 り、体部が無文の上器が岩手県盛岡市月見山遺跡から、同じく突瘤はないが口

唇部に刻みないし円形の刺突があり、日縁直下に刻みがある隆帯が 2条巡 り、体部が無文の上器が岩手県盛岡市芋

田遺跡から出土してお り、後北C2-D式 とされている (津島他 :1997)。

また、X-7土 器の類例は、多賀城市山王遺跡出土の S X058遺構 (鴻 ノ巣遺跡。期 1段階相当)か ら南小泉式

の一括土器とともに出土している。鉢形土器で、微隆起線による斜めの区画内を帯状縄文によって装飾 しており、

微隆起線で区画帯された帯状縄文と帯】犬縄文の間の空間は無文となっている。編年的位置付けは、大沼編年の後北

C2-D式 後葉または後北 C2-D式 末とされている (相沢 :1999)。 X-7土 器は、後北C2-D式 期に特徴的

な三角形の連続する刺突を欠如しており、北大 I式期にも帯状縄文が隆起線に縁取 りされるものが存在するとされ

ていることから、】ヒ大 I式期に位置付けた。時期的には、中世の溝跡から出土したものであるが、本来は調査区内

の古墳時代集落の形成期である中期に関係する土器と考えられる。山王遺跡 S X05遺構出土の上器についても、文

様構成と共伴する土師器の類似性から考えて、北大 I式土器としての位置付けることができないか再検討が必要と

思われる。

本調査における、X-12土器 =後北C2-D式 期 (末頃)、 X-7土 器 =北大 I式 という認識に従えば、伊治城

跡 S D 260溝 跡出土土器 :北大 正式一塩釜式土器との共伴と、山王遺跡 S X05遺構出土土器 :後北 C2-D式 期―

南小泉式土器との共伴 という共伴型式の逆転という矛盾が解消され、伊治城跡 S D260溝 跡出土土器 =後北C2-

D式期三塩釜式土器共伴、山王遺跡 S X05遺構出土土器 =北大 正式期 =南小泉式土器共伴という型式間の整合性を

はかることができる。そのうえで、北大 I式の開始年代を古墳時代前期にさかのぼらせるのではなく、後北C2-

D式期の最終末を、南刻ヽ泉式前半段階頃 (鴻 ノ巣遺跡 I期 1段階相当期)と 理解するのが妥当と考えられる。
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① 鴻ノ巣遺跡は、標高8m前後の七北田川右岸に形成された自然堤防に立地する。

② 第7次調査地点は、基本層を大別7層・細別11層 に分けることができた。

③ 2b層・3a層・3b層・5a層 。5b-7層の5面で遺構が検出された。

④ 2b層上面では、中世・平安時代 。奈良時代の遺構が検出された。

③ 中世の遺構には、大小の溝跡・井戸跡・掘立柱建物跡の一部と考えられるピットがある。中世の遺構には、断

面精査の結果2a層上面から掘り込まれたものがあり、今後の調査では2a層での遺構確認が必要であることが

判明した。中世の遺構からは、陶器・土師質土器・青磁・古銭などの遺物が出土しているが量は多くない。

⑥ 平安時代の遺構としては、竪穴住居跡2軒・掘立柱建物跡 1棟などの遺構がある。遺物は土師器・須恵器など

がある。

② 余良時代の遺構としては、竪穴住居跡1軒・土坑数基がある。遺物は土師器・須恵器などがある。

③ 3a層で、は古墳時代終末期から奈良時代の初めの溝跡が検出され、土師器・須恵器やU字形鉄製鍬・鋤先が

出土した。

③ 3b層では上面で古墳時代後期の溝跡と大型の土坑が検出された。 3b層中では祭祀に関わる多量の古墳時代

後期の上師器が出上した。また、 3b層下面で検出された滞跡からも古墳時代後期の土師器が多数出土した。

⑩ 5a層 は、古墳時代後期前半ないし古墳時代中期後半頃の畑耕作土層で、畑の耕作を反映して下面で小溝状遺

構群が検出された。

① 5b-7層 上面では、15軒の竪穴住居跡と大型の溝と柱穴列からなる2方向 。2時期の区画施設・祭祀遺構な

ど多数の遺構が検出された。

⑫ 大型の溝と柱穴列からなる区画施設のうち新期のものは、一辺の長さが30m以上ある。竪穴住居跡群を切って

おり、区画施設をもう集落の廃絶後に作られたものと考えられる。出土遺物から遺構の年代は古墳時代中期に属

すると考えられる。区画の内部に、この施設と方向を同じくする遺構は発見されなかった。

○ 区画施設のうち古期のものは、検出された竪穴住居跡群とほぼ一致する方向を示し、その南辺を区画すると考

えられ、今回調査した部分の集落は、方形の区画施設を有する可能性が高い。

⑭ 竪穴住居跡には、炉の段階のもの 7軒・カマド段階のもの 2軒・不明 6軒がある。

⑮ 5b-7層 上面検出遺構から出土した土師器は、 3期 5段階の変遷が考えら、氏家和典氏が提唱した南小泉式

と引田式の区分が可能であること確認された。

⑩ 5b-7層 上面検出遺構から出土した遺物は、土師器以外には、石製模造品・鉄製品 。砥石 。ガラス玉・琥珀

玉・続縄文土器・黒曜石製石器・方割石などが出土した。

⑦ 続縄文土器は、後北C2-D式期の特徴を残すものと、北大 I式のものが出土した。北大 I式土器は、分布の

南限となる資料である。

① 黒曜石製石器・方割石も続縄文土器とともに続縄文文化に伴う遺物で、 5世紀段階で鴻ノ巣遺跡の住人と東北

北部ないし北海道方面の人々と何らかの交流が存在したことが明らかになった。

〔追記 :今後の1可川改修工事について〕

鴻ノ巣遺跡第 7次調査の終了後、宮城県仙台東土木事務所は、発掘調査状況を基に、当該地域における工事範囲

を縮小するように計画の見直しを行った。その結果、掘削工事は、仙台亘理自転車道の北西側の七北田川河岸に平

行する道路より河川側に限定されることとなり、遺跡が広範囲に現状保存される見通しとなった。
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<註 記 >

註1 この段階の土器群については、藤沢氏は「佐平林式平行期」の名称を提唱している (藤沢 :1992)。

註2 藤沢氏は『引田式再論』 (藤沢 :1992)で、引田式を「中型 。大型郭の多量出現とそれに対応した高杯の基

本的消滅、小型壺の消滅と口径が体部径より小さく口縁部の低い中型壼の出現、無底の甑の出現によって特徴

づけられる。」ものとし、南小泉式から独立し、南小泉式に後続する土器型式として存在しうることを既に述

べている。

註 3 発掘調査報告書 (結城 :1989)で、この遺構はSAI柱列状遺構 として報告され、所属年代は出土遺物から

奈良時代後期とされているが、方向と形状から本調査のSAl柱穴列につながると考えられ、年代の決め手に

なった遺物は、 SAl柱列状遺構を切る土坑 (SKl・ 7)に含まれていたものである可能性がある。

註 4 仙台市南小泉遺跡第26次調査 (五十嵐康洋 :1998)に おいて、古墳時代中期を中心とした遺構 とともに検出

された中世の溝跡の出土遺物や、出土層位不明の遺物の中に方割石と考えられる礫石器が出土しており、これ

が最南端の方割石の可能性がある。
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1 調査地点と周辺の地形 (昭和36年 )

2 調査区の配置と周辺の現況

図版 1 調査区の状況



1 基本層序 (東壁中央 )

2 東壁北部

図版 2 基本層序 と東壁断面 1



1 東壁北部中央寄り

2 東壁中央部北寄り

３　
願図

東壁南部

東壁断面 2



1 南壁東部

2 南壁中央部

:
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1 西壁南部中央寄り

2 西壁中央部南寄 り

3 西壁北部中央寄り

図版 5 西壁断面
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北壁西部中央寄り

3 北壁中央部西寄り

図版 6 北壁断面 1



1 北壁中央部

2 北壁中央部東寄り

3 北壁西部中央寄り

図版 7 北壁断面 2
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２ 2b層 上面検出遣構完掘状況

図版 3 2b層 全景

1 2b層 上面遺構検出状況
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1 調査区南部の2b層上面

7 N3E2断面 (南 より)

図版 9 2b層南部とSBl掘立柱建物跡

8  N3E3凹諏蜀
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SDl・ 2溝跡全景

|■ |:1下 I・・ ゃ韓舞i

姶 工|

章il■ |

●芽!‐・
I章言

(西 より)

3 SDl溝跡土橋状部分 (南 より)2 SDl溝跡南東部全景 (西南より)

4 SDl溝跡南ベル ト断面 (南 より) 5 SDl溝跡北ベル ト断面 (東 より)

図版10 SDl溝跡



2 SD2溝跡南側ベル ト断面 (東 より)(東南より)

3 SD2溝跡北側ベル ト断面 (南 より) 4 SD3溝跡断面 (西 より)

6 SD4溝跡断面 (西 より)

7 SD5溝跡断面 (西 より) 3 SD6溝跡断面 (西 より)

図版 1l SD2・ 3・ 4・ 5・ 6溝跡



l SD9溝跡全景 (南 より) 2 SD9溝跡断面 (南 より)

3 SD10溝跡全景 (南 より) 4 SD10溝跡断面 (南 より)

6 SDll溝跡断面 (南 より)

8 SD13溝跡断面 (西南より)

図版12 SD9。 10・ 11・ 13溝跡

5 SDll溝跡全景 (東 より)

7 SD13溝跡全景 (西 より)



2 SD14溝跡断面 (南 より)

l SD14溝 跡新期金景 (南 より)

4 SD14溝跡底面 (南より)3 SD14溝 跡新旧全景 (南 より)

図版13 SD14溝跡
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l SD15溝 跡全景 (南 より) 2 SD15溝跡断面 (南 より)

4 SD17溝跡断面 (東 より)

3 SD17溝 跡全景 (西 より)

5 SEl井戸跡断面 (南 より)

6 SEl井戸跡全景 (西 より)               7 G

図片反14 SD15。 16・ 17溝跡 とSEl。 2井戸跡

7 SE2井 戸跡 (北 より)



l S11竪穴住居跡全景 (西 より)

2 S11南北ベル ト断面 (西 より) 3 S11カ マド部遺物出土状況 (南 より)

4 ビッ ト4遺物出土状況 (西 より) 5 S11掘 り方完掘状況 (西 より)

図版15 Sll竪穴住居跡
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l S13竪穴住居跡全景 (南 より) 2 Si3東西ベル ト断面 (西南より)

3 S13掘 り方土層断面 (西南より) 4 Si3掘 り方底面 (南 より)

5 Si4竪穴住居跡全景 (西 より) 6 Si4カ マ ド全景 (南 より)

7 S14床面上の崩壊礫 (東南より) 8 Si4掘 り方底面 (西 より)

図版16 Si3・ 4竪穴住居跡



i SKl土坑 (西 より) 2 SK2土坑 (北 より)

3 SK3土坑断面 (南 より) 4 SK3土坑 (東北より)

5 SK4土坑 (東南より)

7 SK5土坑 (南 より)

6 SK5土坑断面 (南 より)

図崩削7 SKl・ 2・ 3・ 4・ 5」二J売
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i SK6上 坑 (南 より)

3 SK9土坑 (東 より)
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2 SK7土坑 (東 より)
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4 SK10。 Hl土坑 (南 より)
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6 SK12土 坑 (南 より)

.II IIチ
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7 SK13土 坑 (南 より)三より)                8 SK14土 坑 (東 より)

図す1反 18 SK6・ 7・ 9・ 10。 11・ 12。 13。 14ユ」克



il■ |―F■TttW千 =F静すユⅢⅢ

SK16土 坑 (南 より)l  SK15」二J克 1首 )と P65(ラ生) (西 より)

3 SK17土坑 (南 より)

7 SK23土 坑 (東南より)

図す板19 SK15。 16。 17

一霧

一

4 SK18土 坑 (東南より)

8 SK24土 坑 (南 より)

。18。 19・ 21 ・ 23・ 24土坑

5 SK19土 坑 (南 より) 6 SK21土 坑 (南 より)
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2 SK29土坑 (南 より)

|||=|||‐■|-1●

3 SK32土 坑 (南 より)

l SK26土坑 (南 より)

,|■||: | ・

4 SK33土 坑 (南 より)

5  SK34土坑
6 SK35土 坑 (北 より)

(南 より)

図サ板20  SK26・ 29'32・ 33・ 34。 35土坑



l  SK37土坑 (南 より) 2 SK38土坑 (南 より)

4 SK41土 坑 (東 より)

5 SK42土坑 (南 より)

6 SK43土坑断面 (東南より)               7

図|キ反21  SK37・ 38・ 40'41 。42・ 43土坑

7 SK43土坑 (東 より)



l SK44土坑 (西 より) 2 SK45土 坑 (西 より)
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3 SK46土坑 (南 より)

7 SK50土坑 (南 より)

図版 22

亀
1繰

6 SK49土坑 (南 より)

8 SK51土 坑 (南 より)



撫等●

(東 より)

I SK53土坑 (西 より)

3 SK55土坑 (南 より)

4 SK56土 坑 (南 より)

―

SK58=上坑 (南 より)

6 SK59土 坑 (南 より)

図片反23  SK53・ 54・ 55・ 56

7 SK60土 坑 (東北より)

58・ 59。 60土坑



I SK61土坑 (南 より) 2 SK62=上坑 (東 より)

3 SK66土坑 (北 より)

7 SK81土坑 (北 より)

図版24
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8 SK131土坑 (南 より)

SK61 ・ 62・ 66。 67・ 69'80'81 ・ 131三L立克

4 SK67土 坑 (南 より)

5 SK69上 坑 (南 より) 6 SK80土 坑 (東 より)
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2 3a層検出遺構完掘状況全景 (西 より)

図版25 3a層上面の状況



2 SD7溝跡東部断面

触 頑
SD7溝跡全景 (西 より)

3 SD7溝跡中央部断面 (東 より)

4 SD7溝跡須恵器逸出土状況 (西 より) 5 SD7溝跡鍬鋤先出土状況 (東 より)

彎 岳|=ゴ移:lk甕■ギ
繊 ド

SD18溝跡 (右)19溝跡 (西 より)

図版26 SD7・ 18。 19溝跡

7 SD18溝 跡断面 (西 より)



SD20溝跡 (西 より)

5 SK77土 坑 (南 より) 6  SK79EL)克  (東 より)

2 SD20溝 跡 (東部)断面 (西 より)

3 SK70土坑 (南 より) 4 SK72土 坑 (南 より)

7 SX3遺構 (南 より) 8 SX3遺構断面 (西 より)

図l板27 SD20溝 跡・ SK70。 72・ 77。 79土坑 とSX3遺構
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1 3b層 上面全景 (西 より)

2 SD21溝跡 (南 より)

4 SD22溝跡 (南 より) 5 SD22溝 跡断面 (南 より)
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図版28 3b層上面 とSD2呵 。22溝跡



SK82土坑 (東 より)

3 SK87上 坑 (南より)

2 SK86土 坑 (南 より)

4 SK88土 坑 (東 より)

5 SR3a溝跡全景 (南 より)

図版29 SK82・ 86・ 87・ 38-L坑 とSR3a溝跡
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l SR3a溝跡断面 (南 より)

2 SR3a出 土土器No l～ 4(西 より) 3 SR3a出 土土器No 8～ 9(西 より)

4 SR3a出 土土器No 10～ 14(西より) 5 SR3a出 土土器No 15(西 より)

図版30 SR3a溝 跡の断面 と土器の出土状況



攪鷺

■すI I

|||ニメ″

ｒ
・ｒｉ
一・・ぃ．一ヽ
一，一　

　

一

一為

ｗ

一

／
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5 SR3bO全景 (西 より)

図版31 SX3a遺構とSR3bl分 。
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3 SR3b②出土土器No 6・ 7・ 8・ 13(東 より)

SR3b②出土土器No 4・ 5(東 より)          5 SR3b② 出土土器No 9(東 より)

図版32 SR3b② 中央部
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l SR3b②遺物出土状況 (北 より)
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l SR3bと 3b層土器群 (東 より)

2 3b層」三器君ギとSR3a溝跡 (北 より)

図版33 3b層土器群全景
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1 3b層 土器群中央部 (南 より)
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2 3b層土器群下部 (南 より)

図版34 3b層 土器群の中央 と下部の状況



1 5a層上面検出状況 (西 より)

2 5b。 6。 7層面遺構検出状況 (西 より)

図版35 5a層 上面 と5a層除去後の検出遺構
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1 南東部小溝状遺構群検出状況 (西 より)

3 小溝KD7断面 (東 より)

2 小溝KD4～ 6断面 (南 より)

4 小溝KD15断面 (東 より)

5 小清状遺構群中央～東部全景 (西 より)

図版36 5a層 に関係する小溝状遺構群
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l SAl柱 穴列とSD23溝跡 (西 より) 2 SAl柱穴列東半部 (東 より)

3 SAl柱 穴列東南部 (南 より)

SAl柱穴列P12・ 13縦断面 (北 より)

5 SAl柱穴列P16横断面 (東 より)

図版37 SAl相お代夕嘔



l SD23溝跡 A期全景 (西 より)

2 SD23溝 跡 B期全景 (西 より)

図版38 SD23溝跡
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=ギ艤

3 SD23溝 跡土器No 4～ 7出土状況 (東南より)

SD23溝跡A期 2層上面遺物出土状況 (西 より)

5 SD23溝 跡土器No 21出 土状況 (西 より)

4 SD23溝跡土器No 10出土状況 (南 より)

6 SD23溝 跡土器No 22出 土状況 (西 より)

図版39 SD23溝 跡の断面 と遺物出土状況



l SA2柱 穴列とSD45溝跡 (北 より) 2 SA2柱穴列とSAl柱穴列 (南 より)

3 SA2A・ B断面 :東壁 (西 より) 4 SA2A・ B断面 :北部 (南 より)

5 SA2・ A-20柱穴断面 (南 より) 6 SA2・ B-11柱 穴断面 (南 より)

図1板40 SA2A・ Bオ主穴列



l SD45溝 跡遺物出土状況 (北 より) 2 SD45溝跡出土土器No.22・ 23(南 より)

3 SD45溝跡臼玉出土状況 (北 より) 4 SD45溝跡全景 (西北より)

5 SD45溝跡土層断面 :手前土師器C‐485(北より)

図版41 SD45清跡



2 SD26溝跡断面 (東 より)

5 SD29溝跡 (西 より)

図版42 SD24・ 26・ 28・ 29・ 30溝跡

l SD24溝 跡 (東 より) 3 SD26溝 跡A・ B全景 (東 より)

4 SD28溝跡 (東 より)

6 SD30溝跡 (南 より)



l SD34溝 跡全景 (西 より)

5 SD36溝 跡全景 (南 より)

2 SD34溝 跡断面 (東辺 )

6 SD36溝 跡断面 (南 より)

3 SD34溝 跡東辺遺物出土状況 (南 より) 4 SD35溝跡 (南 より)

7 SD36溝跡南端部遺物出土状況 (東 より) 8 SD40。 41,青 跡 (北 東より)

図サ板43 SD34。 35。 36・ 40・ 41,斉『亦
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l Si5検出状況 (西 より) 2 S15東西ベル ト断面 (南 より)

3 S15遺物出上状況 (西 より)

4 S15内 SK2断面 (南 より) 5 S15床面 (西 より)

図版44 Si5竪穴住居跡



l S16検出状況 (南 より) 2 S16内SK3遺物出土状況 (西より)

3 S16遺物出土状況 (南 より)

4 S16床面 (南 より)

図版45 S16竪穴住居跡

5 S16掘 り方底面 (南 より)



l S17検出状況 (南 より)

雖

2 S17。 S陶 28東西ベル ト断面 (南 より)

3 S17床面 (西 より)

4 S17内SKl(西 より) 5 S17掘 り方底面 (東 より)
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図版46 S17竪穴住居跡



l S18検出状況 (西 より) 2 S18内SKl(東 より)

3 S18第 1床面 (西 より)

4 S18北東壁際の焼土面 (西 より)

図版47

5 S18中央部床面土器No.9～ 19出土状況 (西 より)

S18竪穴住居跡第 1床面
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l S18第 2床面 (西 より)

2 S18土器No 27・ 28出土状況 (西 より) 3 S18土器No 31出土状況 (東 より)

4 S18土器No.33・ 34と粘土塊出土状況 (西 より) 5 S18出土粘土塊断面 (西 より)

358

図版48 S18竪穴住居跡第 2床面



l S18第 3床面 (西 より)

2 S18第 4床面 (西 より)

(西 より)

図版49 S18竪穴住居跡第 3

4 S18内 SK6粗砂出土状況 (南 より)

・ 4床面

3 S18第 4床面の炭化物の範囲
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l S18掘 り方底面検出状況 (西 より)

2 S18内SK3(南 より) 3 S18内SK8断面 (東 より)

4  S18P6断面 (北 より)

図版50

5 S18P21・ 22断面 (西 より)

S18堅穴住居跡掘 り方底面 と桂穴



l S19床 面 (南 より)

2 S19南北ベル ト断面 (東 より) 3 S19南 西部凹地 (南 より)

4 S19土器No 3・ 4・ 5・ 6出土状況 (西 より) S19掘 り方底面検出状況 (南 より)

図版51 S19竪 穴住居跡



i S11 0床面 (西 より)

2 S110東西ベル ト断面 (南 より) S110貼床検出状況 (西 より)

4 S110掘 り方断面 (東南より)              5 S110掘 り方底面 (西より)

図版52 S110竪穴住居跡の堆積土 と床面
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l S11 0内 SKl土坑断面 (南 より)

3 S110 Pl断面 (西 より)

2 S110カ マ ド周辺遺物出土状況 (南 より)

6 S110カ マ ド内遺物出土状況 (西より)

)            8 S110カ マ ド袖部横断面 (西南より)

図版53 Sl10竪穴住居跡の施設

4 S110内 P3・ P4断面 (西 より)

5 Sl1 0カ マ ド検出状況 (南 より)

7 S110カ マ ド全景 (西 より)
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l S11 1検 出状況 (東南より) 2 SIコ 南北ベル ト断面 (東 より)

幕
機
越

3 S111床面遺物出土状況 (南 より)

S111土器No l・ 2・ 3出土状況 (南 より)       5 S111土 器No.1

図版54 S111竪穴住居跡の堆積土 と遺物出土状況

5 S111土器No.17～25他出土状況 (北 より)



l S11 1床 面濃化物層検出状況 (南 より)

5 S111床面 (南 より)

2 S111床面炭化板材出土状況 (南 より)

4 S111炉跡とSKl(】ヒより)

6 S111掘 り方底面 (南 より)

3 S111炭化物集積層断面 (東 より)

7 S111掘 り方南北ベル ト断面 (東 より)

図版55 SHl竪穴住居跡の床面 と掘 り方



l S11 2南 北ベル ト断面 (東 より) 2 S112第 1床面遺物出土状況 (西 より)

3 S112第 1床面 (南 より) 4 S112第 2床面整地層上面検出状況 (南 より)

5 S112第 2床面の整地層下面 (南より)

図版56 S112竪穴住居跡の雄積土と床面
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S112第 2床面炉跡 (東 より)

3 S112内 Pl・ 2断面 (東 より)

7 S112掘 り方底面 (南 より)

図版57

3 S112掘 り方南辺 (西 より)

S112竪穴住居跡の施設 と掘 り方

4 S112内 P3(西 より)

5 S112内 P4(東 より)
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6 S112内 P4・ 5(南 より)



l S11 3床 面全景 (南 より)

2 S113内 Pl・ 土器No.1・ 2出土状況 (西 より) 3 S113床面上手状高まり (西 より)

4 SH3カ マ ド (西 より) 5 S113掘 り方底面 (南 より)

図版58 S113竪穴住居跡



l S11 4上 の5a層からの出土土器 (北 より)

3 S114南北ベル ト断面 (西 より)

4 S114内 SKl全景 (南 より)

2 S114東西ベル ト (西半)断面 (北 より)

5 S114床面 (東 より)

6 S114貼床除去後の全景 (東 より) 7 S114掘 り方底面 (東 より)

図版59 S114竪穴住居跡
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l Sl1 5検 出状況 (南 より) 2 S115床面臼玉出土状況 (南 より)

ど1韓筆 = il _~‐ テ■ 機鐵
‐´,    ・ 中  ■荘、 、 i

住居西部の一部埋め戻 し後のS115床 面全景 (西より)

4 S115西部の埋め戻し層断面 (南 より)

図版60 S115竪 穴住居跡

5 S115床面 (東 より)



l S11 7検 出状況 (南 より)

轡:奪斡郡耳■●
2 S117内 Pl土器出土状況 (南 より)
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3 S117床 面 (南 より)

S117内 SKl(南 より) 5 S117掘 り方底面 (南 より)

図版61 S117竪 穴住居跡



l S118検出状況 (南 より) 2 S118第 1床面 (東 より)

3 S118第 2床面 (南 より) 4 S118第 3床面 (南より)

5 S118東西ベル ト西半 (南 より)

6 S118東西ベル ト東半 (南 より)

図版62 S118竪 穴住居跡第 1～ 3床面 と堆積土
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l S118第 4床面検出状況 (南 より)

2 Sl18内 第 4床面SK2(西 より)

4 S118第 4床面出土土器No.1(南 より)

図版63

5 S118第 4床面出土土器No.2～ 7(南 より)

S118竪穴住居跡第 4床面

3 S118第 4床面検出南西の柱痕跡 (西 より)
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l S11 8第 5床面検出状況 (南 より)
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3 S18第 5床面土器No 16～ 13(西 南より)
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S118第 5床面SK3(西 より)



I S118 7層 (炭化物)除去後の第 5床面 (南 より)

S118柱 穴 2断面

i 11 11ⅢⅢ
2 S118柱穴 1断面

4 S118桂穴 3断面 5 S118掘 り方底面 (南 より)

図版65 S118竪 穴住居跡初期床面 と柱穴・掘 り方



l S11 9床 面検出状況 (北 より) 2 S19掘 り方底面 (北 より)

3 S120第 1床面 (南 より) 4 S120中 央貼床断面 (東南より)

5 S120初 期床面 (西南より) 6 S120掘 り方底面 (西南より)

図版66 S119・ 20竪穴住居跡



l  SK90EL】九 (F芍 より) 2 SK91土 坑 (南より)

3 SK92土坑 (南 より) 4 SK93土 坑 (東より)

5 Sk94土坑 (南 より) 6 SK96・ 97土坑 (西 より)

8 SK100土坑 (東南より)7 SK98・ 99土坑 (東 より)
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l SK101土坑 (西 より)

ゴ 「 ■ 蔦綴 籟 駆  ● 亀   ` ‖

7 SK107土坑 (南 より)

図サ板68 SK101

2 SK102土坑 (北 より)

8 SK108土坑 (南 より)

102・ 104。 105。 106・ 107・ 108土坑

3 SK104土坑断面 (北 より) 4 SK104土坑 (東 より)

5 SK105土坑 (西南より)



l SK109土坑 (東 より) 2 SKl10土坑 (東 より)

4 SKl10土坑 5層中遣物出土状況 (西 より)

SKl12土 坑 (東 より) 6 SKl15土坑 (西南より)

7 SK¬ 8土坑断面 (東 より)

図版69

8 SKl18土坑 (南 より)

SK109・ 110・ 112。 115・ 118土」克



2 SK121(右 )SK122(左 )土坑 (西 より)

ッ        t基 鷺ゞ轟重扇田藪膝:磯遷湧

3 SK124土坑 (南 より) 4 SK125土坑 (南 より)

7 SK128土坑南北ベル ト断面 (東 より)

図片反70 SK120。 121 ・ 122・

6 SK127土坑 (南 より)

簿
'if籍

8 SK128土坑床面 (西 より)

124。 125。 126・ 127・ 128三ヒ坑



l SK130土坑 (東 より) 2 SK132土坑断面 (南 より)

3 SK132遺物出土状況 (東 より)
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艤 |

(東南より)

IP路籍|
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SK136土坑 (東 より)

図版71

8 SK137土坑 (東 より)

132'135。 司36・ 137土坑

4 SK132土坑 (東 より)

瞼

6 SK135土坑 (東南より)

SK130。



l SX5遺 構断面 (南 より)

4 SX7遺構 (南 より)

IK幹欝 速

5 SX9遺構断面 (東 より)

2 SX5遺構 (南 より)
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7 SX10遺構 (北 より)



l SXll遺構 (北東より)
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(東 より)

4  SX13遅妻1寺

)                                    7

図版73 SXll・ 12・ 13引 4。 15遺構

3 SX12遣構 (東 より)

5 SX14遺構 (西南より)
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6  SX15遺構



l SX16遺構 (西南より) 2 SX16遺 構内SKl断面 (東 より)

3 5a層下祭祀遺構上部 (東 より)

4 5a層下祭祀遺構下部 (東 より)        5 5a層 下祭祀遺構底面 (西 より)矢印より臼玉出土

図版74 SX16遺構・ 5a層下祭祀遺構
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調査区全景 (東 より)

2 調査区全景 (西 より)

図版75 5b・ 6。 7層面検出遺構全景
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図版76 土師器 1(ミ ニチュア・lTH① )



l C-174
2 C-202
3 C-363
4 C-371
5 C-381
6 C-438
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図版77

9 C-561
10 C-177
1l C-304
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14 C-392
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土師器2(郭②)
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2・ 3層    第152図 3
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l C-161
2 C-264
3 C-301
4 C-350
5 C-491
6 C-441
7 C-178
8 C-563

5a層
S17

S19

S112

SD23A
SD45
SD23A
SK128

第 83図 5
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9 C-175
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土師器4(lTh④ )
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図版80 土師器5(ITh⑤ )



l C-96
2 C-99
3 C-102
4 C-101
5 C-156
6 C-155
7 C-226
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第 67図 17
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図版82 土師器7(高坪①)
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C-463
C-447
C-462
C-461
C-465

６

７

８

９

１０

層
層
層

層

・
・
・
層

朗朗ＳＤ４５助
醐

第■3図 1

第113図 4

第113図 5

第113図 7

第■3図 8

図版83 土師器3(高 lTH② )
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図版85 土師器10(小型壺②)
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第157図 7

第157図 8

第161図 2
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第161図 1
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第136図 3
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図版87 土師器12(壺②)
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第153図 2

第116図 1
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図版88 土師器13(甕①)
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図版89 土師器14(菱②)
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第 96図 1
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6層    第147図 3
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図版91 土師器16(養④)
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図版93 土師器18(台付甕・鉢)
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第225図 13

第225図 15
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l―①層
2-②層
1-③層
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第 21図 9
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図版101 陶器類 2・ 磁器

第226図 8

第226図 9
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l Ka-10
2 Ka-1
3 Ka-32
4 Ka-2
5 Ka-4
6 Ka-39
7 Ka-40
8 Ka-9
9 Ka-11
10 Ka-3
1l Ka-12
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SD5
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西側溝
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3b層
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SD 14
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SX3a
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SD23A
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第 59図 8

第 62図 3

第197図 8

第 41図 2

第 46図 7

第105図 1

第 59図 9

第209図 1

第 88図 5

第 88図 6
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第 22図 15

第 18図 5

第 22図 16

第228図 1

第162図 10

第195図 4
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第 22図 17
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13 Ka-8
14 Ka-7
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17 Ka-5
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21 Ka-17
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第 18図 6

第 88図 7
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第105図 2
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第105図 3
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図版刊03
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20 Ka-30 5a層
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31 Ka-79  S110
32 Ka-80  Sl10
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39 Ka-37  SX3
411 Ka-49 S19
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図版104 黒曜石製石器 3・ その他打製石器
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図版105 礫石器 1

SK104
SKl10
SKlll
SK125
SK128
SK128

2層
4層
1層
2層
1層
1層

第195図 1

第197図 5

第197図 6

第202図 5

第208図 3

身彗208B] 4



SD23B
SD23B
SD23B
SD23B
SD23B
SD23B
S11

第106図 9

第106図 8

第106図 11

第107図 2

第106図 10

第107図 1

第 27図  3

1層
1層
1層
2層
2層
2層
床面

9 Kb-25
10 Kb-26
1l Kb-28
12 Kb-29
13 Kb-31
14 Kb-32
15 Kb-33

図版106 礫石器 2

図

図

図

図

図

図

図

図

第

第

第

第

第

第

第

第

層

層

層

層

層

層

層

層

SD23A
SD23A
SD23A
SD23A
SD23A
SD23A
SD23A
SD23A

l Kb-16
2 Kb-17
3 Kb-18
4 Kb-19
5 Kb-20
6 Kb-22
7 Kb-24
8 Kb-23



ユ   Kb‐ 34

2   Kb-35
3   Kbお 6

4 Kbお7

5   Kb‐ 38

6   Kb‐ 39

7   Kb‐ 40

8   Kb‐ 41

媚
媚
解

媚

媚

媚

ＳＲ３ａ

ＳＲ３ｂ

ＳＸ３ａ

駆

ＳＢ

５ａ層

帥

５ａ層

朗

朗

Ｓ・１８

Ｓ‐２０

2層    第149図 9

第 86図 2

床面    第154図 1

第 86図 5

第 5床面  第186図 3

第 5床面  第186図 2

4b層     第186図 1

1層    第190図 7

9  Kb 42
10 Kb‐43

1l Kb‐坐

12  Kb‐ 46

13  Kb望7

14  Kb‐48

15  Kb49
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図版115 石製模造品 3(円板)
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